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    オチてんじゃねぇよ
     


ちゅんちゅちゅちゅん。


 


「…ふぅ、気合い…か」


 


俺は丹田にぐっと力を込めた。


朝だ、素晴らしい朝がきた。


希望の朝だ。


そっれ、いっちに、さ…。


「ってちがうからな」


あまりの寒さ（？）にがばっと起きる、俺、こと藪新（やぶあらた）は朝が苦手だ。


寒いとお腹いたいし。


 


俺はさっさと準備すると、ノータイムでお袋のごはん食べなさいコールを無視して学園に向かうのだった。


 


学園への通り道、変なやつと遭遇。


「仲野」


「おす」


俺たちは互いにあまり興味がない。だからいつもあいさつを交わしたあとは無言で歩く。


特に気まずくもない。そういう間柄なんだ。


何よりこいつは歩きながらゲームやってるしな。


「…どこに目がついてんだよ…」


「ん、なんか騒いだか？」


「いや」


「…」


いつもこんなもんだ。


うるさいやつが来るまではだが。


「まちなさいよ、そこのウスラボケども」


俺たちは華麗にスルーしてその場をあとに…。


「しかとすんな！」


「ごぱぁ！！！！」


ゲームに夢中だった仲野はかわせなかったようだ。


「こ…このすべてのベクトルが下降線にあたる…ごぱぁ！！！！」


哀れ仲野、口は災いの元ってのは本当だった。


「ふん、ごみむしが騒ぐんじゃないわよ」


その点、俺はわきまえている、ハンパなく。


こういうときはだんまりに限るのだ。ひとえに経験値の差ともいう。だてにこの多城真砂（たじょうますな）と幼くから馴染みをやってるわけじゃない。これぐらいの特典があっていい…。


そうだろ？


仲野は吐血しながらふらふらと立ち上がる。


「か…かふ、おかしいだろ？なんでだよ！なんで朝からメス寄りの生命体にこんな目にあわされてんだ！そうじゃないだろ？！お前には少なからず幼馴染み属性がついてんだろ？！もっと、もっとこう…」


①恥じらいながら、ねぇ一緒にいこう？(きゃぴるん♪)


②泣きそうになりながら、ばか…さき行くなんて…(うるうるん♪)


③少し困り顔で、ちょっと置いてかないでよね！(ぷんすかるん♪)


 


「今日は小テストだったな」


「あら、そんなの気にするなんて珍しいじゃない？風邪でもひいたの？」


「いいや、まぁ特に勉強してきたわけでもないんだが…」


「ちょっとまてぃやコラー！！！なにシカトくれてんじゃ！」


 


「キモ」


あぁ真砂よ、それは直球すぎる。


「スルーなのは貴様の胸板だけで充分だこら！」


「あなた…本当にいのちを粗末にするの…好きね？」


「ひぃ！！！」


ダメだ、真砂の目が血走っている、俺にはどうにも出来ない、さらば仲野。


「藪！なにか、なにか言ってくれよぉ！」


「…文末のるん♪(音符マーク)は必須なのか？」


「そっちかぁ！？ そっちかあぁぁぁー？！？！」


 


こんなのが俺の日常だった。


少なくとも、この日までは。


いや、この日の帰り道までは…。


 


 


「遅くなっちまったな」


小テストは散々だった。


居残りになったのは３人ともだったが、仲野が抜け、次が俺。


真砂を待ってやろうとしたが、まだまだかかりそうだったので、置いてきて今にいたる。


「あいつ、何時までかかるんだよ…」


先生に同情したマジで。


 


「！！！！」


 


光、それは突然だった。


路地裏の一等高いビルからの光。


「…月？」


あまりに高いところからの光に俺はそう勘違いしたのかもしれない。


次の瞬間、


月の近くにあったそれは、ゆらゆらとひとしきり揺れたあと、


月を置いてきぼりにするように、スローモーションで傾いていく。


月が落ちてくるような錯覚。


 


人…？…やばい！


直感で思い、俺は衝動的に走り出していた。


光の方向へ。


 


 


たぶん、偶然なんだろう。


そのビルとの距離が近かったことも、


周りが低い住宅街でそのビルだけが突出していたことも、


降ってくるものに気がついたことも…。


 


落下物は、ビルの外壁を沿うようにして、


時折なにかが引っかかるのか、勢いを殺しながら


ごみ捨て場にー。


俺は躊躇なく突っ込んだ。


 


「くっせー」


さいていな気分だ。おまけに…。


「…届かなかった」


俺の手をすり抜けてー。


なんてな、タイミングとしては全然間に合ってなかった。


勢いを殺せず突っ込んだだけなんだ、俺は。


いや、もともとこんなもん、届く方が異常なのだ、仮に届いてもそんな落下物に触ろうもんなら俺が複雑骨折するだけで、助けられないかもしれない。


そんな誰にしているかわからないような、いいわけはどうでもいいか。


俺は躊躇した、確実に。


己の保身に走ったのだ。


我が身かわいさ。


それだけが真実なのだ。


「ちっ…最低の気分だ」


英雄気取りがとんだ臆病者だ。


こんななら、はじめからなにもしない方がよかったか。


「…それはないか」


俺は走り出してしまっていたのだから。


「…さて」


ゴミ捨て場はかなりゴミが山積していて、もはやどれが落ちてきたものかわからない。


警察に届ける前に、さらっと確認するか。


「マネキンとかゴミを落としたとかの見間違いなら、笑い話なんだが…」


まぁ上からモノを捨てるな、という話ではあるんだが、


しばらく、でかいゴミ袋をさっささっさとどけていくと、


なんか綺麗な足が出てきた、頭からいった模様。


「うへー…」


こういう時、意外と冷静な自分に驚く。


正直、下は見たくない。


俺は身を引いてー。


「うひぁおぇ！、！！、！！！」


 


足、足を掴まれた。


い…生きてる？


俺はゆっくりと深呼吸をして、ぶるぶると震えがおさまらない足に目をやる。


ゆっくりとしゃがみ込み、掴まれた部分をじっくりと見る。


「あ、あんた生きてるのか？」


被さっているであろうゴミを少しずつ取り除くと、体が倒れてきた。


「うわわわ！！」


 


ずしーん！


「…いってぇ」


俺たちはシックスナインのようなカッコでようやくご対面を果たした。
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「…」


「なんだ？なにか言いたいのか？」


その体勢から抜けて、俺は話しかける。


「お」


「お？」


ぼんやりとした少女は呟いた。


「おにぃちゃん」 


 


 


それが俺と、剣菱キコ（けんびしきこ）の出会いだった。













    なんか大変なことになってきたけども
    「あらためて、はじめまして、私は旅木という。さきほども少し名のったが、警察のものだ。以後お見知りおきを…」


そう言って男は身なりを正すと、リビングのソファにゆっくりと座り直した。
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俺は辺りを見回す。まるで子供が大暴れしたあとのような風景。ふと視界に入った時計はまだ昼前であることを指していた。そしてー。


俺の傍らには、キコが寄り添うようにして眠っていた。


俺は中空を見上げひとりごちる。


「どうしてこうなった…」


頭をガシガシ掻きながら、これまでの経緯を思い出そうとする。


あの晩、そうあの晩からだ、いろいろとおかしくなりはじめたのはー。 


 


腐臭ー。


腐臭が鼻をつく。それもそうか、俺たちは今ごみ捨て場の只中にいる。


とりあえず、その女の子をずるずると引っ張り出した俺は、警察に電話を試みるが…。


正直、面倒事はごめんだ。


出来るならこのまま帰りたい。


 


「おい、あんた大丈夫か？怪我とか…」


ふるふると首をふる。そしてきょとっとこちらを見ている。


どうやら頭を怪我してはいないようだ、ていうかなんであんなとこから落ちたのに大丈夫なの？首とか問題ないの？山積したゴミが起こした奇跡なの？あまりにいろいろなことがありすぎて、俺自身もかなり混乱している。とりあえず、様々な疑問や様々な詳細は一切合財スルーしてこの場を乗り切ろう、うん、それがいい。なんか元気そうだし。


「そっか…何があったかは聞かないが、あまり無茶はするなよ。お前にも…いやなんでもない」


あまり踏み込むのはよそう。君子危うきところに近寄らず、だ。


いまさらだが…俺は苦笑いを貼り付ける。


 


じゃあな、遅くなる前に帰れよ、あと病院いけよ、といったところで袖を掴まれる。


「な、なに？」


「おにぃちゃん♪」


「お…おにぃ…」


絶句だ、ダックじゃなくて絶句だ。


あ、いろんな意味で寒い…。


初対面なのに？いやまてまて、少し混乱してるのかもしれない。


きっとそうだ…あんな所から落ちたわけだし…。


「君はどこから来たんだい？」


務めて冷静にそう返す。


「あっち」


女の子は天高く指をさす。


そこにあったのはビル、もといマンションの屋上と月だった。


「…そういうことを聞きたいんじゃないんだが…」


女の子は不思議そうに首を傾げた。


そしておもむろに俺の腕にしがみつく。


 


「！！！！でか！！！！」


「でか？」


「い…いや、なんでもないんだよ、うん」


ロリフェイスのくせに意外と…それは置いとこう。


俺はむにむにとしたものに心を奪われながらも言い放つ。


「ともかく君は君のうちに帰りなさい、あと病院は行きなさい」


名残おしく腕を振りほどいた俺は、そのまま帰ろうとする。


「…」


げ、な…泣きそう？そんな馬鹿な…。


 


「ぅぅぅぅ…うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁあん！」


あーあ。


鼻水と涙を滝のように流す女の子を目の前に、俺はあわあわするしかない。


ティッシュで鼻をかませながら、逡巡する。


するとずびーっと鼻をすすりあげ女の子は言った。


「…お家いく」


さも、責任取ってよね、と言わんばかりの態度だった。


「おにぃの、おうち、いくの」


 


「あっ、すみません。なんか人が倒れてて…頭打ったみたいで…はい、意識ははっきりしていますが…よくわからないこと言ってまして」


俺は咄嗟に警察に電話をかけていた。


前言撤回、うん、やっぱりこの子、頭を怪我してるからね、仕方ないね。


 


 


そのあとは思い出したくもない。


警察が来たあとも、泣きすがる女の子をふりほどき、関係者じゃないことをアピールするのに、えらく時間がかかった。


おまけに信じてもらえず（今思うと当たり前だが）、現場は混乱に混乱を極めた。


結局、警察にご同行願われ、母を呼ばれ、ようやく俺の妹ではないことがわかりはしたが、


痴情の縺れでは、と疑われる始末。


ともかく、俺と別々で尋問をされていた女の子の発言が、記憶の混乱のせいなのかおかしいこと。女の子の名前がわかったこと。それを元に身元を確認するとかなんとかで、限りなくグレーな俺は解放されるに至った。


もちろん、何かわかりましたらご協力願います、と念を押すように言われたのは言うまでもない。


捜査協力と言えば聞こえはいいが、完全に関係を疑われてのことだ。


結局のところなぜか俺に懐いてしまっているのが完全に関係者ではないと証明できない一番の理由でもあった。


 


まったくもってひどい1日であった。


 


それから1週間とちょっと、今日は日曜日である。


あれから特になんの連絡もなく、忘れかけていた矢先のことだった。


ぴーんぽーん。


日曜の午前中に呼び鈴なんて珍しいな、お届け物かな？


不用意にがちゃりと開けると、スラッと長身の男が立っていた、年は若そうだ。


「お休みのところ大変失礼いたします、藪さんのお宅でよろしいですか？私、警察のものでしてー」


「おーにぃちゃんだぁ！！！！！」


「ぐべら！」


ばっすっ！と強かに顎を打ち付ける俺。


俺の胸元に飛び込んできた何かを避けきれなかった。


俺はふらふらと、その場に座り込みそうになる。


と、胸元に居た何かは弾けるように、玄関から上がりこんだ。


「キ…キコちゃん？！」


あわあわする警察官をよそに、女の子は元気が満ち溢れているようだった。


「おぉぉぉここがおにぃちゃんち、なんだね！」


よかったのか悪かったのか、いま父も母も買い物で留守だ。


女の子はばーんとリビングの扉を開けて詮索をはじめた。


 


俺と警察官は呆然とするしかなかった。


 


そこから興奮状態のキコを落ち着かせ、宥めすかし、


アニメとかで気を引いて、ようやく今に至るわけだ。


 


 


「以上、回想終了」


「ん？何か言ったかね？」


「こっちの話です…とんだお届け物をありがとうございます」


俺は顎を撫でながら皮肉を言う。


プライバシーとかどうなってんだ！とか思うがもう正直その類のことは先日言い飽きた。


ともかく俺も早いとこ、濡れ衣を払拭させて、この件を解決させて、解放されたい1人なのだ。


ははっと苦笑いを貼り付ける警察官、もとい旅木。


「まさか、剣菱くんがこんな反応をするんなんて…嬉しい誤算ではあるが…思いもよらなかったもので、配慮が足りなかった、そこは謝罪したい、本当に申し訳なかったです」


深々と謝罪する旅木、まぁ悪い奴じゃなさそうだけど…。


「今日は、君に、藪くんに話があってきたんだ、剣菱くんのことでね」


「…さっきまでキコちゃんキコちゃんって呼んでたのに…」


「そ、それは、そう呼ばないと怒るもんでね…」


旅木は照れ臭そうに言う。なんだか悪い気はしてない、みたいな、そんな感じだった。


 


「で、なんなんですか？僕の疑いが晴れた…って感じでもなさそうですけど…」


「いいや、うん、まぁ疑いが晴れた、とも言い難いか…。まぁともかく、お願いがあってね。報告も兼ねるかたちになるが、聞いてほしい。単刀直入に言って、我々の方で調べたところ、彼女、剣菱キコの身元はいまだ判明していないんだ」


誠に申し訳ない話ではあるが、と旅木は付け加えた。


「…身元…不明？」


なにやらキナ臭い香りがしてきたぞ。


「結論から言わせてもらうと、我々は彼女が全生活史健忘ではないかと睨んでいる」


「全生活…」


ついでに、頭からも湯気がでそうデス…。


「全生活史健忘（ぜんせいかつしけんぼう）、つまりは一般的にいうところの記憶喪失というやつだ。彼女のように何も思い出せないといった感じのね」


よって君との関係云々は一旦保留だよ、と旅木は笑った。


「はあ」


「記憶喪失者を保護した場合、本来なら身元を調べて家族の元へ返すところだが…現状では見つかっていない。これはかなりレアなケースにあたる。これは彼女を疑っているわけではなく、あくまで可能性の話としてだが、記憶の混乱で名前を間違えてしまっている可能性もないわけではない」


「はあ」


「ともかく、我々は長期的に、彼女を保護していかなければならないと同時に、彼女の治療にも力を入れていかなければならないと思っている」


そこでだ、と旅木は一呼吸入れる。


「君にお願いがあって来たんだ、それは彼女の反応を見ても、ぜひ協力をお願いしたい」


「はあ」


「どうだろうか？彼女のそばに居てやってはくれないか？出来るなら常に気にかけてほしい、会いに来てやってほしい…彼女はそんなに悪い子ではないし、むしろ時折みせるその笑顔には癒し効果が…こほん…もちろん君のプライバシーを守るために我々にできることはなんでもさせてもらう」


「…」


「藪くん？」


 


「ははははははあああああああああぁぁぁぁああ？？？？！！！！」


びびびびっくりくりくりだよ、もう！


まぁまぁ落ち着いて、キコちゃんが起きちゃうよ、といった感じで旅木は冷静に諭そうとする。


「なんで俺がこいつのそばに居なきゃならんですか！？」


少し小声にして俺は言う。


じょーだんでしょ？！こんな電波に四六時中当てられてたら、俺が身元不明になるっつーの！


こんな電波からどうやって俺のプライバシーが守れんのよ？ふぁっつ！？


「…３３回だ」


「は？」


「この１週間で彼女が我々の目を欺いて警察署から抜け出そうとした回数だよ、あぁ悪い子じゃないんだよキコちゃんは、実に約５時間に一度は抜け出そうとする計算だ…。…どこに行こうとしていたのかは…わかるだろう？藪くん…あぁでも悪い子じゃないんだよキコちゃんは」


「なんで２回言ったんすか」


旅木は少し悲しげな目をキコに向けて、話を続ける。


 


「本来なら、彼女の自由に行動させてあげたい、しかし、まだ記憶が曖昧な状態の彼女では…それにどうにも彼女は方向音痴のようだ。また迷子になってしまうかもわからない。いつ危ない目に遭うか、そして事件に巻き込まれるかもわからない。我々は彼女を保護している身としては、最低限彼女の安全を守る義務がある」


かと言って軟禁状態なんかにしたくはないんだ、と目を伏せた。


 


「…我々は、今、彼女に生活保護を与え、彼女の望む通りに生活できるように手配したいと考えている。その中には可能な限り君の家の近くの施設もしくは住居に入れるというアイディアもあるんだ。もちろんある程度の監視はつけるし、続けるつもりだ。彼女は嫌がるだろうけど、安全のためには仕方のないことだ。もちろん君への配慮も怠らない。だがそれでも彼女のことだ、また君に会いに行くために無茶をするかもしれない…」


「…」


「非常に勝手な話なのはわかっている…でもそうならないように、君に協力してもらいたくて相談しにきたんだ、できるなら君にも彼女を気にかけてもらいたい。彼女が勝手に行動すれば、君のプライバシーの問題にも発展するだろう、汚い言い回しになってしまって申し訳ない…無理強いも強制もあまりしたくないんだが、大事が起こる前に止められたらと思っているんだ、出来るなら君に進んで会いに来てもらいたい」


そうすれば彼女も安心して過ごせるに違いないから、この通り、とばかりに旅木は頭を下げる。


「…あの」


「なんだね？」


「どうしてそこまで、って言っても仕事だからなんでしょうけど、なんだか…」


鬼気迫るものがあるというか。


「一番は仕事だから、それは否めない、ただ」


「ただ？」


「ここに来るまでの１週間、言いすぎかもしれないが彼女は夜中ほとんど泣き通しでね…普段は我慢してるのだろう。ほんと健気ないい子なんだよ…酷い時はそれはもう、いつ寝てるのかわからないくらいにね…ほんと健気ないい子なんだよ…」


「もうツッコミませんからね」


月明かりから夜明けに変わってなお、嗚咽を我慢するように泣く彼女が不憫でならなかった、と旅木は目を眇める。


俺はとなりで眠るキコを見つめる。少し瞼が腫れぼったいように見えた。


「それには我々も本当に参ってしまって…気分転換にと外に連れ出すと…」


「逃げると？」


まぁそんな感じかな、と旅木は力なく笑う。


「落ち着いてる時は、気の利く良い子だよ本当に、うちの署もキコちゃんのその笑顔に、明るさに助けられることもあるくらいさ！特に彼女の入れてくれるお茶は……こほん…この際、君とキコちゃんがどんな関係なのかを詮索はしないが…」


「赤の他人です」


しかも初対面の、名前もさっき知ったくらいの。


「ともかく、君の調書をみる限り、赤の他人のようではあるんだが…少なくともキコちゃんにとっては重要な人物なんだ、君は。そして彼女は君といることを望んでいるようだ。君が定期的に会いに来てくれることによって彼女の心が安定するなら我々も安心なんだ。それによって君のプライバシーもある程度は守られるだろうし、もしかしたら君といることで、何かを思い出すきっかけになるかもしれない、そうも考えているんだよ。もちろん君の言いたいことはわかる。すべてこちらの勝手な言い分だということは百も承知だ、君には本当に迷惑をかけてしまうかもだが…」


どうか協力してほしい、と頭を深く下げる旅木。


 


「うーん、めいわく、かー」


俺はしばし逡巡する、結論はすぐにでた。


俺の出した答えは…。


 


「やです」


 


きっぱりと、清々しいほどに俺は言い放った。


だって冗談じゃないもん。


まぁ見た目はね、そりゃかわいいかもしれないが、


異星人みたいなやつと関わるなんて、そりゃー常識的に考えればお断りである


そもそも一般的な青少年たちが持つ思春期ラブコメ脳は、俺の場合、


我が幼馴染、真砂の手によって完膚なきまでにぶち壊されていて、


漫画のような展開が起こる！みたいな希望は微塵も抱けないのだ


現実は厳しいのだ


旅木は、え？っと言った感じの顔で固まっていた。


「だって本当に赤の他人ですもん、知らないんですよこんな子」


俺はキコの頭を指でつんっと押す。


「そ…それは、そうかもだけど…困ってるキコちゃんを見捨てると、そう君はいうのかい？」


「はい」


えええええええええっ！っという声が聞こえてきそうな旅木の顔を見ながら俺は言う。


「どうぞ、おかえりください」


「…い、いやしかし！君にとってもすべてがすべて悪い話では…！プライバシーの問題ならできる限りなんとかしよう！たのむよ！…軟禁なんて、君もかわいそうだと思わないか？！ちょっと会いに来てくれるだけでも…」


「…なんというか、その…めんどくさいので」


てへぺろ★みたいな顔をしてみた。だめかな？え？いま世界で５本の指に入るクズ野郎だって？


なんだそれ！光栄の至りかよ！


「…」


「…旅木さん？」


「藪くん、となり…」


旅木の顔は青ざめていた。


俺はその目線の先をみるようにしてー。


「ぎゃあああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁ！」


キコが涙目で俺の腕に噛みついた。


「おひーおひー！おひぃー！！！！」


「何言ってるかわからん！」


痛たたたたたたたたた！！！！！


ちきちょう！旅木のやつプププみたいな顔するなや！


「わかったから！なんでもするから！はなしてぇ！お肉がちぎれちゃう！！！！」


「ぷはっ」


キコはようやく放すと、鼻水と涙をずるずるさせながら


ジト目で俺を睨み続ける。


「おにぃー、ひとでないー、ばかちん！ちんばか！」


泣きながらクッションでぽふぽふ叩かれる。


なにこれ？なんだか心が痛いよ？


「…悪かったよ…」


二の腕をさすると、思ったより甘噛みだったのか痛みはすぐにひいた、


しかし、冗談だ、とは言えなかった、だって本気だったから。


旅木はこころなし複雑な面持ちで、


「まぁ、いきなりこんなことになってしまって、君の気持ちを考えると本当に申し訳ない気持ちでいっぱいだが…キコちゃんの記憶さえ戻れば、君は解放されるだろうから、我々もそれに対して全力で対応…」


それをギロッと睨むキコ、旅木は縮み上がっていた。


「…ご…ごめんなさい」


 


「話はすべてわかりました」


？？？？？？！！！！！！！


俺たちは声がした方を一斉に見る、そこにはうちの父と母が立っていた、帰ってたのか…。


「こ…これは、すみません勝手に上がらせていただいて…」


旅木は慌てて立ち上がり挨拶をする。


「どこから聞いてたんだよ」


「以上、回想終了ってとこから」


「最初からじゃねーか！」


しかも小声だったのに聞こえてたのか！


というかずっとそこに立ってたのか！？


「お母さん悲しいわ、こんな人でなしな発言するだなんて…」


母はよよよと泣き崩れた。


「父も恥ずかしい、まったくの愚息だ。額面通りの意味でな」


父は静かに怒っていた。


あれ？俺悪者？


「ちょっと、待ってくれよ！今の見てただろ？凶暴なんだよ、こいつは！凶悪な電波も飛ばすし！俺は生活の平和、家庭の平和を守るためにこうしてたたか…」


４人からジト目キタコレ、しかも約１名半泣きだし。


「刑事さん、旅木さんとおしゃいましたよね？」


「は、はい」


「条件さえ折り合えば、剣菱さんをうちで預からせてもらいますがよろしいでしょうか？」


この子はそういう約束を反古にするのが得意なんです、とは母の言葉。


「それはいいかもな、部屋も余っているし、ホームステイだと思えば、いや人助けか？」


わははと笑いながら、新が自主的に面倒みるはずないしな、とは父の言葉。


俺、泣いてもいいよね？今日ばかりはいいよね？


「俺は…」


４人が俺を見つめる。


「俺は絶対に認めないからな！」


思春期真っ盛りのような俺の言葉を無視して、着々と話し合いは進んだのだった。


 


「夜分遅くまで申し訳ありませんでした」


玄関で靴を履きながら旅木は言う。


 


旅木がキコの保護者ということになっていたこともあり、かなりスムーズに話し合いは進んだようだった。


結局、テストケースとして、キコはうちにホームステイする形をとることになった。


とりあえず、３カ月。


条件やルールなども事細かに決められたみたいだった。例えばキコが嫌であったり、家族が不和を感じるようであれば（たぶん俺は含まれてない）、キコはいつでも施設なり新しい住居に越すことができる。またキコの生活資金などはちゃんと藪家に支給されるように旅木が手配してくれる（さすが母ちゃん抜かりないな）などなど。


とりあえず３ヵ月としたのも、いつ記憶が戻るかわからないキコを期間も決めずに家に住まわせるのは…との旅木の配慮だ。それ以上延長の場合は、藪家と旅木とでまた話し合いましょうとのことで、今日の話合いは一旦終了。


まさにキコの、キコによる、キコのためのルールがここに完成したのであった。


 


「おにっちゃん♪また明日ね」


ふよふよと手を振るキコ。


俺は力なくそれに応える。


「本当に今日はありがとうございました。おかげで望んでいた以上の最高の形になりました」


旅木は先に外に出たキコを柔らかい眼差しで見つめながらそう呟く。


旅木と母と父はそれぞれにお礼を言い合うようにして、頭を下げあっていた。


ちなみに、キコは帰らないと散々ごねていたが、明日から暮らすためにも一旦戻らないと、などと俺と旅木で説得すると、思いの外あっさりと動いた。


「…はぁ」


俺はそんな元気一杯のキコを見ながら、玄関でぼんやりとしていた。


「新くん、君には感謝してもしきれないな」


まるで少年のように笑う旅木、俺はちょっとイラッとした。


「はあ…明日からどうなるか…」


不満をそのまま口に出す。


旅木は苦笑いを貼り付けて


「こんなこと、言えた義理じゃないんだが、何かあったら僕に連絡してくれればいい」


そう言って名刺を渡される。


「あんな表情をみたのははじめてだよ」


旅木はもう一度外に目をやった。


つられて俺もみる。あーぁあ、なにが楽しんだか…満面の笑みである。


「新くん、ここだけの話だ」


「はい？」


「彼女、剣菱キコの怪我を治療していたチームからの報告だ、彼女はビルから降ってきたーと君は言ったね？」


「はい」


「治療班によると、彼女は打ち身や擦り傷はあったが、ほぼ無傷と言ってもいい状態だったらしい」


「おまけに、打撲が打撲と重なっている箇所がいくつかあった。簡単に言えば、彼女は少なからず3回程度、どこからか落下して傷をおっていると言えるそうだ」


「はあ…」


3回？落下？


「おそらくは傷の具合から、そんなに高いところからでは無いようだが…」


まぁおっちょこちょいな彼女なら充分あり得る話だけどね、と笑った。


「でも、俺はあのビルから…」


「まだなのー？」


頬を膨らまして、キコは言う。


旅木はごめんごめんと繰り返す。


「ではまた、新くん、キコちゃんのこと、よろしく頼むよ」


旅木は俺の肩にぽん、と手で叩き


去っていった。


「なんなんだ…一体」


頭をガシガシ掻きながら、とりあえず俺は考えるのをやめた。


「はぁーぁ」


部屋に戻り、人心地つけると時計が目についた。午後１０時03分。


「…休みが終わっちまった…」


 


俺はどうしようもない疲れを隠せなかった。 













    キコちゃん、一緒に入りましょ
    ちゅんちゅん。


と、さえずりが聞こえる。


 


今日はなんだか暖かい、かもしれない。


俺は寝返りをうつべく、頭を動かすー。


ゴチン。


「へぷ！」


いってー！と言う前に声が聞こえて俺は錯乱する。


がばっと起きると、となりにキコが寝ていた。
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「うぅぅ…すー」


おでこをしきりに擦って、再び眠りにつく、そして寝返りをうちー。


「あわわゎぁ」


ドスンと、ベッドから転落した。


「…」


とりあえず、寝直すか…。


なんてことが出来るわけもなくー。


「おい」


床で震えながらも、なおも寝ようとしているキコに話しかける。


「なんで、お前がここにいんだよ？」


キコはゆっくりとふらふら起き上がると、また布団に入ろうとする。


「ちょ、まてまてまて！俺の質問に答えんかい！」


キコはぼんやりしながら言う。


「さむいから？」


だめだ、話が進む気がしない。


俺は飛び起きて、リビングへ向かう。


 


するとそこには、父、母と談笑しあう、旅木の姿が。


「おい！あんたなぁ」


「おはよう！新くん」


なんだこのスマイル、むかつくなぁ！


「こら！新！あんた、じゃないでしょ！言葉使い！…あいさつもしないで！…すみません、旅木さん」


母はぺこりと頭を下げる。


父はギロッと俺を睨んだ。


「おはようゴザイマス」


「「「おはよう」」」


俺は爽やかな朝の挨拶を3人とすませてー。


「ってちがう！そうじゃないんだよ！」


「どうかしたのかい？」


旅木は食後のお茶の手を止めて、耳を傾ける。


「あぁぁ…いろいろツッコミたいところだが、まずはそれよりも、なんでキコが俺の部屋に居るんだよ？！」


「キコちゃんが、君を起こすと聞かなくてね、それで迷惑かと思ったんだが…」


「とんでもない！この子がこんな早くに起きるなんて、きっとキコさんのおかげです！」


私が何べん呼んでも来ないのに、と母はほくほく笑う。


つられて父もまんざらではない感じで笑う。


「あのなぁ、あいつが俺の布団のなかに…」


パキィー、と空気が凍りつく。


「新くん、今、なんて？」


旅木は今にも湯飲みを割りそうだった。


「え…いや、あの」


な…なんだ、このクウキは…。


「まさか、君は彼女がここで暮らすためのルールを破ったわけではあるまいね？」


「第１９条、剣菱キコに対して、上下関係による過剰なスキンシップは避けること。また行為を受けた側が苦痛、不快感を感じる場合、およびそれによる生活環境の悪化を引き起こした場合、罰則を適応する(※特に新くん、年頃だろうから気をつけてね)。」


実につらつらと朗読ありがとう。


そして、ふらりと旅木は立ち上がった。


「ちょ、まて！ば…罰則なんてあったっけ？！」


「歯を食いしばれ」


いやー！目がマジこの人！


「ってそんなわけねーだろ！」


「なんで俺がそんなことしなくちゃいけねーんだよ！？あいつのことなんかどーでもいーんですよ！ミトコンドリアほども気にしていないんですよ！まじで！」


「…そ、そうか、そうなんだ？」


俺の勢いに気圧された旅木は、頭を掻きながらそのまま着席する。


「もう、旅木さんたら、キコさんのことになると、まっすぐなんだから」


母はくすぐったい目でみていた。


旅木は赤くなって


「い、いやぁ、自分はその、任務と言いますか、彼女を守るのが仕事ですから」


「いいや、なかなか好感がもてる男だよ君は、君みたいな責任感ある男なら、娘が居たなら任せてみたいかな？」


いや、それは言い過ぎか、だとかなんとか父は笑う。


こんな父、はじめてみたよ、なんだかがっかりだ。


「自分は娘など持ったことありませんが、きっと居たら、あんな感じなのでしょうね」


なにいってるの！その前に恋人が先でしょ？ねー旅木さん？


い、いや、からかわんでください。


とかなんとか、どーでもいー会話が流れる。


 


と、そこに泣きながらキコが降りてきた。


寝ていたせいか、服は少し乱れていた。


リビングは一気に冷え込んだ。


そして、視線が突き刺さる。


「ち…ちがが、違うよ？」


俺は後ろからくる圧力に振り向けずにいる。


キコ！たのむ！おかしなことは言わないでくれよ？！


そう祈ってみたのだが…。


「ひどい」


開口一番、キコはそう言った、そして続けざまにー。


「どーして、そ、な、ひく　すぃうの？そんな、はじめていー、ひく、い…れたよ！」


「…コンド…アな、んてひどぃ…。」


たぶん、さきほどの俺の発言が聞こえてしまったのだろう。


いたく傷ついているようであった。


しかし、キコ語を真に理解しているのは俺だけのようだった。


「…き、君は、キコちゃんに…なんてことを…」


 


後ろでマグマが煮えていた。


どう聞こえたのか、それは想像にお任せしたい。


とりあえず、俺の頭は今、猛烈に凍結していた。


 


 


「疲れた…」


学校に向かう道の途中、俺は今日１日のエネルギーをすべて使いきってげんなりしていた。


 


あのあと、驚いたことに俺に飛びかかってきたのは旅木ではなく、父だった。


落ち着け！親父！誤解なんだー。


という言葉は届かなかったが、意外にもそれを止めたのは旅木だった。


俺はそのまま部屋に逃走(外だと逆にやばいと判断)。


扉越しに怒号を飛ばす父の説得を試みる。


母はキコを抱きしめて落ち着けてくれたみたいで、ようやくキコの口から真実が語られる流れになった。


父は終始、お前が逃げるから悪いんだと、ばつが悪そうにしていたが。


まぁそれでも、悪口を言って泣かせたのは俺の責任なわけで、家を出る直前までお説教は続いた。


 


「もー今日は帰りたいよ…いや…帰りたくない」


帰れば、そうヤツがいる…はぁ。


そう考えると、学校こそが俺にとってのフリーダムではなかろうか。


「キコも帰りたくないよ？」


うわぁっと情けなくも声をあげる俺、恥ずかしい。


「なんで！いるんだ！ここに！」


「えー？」


なんかもじもじ、し始めてるし。


少し顔を赤くして俯きがちにキコは言った。


「…なかなおり、しようかなって…」


「どっこの小学生だよ！」


つーか微妙に質問の答えになってないしな！


なんか、朝の会話とデジャヴ…。


「とにかく帰れ、お前は学校には入れないんだから」


「どうして？」


「どーしてって…学校に行くにはいろいろ手続きが必要なんだよ、お前はそれをしてないだろう」


「そーなんだ…じゃあ、キコもがっこいく！」


「…」


やばい、イライラがはんぱねーすよ、通じないことがこんなに苦痛だとは…。


なんで旅木とか平気なんだ？


俺は即、旅木の携帯にかけた。


「もしもし、旅木さん？」


『新くんか？すまん、今ちょっと手が離せなくて…要件なら手短にたのむ』


「キコですか？」


『そうなんだよ…ちょっと目を離した隙に…ってどうしてそれを？』


俺はため息をつく。


「…いまとなりに居ますんで」


ああよかったと、安堵の声が聞こえてきた。


「はい、はい、じゃあ学校の校門あたりで…よろしくお願いします」


俺は携帯を切って、キコをみる。


「居ねえし…」


どこまで自由なんだ…あいつは…。


「ま、逃げられたことにすっか」


「おす」


「仲野」


仲野は相変わらず、ゲームをやりながらの登校だ。


「…」


「…」


「なんかさ」


「ん？」


仲野はゲームからまったく目を離さずに返事をする。


「いいよな、こういうのって」


「なんだお前、気持ちわりいな」


俺はほくそ笑んでいた。ふつーっていいなぁ、幸せだなぁ。


「よーっすバカ二人！相変わらずしけた面ね？」


「はぁ…」


「？、どしたの藪？」


「なんだか、いいな、そういうやりとりも…」


真砂は察するものがあったのか、仲野に目配せをする。


「なんか今日は気持ちわりいんだよ、こいつ」


「ふうーん」


「たぶんＧ行為のしすぎで、神になってんだよ」


「…ちょ、あんたね、乙女がいるんだから、そういう言い方やめなさいよ！」


「はって？どこにそんな胸板が？…ぐべっふぉす！」


 


「ばかー！！！！！！」


突如、現れたキコに、俺たち三人は唖然とする。


「なんで！さがして！みつけてくれないの！かくれんぼ！」


いたくご立腹のようす、頬を膨らませている。


「せっかくなかなおりしようとしたのに…」


「すまんが、どうしてそれがかくれんぼに繋がるのかが理解できん」


ううううぅぅぅぅぅぅぅぅっと呻りながら俺のそばにやってくる。


「ちょ！！！！！どういうことだぁこりゃあ！！！！」


めっちゃ食いついたのは仲野だった。


うお、ゲームそっちのけだよ！はじめてみた…。


「どういうことだ！藪！なんでこんな…」


キコを下から上まで、上をたっぷり１０秒はじーっと凝視して


「なんでこんなきょに…かわいこちゃんが！おまえと！」


お前はほんとに素直なやつだよ…。


言葉にならない言葉を、苦悶の表情で語る仲野。


真砂も呆然としているようだった。


「お前らにも話しただろ？」


「きーてねーよ！なんもきーてねーよ！話せ！今すぐ！１から１０まで！今すぐに！」


俺は仲野のウザさにため息をつきつつ。


「…１週間くらい前に、ちょっとした事件に巻き込まれたっていったろ？それだよ」


「説明みじか！」


「…なんかそれ、ちょっと聞いたかも…」


マジか！っと仲野は真砂をみやる。


「なんだっけ、帰り道に変な…こほん、女の子を助けて、いろいろあって、警察のお世話になって、散々だったって」


「うおおおぉぉぉぉ！全く知らん！」


「あんた基本的に人の話聞いてないでしょ」


「お前らの話に興味がもてないんだ」


「あんた…ほんとに友達なくすわよ」


真砂に窘められ少し落ち着いた（落ち込んだ？）仲野だったがそれでも追求の手は緩めない。


「どんな関係なんだ？どこまでいったんだ？もう手はつないだのか？一体全体、一緒に登校とはどういう了見なんだよ！」


俺はショックだよ！あぁショックだ！ショックさ～♪！


非常にウザイことになっていた。


「あのー」


キコが口を開くと、みんなが注目した。


「わたし、剣菱キコっていいます、みなさんのお名前教えてくれると、うれしいな♪」
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俺のとなりで、そのスマイルという名の雷撃に打ち抜かれた男がいた。


いきなり身なりを整える仲野。もんのすごいドヤ顔で。


「仲野…仁です、よっかったら、仁、とそう呼んでください」


「ウザキモ」


真砂はうんざりとした顔で、仲野を見ていた。


「あたしは多城真砂、真砂でいいわ。多城って読みにくいから嫌いなの」


「ひとしーっと、ますなちゃん、ね」


真砂はちゃんはちょっと…って顔をしていたが、言い出せないようだ。


「ひとし…」


仲野は気持ち悪い笑みを浮かべながら恍惚としていた。


「そ…それでさぁ、キコさん、いや、キコちゃんと藪はどんな関係なのかな？い…いっしょに登校するとか…その…なんていうか…」


一緒に登校ってシチュエーションにこだわるなぁ…こいつ。


俺達だって一応、真砂と登校してるじゃないか…なんていうと仲野が吐血もんの流れになるのでやめとこう、それにしても…。


ドキドキしながら聞いている仲野が、どうしようもなく気持ち悪いと思った。ごめんな仲野。


「かんけー？とうこう？」


キコはよくわからないみたいで、うーっと考え込んでしまった。


「なんでもないよ、お前らと同じ、昨日今日知り合ったってだけだよ」


なぁ？っとキコにふる。


「うん！今日から一緒に住んでるんだよ、えへへ！」


「って、ちょっとまてくらぁ！！！！」


 


その瞬間、世界が、凍りついた気がした。


またか…またなのか…つーか朝から何回、世界を凍らせたらいーんだよ…。


 


ゴゴゴゴゴゴッ。


「くっ…」


殺気だ、はんぱなく、ビシバシ感じる、痛たたた、痛い、後頭部あたりが常に痛い。


殺気って痛かったんだね？はじめて知ったよ…？


俺は朝とは異なる新鮮な重圧に気圧されながらも、じわりじわりと振り向いていく。へっ！こんなのは朝で慣れてんだよ！


振り返った瞬間、真砂と目が合った。


 


俺は昇天するかと思った。


 


ちびらなかった俺、相当すごいと思う。


 


「ねぇ？」


冷たい、何も見ていない、そんな目だった、目で触れられているだけなのに、体温が著しく低下していくようだ。いつの間に氷河期に入ったんだ？全球凍結でも起きたのか？


「どういうこと？」


たった二言で俺の思考は停止し、ただ、あぁ…とか、うぅっとかそんなことしか言わない生命体になっていた。


真砂は、それでもじっと俺の目を見つめてくる。そこには液体窒素も逃げ出すほどの冷たさが、確かに存在していた。


俺は、全身にぶわっと汗をかいている自分に気がついた。


「あ…、っその…」


ようやく開いた口からは、呻きにも似た言葉しか出てこない。


軽口がたたけない、徐々に手がぶるぶると震えてくる、まだ数秒しか経ってないはず、なのに、まるで永遠の牢獄に押し込められたかのように、一秒が長い。そういえば、永遠となんとかって映画があったような…。


「黙ってたら、わからないよ？」


あああああああぁぁぁぁああああーこーえー！！！！！、真砂さん、まじぱねぇっす！！！！！


どーすりゃいいんだよ？！


涙目の俺は全身全霊で真砂から目を背けようとする、いくぞ、俺、がんばれー！俺！


クッと少し動かすと、視界の端に仲野が硬直しているのが目に入った、なにかぼやいている。


「ど…どどどど」


「は、ドーナッツのド？」


「ドレミの歌が歌いたいわけじゃねーんだよ？！どーなってんだ！藪！なんでお前にそんな２次元的展開が？！」


俺なんだよ！俺の方が2次元愛してんだよ！なんでお前なんだよ！


わめき散らす仲野に俺たちはドン引きしていた。


「あんた、2次元愛してんでしょ？だから３次元に嫌われてんのよ」


 


バッサリだった。


超ウルトラ真砂の攻撃力はやっぱりはんぱなかった。


仲野はぐぅのねも出ず、ただ精神が崩壊してしまったかのごとく、３次元様すみませんでした、あなたはすごいです、だから僕にも…っと訳のわからんことを言っていた。


 


そんなこんなしてる間に、俺たちは学校に到着する。


「藪くん！」


声の方を見ると、旅木さんが駆け寄ってくるところだった。


それを見て、俺の後ろに隠れるキコ。


「旅木さん、助かりましたよ。早いとこ連れて帰ってください…」


ある意味全然助かってないけどな！こいつがいると火のないところが大火事になっちゃうんだよ！


これ以上はたくさんだ！


「あぁ…」


「なんすか、なんかショックなことでもあったんですか？顔色悪いですよ？」


旅木はついさっきまで元気だったのに、今はとても元気がなくなっていた。テンションだだ下がりだった。


「…思春期の娘を持つってこんな感じなのか…」


「旅木さん？」


 


旅木は瞼を拭うようにして、なんでもない！と言い切った。


「さ、帰ろうキコちゃん」


その手から離れるようにキコは隠れる。


「いや」


「…い…いやって」


どんどんテンションの下がる旅木、どこまでいくんだろう、気になる。


「キコちゃんは、この学校じゃないんですか？」


と仲野が馴れ馴れしくちゃちゃを入れてくる。


「あぁ…彼女が望むなら可能ではあるが…君は？」


「申し遅れました、私、仲野仁、仲野仁でございます」


お前は選挙演説か。


「キコちゃ…キコさんとは仲良くさせてもらってます」


おま…！初対面がよく言うよ！


「はは、なるほどさっそく友達ができたみたいだね、よかったね、キコちゃん」


そう言ってキコを優しい目でみる旅木、キコは恥ずかしそうに目を逸らした。


「となると、君も…かな？」


「あ…さっき知り合ったばかりですけど…はじめまして…多城真砂です…」


さっきまでの超ウルトラ真砂はどこ行ったの？誰この子？


ってぐらいの人見知りバージョン真砂を見るのもひさしぶりだな…。


「僕の方こそ、本当に申し遅れてすまないね、はじめまして、旅木法師という、剣菱くんの保護者です」


今後ともよろしく、と旅木、２人も会釈する。


そしてそんなことしてる間に予鈴が鳴ってしまい、俺たちは慌てて教室に向かおうとすると


「こらこらこら！キコちゃん！君はだめだ」


「なんでー！」


ちょっとヒステリックなキコだった。とうとう今まで旅木が甘やかしていたツケがここにきた。


「まだいろいろと手続きが済んでないからなんだよ。だからダメなんだ…」


「だめだめだめだめゆーな！！」


キコからしてみると、いままでなんでもはいはい聞いてくれてたのに…って感じなのだろう。


俺たちは止まることなく進む。置いていかれる自分にちょっとイライラしているようだった。


「とにかく、帰ろう？ね？」


「やだー！！！」


本当に、本当に旅木は辛抱強く、熱心に説得している。こいつは本当にすごい奴だと思った。


「頼むよ、キコちゃん、この通りだ」


旅木、十八番の深いお辞儀でた！っと思った瞬間


「…きらい」


「え？」


我が耳を疑う、旅木はそういった表情だった。


「たびき、きらい！だいっきらい！」


 


ピシピシと、旅木にヒビが入ったように見えた。


その色も、もはや失われ、触れたら壊れてしまいそうな旅木。


顔は真っ白で、どこか遠い場所にイってしまったかのようだった。


 


教室に向かうため、校舎の角を曲がる俺たち。


もう２人の姿は見えなかったが、キコが何か喚いているのだけが耳に残った。


「旅木…お前のことは忘れないぜ…」


俺は旅木を思い、少しだけ目頭が熱くなった。


 


「ギリギリセーフか」


俺たちが着席すると同時にホームルームが始まった。


俺は疲れがピークに達していたのだろう。


なんだか眠くなってしまっていた。


「…今日ばかりは仕方ないな」


 


そう思いゆっくりと目を閉じた。 













    俺と真砂と屋上で
    ザワザワと周辺がざわめく、異変に気づいて目を覚ますと、


もうお昼だった。


 


「…やべ、午前中、寝ちったよ…」


まぁ何はともあれご飯だよな。遅いながら学食に行こうとすると


「？」


ザワザワと周囲がざわめく。


なんか変だな？と思っていると


「起きたわね」


その声は真砂さんじゃあーねーですか。


俺は瞬時にそれが、超ウルトラ真砂であることを悟る。


これはもはや本能だと思った、危険予知、第六感。


「な、なんでしょうか」


俺は背中越しに感じる圧迫感を気づかないふりし、そう呟く。


同時に周囲をみる。学食に逃げるもの、購買で昼飯を買ってきたが席に近寄れなくて困っているもの、みんなの表情のひとつひとつが、真砂の現在の状況を物語っていた。


「お昼一緒にいいかしら？」


「あ、あれ？いつもの友達は…」


「ちょっと藪に聞きたいことがあんの」


「え…でもさぁ、友達もさびしが…」


「いいわよね？」


「はい！」


拒否権は見当たらなかった。


 


 


屋上。


屋上である。


風がバタバタと吹きすさぶ。


俺と真砂と屋上で、


本来なら甘々なシュチュエーションでもありそうなもんだが。


ちらりと真砂をみる。


座る場所を物色しているであろう真砂の姿は、


どちらかと言えば、決闘の準備をしているように見えた。


「かんべんしてください…」


思わずそんな言葉が漏れる俺


無言で適当に座った真砂は、買ってきたパンの袋をビッと開ける。


なぜかその姿は怖かった。


「…座りなさいよ」


「あ…あの、俺、お昼、まだ何にも買ってきてないんだよね？」


俺を眇め見る真砂。


「…なんでも、ありません…」


「…」


すっと、パンを１個俺に向ける。


「あ、ありがとうございます！」


俺はそれを受取ろうとするもー。


ひょいっとかわされた。


「あたしの質問に答えたら、あげるわよ？」


ちょっと悪戯っぽい笑みをする。


ちょ！なんすかそれ？！おぅ！ジーザス！！神はいないのか…。


って弱気になってはだめだ！このままでは主導権を握られてしまう！俺を取り戻せ！！


「な、なんだよ…話って…まさか、告白じゃ、あるまいな？」


「…じょーだん言えるなんて、まだまだ余裕がありそうね？」


「すんませんでした」


俺、弱！！弱ー！！！！


「…朝のことだけど、誰なのあの子？」


真砂は相変わらず直球だった。


「えぇと、剣菱キコって名乗ってなかったか？」


「いい根性してるわね？」


「ちょ…ちが…ちがいます。そういうこと、聞いたんじゃないんだよな？わかってるさ！？えぇ…っとなんと言ったらいいか…」


俺は手をパタパタさせて真砂を宥めようとする。


「…一緒に、住んでるの？」


真砂はいままでにない真剣な表情で、俺を見つめる。


心なしか、目がうるうるしているように見えた。


なんだろう、いつもと、ちょっと雰囲気が違う気がして俺は戸惑いを隠せなかった。


 


うん、そうだよ、おかしいよね？でも、事実なんだー。俺もよくわからないけどー。


と、よっぽどそう言いたかったが、


言ったら次の瞬間、真砂がどういう行動に出るのかまったく予測できず、


「…」


俺は沈黙を貫いてしまう。しかし沈黙もまた答えなのだ、が…。


「どうなの？」


「あの子とあなたは、どういう関係なの？」


真砂はどうしても俺がちゃんと、真剣に答えることを望んでいるようだった。


俺は必死になにか言い訳を考えるものの、良案は浮かばず、


「…ぅ…」


「う？」


呻ることしかできない。


と、そこに


ガタターン！


屋上の鉄扉を開く勇者がいた。


「おい！！！俺に隠れてひそひそしてんじゃねーぞ！！！」


仲野だった。


おおぉおおおお、救世主よ！心の友よ！俺は今からお前を親友だと、そう思うことに決めた！


仲野は入り口からつかつかと歩いてこっちに向かってくるが、


真砂と目が合った瞬間、


踵を返して去って行った。


「うおぉおおおおい！！ちょっとまてぇぇぇぇ親友！！！」


俺は叫んでいた、瞬間移動さながらに仲野に詰め寄る。


俺たちはひそひそ話をはじめる。


てめぇ！！なに逃げてんだよぉぉぉぉ！！


知らん、君子危うき所に近寄らず、だ！


そういうなよ！？親友だろ？


ずいぶんと都合のいい親友じゃないか！！？僕を巻き込むんじゃない！！


それに…たまには君も彼女の制裁を受けた方がいい…。


仲野は死んだ魚のような目をして言った。


あんなかわいい子と一緒に暮らすからこういうことになるんだよ！くくく…はぁはははは！


俺はやっぱり親友をやめようと思った。


「なにしてんのよ？」


俺たち２人は固まった、仲野が口を開く。


「い…いやぁ、君たちが屋上に行ったと聞いたのでね？一緒に昼でもと思ったのだが…なにやら取り込み中のようじゃないか？僕はこれで失礼するよ」


きったねー！お前、きたねーよ！俺のアイコンタクトに仲野は、グッドラック！っといわんばかりにウインクを返してくる、さいあくだ。


「いいわよ、遠慮なんかしないで、仲野も知りたいでしょ？朝の件を話してたの」


「…い、いや僕は、そんなに」


「いいわよね？」


「はい！ご一緒させていただきます！！」


やっぱり拒否権はないようだった。


  


 


正座。


正座である。


真砂を目の前にして、


俺と仲野は正座の只中にあった。


コンクリートの上での正座はなかなか拷問に近いものがあるな？


俺は仲野にアイコンタクトを送る。


仲野は不満があるようで、思い切って口を開いた。


「…多城さん？藪はともかく、僕は関係ないよな？足を崩してもいいかね？」


スッと真砂に眇められる仲野。


「…勝手にしなさいよ…」


「…」


あんな目で見られて、勝手に出来るほど、仲野は強くなかった。


「…」


「…」


３人、黙々とパンをかじる。


誰もが口を開こうとしない、そんな昼食。


こんなに冷え切った食卓は久しぶりだよ…。


こんなにいい天気なのに、日差しが心地よいのに。


真砂、仲野、俺の３人が描くデルタゾーン周辺は、


ブリザードが吹き荒れていた。


正直、もうこんなの堪えられない！


俺は仲野からもらったパンを胃に収めると一息ついて言う。


「さ、昼食も済んだし、そろそろ戻ろうぜ？」


「おぉ藪よ…限りなく土下座に近い姿で、爽やかにサムズアップされても、説得力がねぇ」


そして真砂に睨まれた。


ごめんなさい。


仲野もいい加減、やれやれといいた感じで、


「お前もさ、そんな頑なに隠さなくてもいいだろ？ちゃっちゃと吐いちゃえよ」
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それはそうなんだけど…。


ちらりと真砂をみる。


さきほどと打って変って、しゅんとする真砂。


なんだこの雰囲気。言葉を選ばないと、そう、例えるなら、真砂が泣いてしまうような、


そんな雰囲気なのだ。


そんなわけ、ないのになぁ？それでも躊躇われる俺


「…なんとなくだけどさ、旅木さん？だっけ？キコちゃんの保護者なんだろ？そんな人がついているんだから、そんなおかしな話でもないんだろ？」


それでも！一緒に暮らせるなんて羨ましいけどな！！！っと仲野はパンをむしゃりと噛み千切る。


そんな仲野の言葉を受けて、真砂は少し硬さが解けたようだった。


「そ…そうよ！藪が…なんか…隠すから、おかしなことになるんじゃない！なんにもないなら、なんにもないで、はっきりいいなさいよね…！」


真砂は弱弱しくも、そう言った。


「…まぁ…そうだな」


俺は仲野のおかげで、柔らかくなった雰囲気に乗じて


とりあえず今までのことを打ち明けることにした。


 


 


「…なにそれ？！信じらんない！」


俺と仲野はびっくりして体を仰け反った、それほどに大きな声だった。


「そんな…そんなのおかしいじゃない！藪、全然関係ないんでしょ？」


俺に詰め寄る真砂。


「そう、なんだけどな？俺の意見なんて、通らねえんだって、親父とお袋がノリノリなんだから…」


「…その旅木って人も、なんだか相当な食わせ者って感じね！」


真砂はきりきり怒っていた。とはいえ、俺に言っても事態の改善は見込めないこともわかったようで、真砂は苛立ちをどこにぶつけていいかわからず、パンの袋をくしゃくしゃと丸めていた。


 


一方、ニヤニヤが止まらないやつが一匹。


「なるほどねぇ…藪の家に居つく、というストーリーはいただけないが…。なぁに、お前をキコちゃんのお兄ちゃんと仮定すれば…なるほどなるほど、僕の攻略対象には十分なり得る設定なわけだ…」


仲野は本当に気持ち悪い顔をして、えへえへ言っていた。


親友をやめて本当に正解だった。


「…ともかく、そういうわけなんだよ…。今日の朝でわかったと思うけど、ああいうやつだからさ、ほんと困っていて…まぁお前らが内情を知った上で、いろいろフォローしてくれると、助かる…かも」


「わかったわ」


真砂はふんすっと鼻息を出すといつもの調子に戻ったようで


「この真砂さんに任せときなさいよ！この調子だと、あの子、この学園に編入してくるんでしょうし…」


真砂の目はメラメラと燃えていた。


「まぁ、僕が素敵にエスコートして差し上げるよ」


仲野はすでに妄想の世界の中でできあがっていた。


「…ま、まぁたのむよ」


 


こんなやつらで大丈夫だろうか…俺は一抹の不安を拭えなかった。 













    ばか真面目ばか
    午後は小テストからだった。


 


「うへぇ…」


「どうした？藪、お前らしくもない」


仲野は不敵な笑みを浮かべる。


「…別に」


「潔さがだけが、お前の取り柄じゃないか！」


仕方ないさ、お前は一生分の運とかいろいろ使い果たしたんだ、とかなんとか


野郎、まだ根に持ってやがるな…。


 


この小テストは全学年、全クラスで不定期に行われる。そして、点数が基準に至らなかったものは、放課後、通称タコ部屋と呼ばれる、いわば居残りクラスに同学年でくくって詰め込まれるのだ。


 


残念ながら、クラスの違う真砂とよく居残りしてるのはそういうわけだったりする。


仲野はタコ部屋に来る必要はないのだが、放課後、居残り、そんなイベント見逃すわけにはいかない！っとかなんとかで、俺たちによく付き合っている。まぁイベントが発生しないとみるやいなや帰るが…。


 


ともかく、ようは見せかけの勉強ではなく、何時なんどきでも対応出来るようにしとけと、我が学園はそういう方針なわけだ。


 


「かー、全然わからん…」


和訳のテストに俺は辟易とする。


…えばぁ…？…ごーるでん、ぐりぃむ？…らいふ、ほわっと、いっと、いず、ばっとあ、どりーむ…。


ぽりぽりと頭を掻く俺に、斜め後ろから小声で話しかけてくるやつがいる。


「…んだよ仲野…怒られんぞ…」


ヒソヒソ話す俺たち。


「…これ使えよ…親友」


仲野は気持ち悪いことを言って、俺に六角鉛筆を寄こした。


それぞれの面に１～６までの数字がふってある。


「お前…これは…」


「グッドラック…！」


さわやかにサムズアップしてくる仲野。


「和訳テストで６択が使えるか！！」


当然、先生に怒られました。ごめんなさい。


 


 


放課後、鞄に教科書などを詰め込み、俺は仲野に話しかけた。


「今日はどうするんだ？」


「あぁ、今日はいろいろ作戦を立てたいから、帰ることにするよ」


待っててね、キコちゃんっと気持ち悪いことを言って、仲野は去っていった。


俺はもちろん、このあとタコ部屋行きである。


「はぁ…」


 


指定された教室のドアをがらりと開ける。


「よう」


「あぁ、あんたね…あれ仲野は？」


「あいつは作戦会議とかなんとかで帰ったよ」


ふーん、といかにも興味なさげに相槌を打つ真砂は、


そのまま本日返されたであろう小テストの答案をじっとみていた。


「すごい点数だな…」


「！！！ちょっと！盗み見るんじゃないわよ！！」


真砂はキッと睨むと、答案を裏返した。


 


教室には、いつものことではあるが俺と真砂しか居なかった。


 


もともと、こんな小テストを真面目に受けるやつは少ないのだ。


しかしそれでも、ある程度点数は取れる、そういう風に設定されている。


…はずなのだが、いつの時代も空気の読めないヤツというのは居るもので…。


 


そして、このタコ部屋システムも、シカトしている連中がほとんどだ。


仮に、たまたま基準以下の点数を取ったとしても、


わざわざ放課後にここに来るやつは滅多にいないし、


教師もそれを責めることはない。


なかば、形骸化されたシステムなのだ。こんなものは。


もちろん、俺もはじめはシカトする１人だった、が。


以前、偶然、俺は真砂に小テストを見られたことがあって、


それで俺がいままでタコ部屋をスルーしていたことが、バレた。


 


ばかがつくほど真面目な真砂は怒り狂い、俺はなぜか平謝りし、


それ以降、真砂と俺は小テストを互いに見せ合うようになり、


今に至る。


 


この状況に困ったのは、何も俺ばかりではない。


教師にとっても、タコ部屋は形骸化されたものと認識されてたわけで、


指定された教室をちら見し、誰もいないことを確認すると、


まったくしょうがないやつらだ、っと笑って帰路につく、


もしくは極稀に生徒がいると、感心感心とばかりに、軽くおさらいをして終了。


そんな程度のものだった。


 


しかし、真砂が現れてからはそうもいかなくなった。


 


真砂は、ばか真面目で、教師の中でも印象が悪くない、優等生だ。


だが残念なことにその優等生は中身が伴っていない、


そう、真砂は壊滅的に勉強が出来なかった。真面目ばかなのである。


ほかにも、体育、家庭科などetc.etc…すべて全滅。


よって、小テスト後は必ずここにやってくる。 


もはやここまでいくと、笑えないし、


そんな真砂を本気で馬鹿にするやつらもたくさんいた。


 


しかし、真砂の真面目ばかは、筋金入りである。


こいつは昔っからあきらめることを知らない。


すべての教科で全滅という、散々たる結果を残してきた真砂。


でも、それでもあきらめない。


笑われ続けて、馬鹿にされ続けて、除け者にされ続けてなお、


真砂は頑張り続けることが出来る、そんなやつなのだ。


 


結構昔の話、体育の授業だった、真砂はみんなが簡単に出来る、


高跳びの高さが飛べなかった。


何度も何度も何度もやったが、飛べなかった。


授業が終わったあとも、１人練習する真砂の姿がそこにはあった。


そんなのは日常の風景のひとつであったが、


そんなのを毎日毎日みていると、こっちが堪らなくなってくる。


俺は手を貸してやろうと思った。


そうして日が暮れるまで、様々な方法を試したりしながら、グランドの隅っこでやっていたが、


とうとううまくいくことはなかった。


どうしてこんなにもうまくいかないのか、俺の方が泣きそうだった。


その時、真砂はまるで泣くのを堪えるような、申し訳ないような複雑な表情で、しかし笑って言った。


 


「また、明日があるわよね」
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どうして、こいつはこんなにばかなのか、ばかみたいにまっすぐでいられるのか。


真っ赤な夕日に、頬を染めながら、それでもそれでも笑おうと、笑顔を見せる真砂。


こんなことは慣れてるんだと、大したことじゃないんだと、言わんばかりの笑顔で、


また明日頑張ればいいと、そう思おうとする真砂、そう思える真砂。


砂だらけの体を起こし、片づけをする真砂。


俺は際限なく胸が締め付けられるようで、自分の涙腺が緩むのを必死に堪えた。


うまく言えないが、こいつを見届けてやりたい、そう思えた出来事だった。


 


いまだに、真砂はいろいろ壊滅的なわけだが、


真砂の周りには、たぶん、俺と同じことを感じたに違いないやつらが、


真砂を受け入れ、真砂を助け、応援してくれるやつらが、たくさんいる。


 


そして、そんな真砂の姿を見つめ続ける周囲は、なんだかんだで、次第に真砂を認めていく。


いつの間にやら、周囲をも変化させてしまう情熱こそ、真砂の唯一、誰にも負けないもの、なのだろう。 


 


ガラガラガラガラ。


「あら、珍しいわー？仲野君は今日はいないのね？」


きれいなウォーキングを保ったまま教壇の前に立つ。


「なぁに？今日は２人でいちゃラブしてたのかな？」


「！！！や…藪なんかとするわけないじゃないですか！？」


やめてください、ミコ先生、っと真砂はちょっと顔を赤くした。


「あら、そう？藪くん残念ねぇ～まぁいいわ～補習はじめましょっか」


「はぁ」


「じゃぁ今日は～この復讐プリント解きね～」


「ミコ先生、復習の字が違う気が…」


「ではれっつ、シンキング！」


さらっと無視された！


この清水ミコ、通称ミコ先生も、真砂を暖かく見守る１人である。


そもそも、ここの補習は、ほぼ真砂のためのものなので、


真砂のことを親身に考えている教師しか現れない。


あとは来るのは、体育の増田（熱血戦闘兵器）と、古文の伊藤おじいちゃんぐらいか


基本この３人でローテーションしているが、


メインはこのミコ先生。なぜならば、すべての授業をある程度教えられるからである。


…真砂には本当に心強い救世主だと思う。


一応専門は数学。


あとは、おまけ要員で俺と仲野がたまに、というか暇があれば来ている。


それがこのタコ部屋のレギュラーメンバーである。 


 


まぁここに来る理由は正直にぶっちゃけて、クラブみたいなノリが楽しいってのがひとつ。


小テストの時だけだなわけだし。


もうひとつは、真砂のガス抜きを兼ねている。 


真砂だっていつも笑ってられるわけじゃない。


そんな時に俺たちが、くだらないこと言って騒いだり、雰囲気を和らげたり…


なんて出来てるか謎だが、ともかくそういうこと。


特に仲野はなかなか大活躍ぶりで、正直頼もしいの一言だ。サンドバッグとして…！


まぁ仲野にしてみても、補習に自主参加することは、先生の好感度上げ、つまりは内申点のＵＰにもつながるわけだから悪いことは何もないのだろう。


 


一番大切なことは、


俺たちは誰に頼まれたわけでも、義務でやっているわけでもない。


俺たちは好きでこうしているということ。


だから、終わったら帰るし、気分が乗ったら、終わってもしばらく残っていたり


とにかくケースバイケースで動く。


だって、俺たちは、俺と真砂と仲野は、常に対等な友人なのだから。


 


…ごくたまに、なんでこんな盛大なおせっかいを焼いているんだかな？なんて思う時もあるが…


たぶん俺は、恐れているんだろう。いまだに、真砂にもし、あの日の、あの時のような表情をされたら…


と考えると、どうしていいかわからなくなる。


だって頑張って頑張って頑張りまくってるやつが、あんな顔をした時、正直、かける言葉なんて俺には思いつかないのだ。俺がここに足を運んでしまう理由、それは、あの時にかける言葉も見当たらなかった自分への悔恨…そんなものなんだろう。


何ができるわけでもないと、知ってはいるのだが…。


 


「うぅうううぅぅっぅぅうう…」


ミコ先生に付きっきりで指導を受けながらも、


いつものように、真砂は頭を抱えている。


こいつは本当に応用がきかない、難儀なヤツだ…。


しかも、やっと体得したことも、あっさり忘れたりするし。


情熱という名の炎に記憶をすべて燃やし尽くされているんじゃないの？


おぉ、我ながら、なかなかうまいこと言ったね？


 


ほどなくして、俺は自分の分を終え、先生に渡す。


今日の俺は帰りたくなかったので、真砂を待つことにする。


「どうだい？調子は？」


俺は真砂の近くの席に移り、椅子をギシギシ揺らす。


「…こんの…その椅子、蹴っ飛ばしてやろうかしら…」


目が怖かった。


「こら～！真砂ちゃん！言葉使いが、アウチ！よ～」


「言葉は～Power～☆があるんだから☆滅多なこといっちゃだぁめよ？」


オーバーリアクションをするミコ先生、ちょっとウザかった。


「だって、こいつが…！」


「こいつとか、言わないの～！せっかくかわいいんだから、ね☆」


ウインクするミコ先生、いつもこんなんだ。


かわいいと言われてちょっと大人しくなる真砂。


「…あ、あたし、かわいく…なんか…」


「ＯＨ！そんなことないわよ？女の子としての魅力に溢れてるわよぅ☆」


ねぇ、藪くん？っと無茶ぶりされる。


「えーっと、それは女の子から見ての、かわいいですか？へびゅる！！！！」


肘鉄が鳩尾に入った。


「真砂ちゃん！暴力だめよー、かわいい顔が険しくなっちゃう！」


藪くんも、レディー扱いがなってないわね～っと付け加える。


「だって、こ…藪くんが…」


「あら！言い直し！えらいわ～レディっていうのはね、そうやって成長するのよ！」


ミコ先生に褒められて、くすぐったそうにしながら真砂は照れた笑いを浮かべる。


真砂はあまり褒められたことがないせいもあってか、ミコ先生に褒められるとめっちゃ嬉しそうだ。


真砂はなんでもかんでもずげずげ言う性格だが、ミコ先生のことはマジで尊敬しているのか、


逆らうような態度は見たことがない。


「いい？真砂？真砂はかわいいの、ちゃんと自覚しなきゃ、だめよ？」


「謙遜はすてきなこと、でもちゃんとありのままの自分を認めて、出すことは、もっとすてきなことなの☆」


真砂は真摯にミコ先生の言葉を受け止めているようだった。


 


「…すっかり、日が暮れちまったな」


俺たちは暗くなった通学路を並んで歩く。


特になんでもないような会話を交わしつつ、いつも朝待ち合わせに使っている歩道橋までくる。


「じゃぁまたね、藪」


そう言って、真砂は行こうとするが…。


「ちょいまち」


「？」


「ちゃんと送るよ、ミコ先生に、言われちまったからな」


くっらいから～真砂ちゃんを家までよろしくね☆とかなんとか。


「…な、なによ、紳士気取りのつもり？お生憎さまね！今よりもっと遅い時間に１人で帰ったことあるわよ！」


じゃあね、っと行こうとするが、俺は着いていくことにする。


「…なによ！あんた？ストーカー？」


「ひどい言われようだな…約束守らないと、ミコ先生に怒られるの俺だろが」


「ふん！そんなにミコ先生に嫌われたくないの？！」


「そういうことじゃ、ないんだが…」


真砂は俺の２、３歩前を歩く、俺たちは一定の距離を保ったまま、歩き続ける。


 


「…あの、さ」


「ん？」


ふいに、真砂が話しかけてきた。


「あたしって、やっぱり、女の子、なのかな？」


「そうだろ？」


質問の意味が果てしなくよくわからんのだが…。


「ふーん…」


真砂はしばらく黙ってから


「あ、あたしって、も、モテてるの、かな？」


ははーん、俺はピーンときた。


ミコ先生に言われたことを考えて、実行しようとしているのだ。


ありのままの自分をみること。


それには、客観的な意見が必要だ、それでか。


なんてシンプルな脳みそなんだ真砂よ…。協力してやりたくなるほどシンプルだよ…お前は…。


俺は考える。


いろいろ残念な真砂は、正直モテるわけねーだろ！！


っと言いたいが、意外とそんなことはないのだ。


 


ミコ先生を尊敬してやまない真砂、その理由が補習には隠されている。


それは、ミコ先生による、恋愛講座である。


俺や仲野が居ないとき、どうやら開かれているらしいのだ。


名目は家庭科であったり、保健体育であったり、様々だが。


講義以外にも実習があるようで、むしろそちらに重きを置いているようだ。


真砂がやらされることは、誰かのための手料理であったり、


普段、着ないような服を着たり、生物室から模型人形を借りてきて手を繫いだり…など、


噂の領域から出ないものも多いが、おおむねそんな感じらしい。


さらなる噂では、告白の練習に、男子生徒を借り出したり、しているようだ。


もちろん、そんな講義なら、女の子はみんな気になるところだが…。


なんせ、テスト生が真砂である。


真砂の手料理で入院した生徒がいる、とか。


告白の練習に借り出され、ラリアットを受けて失神した、など。


嘘か本当かはわからない、噂が流れ、


今のところ受講生は真砂だけなのである。


 


かくいう俺も、それとは知らず、真砂の手料理を食べる羽目になったのだ。


もちろん、仲野もである。


それはいつものように、放課後、タコ部屋にやって来た俺たちに起こったー。


 


「ちわーっす」


「こんちゃっす…」


「ん？」


「…どした？藪…」


仲野は相変わらずゲーム画面に目を落としたまま、空いている席に座ると、俺にそう問いかけてきた。


「いやよ…黒板」


「なんだって！！」


珍しく、真砂のいない教室、その黒板には、ミコ先生の文字で『少し遅れちゃう☆待っててねぇ（ハート）』の文字が書いてあった。


「ふわぁぁぁっぁあぁ！！！なんだってんだちきっしょう！！！」


「…おいおい、確かにレアケースだが、そんな憤ることでも…」


「ばっか！そんなこっちゃねーよ！」


「なんだよ…もしかして、真砂か？まぁ確かにあいつ、俺たちよりずいぶん先に出たのにな…」


「ちげーよ！！見ろ！！！今、俺様が攻略中の星野たんがこともあろうにこのタイミングで断ってきやがった！？！！ちっくしょー！！！どこでフラグ読み違えた？！！！あれか？さっきのラーメン屋の選択肢なのか？！！」


「…仲野…戻ってこい…」


そんなこんなで雑談をしながら待つこと１時間強、なかなかいい時間になってきた。真砂もミコ先生も現れる気配はない。


「仲野…」


俺と仲野は目配せをして、そろそろ帰ろうか、といったところで…。


「は☆あーぃ！ジェントルメーン＆ジェントルメーン☆お・ま・た・せ！」


「ミコ先生、遅かったじゃないですか、なにかあったんですか？」


 


俺たちは一瞬にしてその違和感に気が付いた、ミコ先生の手には怪しげな料理。


「あ！いっけね☆先生、僕、今日はアニメの録画忘れてました！」


第六感を働かせ、高速で離脱に向かう仲野、こういう時の頭の回転はマジ、半端ねぇっす。


「そう？」


がしっと教室の扉を開けようとした手首を掴まれる仲野。


「…せ、先生？」


仲野は全身全霊で扉を開くために手を前に伸ばしているが、一向に開けることができない。


「…帰る、なんて言わないわよね？先生…寂しくなっちゃう～☆」


「ぐぎゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！！！！！！」


ミコ先生に手首を捻られ、仲野は絶叫し沈黙する。…こえー！！まじこえー！！！！


「…ミコ先生？なにを…」


「ふふ☆こーれ！」


そう言って、ミコ先生は俺に料理を差し出す。


なにこれ？チョコレートケーキかな？


っと思えるほど、炭化したなにかと、添え物の淡い乳白色と、鮮烈な緑が印象的なゲル状物質。これがスイーツだっていうなら間違って口にいれちゃうかも、って雰囲気だった、しかしよく見ると、プチトマトらしきもの、ピーマンらしきものが見え隠れする。これ、どうみてもケーキじゃないよね？


「…これは、なん、ですか…？」


おいおい！ミコ先生の笑顔が怖いよ？


「ふふ☆何に見える？」


「…スイーツに見えます、ね…？」


「じゃあそうだね☆」


じゃあって言った！じゃあって！！


「もう☆やぼなことは聞かないの！さぁレディーにも登場してもらおうかしら？まっすなちゃーん☆」


そこにしずしずと真砂が新婚さんか！ってデザインのエプロンで登場。


俺たちは机を４つほど、くっつけさせられ、そこに並んで座った。俺の目の前には真砂が、仲野の前にはミコ先生がそれぞれ座る。


「…ふ、ふん！！ミ、ミコ先生が言うから…あんたたちに、食べさせてあげても…いいわよ？」


「ぶわぁぁあぁかか？！このはなたれ娘がぁあぁぁああ！！？俺たちは今、まさに人体じ…じゅびぃ！びゅぶないるぅぅう！！」


仲野の腹と机が２回ほど跳ね上がったように見えた、うん、きっと錯覚だろう。


「さぁ！！こんなかわいい女の子の手料理が、しかもサプライズで食べられるなんて☆人生でそうそうないわよ？ラッキーボーイたちね！！」


「せ、先生…そんな、わたし…か…かわいくなんて…！！」


さっきからずっと、真砂は真っ赤な顔をしていたのだが、今はもっと真っ赤になっている。真砂にしても、同級生の男子に手料理を振る舞うなんて、そうそうない経験だろう。俺にしてもはじめてこういったものを食べる機会がきたわけで、それが嬉しくない、と言えば嘘にはなるのだが…しかし！


ミコ先生の蹴りで、息も絶え絶えな仲野とアイコンタクトを交わす。


明らかにこれはやばい、お腹が壊れる、とかならまだしも、逝ってしまう可能性をも秘めている気がする…。俺たちの命を甘く見るなよ！？意外と脆弱ですよ？


俺たちは、お前が先に、いやお前がいけよ、と絶対に負けられない戦いをアイコンタクトで繰り広げていたのだが、とうとうしびれを切らしたミコ先生が動いた。


キレイに切り分けた炭化した何かに、ゲル状の何かをまみれさせる。


「はい☆あーん☆」


くわー！！！定番きたー！！


「ふ…先生…いくらなんでも、そんな方法で…」


仲野はくくくっと邪悪な笑みを浮かべる。


「あら？仲野君？あれは何かしら？」


「…おやおや…先生？…がっかりですよ…いや、２度がっかりだ…僕ほどの男がその程度のフェイクもわからないと…そう、お思いですか？」


「ううん？そうじゃなくてね…」


ミコ先生は机の下で何かごそごそしている。と顔をあげて、今まで弄っていたものを机の前に出す。


それは仲野のゲーム機だった。そしておもむろにパカッと開いて中を確認すると、一言呟いた。


「あら？液晶が割れちゃってるわ？」


「ぬぁああああああぁぁぁんでえすとおおおおぉおお！ぅ？ぉはごろも？！！？！」


瞬時に、炭化物が仲野の口内に比較的スマートに収められた。途端に。


 


ゴツン
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一口食べて、仲野は机におでこを静かに強打した、ピクリともしない。口からは何やらエクトプラズム的な白いモヤモヤが今まさに天へ、昇らんとしている。俺は戦慄した。


「あら？先生にあーんしてもらったのが、そんなに嬉しかったのかしら？」


「…そ、そうなんでしょうか？なんだか…」


真砂は心配そうに仲野を見ている、そりゃそうだ、明らかにおかしいもん、なんか痙攣しはじめてるし。


「ふふ☆…先生ね…昔、付き合っていた男性に、あーんってしてあげたら、感激のあまり、気絶しちゃったのよね～その人……罪だわ～☆」


ミコ先生はなんだかよくわからないが、きゃぴきゃぴしている。ぶわぁかか！？！真砂を守りたい気持ちはわかるが、そんな嘘に騙される奴がどこにいるんだよ！


「…へー、そう、なんですか…やっぱり、ミコ先生ってすごいんですね！」


うっそ！！感心しちゃった！？！瞳がキラキラしてるし！！


少々純心過ぎやしませんか！？真砂さん！


俺は涙目でミコ先生を見たが、笑顔で返されてしまう。


くぅ…！ここまで…か…。


ごくり、目の前の真砂をみる、真砂は真剣な表情で俺と向き合っている。真砂の心臓の音がこっちまで聞こえてきそうだった。…どうやら俺はここまでのようだ…。


俺は決心を決めて、ホークとナイフを持つ。


「藪君☆」


「は、はい…」


もしかして助け舟が…！！！


「男の子の礼儀は、知ってるわよね☆」


「礼儀…ですか？」


「そうよ～☆がんばって心をこめて作ってくれた女の子に対する、男の子の礼儀…わかるわよね？」


完食しろと！？おいしいと言えと！？！


「し…知ってるつもり、ですが…」


「ならばよし☆」


だめだ！この人はだめだ！！全力で真砂を守るつもりだ！！


しかし…。俺も目の前の真砂を裏切れない…。


俺はゆっくりと、ファーストコンタクトを試みる。匂いなどもはや感じないほどの集中力！！頑張れ俺！


どうやって口に入れたのか覚えていないが、ただ、ざりざりざりざりと口を動かす、ぐぶぶぶぶ…鮮烈な…なんとも、例えようのない味…！


無理やりネーミングをつけるなら、人生を１００回やり直したくなるような味、とでも言おうか…正直、仲野が羨ましかった。


俺は吐き気をもよおすが、真砂の顔が今にも泣き出しそうだったのをみてしまい、もう一度覚悟を決めた。


ざりざりざりざりと音を聞きながら、遠退く意識のなか、涙と、鼻水を必死に堪えながら、


俺は完食までの間に、生と死の狭間を１００回は行き来したのだった…。


 


 


俺は思い出してぶるっと体を身震いさせた。


とまぁ、そんな感じの真砂なのだが、


そういう目に合わないうちは、その小柄で幼い顔立ち、きっぱりとした性格、ツンデレでがんばり屋な雰囲気、などなどそんなギャップが意外と受けている


俺は真砂を見慣れているせいか、いまいちピンとこないが、周囲の評価を鑑みるに、


一応かわいい？部類に含まれるようだ。


もちろん、手料理を食べたり、ラリアットをくらえば、どんな評価になるか想像に難くないが…。


 


あれこれ考えていると、真砂がこっちをじっと見ているのに気づいた。


その眼差しは真剣そのものだった。


「どう、思う？」


「うーん、まぁほかの男子の評価はそんなに悪くないかもな？」


「そ、そうなんだ」


真砂はちょっとほっとしたようだった。


「だけど、あれだろ、もうちょっとー」


「や、藪は？」


俺の声は真砂のちょっと大きな声にかき消されたようだった。


「藪は、どう思う？」


「俺…？」


「そ、そう、やっぱり、幼なじみの意見て、大切じゃない？」


一番付き合いが長いんだからさっと付け加える。


「そうねぇ…」


せっかく、参考意見を求められているんだ、なんかアドバイスしてやりたいよな、とはいえ、あんまり直球はさけないとなぁ…。


うーんと考えて


「あれだろ」


「う、うん」


おぉう、ものっそい食いつきだな、ちょっと嬉しいぞ？


「料理、勉強した方がいいな」


「はぁ？」


真砂はなにいっちゃってんのこいつ？みたいな顔で見ていた。


あれ？おかしいな？とりあえず続ける俺。


「ご飯ってやっぱり大切だと思うんだよね、ほら、うちの母も、胃袋を掴めば勝ち、みたいな格言をー」


「そんなこと聞いてない！！！！」


真砂があまりにも大きな声を出すので、驚いて沈黙する俺。


見れば真砂はぷるぷるしていた。


「…ま、真砂さん？」


恐る恐る俺は名前を呼んだ。


「ばか！もう知らないから！」


真砂は怒り冷めやらぬっといった感じて、のしのしと歩いていった。


取り残される俺。


「ちょ…真砂？なに怒って」


知らない！！っと怒鳴ってそのまま家に入って行ってしまう真砂。


バタン！


っとドアが閉まる。


ぽつねんとしながら、そういえば、随分、久しぶりに真砂の家まで来たな、とか、そんなどうしようもないことを考えていた。













    言っている意味がわからないんだが
    「…ただーいま…」


いつもよりも、かなり遅くに帰ってきた俺。玄関からすぐにリビングに意識をやるが、


奇怪な電波は飛んでいないようだった。それでも俺は十分に警戒しながらリビングに向かう。


「あら、今日は遅かったのね？」


母がテレビを見ながら出迎えてくれた。それ以外に人の姿はない。


「ごはん、食べるでしょ？」


「…お、おぅ…」


「なによ、なんだか挙動不審ねぇ」


そりゃ、朝が朝だったんだ。挙動不審にもなるよ。


「…あいつ…は？」


「なぁに？なんだかんだ、気にかけてるのね？」


母はちょっと嬉しそうに笑った。


「そんなじゃ…ないけどな」


単にめんどくさいことに巻き込まれたくないだけなのだ。


「残念だけど、今日は疲れてたのね…もう寝ちゃったわよ」


…つーことはやはり家にいるのか…。全体的に夢オチを期待してたんだが…。


俺はがしがし頭を掻くと、ふはぁっとため息をつく。


「とりあえず、鞄置いてくるわ…」


２階に上がろうとしたその時、信じられないセリフが俺を襲った。


「あ、そうそう、新ちゃんの部屋、２階じゃないからね」


はぁ？日本語の意味が理解できませんが…なにか？


「…お袋、どうしたんだ？変なものでも食べたのか？」


「だから、新ちゃんの部屋は、２階じゃないのよ」


意味が、わからない、意味が、わからない、大切なことだから、２度言いました、はい。


呆然とする俺に、母は続ける。


「お父さんが言ったこと覚えてるでしょ？キコちゃんに部屋を準備しないといけないの」


「キコ…部屋？」


そういえば、微かな記憶だが、父が言っていたことを少し思い出した。


確か、ホームステイだなんだ、部屋が余ってるだなんだ…。


「…準備も何も、家には余ってる部屋なんて、ないじゃないか」


あの時はいろいろなショックが重なって意識が朦朧としていたので、突っ込むのを忘れていたが、


言っちゃなんだが、うちはそんな裕福な家庭ではないのだ。


２階には、母と父の大きめの寝室、俺の部屋、小さい物置部屋しかないし、


１階はリビングとキッチンがほとんど、風呂場の隣に、少し大きめな物置部屋がある。


もちろん、この物置部屋とされるところは、箪笥やら父の書類やら、


普段使わないモノたちで埋まっている、正直、とても住める状態ではない。


「だから～、新ちゃんの部屋が、キコちゃんの部屋になったのよ」


「はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁあぁあぁああぁ？？？？？？！！？！？！」


「びっくりした？」


「びっくりの領域超えてるわ！！！！」


なんすか、これ、いじめっすか、家庭内暴力ですか、そうですか。


「っていうのは、嘘でね？」


「嘘かよ！！！？」


くすくすと母は笑う、何がしたいんだ！あんたは！！


しかもいまだに嘘だとは信じきれない悲しい俺…うちの両親ならまじでやりそうだもんな…。


「…部屋を検めさせてもらう、まずはそこからだ」


俺は再び、部屋に行こうとするも


「キコちゃんが寝ちゃってるのよね～」


母の言葉に、戻ってくる。


「…どうしてそうなった…」


母がは夕飯の支度を進めながら、俺の疑問に答える。


「今日、本当はお父さんと１階の物置を掃除する予定だったのよ～。キコちゃんの部屋に、っと思ってね？」


まぁ順当にいけばそうなるだろう、人の部屋として成立しそうなのは１階の物置部屋ぐらいしか考えられん。


「でも、仕事が忙しくて帰れそうにないって、連絡がきて、あたし１人でやってたのよー」


父の姿が見えないのはそういうわけか…。


「でも、あそこ、すごいじゃない？あたし１人でなんて無理よね？でね、旅木さんに終わりそうにないから今日は受け入れ無理ですって言ったら、手伝います！って言ってくれて…」


旅木も今日は散々だったからな…ポイントでも稼いどきたいとこなんだろうな…。


「あの人すごいのよ！やっぱ若いっていいわね～！途中まで、一気に進んでたんだけど


…仕事が入っちゃったみたいでね？キコちゃんも頑張ってくれたんだけど…」


「あいつ、キコ置いてったのか？」


珍しい、というか、意地でも連れて帰りそうだけどな…。


「なんか、キコちゃんを説得してたみたいなんだけどね～。キコちゃん頑張るって言って聞かなかったみたい。散々話し合って、それであたしに申し訳ないけども…って必死に頼むから…まぁいいですよって」


母、安請け合いしすぎー！…つーか、あの根性なしがぁ！！！っと憤慨してみるが、なんとなくキコに責められまくる、その情景が浮かばなくもない。旅木…くっ、俺、泣いてなんかいないんだからね？


「まぁ旅木さんのおかげで結構進んでたしね～そのあとは、あたしとキコちゃんで頑張ったのよー、お夕飯のあともせっせ、せっせと…」


「それで？キコは作業途中に疲れて寝ちゃった…ってわけか？」


まぁそんなとこね！母はきれいに料理をテーブルに並べ終えると、再びごろんとテレビの前で横になった。


「…話はわかったけど…とりあえず、俺はどうすりゃいいんだよ」


「もう…勘の鈍い子ねぇ、今日は１階の部屋使ってちょうだい」


 


俺は踵を返すと、１階の物置部屋に向かう。玄関からちょうど真正面にあたるその部屋、


俺は躊躇なくドアを開いた。そこは言葉にするならば、物置部屋っといった様相だった。


「って、ごぉぉおらぁあぁぁあぁ！！！！」


俺は可及的速やかにリビングに戻ってきた。


「ぜん！っっっっぜん！！片付いてねーじゃねーかよ！！！」


母はテレビに釘付けになりながら応える。


「がんばったのよ、わたしたち」


「ほしいのは結果だ！！」


「新が帰ってくるの遅いから悪いのよ」


ふわぁぁぁぁぁ！！人の所為にしたよぉぉぉぉ！


あなたね、母親に、女２人に力仕事を強いるなんて、どういう了見なの？心は痛まないの？


その歳でまだお母さんにいろいろしてもらいたいの？


ぐぬぬぬぬぬ…いろいろ言われているうちに、なんだか俺が悪いような気がしてきたよ…。


俺はすごすごと引き返す、もう一度部屋をみる。


箪笥が１個無くなっている形跡がある。そのおかげで、人が１人寝そべられるような場所にはなっていた。そしてよく見ると、なぜか書類が均一な高さに揃えられており、


その上に、布団が置けるかも？っと想像させるようなスペースがあった。


「どう？ちゃんと寝れそうでしょ？」


母はしてやったりっといった表情で俺のそばに立っていた。


「あぁ…そんな感じだな…」


まぁ…とりあえず、なんにもしてないよりはいい。ありがたい…のか？


俺は、もう一度部屋を見渡す。箪笥が減ったのと、書類が減った、そして妙な整えられ方をしている以外は以前の物置と何も変わらないように見えた。俺の目が節穴でないのなら。


「…本当に、今日１日頑張って…この成果なのか…？」


「そうよ！箪笥が減っただけでもすごいでしょ！」


まぁやってくれたのは、旅木さんだけど、っと付け加える。


結論から言って、ほとんどやってませんよね？っという言葉を、ぐっと飲み込んだ。


「…そう言えば、キコは起こさないとじゃないのか？風呂とか入ってないんじゃ？」


作業中に眠ってしまったのなら、そのはずだ。


「いやねぇ～お風呂なんて…そんなこと気にするんだ？」


「そ、そういう意味じゃねぇよ？」


「もう入ってるわよ！残念ね？」


なにかがいろいろおかしいと感じたが、もうどうでもいい。


「…わかった、とりあえず、いいや。今日はここで寝ればいいんだな？」


「そういうこと！理解力があって助かるわ～。さすが私の息子ね！」


一応、掃除機かけたけど、埃っぽかったら、リビングで寝てもいいわよ。


っと助け舟？を出す母、もとよりそのつもりだったような気がするが、気にしないことにした。


 　


こほっ、こっほこっほ。


深夜、物置部屋で寝ていた俺は、むくりと起き上がる。


「…まじで、掃除したのか？ここ…」


とりあえず、せっかくだからと寝てみたものの、無理。


俺は、布団を持ってずるずるとリビングに移動する。


「…まったく、これでグレない俺は、もっと褒められてもいいはずだよ…」


本当に長い１日だった…俺はそこでようやく、深い眠りについたのだった。


 


 


ぁあ…なんだか明るいなぁ…もうー。


「おっはよー！！！！！！！」


「げふん！！！！！！」


俺は朝一から内臓が口からラッシュしそうな勢いだった。


一瞬ではっきりとした意識で前を見ると、


俺にフライングボディープレスを食らわせたそのままの体勢で、キコが言う。
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「おにちゃん！すてきな朝だね！」


ぜんぜん素敵じゃありません。


ん？なにか違和感が…。


「おまえ…なんだ？その服？」


服というか、パジャマ…だな。なんか面白げな模様がある、かわいらしいパジャマ。


「えへ！かーいーでしょ？昨日、ママさんと買いにいったんだ～」


ほほう、初耳だな。


「昨日は何してたんだ？」


俺はなんとなしに聞いてみる。


キコは興味を持たれたのが嬉しかったのかペラペラしゃべる。


「えへへ、昨日はねーママさんと買い物行って～ごはん食べて～帰ってきたの～」


「…それだけ…か？」


んー、と唇に人差し指を当てて考える。


「あと、ママさんと一緒に、お部屋のお片づけを…ちょこっとしたかも？」


もういい、これ以上事実を聞いたら泣いてしまいそうだ。


 


あぁ…なんだか想像以上に過酷な気がしてきた…。


 


こうしてまた、俺の１日がはじまる。


 


「おはようございます！」


今日もさわやかな旅木がやってきた。


旅木はキコが慣れるまで、こうして朝は様子を見にくるようにするらしい。


「タビキーおはよー」


ふにゃふにゃと手を振るキコ。


たちまち旅木の顔がふにゃふにゃになった。


「旅木さん、朝食がもうすぐできます。ご一緒にいかがですか」


父は本当に旅木を気に入っている節があると思う俺だ。


「そうよ～すぐに準備しますから～」


母はパタパタと動く。


「いえ、自分はもう食べましたので…」


「えータビキーも食べようよ～」


透かさずキコが茶々を入れる。


「～若いんだから、食べられるでしょ？はい、座って座って！」


「しかし…こう連日お世話になるわけには…ですね…」


とかなんとか言いながらも、強引に着席させられる旅木。


結局また５人で食べることになる。


まぁ確かに、旅木に見つめられながら食べるよりはずいぶんいいんだが…。


明日も明後日もいらっしゃるなら、しばらくはご一緒しましょうよ。あぁそれはいい考えだな、とかなんとか。


勝手に話を進める父と母に、旅木は苦笑いを貼り付けながら恐縮してぺこぺこしていた。


 


「昨日はすみませんでした、途中で抜けてしまって…今日はお手伝いできますので…」


「いやいや、私も仕事から抜け出せなくてね…まぁ今日は遅くはならないだろうから…」


「そうよ～昨日はほとんど私１人で大変だったんだから～」


どの口がそれを言うのだ、どの口が！


「…別にさ、そんな平日に無理やり進めることないんじゃないのかな。日曜日とかにやれば」


あれ？当たり前のこといったのに、全員に睨まれたよ？


「…まぁキコちゃんのためにも、早くやってあげたいんだよ」


旅木は柔らかい表情でそう言った。


「…みんな、ありがとー」


キコはそう言って笑顔になる。


なんだこのファミリー劇場みたいなノリは？


「そういえば、キコさんはまだ学生なんだろうか？見たところ、新とそんなにかわらないようだが…」


「がくせー？」


キコはもぐもぐしながら、父の話に耳を傾ける。


旅木はあまりしたくない話題だったのか、少し俯きがちに話はじめる。


「…そう、なんですよね、いま、速やかに手続きを進めてはいるんですが…早くても１週間はかかってしまって…」


ごめんね、キコちゃんっと続けて口にする。


が、キコはよくわかってないようだった。


「…もしかして、その手続き進めてるとこって…」


「もちろん、君の学校だよ」


キコはようやく、気づいたらしく、がっこー！っと鼻息を荒くする。


ばかな！予想していたとはいえ、早すぎる！昨日の今日では動揺を隠せない。


こっちにも心の準備ってもんが…。


「キコいつから！？今日？」


俺は興奮気味のキコを制して続ける。


「つーか…決めるの早すぎませんか？キコの希望を再確認した方が…ほかにも行きたいとこ見つかるかもしれないし」


「キコ、おにちゃんと一緒にがっこいきたい！」


旅木は微笑みながら続ける。


「というわけだ、昨日、言ってたことも君は聞いたろう？強い希望もあるし、なにより友達もいる。僕としてもそれはとても望ましい環境なんだよ」


君も居てくれるしね、っと付け加える。


キコ、がっこーいく！がんばるんだよ！


さらにテンションが上がりはじめた。


「…」


「新くん？」


俺は無駄な努力だと思いつつも、なんとか回避出来ないかと試みる。


「…こんなこというのもなんですけど、ちょっと僕にべったりすぎませんかね？もっと、ほかの学校…というかほかの世界を、いろいろな人と関わらせてやった方が、いいんじゃないかと思うんですよ？毎朝こうして僕は会ってるわけだし、共に暮らすわけです。この上学校も、っていうのはなんだか」


「おにぁちゃんは、キコがキライなの…？」


キコは涙目だった


その場にいる全員が、あーぁといった顔をする。


「…い、いや、そんなこと言ってるわけじゃなくてな？むしろ、お前のことを心配してっていうか…」


「しんぱい？」


はい、そうです、俺はカタカタと頷く。


キコは、んーっと考えたあと。


「それならやっぱり、一緒にいた方がいいと思うの？ね？」


「…」


俺は沈黙するしかなかった。


 


その後、俺は逃げるように学園へ向かい、キコは家に残った。


荒れに荒れるかと思いきや、


今週は学園に通うための準備でいろいろと忙しいんだよと、旅木は説得し、


キコと旅木となぜか母で、今日は必要なものを買いに行くことにしたらしい。


俺の平穏な学園生活にタイムリミットが設定されたことを、改めて思い知らされるのだった。


 


昼、俺と真砂と仲野の３人は屋上に来ていた。


「１週間後？！そりゃまた、ずいぶん早いな…」


「あぁ…もうタイムリミットはわずかだよ…この平穏な学園生活のな…」


今日はその貴重な１日なのだ…。


俺は紙パックをくしゃりと潰す。


「…」


「…おい、昨日、なにかあったのか？」


仲野は少しぼんやりしている真砂を、軽く指をさして言う。


「…さぁなぁ？」


俺は、わからない、っとしながらも、昨日真砂をひどく怒らせたことを思い出していた。


しかし、朝会った時は普通だったのだ、まったく、全然、今まで通り。


今朝のことを報告しようと、ここに集まったあたりから。


真砂は少し様子がおかしくなったようだった。どこかぼんやりしているというか、なにか考え事をしてるというか…。


「まぁなんにせよ、楽しみだな～♪」


仲野はトキメキすぎておかしくなり、１人で、あ！そこは足元が危ない！っとか、


ここからは手をつないだ方がいい、とか、意味のわからんシュミレーションをしていた。


 


「…さりげなく…なら…」


 


「？」


俺は真砂がなにか小声で言ったのが聞こえて、真砂の方を見る。


真砂と目が合った。するとかーっと真っ赤になる。


「なに見てんのよ！？ばか！！」


「？？？？？」


なんで怒られてんのかまったくわからん…。


真砂はそのあとも昼食を取りながら、ぷちぷちとなんか言っていた。


こいつら大丈夫か？そんなくだらない心配を余所に淡々と時間は流れ、


そして、気がつけばー。


 


「…もう家に着いてしまった…」


早い、早すぎる。


今日は無理やり仲野を誘って、時間を潰したというのに…。


「楽しい時間は早いっていうもんなぁ…」


俺はひとりごちて、しぶしぶ家に入る。


 


「ただいまー」


家は少々、騒然としていた、父と旅木が荷物を上へ下へと移動させている。


そこに母が来た。


「あら、おかえり！今日は早かったわね？」


「…毎日テストがあるわけじゃないからなー」


今週だけは、毎日あってもいい、心底そう思う。


「新、お前も手伝いなさい、あと少しなんだ」


父は汗を拭いながらそういった。


「わかったよ…」


俺は２階の自分の部屋に行きー。


 


「なんじゃこりゃぁぁぁぁぁああぁあああぁああ！！！！！！！！」


名ゼリフを言ってのけた。


眼前に広がる景色に、俺は思わず、鞄を落とす。


「なぁに？大きい声、出さないでちょうだい？」


母は冷静だった。


「って、ちょ！なんだよこれ？！」


俺の部屋は、散々なことになっていた。


まず、目に留まるのは服、クローゼットに入れておいた何もかもが引っ張り出され、


ベッドの上に鎮座している。


そしてほぼクローゼットを塞ぐような感じで、でかい箪笥が置いてあった


その前に段ボールが山積みされている。


俺の部屋は、開いたドアから一直線に、机へと向かう一畳にも満たないスペースがあり、そのサイドにベッド、反対側は箪笥と段ボール、つまりは俺の動線はそこまでに限定されていた。


「…部屋が半分埋まっとる…」


なぜだ…どうして俺がこんな目に！


俺は母に説明を求めようとキッと睨む。


「本当はね？お父さんが、本気で２階の部屋をキコちゃんにあげようとしてたんだからね？」


少しは感謝してほしいわね、っと言われ、俺は振り上げた怒りという名の拳の納めどころを失った。


なに？俺って父から嫌われてるの？むしろ父が反抗期なのか？


「…新がキコちゃんに、いろいろするから悪いのよ？」


「お、俺はなんにも…」


「今日の朝も、泣かせてたでしょ？あのあとお父さんすごく怒ってたんだから」


「…」


俺は何も言えない、…確かに、確かに邪険にしたのは認めるけどさ…それでもこれはちょっと…。


俺は部屋をもう一度みる。


「まさか、こんなに情のない奴だったとは…とかなんとかって悲しんでもいたわ。あいつには人の痛みを教えてやらないと、いい大人にならんって」


父さん、いま、とても痛いです、すみませんでした。


「ま、嘘だけど」


「嘘かよ！！！！！！」


もう何も信じられないよ！！！


「まぁ１階の物置を整理してたら、箪笥が４個出てきたのよ。あたしとお父さんの寝室に２個、新ちゃんの部屋に１個、キコちゃんの部屋に１個ってわけ」


それぐらい協力しなさい、部屋を守ってあげたんだからっと付け加える。


「…部屋を盗られそうだったのは事実なのか…」


母は忙し、忙し、っと去っていった。


 


結局、空いたクローゼットに段ボールや、箪笥の中身を入るだけ入れて、俺の服が箪笥に収まるかたちに。


いずれにせよ、段ボールも箪笥も処分するらしいが、当分はこの部屋での生活になりそうだった。


「おにっちゃん！！」


バタンとドアが開き、キコが入ってくる。


「みてみて！キコの部屋！すごいんだよ！」


「そっか」


俺は興味の無さをアピールしたのだが、キコには通じず、そのままずるずると１階に。


 


「ほらほら！！」


キコのテンションはMAXだった。


「んな！？」


俺は案内された部屋を眺める。


なんということでしょう。


可愛らしい地紋が入った臼桃色のカーテン、下にはもふもふした絨毯、


ちゃぶ台のような机の上には、柄物のシーツが置かれ、まさに女の子！って部屋に生まれ変わっていた。


「…変わるもんだな…」


あの、物置部屋が、ここまで変わるとは…。


「もふもふだよ～！」


キコは絨毯の上でゴロゴロと転がる。


「おにちゃんもやろうよ！」


「遠慮します」


「どうだい、結構片付いただろう」


いつの間にか、ドアの近くに立っていた旅木は、キコの表情を見ながら、満足そうにそう言った。


「明日、ベッドが来るから、今日はお布団で我慢してもらわなきゃだけどね」


「キコ、お布団大好き！」


だから大丈夫だよ、っと旅木に微笑みかける。


なんだか、いいワンシーンを見せられた気分だった。


 


というか、一日でよくもまぁ、ここまで…。


というのも、どうやら旅木の関係者も結構手伝ってくれたようなのだ。


午前中は買い物、午後は重たい荷物の移動と部屋の飾りつけ。


男手が結構あったらしく、ほとんどはおやつの時間までに、すべて完了。


キコは自分の部屋の飾りつけに、母と一緒に奮闘し。


父は帰って来てから、旅木さんに手伝ってもらいながら


書類を運んだり、精査したりしていたようだった。


キコの引っ越し？祝いを兼ねた本日の夕飯は、寿司。


５人で囲む夕食は、どこか新鮮でくすぐったいものだった。













    世界はキコでまわってる
    そうして世話しなく、本当に世話しなく時は過ぎ…。


 


ぱちり。


気だるい朝の空気を受けながら、俺は目覚める。


キコは自分の部屋がようやく気に入ったのか、旅木から再三注意を受けたからか。


この部屋に朝、気がついたら居る、


みたいなことはなくなった。


キコいわく、寒がりなので、熱源を求めて彷徨う習性があるらしい。


鍵のかかる父と母の部屋はさておき、鍵のかからない俺の部屋は入りたい放題なのだ。


そこで、キコの部屋に、ホットカーペットやら、湯たんぽやら、ホッカイロやらを設備したところ


ようやっと放浪癖が収まり、今に至る。


それまでの朝の騒ぎは考えたくない。


とはいえ、それもつい３日前の話なのだ、今後もっと寒くなったらどうなるかはわからない。


現在、キコの部屋にエアコンを設置するか目下検討中。


俺は起きて、ストーブをつけ、着替えをはじめる。


「…まったく、とんだお姫様扱いだよな…」


エアコンなんて、俺の部屋にもついてないのに！


もちろん、キコの部屋にストーブを置く、という案は暗黙のうちに却下。


なぜか？勘の良い人なら察するはずだ。


キコ＋ストーブ＝危険。


この方程式は瞬時にして我々の頭の中を席巻した。


俺たちがキコの部屋の暖房について話をしている際に、誰１人としてストーブはどうか？っという愚問をしなかったのがその証明である。


まじで、火事とかあっさり引き起こしそうだもんなぁ…。


俺はリビングにのろのろと向かう。


 


むしゃむしゃぱりぱりもりもりぐびぐび。


朝から威勢のいい音が聞こえてくる。


「おっひゃよー、おひひひゃん！」


「こら、キコちゃん、食べながらしゃべっちゃだめだよ」


「ふぁーい」


旅木の注意にさわやかに返事するとまた食べ始める。


もりもりぐりぐりかみかみごくごく。


もう、見慣れた光景ではあるが、圧倒されてしまう。


「なんだか…今日はやけに威勢がいいっすね…」


俺はその理由を知りながらも、ぼやくようにそう呟くと席に座る。


「はは、やっぱり嬉しいんじゃないのかな」


そう、今日はキコの初登校日、なのだ。


キコは緊張、とかたぶん無縁なんだろうな、っとこの食べっぷりをみていると思う。


「…クラスとか、まだわからないんですよね？」


「そうだね、大丈夫、きっと君と同じクラスだから、心配しないでいいよ、新くん！」


よく詳細はわからないが、年齢不詳なキコは学力テストを受け、その適正に応じて、学年を決める手筈になっていた。今までの流れから俺より下の学年だろうという大方の予想を裏切って、学力テスト的には、俺より上の学年だという判定が出るほど、優秀だった。


旅木もそれには驚いていたが、しかし、出来る部分と出来ない部分にかなり激しい波があり、しかもそれはあくまで筆記テストの話。そのほかの常識的なものは見てわかるように芳しくなく、結局、本人の意思を尊重しようということで、同学年ということになった。


キコを眇め見る、相変わらず、むしゃぱり食べるキコだった。その栄養は、一応、別のところにもいってたんだなぁとしみじみ思う俺。


…正直、もはやここまできたら同学年とかそんなことはどうでも良い。


ともかく、一緒のクラスになりたくないのだ。


こんな電波と一緒に居たら…俺は想像だけで身震いする。


そんな俺を知ってか知らずか、ほんと、よろしく頼むよ、っと旅木は言う。


「どうしたの？食欲ないの？おにぃちゃん」


「あぁ…今日はちょっと、な」


主にお前の所為だがな！


つーか…むしろ俺の方が緊張しているってどういうことよ？


「なぁ…キコ、いい加減、そのお兄ちゃんってやめないか？」


学園でそんな呼ばれ方、同学年からされたらおかしなことになるじゃないか。


「んー？だって…おにちゃんはおにちゃんだよ？」


意味がわからない、もとより簡単に説得できるとも思ってなかったが…。


あぁ…行きたくねー！！！今日はもうサボりたい気分でいっぱいだった。


 


「いってきまーす！！」


「…てきます…」


「それでは、失礼します」


俺とキコと旅木は学園に向かって歩き出した。


 


キコはテンションが高く、まるでスキップでもするかのように、前へ前へと進む。


「…」


「…あれ、新くん？ちょっと、キコちゃん、僕ら歩くの早かったみたいだよ」


そういってキコを呼びかける旅木、おっといけない、無意識にこの２人からフェードアウトしようとしていたようだ。


「おにちゃん！おそーい！」


「そらすまなんだね」


俺は軽くため息をついて、歩く。


「はは、なんだか、キコちゃん大丈夫そうだね」


旅木は初登校のキコが俺とはぐれたり、迷子になったりしないように、付いてきているのだ。


まったくこいつの過保護っぷりには目も当てられん。


「ん…」


なんだか前方の歩道橋の上に、不快なものが見える。


そのなんだか不快なものは俺たちに気が付いたようだった。


「はは、おーい、キコちゃん！」


その不快なものは、８７０ヘクトパスカルの笑顔でこう言った。


「おはよう…！キコちゃん！素敵な朝だねe…」


「お前、いつものゲームはどうしたんだよ」


仲野がゲームをやらずに登校とは…そういう意味でも希少性が高かった。


「おはよー！ゲームってなに？」


「こいつはさ…いつも登校時はー」


「じゃあっつかましいわＹぁぁぁぁ！！！！」


旅木がいる所為か、いつもよりおとなしめの仲野だった。


「藪よ…邪魔wa、するな！いいなa！？」


笑顔を絶やさずキレる仲野はいつもよりも気持ち悪かった。


「なに馬鹿なことやってんのよ？」


「ますなちゃん！おはよー！」


「う゛…お、おはよう」


真砂は張り合うかのように笑顔を見せた。


「さ、キコちゃんn、行こうかa…！」


「仲野？無理するなよ、お前さっきからごみ…じゃなかった語尾がおかしいぞ」


「うuruさaいいii！！！！」


仲野はカッコつけすぎて、台詞が崩壊していた。


 


「今日はi kawa裸図キレidaNescafe Goldblend」


「？なんて言ったの？」


キコは旅木をみる、旅木も困った顔で、仲野をみる。


仲野はそれを気づいていないようでベラベラベラベラ、キコになにか話しかけていた。


「あいつ、あほね…」


そんな３人を眺めながら真砂は隣でぼそっと呟いた。


「…まぁそういってやるなよ…あいつもここ１週間、なにかいろいろ作戦立ててたみたいだしさ…」


ま、あたしは別にいいけどねっと真砂は言う。


「…藪は…？いいの？あの子、仲野に取られちゃうわよ…？」


いつものような、冗談っぽい口調ではなく、普通にそう言うもんだから、俺は面喰ってしまう。


「…な、なんだそれ？」


「べ、別に…」


ぷいっと顔を背ける。


俺はもう一度前をみる、相変わらず、仲野のトークは続いているようだった。


キコと旅木はなにか不思議なものでもみるかのように仲野を見ていた。


「…おまえ、あれ見て、そう思うか？」


「…べ、別に、仲野に限ったことじゃないじゃない！あの子、その…スタイルいいんだし、なんていうか…か、かわいいっていうか…その…」


モゴモゴする真砂。


「んーまぁ、悪い虫はつかん気がするなぁ、旅木さんいるし」


「…それは、あの子がかわいいって認めるってこと？」


「なんか、やけにこだわるな？」


「そんなこと、ないわよ！」


…なんとなく、沈黙が流れる、そういえば、真砂もここ１週間様子がおかしかったなぁ…。


「…ともかくさ、あいつ、いろいろ事情を抱えているのは確かなんだよ。無理にとは言わないけど、仲よくしてくれると助かるんだが…」


「わ、わかってるわよ」


そういって俺たちは前を向く。


キコが仲野になにか言われて、笑いながら仲野の背中を叩いていた、旅木さんは複雑な表情でそれを見ている。


「…なんだかんだで、仲野ってすげえよな、もうあんなに仲良くなってるよ」


俺はちょっと安心したような顔になる、キコが馴染めるか、それは少しばかり気がかりなことであったから、ふと隣からの視線に気が付く。


「…」


「…真砂？」


「…わ、わかったわよ！仲よくするわよ！言われなくてもやるわよ！」


「…そ、そのかわり」


「ん？」


「ちょっと、今日のお昼、付き合いなさいよね！」


「あぁ…かまわないけど、今日はキコにいろいろ案内しないと…」


「それも含めて、言ってんの！」


ふん！っと真砂はつかつかと前を歩く３人のところに歩いていった。


「？」


１人残された俺は、真砂の後を追うように歩き出した。


 


 


朝のホームルーム。


 


結局、旅木は俺たちと一緒に、キコを職員室まで連れて行った。


俺たちはそのまま教室に行き、旅木とキコは今後の話をしているようだった。


「またね♪おにちゃん！」


その一言で、職員室がざわめいたのは、たぶん気のせいだろう、そういうことにしてくれ。


 


これから教師がくる。


旅木はキコの事情をどこまで話したんだろうか。


事と次第によっては、じゃぁ藪くんと同じ教室がいいね！とか、なりそうでかなり怖い。


もし、もしもだ。


もし、あいつが、おにーちゃん！っとか言って俺のところに飛びついてきたりでもしたら…。


ぶるっと震える。


俺はクラスメイトに殺意という名の石を投げつけられ、二次元享受者としてどんな目に合わされるか…。


想像、出来ない、したくない。


うぅぅぅっぅぅぅうう、っと１人呻る俺に、まったく構いもせず、


教室の扉は開かれた。


 


「あーそれでは」


 


ドクン。


 


「ホームルームをはじめます」


 


ドククン。


 


「っとその前に」


 


ドドククン。


 


「皆さんにお伝えすることがあります」


 


…終わった、終わっちまったよ…俺の人生が…。


俺は真っ白に燃え尽きていた。


あーいーよ、もーなんでもいー、そうですよ？俺は享受者ですよ！ユダですよ！


かかってこいこらー！


「先生の一身上の都合で、本日より担任を代わることになりました、今日から新しい担任は、清水ミコ先生です」


続けてミコ先生が入ってきた。


「どうも、今日から担任になる、清水ミコです☆よろしくね～」


え？


教室は、担任を惜しむ声を半々に、ミコ先生の歓迎で騒がしくなった。


「おほほぅ！藪！ミコ先生担任なんてラッキーだな！俺ら！」


仲野のテンションも高かった。


それもそのはず、ミコ先生はそのキレイな見た目もさることながら、授業がたぶん１番面白いのだ。


ミコ先生のおかげで数学マニア、数学ガールになった人は数知れず、まさにカリスマ。


いままで担任をもっていなかったのが不思議なくらいではあるが…。


「…」


「それでは、授業に移りますね～みんな張り切っていこー☆」


うおぉぉぉぉぉぉぉっぉぉ！！！っと熱狂的な声が上がりそうなボルテージだった。


あれ？それだけ？


その後もしばらく放心状態の俺だったが、特に何が起きるわけもなく、


淡々と授業は進んでいった。


 


昼、チャイムが鳴り、みんな各々昼食の準備をはじめる。


「あーぁ俺も飯にすっか…」


すっかり気の抜けた俺は、欠伸を噛み殺しながらふらふらと席から立ち上がろうとする。


ちらっとみた仲野の席は、もう居なかった、まぁパンでも買いに行ってるんだろう。


 


ガラガラガラガラ。


 


勢いよく開いた教室の扉の向こうには、キコが立っていた。


涙目で。


 


「おぉぉぉぉにぃぃぃぃぃいぃちゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁああんんん！！！！！！」
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キコは猫まっしぐら、っといった勢いで俺のところに飛び込んでくる。


それを俺はー。


 


「ぎゃむん！！！！！」


 


ひらりとかわした。


 


キコは俺の席に俯せになったままぴくりともしない。


 


「…お、おい、大丈夫か？…」


咄嗟に腕を掴んでやったから、大激突は免れたが…。


顔面を強かに打っていたら大惨事は免れない。


「…いたい…」


「え？」


「おむねが！いたいのー！！」


そうか、なかなか高性能なエアバッグをお持ちで…。


ひどい…ひどいよ…っと胸をさすさす撫でながら、泣くキコ。


「いやいや、どう考えてもお前が悪いだろ」


って…い、いかん、ものすっごく注目を浴びている…。


キコは頬を膨らまして、俺の腕を取ろうとするがー。


俺はそれもかわす。


こんな教室の只中でそんなことされたら、周囲の反感を買うこと受けあいなのだ。


キコはさらにショックを受けたようで、泣きながら静かになる。


ひっく、ひっくと小さな声が、教室に木霊する。


「ちょっと、さっきから見てれば…どういうこと？」


この騒ぎに絡んできたのは、クラス委員長の金沢だった。


女子にしては長身で、おまけにハーフ？なのか金髪で目が青い。ちょっと雰囲気のある奴だ。


「…お騒がせして申し訳ないな。ちょっと野暮用で…」


俺はとりあえず、教室を出ようとキコの腕を取ろうとするがー。


「触らせないわよ」


がしっと俺の腕を掴み、そのままぽいっと投げる捨てるようにする。


「おま…なにすんだよ」


「あんたねぇ？この子に何したか、わかってんの？」


え？なに？空気がおかしいよ？


俺は今さらながら、クラス中の人たちが俺に殺意を向けているのに気付いた。


「ちょ…ちょまってくれよ！！こいつは！奇声をあげながら俺にダイビングしてきたんだぜ？こんな公衆の面前でだ！そりゃ普通びっくりしてかわすってもんだろ？」


ちらほらと、さいてーっと女子の声が聞こえてくる。


俺は女子は駄目だっと思って男性陣に訴えかける。


「…お、おまえらだって、いきなり、よく知りもしない女の子が飛びついてきたら…？どうするよ？こんな教室の只中で、だ！普通に受け止めるってのかよ？」


みんな少し考えているようだったが、なにも言わず、沈黙を決め込む。とりあえず殺意は減った気がした、が


キコは、知らない子じゃないもん…っとぐずっている。


そして金沢は全然納得いっていないようだった。


「…手も振り払ったじゃない、触るな、みたいに、さ」


「そ、それは、こいつ、ちょっと電波っていうか…おかしなことを平気でするやつだから、さ、こんなところで抱きつかれでもしたら、お前らだって気分悪いだろ？」


ひどいぃ…ひどぃよぅ…キコはどんどん泣きだす。金沢は堪らなくなったのか、キコを優しく抱きしめる


うひぃいいい～っとキコの鳴き声が教室に静かに響く。


金沢は俺を睨んで言った。


「さいてー、ね、藪くんがこんな人だとは、思わなかった」


「待てって！よおく考えてくれ！みんな！俺は、いきなり、奇声をあげて教室に入ってきて、俺にフライングドロップを食らわせようとし、そのあとさらに飛びつこうとしてきた電波女を制して、教室に平穏をもたらそうとし」


俺の言い分など、誰１人として聞いちゃあいなかった。


みんな俺を蔑むようにみていた。


あちらこちらで、あの子かわいそー、だとか、藪って結構ひどいのな、とか聞こえてくる。


「ちょ…お、おかしい…だろ？」


俺はだんだん声が小さくなる。


金沢は、キコがなにか言おうとしてるのを見て、どうしたの？っと聞く。


「…ご、ごめんなさい、めいわく、かけて…でも、その…」


今やクラス中のみんながキコの小さな声を拾おうと、耳を澄ませていた。


「…い、いっしょに、おひる、いこう…？キコ…まだ、がっこう、よくわかんない、し」


弱々しくも笑顔をみせるキコ。


クラスはシーンとなる、なんか美しい涙を流しているやつまでいる。


金沢は、よく聞き取れない声で、健気ね…っと小さく小さく言うと。


キッと俺を睨んでいい言い放つ。


「…受け止めなさいよ」


「え？」


「男だったら！どんなイレギュラーでも！受け止めてみなさいよ！」


おぉぉっ！！！と歓声があがる。女の子はみんなこくこくと頷き拍手をしていた。


男も、いいぞ！金沢！っとかなんとか言っている。


「なんだ？この騒ぎ？」


そこに、仲野と真砂がくる。


俺は完全アウェーの状態からようやく解放されると思ったが、


「！！！貴様！またキコちゃんを泣かせたのか！？」


仲野は俺に掴みかかる。


「ちょっと待って」


「暴力は、良くないわ、それに…」


ちらっとキコをみる金沢。


「キコさん…だったかしら？お腹が空いてるみたいだから、昼食にしないと、時間無くなっちゃうわ」


キコはにぱっと笑って。


「ありがとー…えっとかなざわ、さん？」


「金沢こだち、こだちでいいわ」


「こだちちゃん…」


キコはぺこりと頭を下げると、そのままとてとてと俺のところに来た。


「えへへ、いこう」


キコは涙をふきふき笑った。


仲野も真砂もよくわかってないみたいだったが、とりあえず場の流れに従い頷いた。


「…なんか…悪かったな」


俺はぽりぽり頬を掻いて言うキコは俺の腕を取って、笑う。


なんだか、生暖かい空気に見守られながら、俺たちは教室を後にする。


「さ！いこう！おにーちゃん！キコお腹ぺこぺこだよー！！」


キコの言葉を受けて、再びざわざわと俺のクラスは混沌に包まれていった。


俺は、俺たちは足早にそこから離れた。


 


 


「…」


「ん？なに？なんて言ったの？」


屋上に吹きすさぶ風に飛ばされた俺の言葉を、真砂はもう一度聞いてきた。


「…おかしい」


「え？」


「おかしいだろ！？やっぱり！」


俺の声に、仲野とキコも驚いたようだった。


仲野はキコのそばに陣取って、大量に買ってきたパンをキコに選ばせている。


キコは嬉々として袋の中身を物色しているとこだった。


「…何がおかしいって？」


仲野はつまらなそうにパンの袋を開けると、かぶりつく。


キコもそれを見て、甘そうなパンを１つ口にした。


「さっきの流れだよ！？なんで、俺が、おかしいみたいになってんだよ？！…確かに酷いこと言ったかもしれないけど…キコの行動を窘める、って意味では正当な…」


「キコちゃん、パンおいしいかい？」


「うん！」


「無視すんなや！！！！」


仲野はやれやれとつまらなそうに言う。


「お前が悪い」


言い切った！こいつ言い切ったよ！？


「キコちゃんは悪くない、これは法律だ」


ぐむむ、そんなわけあるか！っとよっぽど叫びたかったが。


なまじ否定できない状況が続いてるだけに、なにも言えない。


「おにちゃん、お腹すいてるといらいらしちゃうからね？」


はい、っとパンを渡される。


「お前のせいなんだよ！？」


また怒った～っとキコは涙目になる。


仲野はキコに自分の胸を貸そうと構えていたが、ついぞ使われることはなかった。


「…藪もいい加減、昼ごはん食べなさいよ、時間なくなっちゃうわよ？」


むむむ、まぁそうなんだけど…。


仲野が、お前また買ってきてないだろ？俺にあやかるのもいい加減にしとけよ？お金はあとでちゃんと請求するからな！あ、でもキコちゃんはいいんだよ？っとかなんとか。


俺はぺこぺこしながら仲野からパンを貰おうとしたその時、


「…はい、これ」


「ん？」


さきほどから妙にそわそわしていた真砂から差し出された弁当箱をみて、


俺は、はてなマークを飛ばしまくる。


「ちょ…ちょっと、作りすぎた、というか…」


それだけだから！っと言って真砂はそっぽ向く。


「へっ…へぇ？そう、なんだ？」


そういえば、朝、昼になんとかかんとか言ってたな。


…俺はごくりと唾をのむ。


そして、ふと仲野に視線を送ると、仲野はすごい勢いで逸らした。


「なぁに？それー？」


キコは無邪気に聞いてくる。


「まぁ…弁当だよな？」


本当に弁当、と呼べるものが入っているのかは定かではないが…。


とりあえず、何を作りすぎた、のかが、ひどく気になる…。


「えー！すごーい！キコも食べたい食べたい！！」


なんだと！？なんて命知らずな…。


というか、仮にキコが食べて、本音をぶちまけてしまったら…。


 


確実に、この世は終わる。


 


そう、思った。


「いや～、キコちゃん、そのお弁当はさ、藪の分。だから、僕らがご相伴にあずかるのは、多城くんに失礼というものだよ」


ナイスフォローだ！仲野！！


「えー、でも少しぐらい、いいよね？」


キコは真砂にキラキラと視線を送るが、真砂は俺をみる。


どうやら、決定権は俺にあるようだ、よぅし！


「まぁ、そんなに量があるわけじゃないしな…今回は我慢してくれよ」


ごめんな、っと言う俺に、キコはぶーっと文句を言いながらも、もくもくとパンを食べ続ける。


…あれ？なんだか、自分の首を絞めたっぽいよ？


俺は仲野をもう一度見る、仲野は、逝って来い☆っといわんばかりのスマイルをくれた。


「…いつも、ますなちゃんがおにちゃんの分を作ってるの？」


「…いやいやいやいや、そん」


「た！！たまに…は、ね…」


俺の言葉を制するように真砂は言った。


ふーんっとキコは言いながらパンをかじる。


「でも、これは一体どういう風の吹き…」


「さっき、言ったわよね？」


はい、聞きました、すんませんでした。


「さっさと食べたら？時間無くなるわよ？」


「お、おぅ」


俺は真砂の視線に急かされるように弁当の蓋を開ける。


恐る恐る覗いたそこには…。


 


…あれ？意外と…ちゃんと、してる？


卵焼き、春巻き、ウインナー、プチトマト、ポテトサラダ、梅干し、ご飯。


いたってシンプルな組み合わせだ。少なくとも作りすぎた何か、が大量に詰め込まれている


といったことではない。


とりあえず、ぱっと見、炭化したものや、ゲル状の物質は見当たらなかった。


 


「おいしそー！！！！」


「…そ、そう？」


俺の横でうろうろしていたキコの素直な感想に、真砂は照れ臭そうに答える。


確かに、これは作りすぎたというよりも…わざわざ作った、と言った方が正しそうな出来栄えだった。


「あぁ…でもマジでうまそうだな」


「なんだと！？」


仲野も身を乗り出してくる。そして、ばかな…っと小さくこぼした。


「じゃぁいただこうかな…」


俺は卵焼きをいただくことにする。


俺の表情をじっと見つめる仲野とキコ。


俺が口に入れた瞬間、仲野は１人、うわって顔をした、本当に失礼なやつだよ、わかるけどさ…。


「…ふむ」


うまい、なんというか、お袋の味的な…。


「…それは、お母さんが手伝ってくれたやつ…」


真砂は恥ずかしそうに言った。


「あ…あぁ、そうなんだな、でもおいしいよ」


「…他のも食べてみて…」


なるほど、どうやら、この中に真砂作のものが紛れていると見た。


俺はふと、真砂に何日か前に、料理をがんばれ的なことを言ったなぁっと思い出していた。


となると、早くそれを食べて感想を言ってあげなくては…。


俺は次に春巻きを食べた。


「お！この春巻きもうまいな？！」


「…それは、冷凍品…」


あれ？なんだか、だんだん真砂の機嫌が悪くなってきたような…。


俺はちょっと冷えだした周りの空気を敏感に感じ取る。


つ、次は間違えないように、しないと！！


しかし、一応手作りっぽいのから攻めたはずなんだけど…。


俺はもう一度弁当を見る、残っているのは…。


ウインナー、プチトマト、ポテトサラダ、梅干し、ご飯。


え、どういうこと？


ウインナー、プチトマト、ポテトサラダ、梅干し、ご飯


何度見ても、内容に変化はない、間違いはない。


この中に真砂作が、ある…はずだ…。


ポテトサラダ…だろうか、しかしこれは正直、見た目が春巻き以上に惣菜ぽいというか、


なんかコンビニの弁当みたく、丸く整えられてるし…。


何より、料理の工程としてはほぼ混ぜるだけ、である。


果たしてそれを料理、と呼ぶのだろうか？微妙なところだ。


でも一番可能性は高いよな？


まさか…ウインナー！？豚を仕留めるところから…いやいやそんなわけないよ！


…しかしよく見ると普通のウインナーではなく、何か香草が混ぜられているやつだ。


形もどこかいびつだし…可能性はゼロではない、ということか？


プチトマト…もしや、自家菜園？！ありえる！十分にありえるじゃあないか！


私が精根込めて作りました、みたいな？


…となると、梅干しも怪しい…梅の実を干して、漬けて…。


やれる…十分家庭でも制作可能だよ！？


なんだよ！そしたら米だって、作れなくはないんじゃないの？！


 


まてまてまてまて、落ち着け俺。


考えろ、考えるんだ！真砂の性格を考えれば、真実が見えるはず…。


 


真砂は、真面目で、決してあきらめない、そういうやつだ。


となると…。


あれ？全部に可能性が出てきたよ？


「…どうしたの？」


真夏でもないのにだくだくと汗をかく俺。真砂のちょっと不機嫌そうな声を聞いて覚悟を決めた


そしてそれを口に入れ、目一杯頬張ってから、感想を言う。


「真砂」


「…な、なに？」


「このお米、めっちゃおいしいな！お前が作ってくれたんだろう？」


 


「…もう、いい」


真砂は俺と顔を背けたまま、もくもくと弁当を食べる。


俺はいたたまれなくなって仲野を見るが、仲野はゲームオーバーって表情をしていた。


うぅ…そりゃそうだよな…お米なんて作るわけないじゃん…実家が農家かよ…。


俺はしゅんとしながら、弁当を食べ続ける。


ウインナー、梅干し、プチトマト、そしてポテトサラダ。


「ん？」


俺の声を聞いて、真砂は少し振り向いた。


俺は透かさずに言う。


「真砂が作ったのは、ポテトサラダだったのか…」


「…そ、そうよ、悪い？」


そうだよな、惣菜と見紛うばかりに、形を整えていたんだもんな。


「ちょっと…というか、かなり、甘いな」


「え？そ、そんなはずは…」


真砂は俺が食べるまで、あえて避けていたのだろうか。


口に入れて、おぇっとした表情をする。


砂糖入りのポテトサラダ、どんな味なのかは想像におまかせしたい。


「藪…あの、無理に」


俺は、真砂が何を言い出すかわかっていた。


だから、一気に掻き込んで、咀嚼を繰り返す。


「甘いな…」


「藪…」


俺は空になった弁当箱を閉じて、真砂に返す。


「ごちそうさま、でした」


「う…うん」


なんだかぼんやりしている真砂。


「…また、作りすぎた時は、たのむな」


「…！…ば、ばかじゃないの…そんなこと、そうそうあるわけないでしょ…」


真砂はぱくぱくとご飯を食べながら。


「ま、まぁ…余ったら…ね」


ぷいっと向こうを向き、表情が窺えないまま真砂はご飯を食べ続ける。


まぁ、成長、してるのかもな。


あの時のに比べれば、この程度はどうってことはない。


そんなミッションをコンプリートした俺に、仲野はニヤニヤとし、


キコはどこか羨ましそうに、俺たちを見ていた。


 


 


ひそひそひそひそひそひそひそひそ…。


教室に戻った俺は、なんとも居たたまれない空気に包まれていた。


 


あのあと、真砂に聞いた話だと、キコは真砂と同じクラスだったようだ。


旅木が先生にキコのことをどこまで話したのかは、いまもってわからないが、


先生達も気を利かせ、同性の友達である、真砂のクラスにしてあげたのかもしれない。


ともかく、キコは俺が居ないクラスに愕然とし、転校生へのお決まりの質問攻撃に耐えに耐えた午前中を経て、昼休みにとうとう爆発。であの流れにつながったわけだ。


キコは昼食を終えたあと、うっぷんを吐き出すように話し始め、どーして！おにちゃんと一緒じゃないの？っと俺に詰め寄ったり、わけのわからん電波を飛ばしたりしていたが、チャイムが鳴ると同時に、真砂にずるずると引きずられながら屋上を後にした。俺と仲野はそれでもがむがむとしゃべり続けるキコを見送りながら教室に戻っていったのだった。


 


ひそひそひそひそひそひそひそひそ…。


そして今、俺は針の筵の只中にある。クラスの目下話題の中心は謎の転校生キコである。


…藪って兄妹いたのか？…同学年なんだよ？顔も全然似てないし…家庭の事情？禁断の恋？


…ひそひそひそひそ…聞こえてくる根も葉もない噂。


どう考えても、キコのお兄ちゃん発言が尾を引いてる感じだ。


あぁ…恐れていたことが…ついに現実になってしまった…。俺は頭を抱える。


誰もが俺の説明を求めている。しかしなんと聞いていいかわからない、そんな雰囲気があった。


俺だって、キコの個人情報をベラベラしゃべるわけにもいかないし、旅木さんのような警察まで絡んでいる案件なのだ。下手なことをいうと大変なことになる。


キコの存在を、なんと説明したらいいのか…俺は頭を悩ませる。


いっそ、黙秘する、というのが一番いいのかもしれないな。そんなことを考えていると、


「どうした？なに悩んでんだよ？」


「仲野…」


俺に話しかけた仲野にクラス中の注目が集まる。


「キコちゃん、自己紹介で月からきたって言ってたらしいな？」


クラスがざわざわっとなる。


「…なんだ？その電波な自己紹介は…」


そういえば、すっかり忘れてたけど、あんな電波を放り込まれて、真砂のクラスは大丈夫だろうか。


「僕も詳細は知らない。でもあの子は今、大変な状態なんだろ？」


「…まぁ、まぁな…」


むしろ、大変なのは俺なんだが


「それなのに、あんな笑顔みせて…まったく…胸が痛くなるよ…」


仲野はハアハアして気持ち悪かった、お前の胸の痛み、なんか違う気がするよ。


「まぁ、誰がなんと言おうとさ、どんな状態で、何を抱えてるかわからねぇけど」


「俺は、お前らの、いや、キコちゃんの味方だからさ」


仲野はぽんっと俺の肩を叩くと、そのまま席に座った。


「…」


なんなんだあいつ？


…なんか、仲野くんて…ねぇ、さっきも藪くんに掴みかかってたし…意外と…。


！！！なんだと！？仲野の評価が上がる、だと？！！ばかな！天変地異の前触れか！？


あいつ…！！この効果を狙って？仲野の方をみると、まるで演技がかったように澄ましていた。


「藪くん」


「！か…金沢…」


さっきの今で、俺は正直、どんな顔をしていいかわからなかったが、一応毅然とした態度で接する。


「どうした？」


「…あんまり、詮索するのは好きじゃないから、それにあなたを許したわけじゃないけど…」


「キコさんのこと…ちゃんと助けてあげてね、それだけ」


あなたの事情まではわからないけど…そういうニュアンスを残して去っていった。


教室はなんとなく、静かになる。


 


その後も、ちらほらと会話が囁かれるものの、それは特に気になるものでもなく、


 


授業は淡々と進み、気が付けば、放課後。


 


みんなが談笑し、帰り支度を進めている。


「！」


俺はなにか、悪寒のようなものが走り、急いで教室を後にしようとする。


「お、なんだ藪、なんか用事でもあるのか？」


「そういうわけじゃないんだが…ちょっと、な？」


俺はバタバタと教室を出る。


「なんだ？あいつ？トイレか？」


 


「ふぅ…」


俺は校門のところまで来て少し歩きを緩める。


「あ、新くん！！」


「旅木…さん？」


いやぁ居ても立っても居られなくてね…っと照れ笑いを浮かべる。


まったく、どうしてあいつの周りには、こうやってお人好しばかりが集まるんだか…。


「あれ、キコちゃんは、一緒じゃないのかい？」


「あぁ…その、ちょっと用事を思い出してっていうか…あいつちょっと遅くなりそうだし…」


 


「おにぃぃいいいいちゃぁぁぁぁぁあぁぁぁぁぁぁあ！！！！！！」


 


ばすん！！


 


勢いよく、キコのタックルを背中に受ける俺。


息できません。


 


「げほ！お、お前なぁ…！」


「やれやれ、お前が逃げるから、こいうことになるんだよ」


仲野は苦々しく俺を見つめて、吐き捨てるように言う。


「ちっ！なぜお前ばかり…」


「あんたの所為で、こっちもいい迷惑よ」


真砂はキコの鞄を持ちながら、こっちにくる。


ほら、自分で持ちなさい、っとキコに渡す。


「ますなちゃん、ありがとー」


「いきなり走るんじゃないわよ！この天然不思議ボイン！」


「ぼいん？」


「…なんでもいいわよ！とにかく帰るわよ！」


真砂はいらいらしながら言う。


 


結局、逃げそこなった俺は、連行されるような形で、みんなと一緒に帰るのだった。


 


「ただいまー！！」


「お邪魔します！」


「……お邪魔…します」


３人はスタスタとリビングに向かう。


「って…帰れ！！！お前ら！！！」


なんで自然にうちに上がってんだよ！！！


リビングのソファに腰かけて、いかにも偉そうに仲野は言う。


「…仕方あるまい、君とキコちゃんを２人きりにしてはおけないのだから…」


 


今より、ちょっと前、旅木に緊急の仕事が入る、今は家に誰もいないから、キコちゃんにはお留守番をお願いしたいなぁっと余計なことを言う。今に至る。以上


 


「ともかく！帰れよ！お前らにも家があるのだろう？」


「そんなへたくそな台詞では帰ってやれないなぁ…そんなにお前はキコちゃんと２人っきりになりたいのか？」


「んな…」


絶句する俺。


「…お、おにちゃん…キコと２人っきりに…なりたいの…？」


キコはもじもじとして顔を赤らめる。


「ば、ばかか！！そんなわけ」


とすんっとソファに真砂も腰をかける。


「…藪、とりあえず、お茶でも出しなさいよ、あ、お茶菓子もね？」


居座る気、満々のようだった。


俺がしぶしぶ、キッチンに向かうと、テレビがつけられた。


「あ、出来れば、僕はコーラが飲みたいかな？」


「ここはお前んちか！！！！？」


くつろぎすぎー！！！


「あー！！」


キコはあからさまにテレビに釘付けになる。


はじまったのは、魔法少女るくるく。小さな女の子向けのテレビアニメだ。


確か、キコが家に初めて来た日に、これで静かになったのを記憶している。


キコは子供さながらに、そわそわとテレビの前で正座してそれを見ている。


さすがの仲野もチャンネルを変えるわけにいかず、リモコンをゆっくりと置いた。


「ちょっと、なんでこんなの見なきゃいけないのよ？」


「キコちゃんのお気に入りのようだ、るくるく、好きなのかい？」


仲野の方をまったく見ずに、こくこくと頷く。


奇遇だね？僕もるくるくのファンなのさ…などという仲野を放置して。


キコは見入っている、結局みんなでるくるくを最後まで見ることになってしまった。


そして３０分後…。


「面白かったー！！！」


キコはご満悦だった。


「…意外と、馬鹿に出来ないものね」


真砂もはっと我に返るものの、感嘆を隠せない。


かくいう俺も、普通に見ていたからな…。


「まぁ”魔法少女るくるく”は最近には珍しい正統派の美少女アニメだからね」


訳知り顔で仲野は言う。


「お前はこういうの本当に詳しそうだよな…」


と俺が言ったのがいけなかった。


「魔法少女るくるくは、青き月の使者、くくる（小動物的キャラ）に認められた、唯一無二の愛の戦士なのだ。１４歳になった星野ミクが青き月からの使者、くくる（小動物的キャラ）と偶然出会ったところから物語ははじまる。くくる（小動物的キャラ）は月と地球を守る、心清き愛の戦士を求めて地球に来た。使者の力として選ばれし者１人だけに月の力を渡すことが出来る。しかしそれを阻止し、地球も月も支配しようとする、月のワルナー達に襲われて大ピンチ！そこにたまたま偶然通りかかった星野ミクはくくる（小動物的キャラ）を体を張って庇おうとする。その愛の力にくくる（小動物的キャラ）は可能性を見出すとともに、そんなミクを守るため、月の力をミクに渡す。そうして魔法少女るくるくは誕生したわけだ。ちなみに今は新展開で、青き月、以外にも桃色の月、黄色の月など新組織が月にあることが判明。当然各々の組織に選ばれた者達が居て、月のワルナーの策略もあり、地球を月を守るのは私だ！っと主張し合いドロ沼化している。そこを星野ミクはどうするのか？ってとこが見どころだな。俺の大方の予想としてはたぶん、こいつらはみんな手を組んで、打倒ワルナー！って感じなんだろうけど…ミクはそんなに人付き合いが得意な子じゃないんだよ…。まったく、はらはらさせられる展開だぜ…」


 


[image: ]


 


…俺たちはドン引きして聞いていた、約１名を除いては…。


「ミクちゃんかわいーよねー！！」


キコははふはふしている。


「はは、キコちゃんさえ良ければ、あの衣装とか用意できるよ？」


お前は…！もう、お手上げだよ…、俺は言葉を失くした。


「ほんと！！すごい～！！！キコ着てみたい！」


「「「まじでか！？」」」


俺たちの声はキレイにハモった。


「ほほほほほ、本当に？！着てくれる…いやいや、着てみたいのかい？ようし！わかった、キコたんの…ちゃんの頼みならば、漢、仲野、確実に入手してみせますれば…と、とりあえず、す、すりーさいずっとか聞いてもいいかな？」


変態だ、変態がここに居る。


真砂が堪らず突っ込んだ。


「ば、ばっつかじゃないのぉぉぉ？！あんたも、着てみたいだとか、そんなこと、変態ごみ虫馬鹿に言わないの！？！ほんと天然不思議ボインなんだから？！！」


キコはなんで怒られたのかわからず、しょんぼりしていた。


「おい！俺のことはいい、俺のことは…！しかし！キコちゃんを悪く言うのはよせ！彼女はピュアなんだよ！お前のように薄汚れたこころ…」


ずむっ。


音もなく、仲野は崩れ落ちる。


「…あんたみたいなごみ虫から守ってんのよ？いずれ感謝されると思うわ？」


仲野は魔法少女るくるくに叩きのめされたワルナーのごとく、ぱったりと倒れた。


「…ますなちゃん、こあい…」


キコはぷるぷるとしていた、俺も…。


 


「キコちゃん！ちょっと語尾に”るく”をつけてごらんよ？」


はや！！復活はやいな！おい！


「…う…うん…るく？」


「おおぉぉぉっぉ！！！いい！！！本物よりいいよ！さいこうだ！！！」


仲野があんまりにも絶賛するものだから、キコも決して悪い気はしていない。


「ちょ！なに言わせてんのよ？！あんたも、簡単にこの男の策略に乗らないの！！」


「さ、さくりゃく？」


キコはおどおどする。


「ちょっと！！藪もぼーっと見てないで！！なんか言ったらどうなのよ？」


真砂は激しい目つきで俺を睨む。


「藪！お前は俺の味方だよな？お前もるくるくコスプレみたいよな？そうなんだろ？男だろ？素直になれよ！ブラザー！！！」


「し、しかし…こういうものは、本人の気持ち次第…っていうか…」


「なに言ってんのよ！！そんなこと言ってたら、ごみに騙されて！すごいカッコさせられるに決まってるでしょ？あんたそんなこともわかんないの？！」


同じ女子として、そんなことはさせるわけにはいかない！っと真砂は譲らない。


まぁ正論ではあるか。


「騙す？何言っちゃってるんだ？お前は？キコちゃんが着たいって言ってるんだよ！そして俺は女の子が進んでキレイになろうとしているのを止めるような無粋な男ではない！それだけだ！女の子が可愛くなるのの何が悪い？えぇ？」


仲野はキコを見つめて言う。


「彼女は原石なんだよ！ダイヤモンド？いいや！そんな安っぽい言葉で置き換えられん！きっと君の魅力はその服を着ることでさらに開花される！！キコちゃんも可愛く、なりたいだろ？」


「…うん、可愛くなりたいー！」


キコは乗せられてほくほくしている。


「…こんの男は！！乙女心を踏みにじるってこういうことを言うのだわ！！藪！！なんかいいなさいよ！」


真砂はこれ以上の言葉が見つからず、はらわたが煮えくり返っているようだった。


「藪？わかるよな？俺は間違ったことは言っちゃいない。キコちゃんのおめかしした姿が見たい。それだけだ…美しさとは、可愛さとは、輝きとは、閉じ込めておくものなのか？アマテラスオオミカミか？どうなんだ！」


うぅぅぅぅぅうぅぅぅっ…。


２人にじりじりと睨まれて、俺は困惑する。


「キ…キコは、今、どう思ってるんだ？着たいのか？着たくないのか？」


「着たい！！！！」


キコはさわやかな笑顔を見せる。


「藪～～～………！！！！」


「ち、ちがうって…ちょっと本人に確認してみただけで…」


真砂は超ジト目だった、怖いっす、仲野は勝ち誇った顔をする。


旅木さんにも言われた、キコを守るというか、そういう意味では真砂の方が正しい。


しかし、出会った時もそうだったように、キコはるくるくがお気に入りなのは確かのようで…。


仲野はただ変態だから着せたいのだとしても…たぶん、純粋に着てみたいのだろう。可愛くなるために。それを簡単に駄目だ、というのはどうなんだろう。正しいのか？俺にそんな権利が？


そもそも俺が駄目だと言ったところでキコが本当にやりたければやってしまうだろう。そういうやつだ。


これは結局のところ、真砂VSキコの構図なのだ。


やりすぎはダメだ！っていう真砂とやりすぎてしまうキコ。


そうか、つまり、やりすぎは良くない！そういうことなのだ！だとすれば…。


「わ…わかった！こうしよう…！」


睨み合ってい２人に俺は声をかけた。


「なによ…！」


「ふん！生ぬるい提案など、お断りだぞ！」


「まぁ聞けって…キコは、着てみたいんだよな？」


「うん！」


「ちょ、ちょっと藪！どういうこと？あんたまさか…」


「落ち着けって…で、真砂はダメって言うんだろ？」


「ダメっていうか…そんな…恰好…卑猥でしょ…」


「断じて！卑猥なわけじゃない！美しさだ！女性の美だ！」


仲野にはほんと、黙っていてもらいたいと思った。


「だから、２人の間をとるってのはどうだ？」


「どういうこと？」


「だから、生ぬるい提案はお断りだと言ったはずだ！」


「真砂がキコの着る物を選んであげればいい」


「な！」


「どういうことだ！！！！！！」


「わーい！！ますなちゃんが選んでくれるのぉ？」


キコは興奮気味だった。


「真砂なら、その、るくるくの際どい衣装を避けて選べるだろ？女の子同士だし、やりやすいはずだ」


「ちょっと！！それじゃぁこのごみの思うままじゃない！！」


「キコも着たがってるんだよ…俺が無理に押し込めたところで、こいつが勝手にもっとやばいの選んで着たらどうすんだよ？」


「…それは…」


「お前なら、普通のやつ、選んでやれるだろ？」


たのむよ、と真砂に声をかける。


真砂はキコのキラキラした視線をみて、ため息をつく。


「…わかったわ、まぁ要するに、私がいき過ぎないように見張ればいいってことね？」


「あぁ…」


「ちょっっっっっつつつっとまてぇぇえっぇぇっぇぇぇぇ！！！！！」


「なんだよ仲野」


「あんたまだ居たの？」


「なぁあああに勝手にまとめてくれとるんじゃあぁぁぁぁぁぁぁあ！！！！！」


「ほでゅりばす！！！！」


ぱったりと、仲野は倒れた。


「…ごみが騒ぐから、よ？」


目に留まらぬほどの光速の蹴りだった。さらば仲野、お前は変態なやつだったぜ…。


 


そんな感じでそのあともぎゃあぎゃあと過ごしたのだった。 













    委員長といっしょ☆
    「…」


清々しい朝の光が瞼を越えて突き刺さってくる。


朝である、どうしようもなく、朝。


「…ふぅ」


俺はごろりと二度寝を決め込む。寒いから、というのもあるが


実のところ、率直に言って、


「…学校、行きたくねぇなぁ…」


思い起こせば昨日、俺はクラス中のやつらに外道扱いされ（特に女子）


そのまま一応の落としどころを得て、無事に生還したわけだが、


委員長の金沢を筆頭とする女子軍団、そしてクラスの野郎どもは


まだまだいろいろと勘違いしているに違いなかった。


そして、今日も、当たり前だが…。







「いってきまーす！！！」


朝食をもりもりと食い荒らした、元気いっぱいのキコが登校するわけで…。


「…」


「どしたの？おにっちゃん？」


キコは俺の顔を覗き込むようにする。


俺はなんでもない、っと呟いた。


 


「おはよう、キコちゃん…素敵な、朝、だNE☆」


「…ウザ…」


「おはよー！！ますなちゃん！ひろしー！」


「おはよ…」


キコちゃんキコちゃん？なぜ、僕は多城よりもあとに名前を呼ばれたんだい？


本来ならば、取ってつけたように呼ばれなきゃいけないのはこの娘っこの方で…。


頭に？を浮かべるキコを尻目に、仲野はよくわからない理屈を捏ねていた。


仲野とキコと真砂と俺、昨日が初登校だったとは思えないほどに


キコは馴染んでいるようだった。


「…心配なんて、必要なかったな…まじで」


俺の気遣いを返せ！このやろう！あぁ！むしろ自分自身の心配をしないと、だよ！


「藪？どうしたの？遅刻するわよ？」


先頭を歩く仲野とキコ、その少し後ろで立ち止まって、真砂は俺を呼びかける。


俺は力なく、おう、と頷くとみんなを追って歩きはじめた。


 


「じゃぁおにちゃん！！またお昼にね！！」


「！！ばか、大きな声でそういうことを言うんじゃない！」


にへらにへら笑いながら手を振るキコは真砂にずるずると引き摺られるように自分の教室へ入っていった。俺と仲野もそのまま自分の席へと向かう。


ざわざわと、それは朝の喧騒なのか、俺たちへの好奇の眼差しなのか。


「…」


居たたまれねぇ～！！！しかし、俺が軽く視線を周囲に飛ばすと、みんなは特にこちらを見ている様子もなく、普段通りだった。


あれ？単に自意識過剰なだけか？


その後も、授業合間の休憩時間に、何があるというわけもなく、淡々と過ぎていった。


金沢も特にこれと言って変わった様子はなく、至って普段通りのようであった。


 


なんだか、心配し過ぎたかな？


昨日、あれだけ外道扱いされたから、てっきり言及されるものと思ってたけど…。


ふあぁと欠伸がもれる、なんだか少し気が緩んでしまった


 


 


だが、俺はこの時気づいていなかったのだ。


普通である、という異変に。


すでにこのクラスが独裁政権下にあるということに…！


 


キーンコーン


「…」


昼か…。


「…」


俺はすっかり眠りこけてしまっていて、目を覚ますのに苦労していた。そこに


ガラリ


「おにっつちゃーん！！」


とぅ！！っと掛け声が聞こえそうなほど、いたって普通にダイブしてくるキコ。


「！！！！」


俺はまずい！っとばかりに逃げようとするが。


視線、いや、死線と言った方が合っているか、


クラス中からそんな眼差しを向けられた俺は、一瞬身を固くしてしまう。


「ぼへもやん！！！」


痛烈、痛烈に、キコが俺に飛び込んできた。


俺は中腰から、もう一度、着席することになる。


「えへへ…ご飯にしよう？」


俺は半分抜けかかっていた魂を口に放り込む。


「貴様…！！！いったいどういう」


みんなに見られていた、そして、誰もかれも、その瞳で語っていた。


この空気、読めよな？読めるよな？藪？っと…。


「…」


俺はもう一度座りなおす、すると時が動き出す。


ザ・ワールドか！！っという突っ込みはさておき。


甘かった、俺はいろいろと甘くみていた。みすぎていた。


このクラスはもはや、独裁政権下にあるのだ。


誰かが指揮をとり、ものの見事に、クラス中を団結させている。


恐るべし…統率力…。


俺は金沢をみる。金髪のポニーテールをゆさゆさ揺らしながら、いそいそとお弁当の準備をしていた。


奴…ではないのか？


そういえば、今はキコとハグする形になっているにも関わらず、


仲野が何も言わないのはどういうことだ？


俺は仲野を見る。


「く…！」


小さく漏れ出る仲野の呻き。仲野はぶるぶると脂汗をかいていた。


俺はその時気が付いた、このクラスを支配しているもの…それは…。


 


女子だ。


 


金沢は代表であり、独裁者ではないのだ。


女子という名の独裁政権、この場合一党独裁というのかな？


そんなことはどうでもいい！


なるほど…仲野を見ていてわかった。俺ぐらいの男子はみな、女子に嫌われるのが怖い。


男心というか、そんな男性心理をうまく捉えて、男子を掌握しているのだろう


男子の面々は、俺や仲野にいろいろと言いたいこと、聞きたいこともあるだろう、しかし


それを女子が許さない。


仲野もすぐさま、貴様！藪！なんて羨ましいことを…！！えぇい！！さっさと離れんかい！？


っと、よっぽどそんな表情をしているが、そのアクションを起こせずにいる。


男子はみな、そんな表情を湛えながら普段通りに過ごすことを強要されているのだ。


うぅ…その姿がまるで囚人のようで、泣けてくるぜ…。まぁ俺の所為なんだろうけどさ…。


えぇい！彼女たちのイデオロギーはどこにあるんだ？！


 


「今日はね？ますなちゃん、お友達と食べるって」


「…お前は…ついて行かなかったのか？」


キコはにっこり笑うと、俺をようやく離し、


これがあるからっと、だから屋上いこ？っと何かを持ち上げた。


「…なんだそれ…？」


見かけない、青い巾着、中には長方形の箱でも入ってそうだ。


「…今日はね…おべんとー…作ってきたの」


「「「「「なんだって！！！」」」」」


俺の声以外に、たくさんの声が被った。


周りを窺うと、みんなささっと、各々の行動に戻る、徹底されてるなぁ…。


「…お前、料理とかできたんだな？」


「うん！がんばったよ！」


いやいや、そうじゃなくて。


「俺は、できるのか、できないのか、それを聞いてるんだ」


「うぅ…どうして？」


恥ずかしそうにもじもじしていた。


「だってまずかっ」


女子が全員、俺を睨んでいた。


「…あ…味見はしたのか？」


俺は質問を変えることにする。


「え？してないよ？」


「ぶあぁぁぁかあぁぁかああ！！！そんなどんな味がするかもわからん殺人料理的なものを」


死線。


はい、ごめんなさい、みなさんごめんなさい。ですので殺気はやめていただけますでしょうか？


俺は、こほんっと咳払いをし、居住まいを正す。


「…とりあえず、屋上、行くか」


「うん！」


だめだ！ここはだめだ！このままでは抑圧され排除されてしまう！


まずはこの国から早く逃げ出さないと！


「こんにちは、剣菱さん」


「あ、こだちちゃん！こだちちゃんもお昼？」


「えぇ、そうなの」


まるで訓練された兵士のように、


洗礼された動きで速やかに金沢はキコそばに移動していた。


そしてにっこりと笑う。金沢の赤いフレームの眼鏡がキラリと光った気がした。怖い。笑顔が怖いよ。


「ま…まぁ、とりあえず行こうぜ？」


俺はそのアタックをかわすべく、颯爽と立ち上がり、そのまま仲野に声をかけ、教室を出ようとするが、


「よかったら、こだちちゃんもくる？」


俺は青ざめた、ちょ、ば、お前、何言ってんだよ！？


いいやまてまてまてまて。


金沢はいつも一緒にいるグループがある。そいつらを放っておいて俺たちと


ってのは考えにくい、女子のグループとはそういうものなのだ。


「剣菱さん、お誘いありがとう、でも屋上はまだ寒いから…」


お？やはりな！ようやくフリーダムを手に入れた気分だぜ！あばよ！金沢！


「よかったら、この教室で食べない？藪くんも仲野くんも一緒にね？」


にっこりと微笑む金沢。
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「！？！」


俺は言葉にならない何かを噛み潰す。


ふいに仰ぎ見た金沢のその透き通るようなブルーの瞳は威圧感抜群だった。


「えーいいの？キコ、ここのクラスの子じゃないけど…」


いくらキコが規格外とはいえ、自分のクラスから、他のクラスにきて、そこでご飯を食べる


という事に、若干の違和感を覚えたようだ。


いいぞ！キコ！断れ！キコ！こーとわれ！こーとわれ！俺と仲野の心の大合唱は、


「かまわないわ？ぜんぜんね！」


にっこりと微笑む金沢の前にあっさりと撃沈したのだった。


 


「…」


目の前には、


俺の机と仲野の机。その他の周囲の机。６つを合体させた大きなテーブルが出来ている。


金沢を含む、女子５名。そして俺と仲野とキコ。


周りをさらりと見渡すと、不自然なほど、何事もなく、普段通りに女子たちが振る舞っている。


そして、なぜか、教室には俺と仲野以外の男子が居なかった。


気持ちはよくわかる、俺もこんな空気の中で飯を食いたくはない。


「…おっと、すまんな、良く考えたら、僕はご飯を買いに行かねばならなかったんだ！」


ガタリと立ち上がる仲野の裾を俺は掴む。


「はなせ！」


「いやだ」


「はなさんか！」


「いやだ」


「くぁぁ！！貴様のような腐れたメンズにそんなことされても、まったくうれしくねーんだよ！」


仲野は振り払うように俺の手を外すと、そのまま教室を出る


「…仲野くん」


金沢が静かに呼びかける。


「は…はい？」


「私たち、待ってるから、急いでね？」


「！！わ、わかり…ました！」


腑に落ちない表情を浮かべながらも、全速力で買いに行く仲野…哀れだ。


そしてなぜか俺の目の前の席に座ったキコは、ふんふんとお弁当の準備をしている。


ぁぁぁぁぁ食べる前からお腹が痛い…。


「はい！どーぞ、おにちゃん！」


「…おお…」


紺色の弁当箱を前に俺は停止する。


開けたくない、なにか嫌な予感がするんだ。


「おにっちゃん？開けてみて～？」


「あ…あ、そうだな？でもほら、まだ仲野が戻って来てないだろ？」


待っててあげないとかわいそうじゃないか、とかなんとか言ってふと思う。


…もしかして、このまま仲野が戻って来なかったら、この状態がキープされるということに…。


それは微かな希望のように思えた。


「そっかー…そうだね…」


キコはちょっとさびしそうに、早く戻ってこないかなぁと呟く。


金沢はちらりと時計を見て、言い放つ。


「…時間も時間だし、先に食べ始めましょうか」


「鬼か！！！お前は！！」


仲野が行ってから５分も経ってないぞ！？


「おにぃちゃん」


「なんだよ？」


「こだちちゃんは、おにじゃないよ？」


…もういい。


 


いろいろなものに疲れ切った俺は、クラス中の視線を感じながら


やむなくキコの弁当を開けた。


すると、そこには…。


「…あれ？意外とふつー」


俺はすぐさま、弁当箱を閉じる。


「なんだ？これは？」


「えへへ…びっくりした？」


「…誰の入れ知恵だ！誰の！？」


「？おにっちゃんのママさんがいろいろ教えてくれたの！こうすると喜んでくれるって…」


にこにこにこにこしながらキコは呟く。


俺以外、たぶんまだ、このお弁当の中が見れなかったのだろう。


みんなものすごく、気になってそわそわしているようだった。


くぅ…なんでこんなことに…。


「よし、キコ、今から屋上に行こうな、すぐに行こう」


「藪くん？何をさっきから言っているの？」


金沢が不審な視線を向ける。


「…い、いや、これはその、ここでは食べづらいというか…」


「どういう意味？」


「その…なんだ？別に、お前らと食べたくないって言ってるわけじゃ、ないんだよ？みなさまにお見せできる内容ではないというか…」


ひどい…さいていねやっぱり、…せっかくお弁当作ってあんなこと言われたら…。


ひそひそひそひそ聞こえてくる。


あぁぁぁぁああぁぁだめだだめだだめだ！！何をしても何を言っても俺は精神的苦痛から逃れられないのか！


苦悶する俺に、金沢は出来る限り優しくっといった感じで声をかけてくる。


「藪くん」


「…はい」


「時間、ないわよ？」


「…そうですね」


「早く、食べてあげて？ね？」


「はい…」


俺は深呼吸すると、ええい！！ままよ！！！っとばかりに弁当を開けた。


 


鶏、卵、桜でんぶの乗った３色そぼろご飯、ウズラ卵とウインナーの串、にんじんとじゃがいもとブロッコリーのサラダ、ハムカツ。


メニューだけ聞くと普通だ。いたって普通。


そう、おかしいのは、形、なのだ。


 


「す…すごい、全部、ハートばっかり…」


女子たちはキコのお弁当をみて、みんな少し頬が赤かった。


そのお弁当は、新婚さんでもそこまでやらないんじゃないの？


ってぐらい、ハートハートハートハート！！！！


３色そぼろご飯は、その力をまごうことなく発揮したぜ！と言わんばかりにハートで埋め尽くされ


その上に、にんじんとじゃがいも、ブロッコリーがこれまたハート型にくり抜いて埋め尽くされ


ハムカツにいたっては衣とハムを分離させてまでもハートにくり抜きたかったようで…。


ともかく徹底していた。


よくよくみると、そこはかとなく、ウズラの卵とウインナーも、無理やりハートっぽくなっていた。


そして極めつけに色である。


桜でんぶを使いすぎた所為か、全体的にいろんな意味でピンク色の弁当だった。


 


ぱち…ぱち。


パチパチパチパチパチパチパチパチパチパチパチパチ…。


今にも心のスタンディングオベーションが聞こえてきそうな、雰囲気。


女子たちからは、よくやった！GJ！（ゴッドジョブ！）


という視線がキコに投げかけられていた。


ふっ、と口元を和らげる金沢。


「剣菱さん、素敵なお弁当ね！…結構時間かかったんじゃないの？」


「えへへ…今日は早起きしました！」


てれてれと頬を緩めるキコ、褒められて嬉しいのだろう。


「さ、食べましょう？藪くん」


「あ…あ、ぁ」


って普通に食えるか！！！！恥ずかしすぎるわ！！


と、発狂しようとしたところで、女子たちの、これ以上がっかりさせないでね、という視線にさらされる。


俺はやむなく着席すると、弁当をキコに取り上げられた。


いやな、予感がする。


「なんだよ？」


訝る俺に、キコは言う。


「あーん」


キコはこうしてほしいと言わんばかりに、口を開けながら、俺にハムカツを向ける。


「…いやいやいや、そういうのはいいから」


こんなこと、この場所で、みんなに見られながらやったら、俺は悶死するね、マジで。


箸を取り上げる俺。


「あう…」


「まったく…」


俺はハートを見ないようにして、弁当をかけ込もうとする。


うぅぅっぅぅぅうなんか嫌な汗が出てくるなぁ…。


俺がちらりと周りを見ると、金沢を筆頭にみんな超不機嫌になっていた。


「…ちょ、まって、待ってくれよ？お前ら…こいつがなにやろうとしたか…わかってるだろ？」


そんなもの、誰がみたいっていうんだよ、と俺は続けるが、


「…別に、藪の好きにしたらいいんじゃない？」


みたいな、素っ気ない答え。出たよ、俺に正解を選ばせるためのプレッシャー。


こいつらはあくまでも、俺に選ばせたいのだ、彼女らが正解だと思っている答えに。


へ！そんなもん知るかよ！


俺がご飯の部分をかけ込みはじめると…。


ガタガタガタ。


俺がその音の方に向くのと、金沢がその女子たちを制止させたのは同時だった。


「みんな、落ち着いて、ともかくもう少し、見守りましょう」


まだ、はじまったばかりなのだから、と付け加えた。


女子たちはみな兵士の目だった、訓練された兵士の。


そして俺は見逃さなかった。金沢の下げた手で、クラスの女子が着席したのと同時に


廊下側でもなにかが動く人影が見えていたことを。


「…な、なぁ金沢」


「なぁに？藪くん」


「いま、廊下の方に、なにか人影が…」


「えぇ？そうかしら？」


金沢はわざとらしく廊下の方を見ながら言う。


「もしかしたら、剣菱さんのことを心配した人たちが、駆けつけてしまったのかも、しれないわね？」


くすっと柔らかく笑う。


「そうなの？」


キコは自分の分のお弁当（こっちは普通バージョン）を食べながら金沢に聞く。


「…私たちは、ううん、少なくとも私は、剣菱さんがお兄さんと仲よく、学園生活がおくれたらっと願ってるの」


「やっぱりこだちちゃんはいい人だね！」


キコは笑う。


俺は思わず、箸を落とした。


「あ！おにちゃん、だめじゃない！」


キコは床に落ちた箸を拾うと、洗ってきてあげるねっと教室を出る。


その時、あわわ、…どうしたの？なんか面白いものでもあるの？


っとキコと誰かの話声が聞こえてきた。


「お…俺も、ちょっと出てくるわ…」


席を立とうとするも。


ガタタタタタッタタタタタタ。


金沢の合図で


SWATもびっくりの統率力を魅せる女子たち。


「藪くんは座ってていいわ」


「…そういえば、仲野は」


「気にしなくていいわよ？」


「…」


キコが戻ってきた。


お箸をゲットしたキコは再び、俺のお弁当を奪い


あーんっとする。


「キコ、ひとつ、聞いていいか？」


「なあに？」


持ち上げたハムカツをぷるぷるさせながらキコは首を傾げる。


「…さっき廊下で誰かと話してたみたいだけど…」


「うん、なんかひとだかりが出来てたから」


「そ、そんなに人、いたのか？」


「うん、たぁくさん、いたよ？なんかたいきしてるって…」


「剣菱さん？早く食べさせてあげないと、時間なくなっちゃうわ」


金沢は優しい微笑みでキコを促す。


「うん！ありがと、こだちちゃん」


はい、あーん、っと繰り返すキコに


「…あーん」


俺は降伏するしかなかった。
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結論から言って、キコの弁当は普通においしかった。


しかし。


あーん、もぐもぐ、おいしい？、あ…ぁ…おいし…いよ、よかったー、はい、あーん、もぐもぐ、どう？、まぁうまい…かな、はい、あーん…。


クラス中の、また、廊下の人々ににこにこにこにこ見つめられながら、


キコが箸で掴めるものが無くなるまで、その行為は繰り返されたわけで。


もちろん悶死状態だった俺が、


ちゃんとした味の評価を下せるのかまったくもってわからないわけだが…。


 


「もう…だめだ…」


パタリ。


放課後になり、俺は机に突っ伏したまま、動けない。


あんな目に合わされて、数時間後に普通に起動できる人間がいたら、どうかしてるよ、ほんと。


フリーズ、フリーズさせてくれ、このまま、あと少し…。


「おう、なにやってんだ？」


仲野がそんな俺に話しかけてくる。


「お前ね、ぼやぼやしてると、キコちゃんが迎えにきちゃうぜ？」


俺は即、鞄を掴むと廊下に飛び出していった。


 


「あいつ、重傷だなぁ…」


 


「そんなに、逃げなくてもいいじゃない、おにぃちゃん」


下駄箱のところで、思わぬ奴に声をかけられて焦る俺。


モデルみたいな長身、金髪、赤フレーム眼鏡、青い瞳と言えば、１人しかいねぇ。


「金沢か…別に、焦ってなんて、ねぇよ」


「…剣菱さんて、ちょっと変わってる子よね」


「お前、今さらかよ？！あいつは、電波…いや、まぁそのなんだ、ちょっとおかしいんだ」


くすくす笑いながら続ける金沢。


「なにそれ？ぜんぜんフォローになってないわよ？」


しまったと思ったが、特に近衛部隊はいないようだ、俺はほっと胸を撫で下ろす。


「ちゃんと、守ってあげてね…おにぃちゃん」


金沢はそういうと、金髪のポニーテールを揺らして、踵を返し去っていく。


「なぁ」


「？」


振り向く金沢に、俺はふと湧いた疑問をぶつけた。


「なんで、お前はあいつのこと、キコのことをそんなにかまってやるんだよ？」


「…」


「あんな電波な奴、かまう方がどうかしてるぜ？」


「…あなたの」


「ん？」


「あなたの、描いてる策に、乗ってあげようと、思ったの」


「なんだ、それ」


「ふふ、さぁね？でもひとつだけ、言えるわ」


剣菱さんは、あなたとのやりとりのおかげで、いま、みんなに受け入れられようとしている。


「…なに言ってんのか、さっぱりわからねえよ…」


「ふふ、意地悪な優しさも結構だけど、たまには本当に優しくしてあげてね、って話よ」


そうじゃないと、かわいそうだわ、と金沢。


「金沢、お前も電波だったんだな、それが良くわかった…」


「まぁそれでもいいわ…剣菱さんとは似たもの同士、なのね、きっと」


金沢は昔を思い出すみたいな遠い目をした。


「とにかく、よろしくね、おにぃちゃん」


そう言って、金沢は今度こそ去っていった。


「…ち、調子狂うやつだなぁ…」


金沢にも、キコと同じような時期があったのだろうか、とか。


余計なことを考えながら、俺は下駄箱を後にした。


 


校門に差し掛かって。


「おにぃぃぃぃちゃあぁぁぁぁぁっぁぁぁぁぁぁぁあん」


どーん。


と、背中に響く重圧。


「お前なぁ…」


「どーして！待っててくれないの！」


キコはぷりぷりぷりぷりしている。


「…おにちゃん、キコのこときらいなんだ！そーなんだ！」


ぷりぷりが一瞬にして消え失せ、寂しそうな顔をする。


なんだか、タイミング良く、金沢の言葉が頭を掠めてしまった。


「…」


ここで何も言わないと、キコの言葉を肯定することになる、か…。


「…お弁当」


えっ、と顔を上げるキコ。


「おいしかった、ありがとう、な」


「お、おにちゃん…」


「まだ、お礼、言ってなかったからな…」


ぽりぽりと頬をかく。


「で、でもあれだ！ああいう風に食べさせてもらうとかは、だ…だめだ！恥ずかしくて、弁当の味が良くわからなくなるからな！」


俺はテンパって良くわからんこと言い出したが、


キコはじっと俺をみて、


「わかった！」


と微笑んだ。


 


「あいつらもそろそろ来るかな」


俺の言葉を受けてキコはぐーっと背伸びしてみる。


「あ！ますなちゃんだ！おーい！」


「なんだ、噂をすればってやつだな」


「藪ーーーーー！！！」


キコはちょっとおろおろして、


「な、なんか、ますなちゃん、すごく怒ってるみたい…」


「ん？」


俺は真砂の方をみる。


真砂の遥か後方に仲野の姿も見えた。


「あんたーーー！！昼に何したのよ！！！」


えっ、なんだろうこの流れ。


「今からきっちり話、聞かせてもらうんだからねーーーーー！！！」


「お昼？なんのことだろうね？おにちゃ」


俺は猛然と走り去っていた。


「あー！！待ってよう！なんで置いてくのー！！」


パタパタと俺を追ってくるキコ。


 


そんなものお構いなしに、全速力で俺は家に逃げ帰るのだった。













    WELCOME TO THE NEWWORLD
    気がつけば、週末。


いい加減、キコとみんなとのドタバタとした日々に慣れてきた今日この頃。


皆さま、いかがお過ごしでしょうか？


いまでは学校の方が騒がしく、家に居る方が幾分か安らげるというものだ。


そんな、取り留めもないことを考えていると、


 


いつの間にかホームルームも終わり、もう放課後になっていた。


「ふふふ…」


きた…とうとうきたぞ…！週末が…俺のフリーダム！タイム！


なんだかんだ、家に居る時はキコを旅木やら父やら母やらがかまうからな。


俺の出番は少ないということに最近気づいたのだ！


ふふふ…あぁ…！今日はこれからどうしようかなぁ…。


１人、勝手にわくわくしていると。


「…というわけで、藪、行くぞ」


「は？」


がっしりと仲野に肩を掴まれる。


「…どこ行くんだよ？」


「…まったく人の話を聞いてないやつだな…今日はキコちゃんのコスプレ…げふんげふん、洋服を買いに行く約束だったじゃないか」


「？まったくの初耳だが…」


おいおい、俺の知らない水面下でなにいろいろとイベント起こしてくれやがりますのよ。


 


そこに真砂とキコが廊下から教室に顔を出す。


どうやら廊下で待ってくれているようだ。


「やぁやぁお待たせしてすまないねぇ！キコちゃん！さっそく行こうか！」


俺とキコの背中を押すように仲野は突き進む。


「な、なんだよ？そんな押さなくても歩けるって…」


「あはは！いっけー！ひろしー！」


キコは相変わらず楽しそうだ。


「…ちょっと？」


少し離れた位置から、置いてきぼりをくらった真砂が声を発する。


「なんの、話？」


「多城くん、君には関係のない話だ」


はぁ？っと怪訝な顔をする真砂。


「藪、君の出番だよ、多城くんをよろしく頼む」


そういうと、脱兎のごとく、キコを連れて仲野はどこかに行ってしまった。


「…？なんだあいつ？」


「？藪、なんか聞いてないの？」


「あぁ…なにも…というか、今日ってなんか約束してたっけ？」


俺は思い出したように、真砂に質問した。


まったく、せっかくのフリーダムタイムなんだから、たまには１人で過ごしてみたくもあるんだが…。


まぁそんな物言いは贅沢なのかもしれないな。それに実際、そんな未来に思いを馳せることにはわくわくするものの、具体的にやりたいことがあるわけじゃない。


むしろ、何も思い浮かばない。たぶん、ほんの数時間ぼーっと１人で過ごせたなら、満足して、すぐに飽きてしまいそうな気すらしている。


とはいえ、１人の時間とは己を見つめなおすためにも必要なわけで…。


そんな風にぐだぐだと考えていると、頭を捻っていた真砂から返事が返ってきた。


「…ううん、なにも、約束なんてしてなかったと、思うけど…？」


「ふーん？じゃあ、仲野どこ行ったんだろうな…」


そういえば、あまり聞いてなかったけど、なんか言ってたな。


「…嫌な予感がするわ、とりあえず追いかけましょ」


「あぁ、そういやなんか言ってた」


「何？」


「…キコの洋服を買うだとか、コスプレがどうのって…」


「走るわよ！！！！！！」


 


しかし、時すでに遅く、仲野は逃走したあとだった。


しばらく付近を探してみるも、見つからない。


「ち！仕方ないわね…」


真砂は携帯を取り出し、手早く電話をかける。


「あ、もしもし、旅木さんですか？実はキコが迷子になちゃって…えぇ、場所を教えてもらってもいいですか？あたし達、迎えに行きますから…はい、わかりました、よろしくお願いします」


ピッと電話切る真砂、これでよし、と呟く。


「なぁ？なんで旅木さんにかけたんだ？」


俺は当然の疑問も投げかけたと思ったが、真砂は呆れたといった感じで話を進める。


「あのね、この間、旅木さんがキコにＧＰＳをまた持たせたって言ってたのよ。まぁあの子のことだから、忘れたり失くしてたりしそうだけど…。持ってると仮定して、今検索かけてもらってるところ」


というか、なんであんたが知らないのよ！っと逆に怒られてしまった…。


…まぁもっともだなっとも思ったが、それは仕方ない。俺にはキコを探すという頭が、正直ない。


むしろ逃げまわってるわけだし…。


「ん…また、持たせた？って言ったか？」


「…そうよ、これで３台目だとか言ってたわ」


「どんだけ失くしてんだ！？」


つーかＧＰＳってそんなに安価じゃないんじゃないの？


猫に小判、キコにＧＰＳ、新しいことわざの誕生だな…。


 


真砂の携帯が鳴り、旅木から折り返しがきた。


「はい、えぇ…」


真砂は旅木と連絡を取りながらノートに何かメモしている。どうやら地図のようだが…。


俺はそれを覗きこんだ。


「…ここは…」


走り書きすぎて店の名前は読み取れないが、その店は、俺も良く利用する商店街の一角だった。


 


「…ここね」


「だな…」


商店街の外れ、個人商店のおもちゃ屋のとなりのそのお店は、


少々奥まっているためか、外観は一見、単なるブティックのようにも見える。


しかし、近づいてよく見ると、ショーウインドウのマネキンが着ている服は


どれも個性的過ぎてやばいものばかりだった。


「…となりがおもちゃ屋だから、なおさらカムフラージュされてるな…」


「ちょっと、気づかなかったわ…こんなところにこんなお店があるなんて…」


まぁ俺たちぐらいのやつらが、商店街の個人ブティックみたいなお店に入ることはまずないだろし、


知らなくて当然と言えば当然か…。


俺と真砂は珍しいものでもみるように、まじまじと何度も外観を確かめる。


すると、よく聞く声が聞こえてきた。


「キコちゃんキコちゃん！これ！これとかどうかなぁ…！」


 


「！藪！行くわよ！」


「あぁ…」


真砂は臆せず、ずかずかと店内に入っていく。俺も慌ててそれについていく。


「仲野おぉぉぉぉぉ！！！！」


「！ひぃ！」


 


 


※大変お見苦しいため、しばらくお待ちください。


 


 


「か…かぺ…」


ぴくぴくと倒れ込む仲野、お前は良くやったよ…。


「キコはどこかしら？」


しれっと聞いてくる真砂。こいつは大物だと思うよ、ほんと。


キコを探すため、店内を見渡す。入って来たときからわかっていたが、


えらい店内だなぁおい。ＳＦから中世っぽいものまで、目がチカチカするような衣装がずらり。


カツラもこれまたチカチカする蛍光の緑から黄、赤、青、なんでもありだ。


なんか場違い過ぎて、いるだけで緊張してくる。


しばし店内を物色していると、フィッティングルームにぶすっと不機嫌に座るキコがいた。


「…おまえ…何やってんだ？」


「あ！おにちゃん！」


ぱぁっとした笑顔を見せるキコ、そこに真砂もくる。


「あ！じゃないわよ！まったく…」


真砂はキコを見て、まだ変な服を着てないことを確認すると、それ以上は何も言わなかった。


「まだ、着てなかったんだな…」


「うん、だってみんないないんだもん！ひろしが走るから～」


キコの話を要約すると、ファッションショー的なノリでいたようなのだが、肝心のみんなが来ない。仲野はいま向かってるから！と説き伏せ、コスプレをさせようとしていたようだが、仲野の持ってくる衣装の着方がことごとくわからず、だんだんと不機嫌になっていった、ということらしい。


確かに、こういう衣装を一人で着るのは難しそうだな…まぁ普通はそれでもなんとかなるもんだが、キコだしなぁ…。


「や…やぁ、君たち…遅かったじゃないか…」


げふっと吐血しながらも、そう言って近づいてくる仲野。


「よぅ、災難だったな」


俺がそう声をかけると、仲野は○|￣|＿こんな風になって、


「く…裏切ったあとに情けをかけられるのがこんなに堪えるとは…」


涙目に語っていた。


「そんなことよりも！」


がばっと立ち上がる仲野、立ち直りの早さ、まじぱねぇ。


「キコちゃん一人では、着るのが難しいらしいんだよ！真砂くん！君の出番だよ？！」


「あんたねぇ…」


真砂はため息をつく。


「これとこれとこれとこれと、とりあえずこれを、キコちゃんに着せたいんだ！」


目が血走ってるよ、おい。


コスプレ衣装を両手に抱えながら真砂に迫る仲野、さすがの真砂もたじろぐ。


「ちょ…わ…わかったから！あんまり近寄らないでよ！」


「ぶろっさむ！」


再び真砂の鉄拳で沈む仲野、なんだか可哀想になってきたよ？


「見つけたー！」


そこにキコがはふはふしながらやってくる。


「これ、ミクちゃんのだよ！キコこれがいい！」


キコのそれはまごうことなき、魔法少女るくるくの変身衣装だった。


見た瞬間に真砂がカッと弾ける。


「だめに決まってるでしょ！？なんなのよ！この衣装、ほとんど布がないじゃない！」


「あるよ？ほらほら」


キコは体に当ててみてるようだが、魔法少女の年齢に合わせて作られているのだろうか、明らかにサイズが小さい。特に特定の部分がな！


まぁ魔法少女の衣装なんて大抵はビニール的な素材で、色々なところが不自然にくり抜かれてたりするもんだが、これは胸元と腋から腰にかけてがハート型で潔いほどばっさりくり抜かれている。


危険すぎだろう。


「…これは無いな…」


「えー！！！」


キコは不満そうだ。


「しかも、サイズもこれ以上大きいのが無いみたいだし」


「うそうそ！」


キコはその衣装がかけてあったであろう場所で、大きめのサイズを探しているが、そもそもこの衣装自体が品薄といった感じだ。


真砂はふっと顔をほころばせて。


「ま、それなら仕方ないわね？そろそろ帰りましょう」


「ちょおぉぉぉっと待ったぁぁあぁぁぁぁー！！！」


仲野はすくっと立ち上がり、指をパチンと鳴らした、そして決めポーズのまま、すっと後ろを向き


「…オヤジ…例のものを…」


そう言って店長らしき人物が持ってきたものは…。


「…なんだこりゃ？」


「…下着？」


真砂も首を捻っている。


持ってこられたものは、肌色をした水着のような下着のようなものだった。


「ふっふっふっ…こんなこともあろうかと…用意させていただいたよ…キコちゃん」


キコはそれを両手で掲げてみるが、いまいちわかっていないようだ。


「なぁにこれ？」


「それはボディファンデーション、というものさ、激しく過激なコスをする際に使用されるもので…げふんげふん…本来はどんなコスも素肌で着るものだ。こんなものは邪道だ、しかし今回はやむおえない…中止になるよりは…まぁともかく、これを着れば、素肌を直接さらすわけではないから、るくるくの衣装も着れるはずだよ」


「考えたわね…でも、肝心のるくるくの衣装とやらが、合わないみたいだけど？」


「オヤジ」


また、パチン、っと仲野が指を鳴らすと、さきほどキコが見つけてきたものよりも、一目で上等な作りだとわかる、るくるくの衣装を店長は持ってきた。


「な…な…な…」


真砂はあんぐりとしている。


そう、すべては、仲野の描いた計画の通りに進んでいたのだ…。


「…おまえ、いろいろそろえてあるなら、なんで最初から出さないんだよ？」


「藪…」


「な、なんだよ…」


「察しろ」


「…」


まぁ、いろんな衣装を素肌で着せたかっただけなんだろうな…。


 


「うわぁ～ぴったりだよ～すごーい！」


フィッティングルームからキコの歓声があがる、時間差ですぐさま真砂が出てくる。


「ちょっと待ちなさいよ！」


真砂がいきり立つ。


「なんで、キコのサイズがわかってるのよ？！あんたまさか…？！」


「ち、違うぞ？やましいことは何もしていない！キコちゃんの写真をもとに、推測して仕立てあげたに過ぎない！」


「そんなんで、こんなピッタリになるわけないでしょ！？しかも写真って盗撮？！！こんのさいてー男がぁぁぁぁ！！！」


「ちょ！待ちたまえ！真砂く…がらがらどんぴしゃぁあああ！」


「落ち着け、真砂、もはや仲野の顔が原型をとどめてないぞ？」


「つーか止めろや！」


なんか耐久力上がってないか？


「…ふ…これだから無知という奴は…ここの店長はな、写真から推測して完璧なコスを起こせるという才能の持ち主なのだよ！凄まじいほどの洞察力…いやもはやコス眼と言っても過言ではない！」


キラリと店長の目が光る。


「…ふーん、でどんな写真参考にしたのよ、今も持ってるの？」


「ははは、かなりのベストショットだよ…見たまえ！」


自慢気に出す仲野、よほど人に自慢したかったらしい。


「ちょ…なんで定期入れの中に入れてんのよ？！あんた定期とか使ってないでしょ？」


「ふはははは、愛しい人の写真は常に定期入れの中、と相場が決まっておる！」


「ふーん？じゃ、この後の展開も相場が決まってるわよね？」


「は…」


 


「…まったく、ろくなことしないんだから…」


真砂はひらひらと舞いあがった写真をすっと取り、そのままキコに渡す


「あんたの写真なんだから、持ってたら？」


「うわー！すごーいいつ撮ったの？キコ気が付かなかったー」


「知らないわよ！」


真砂はまたカリカリしだす、仲野？あぁ、あそこで壁に埋まってるやつの生前の名前が確かそんな感じだったなぁ…。


「助けろや！」


そんなわけで結局、俺たちはまんまと仲野の策略に嵌り、そのボディなんちゃらとるくるくの衣装（最高級品）を持ち、第１回キコ限定コスプレ大会in藪家が開催される運びとなったのである。


 


「さぁ！とうとうやってきました！第１回キコ様限定コスプレ大会！いや～会場は興奮のるつぼ、といった感じですね～！では現場サイドの藪さん？藪さーん！」


「…」


「…」


「…ってごるぁ！！藪！しかとすんな！」


「…おう」


こちら現場サイドの俺と真砂はリビングのソファに座り、ぽりぽりとチョコレートのスティック菓子を食べながら、キコをとりあえず待っていた。


真砂に至っては雑誌とか読み始めてるし…。


 


残念なことに、家に戻ると旅木も父も母も、みんな外出中。


結果、仲野の仕切りは止まらず、今に至るのである。


「おい！そこの胸板スペシャリスト！きさまもキコ様を参考にするくらいの気概を持っ…えぐりごり！」


「…たく…ばかが調子にのるからよ…」


お店では一応試着してみたものの、ちゃんとしたお披露目は家で、ということで真砂以外はちゃんと着てるところを見ていない。キコは真砂に一度着せてもらうと勝手がわかったのか、家に着くなり１人で着ると言い出した。


「結構、時間かかってんな」


「…まぁそんな複雑でもないけど、パーツが多いからね。あーぁ…なんであたし、こんなことに付き合ってんだろ…」


「きさまぁ！キコ様を侮辱することはゆるさ…目が！目がぁぁぁぁぁああぁぁぁ！」


 


ガチャリと扉が開いて、着飾ったキコが入ってくる。


俺は一瞬息を飲んだ、なんというか、率直な感想でいうと悪くない。


というか、かわいいんじゃないだろうか？


安いビニール素材の衣装ならいざ知れず、仲野のこだわりをふんだんに取り入れたそれは、例えるならば、普通のメイド喫茶のメイド服と、古風ながら純正ブランドで仕立て上げられた本物のメイドが着るメイド服くらいの違いがあった。うん我ながらわかりにくい例えだ。


「キコ様？！キコ様がそこに？！」


仲野はまだ視界が回復してないようで、ゾンビのようにおろおろとしていた。そして仲野がキコを視野に入れたと思われた次の瞬間、


「るくるく、まじかるくらーっしゅ！」


「ぽせいどん！」


仲野は鼻血を吹きだして撃沈した。それは仲野が用意した純正のるくるくステッキの打撃によってなのか、キコの衣装を見てなのかはわからないが…。


そしてキコは標的を俺に変えたようだったステッキが向かってくる、と思いきやなんだかヘンテコなダンス？をはじめて、決めポーズのようなものを決めた。


「るくるくー」
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怖！なんなんだこれは！普通に立ってるだけならまだしも、決めポーズとか、痛すぎるだろ！


「お前もいい年して…いい加減にしとけよ？魔法少女とか…」


俺はため息を付く。


「ちがうもん！キコ、魔法少女じゃないもん！」


キコはぷりぷり怒る。


「キコは、月からきたの！げつめんじんなんだよ？」


「はいはい」


なんて電波だ、コスプレの所為かいつもより格段に電波が高くないかい？


「おまえは魔法少女るくるくのコスプレをしてるんじゃなかったのか？」


「げつめんじんはねーりんかくが青いの、目も青いの」


「俺の話聞けよ！」


「ふつうの人間には見えないんだよ！」


えへん！と胸を張る、無駄にゆれるそれだった。


やっぱり、この子の食べたものはすべてそこにいってしまうんだなぁ…としみじみ思った。


そもそもお前、その設定からすでに外れてるからな？


「そいでね？げつめんじんはこうしょーな種族で、だから、みんなを守ったりしてるの！」


そこで、一瞬、キコの表情が曇った気がした。


「それで、その…いろいろあって、キコはこの星にやってきましたとさ」


「なんだそれ、端折りすぎだろ、いろいろ」


わけわからん。


ちゃんときーてよーっとぶぅたれるキコ。


「とある使命を果たすために…おにぃちゃんも一緒にね？」


「ちょっとまて、なんでさりげなく巻き込まれてんの俺」


「キコは、キコにかけられた、おにのちからをふうじるために、がんばるんだよ！」


ぐっと胸に拳を寄せるキコ。


なんだこの中二病設定ついていけん。


「その設定だと、敵キャラとかいなそうだな、むしろお前が敵キャラっぽい」


「設定じゃないのー！！！」


「おにのちからをふうじるためには、あいの力が必要なんだよー！！！」


キコはばたばたする。


そこらへんは魔法少女るくるくっぽいな。


「登場人物２人しかいないんじゃ、話進まないだろ」


俺は容赦ない突っ込みを入れる。


キコはうぅぅっと涙目だった。


「あれじゃない？短編恋愛ドラマとか」


真砂は我関せず、といった体で雑誌を片手に話に参加する。


まるで雑誌の一文を棒読みしたようなセリフだな…もうちょっと興味持ってやろうぜ？


「れんあいドラマ？」


キコはぼんやり聞く。


「恋…愛…それはね、キコちゃん、男と女、二人が一つになることで、叶えられる奇跡なのさ…」


いつの間にか復活していた仲野が会話に無理やり入ってくる。


「ひとつ…」


「そうだよ！！おしべとめしべが…こほん、いやいや、そんなことは大切だが、とりあえず置いといて、２人の心と心が時にぶつかり愛、はげまし愛、支え愛…そうやって、互いの心と心を通わせていく…心が変化していく…心が変わると書いて、恋…、この二つの要素が合わさってこそ！それこそがまさしく！恋…愛！ドラァマ！の真骨頂だー！どうだい？そのキコちゃんの紡ぐ素敵な物語の主人公に僕を大抜擢しては…！」


「…って、あれ？キコちゃん？」


仲野がキコの目の前で手をぶんぶん振る。


キコの目はキラキラしていた。


「それだ！！」


がばっと、キコは立ち上がる。


「おにぃちゃんと、もっともっと、ひとつになれば！キコ、変われるかもなんだよ！」


「ちょ、ちょっと、何を盛り上がってるのこの子？」


「まったく話が見えないんだが…」


キコはなりふり構わずに、俺の近くに身を寄せる。


「あい！あい！あいなのー！おにっちゃん！、ひとつに、なろー！！」


「ぶはぅえぁ！！！！！！」


盛大に吐血したのは、仲野だった、というか血涙を流している。


「なぜ…だ…」


仲野は悲劇の主人公のごとく語り始める。


「なぜ…藪に行く？こいつはこんなにも！キコちゃんのことを考えていないというのに！冷たい男が好きなのかい！？そんなのは駄目だ！君はもっと自分を大切にしないと！」


「あんたもキコのことなんか考えてないでしょ？あんたが考えてるのは自分の下半身の事情だけじゃない」


「ぐはぁぁぁぁぁっ！！！」


だいぶ図星だったみたいだ。だが、そんな…そんなことはない！微塵もない！っと聖人君子を気取る仲野、許してやってくれ真砂…同じ男としてそこは責めないでやってくれと切に願う。


「醜いわね…あんた、恋だなんだ言っておいて…」


「うぅぅ…」


「ただ欲情してるだけなんでしょ？この子、スタイルいいもんねぇ…」


「…っ」


仲野は徐々に小さくなっていく。


「…さいてー、ね」


「…う、うるさい！お前なんかに何がわかる！」


「なによ、あんたが言ったことが正しいのなら、ちゃんと正々堂々、この子と向き合ってみなさいよ、恋愛してみなさいよ」


「…向き合う…とは？どのように…俺はいつも全身全霊全力全開で向き合ってるはずだ…！！」


情けなくも、仲野は答えを真砂に求めていた。ため息のでる後姿だった。


うーんっと真砂は考えて。


「告白…とか？」


悪魔の一撃を繰り出した。


「そうか！わかった！そこがスタートラインというわけだな！！では、さっそ…」


「ごめんなさい」


キコはぺこりと頭を下げる。


「まぁだなんんんんにもいってねぇぇぇぇぇぇっぇぇぇええぇぇぇよぉぉおおおぉおおおぉお！！！！！」


仲野は泣きながら走り去った。


 


「ねぇ！ひとつ！ひとつ！」


キコはぴょんぴょんしながら、何かを俺に期待している、なんというか。


るくるくの衣装（キコ仕様）は一応パッと見、肌が隠れているものの、ひとたび動き出すと目のやり場に困るほど、ちらちらちらちらといろんな部分が見え隠れ、まぁスリットありまくりの不自然にくり抜かれまくりだから仕方ないんだが…ボディなんちゃんらという下着で素肌を隠しているとわかってもドギマギしてしまう。


しかもこのボディなんちゃんら、仲野のこだわりの逸品らしく、ほとんどキコの肌の色と変わらないクオリティなのだ、大弱りに弱った俺は、助けを求めて、真砂に目を向ける。


「キコ、あなた、いい加減にしなさいよ？藪も困ってるじゃない」


「それに、藪以外にも、あなたにひとつ、を教えてくれる男はたくさんいるわよ、…ちゃんと選ばないとだけどね？」


「だめー！おにぃちゃんじゃないと」


「な」


さすがの真砂も絶句した。


「なんで、俺なんだよ？」


まぁ確かに俺に好意をみせてくれているのはわかるけど、そんなに好かれることをやった覚えはないし、そこまで求められるほど、好かれてるとは思えないんだが…。


「おにちゃんはね、たぶんげつめんじんとの混血なんだよ、わたしにはわかるの」


普通のげつめんじんと、ちょっと色がちがうもの、私の色に近い気がするの。


だからおにっちゃんじゃないとダメなの、とわけのわからない電波を飛ばす。


「たぶんってなんだよ、たぶんて」


ものすっごい適当な設定だなぁ、おい…。


まぁキコの話せる数少ない男ってことなんだろうけどな。意外とこいつ人見知りだし。


「おまえね、そういうのは、ちゃんと真剣に探さないとだめなんだよ」


俺まで説得にまわると、キコは意固地になったかのように繰り返す。


「おにちゃんなの！！おにちゃんじゃないとだめなの！！！！」


「キコ、さっきからあなた、ひとつー！とか言ってるけど、それがどういうことか、恋人同士が何するのか、わかって言ってるの？」


真砂は呆れ顔でそう言った。


「…なに、するの？」


やっぱりわかってなかった。


ねぇねぇなにするの？ねぇ？しつこくキコに言い寄られ、真砂は迷惑そうにするが、キコは追撃の手を緩めない。


苦し紛れに、真砂は言う。


「デート…よ！」


「でーと？」


「そ、そう…デートとか、するのよ！デート、デート！」


「でーとってどんなことするの？」


「…遊園地行ったりとか、ショッピングしたりとか…そういうのよ、よく知らないけど…とにかく、二人で好きなところに行くのよ！」


キコはなぁんだ、という顔をする。


すると俺に向き直って


「おにっちゃん！でーとしよ？」


えぇぇぇぇぇえぇぇぇええ！！！！！？


「い…いや…デートって、おまえ…」


ハードルが下がったものの、この流れでこれに賛同してしまうとやばい気がした。


当然２人きりで出かけることになるわけで…いままでもそういうことがなかったわけじゃないけども！普通にぶらぶら町を歩いてデートして、これだけ？こんなんじゃひとつじゃないよー！とかなったら、やばい、済し崩し的にどうにかなってしまいそうだ！


俺は再度、情けないながらも真砂をみる。だが真砂もこれ以上なんて言っていいかわからないようだった。


「あれだ！俺、忙しいから！そういう時間取れないっていうか…」


「じゃぁいつなら空いてるの？キコ待つよ！」


ふんすっと鼻息あらく、やる気満々のキコ、どうにもこの流れは避けられないようだ。


「えーっと来年…」


じーっとキコが睨んでくる。


「えー、来月…」


睨みがきつい、こんな顔するやつだったけ？真砂並みなんだけど…。


「ら、来週とかなら…」


「来週ー？のいつ？」


「に、にちようとかかな？」


「なら明日がいい！明日も日曜だし！」


「ちょ！おまえ明日って…！」


全然待つ気ねぇ！！！！


「じゃーけって…」


「あー！！！！」


びっくりするぐらい大きな声を真砂が出した、俺とキコは振り向く。


「や、藪！あんた、あたしとの約束すっぽかす気じゃないでしょうね！？」


 


えぇぇぇぇぇえぇぇぇええ！！！！！？


カクカクしながらやってきた真砂が俺とキコを引き離すようにする。


「と、とにかく！明日は、あたしと藪で出かける約束があるのよ！だからあんたは無理なの！」


お…おぉ起死回生の一発だ…し、しかし真砂よ、新たな問題を産んだような気がしなくもないよ？


しかしそれでもキコもめげない。


「なんでー！明日はキコと出かけるもん！」


キコも約束を先延ばしにすると、済し崩し的に消えてしまうかもと考えたのかもしれない。


まぁ実際それが狙いで先延ばしにしたいわけだが…。


「ね！おにちゃんもキコと出かけるよね？！」


「藪！あんた、あたしとの約束破ったら、どうなるかわかってるんでしょうね？！」
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にじり寄る２人、俺は戦意を喪失していた。


これってもはや２人のプライドをかけた戦いに成り代わってないか？！


作戦上、真砂に乗るのが正しい。しかし、そうするとキコはいたく傷つくだろう。その逆もしかり。


もはや、冗談ではすまない雰囲気になってしまったこの状況での判断は苦渋以外の何物でもない。


うぅぅあぁ…もうだめだ…なんだかもう考えすぎて頭がぼやぼやしてきた…。


あーなんか見えてきた…あれはお花畑かなぁ…。


…？選…択肢…？。


そう、俺の頭の中に、３っつの選択肢が浮かんできたのである。


って神様やさしすぎだろ！こんな俺に選択肢とか…（泣）


あ、あぁ…もちろん選ばせてもらうぜ！俺が選ぶのはもちろん…。


[選択肢]


キコと行ったらいいじゃん


真砂の助けをかりるべきだな


どっちも断るぜー！ヒャハー！













         


 


 


 













         


 


 


 













         


 


 


 













    三日月の夢
    朝、朝である。


 


今日はいつものように窓から降りてくる冷気で身震いすることがない、


春に向けて、気温が少しずつ高くなっているのだろうか、


それでも布団がかかっていない顔などはゆっくりと体温を失ってゆく、


俺は寒さから逃げるように寝返りを打とうとして…。


むにゅう。


「ひぃ！」


飛び起きた。


なんか！なんか触った！


「って、なんでお前がいるんだよ！」


俺は布団を引っぺがしてやる、キコが大口を開けてふがふがしていた。


道理で温かいと思ったわ！


「うぅぅんぅにゅ…おにしゃん、おはお」


「おはお…じゃねーんだよ？！なんでここにいんだよ？！」


「えへへ、今日のデートがうれしくてつい…」


「キコ…おまえってやつは…」


キコははにかみながら俺を見上げる


「ばかか！俺が旅木に殺されるだろうが！とりあえず出てけ！！」


俺はぽいっと廊下に叩き出した。


そう、昨日俺は、結局キコとデートすることを選んだのである。


 


２人に詰め寄られたとき、俺の灰色の脳細胞が閃いたのだ。


キコを傷つけたとあっては、旅木さんを筆頭に父母にどのような扱いを受けるかわかったものではない、かつ、俺のことを気遣い一計を案じてくれた真砂をこれ以上面倒事に関わらせるのは気が引けたのだ、そもそも俺が真砂に助けを求めてしまったことがあの事件の発端なわけで、さらに真砂の策に乗るとなると、本当の意味で真砂を巻き込むことになる、それは避けたかった。


 


まぁ、俺のそんな考えをよそに、当の真砂は俺がキコとデートすることを選んだ時点で、あっそ！勝手にすれば！？っとぷりぷり怒って帰ってしまったわけだが…。


 


こうなることは想定の範囲内だったものの、あんなに怒っている真砂を見たのははじめてかもしれなかった、週明けの弁明と土下座は免れそうにない、まぁ真砂はなんだかんだでちゃんと話せばわかってくれるやつなので、そんなに心配はしてないけど…。


 


ともかく！ともかく！今日はこのキコとのミッションをこなさなければならない。


 


そう、普通にデートして、昨日言ってたひとつやらなにやら、そういったことを忘却させてしまえばよい！楽しく馬鹿騒ぎできれば、キコも忘れてしまうに違いない！ 


下手に昨日のキコの流れに巻き込まれてしまうと…大変なことになる。


キコのことだ、いろいろ起きた出来事をみんなに包み隠さず報告するだろう。 


ぶるり、俺は戦慄した。 


「失敗は、許されない…か」


ミッションインポッシブル…いや、ポッシブルに変えてみせる！


俺は軽く気合を入れるように、両頬を叩いたのだった。


 


 


 


 


「えへへ、どうしようか？」
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キコはいままで見た中で、一番おしゃれをしている、というのがまるわかりな服を着ていた。それもそのはず、みんなが帰ってしまったあと、すぐに母が帰宅。そしておわかりだとは思うが、キコが今日のことを話したのである。


もうそのあとの展開は言わなくてもわかると思う。


ただ補足説明的に、一言付け加えよう、２人は買い物に出かけました。


 


そして、もちろん旅木の反応はさらに言うまでもないことで、これまた一言でいうなら、大変だった。ま、旅木がキコに勝てるわけないから、今の状況があるんだけど…。


今頃まだ部屋で白くなってんじゃないかな、ご愁傷様です。


 


「どうしようって…どうするか…」


 


とりあえず、ぐだぐだと家から出発しながら考える。


なんとなしにキコを見る。キコは今日の洋服がよっぽど気に入っているのか、さっきからスカートの裾をふわふわさせて遊んでいる。白いふわふわしたワンピースにはよく見るとレースの花柄が施されていて、胸元も大胆に開いている。ベージュのカーディガン、ブーツ、俗にいうゆるふわというやつだろうか、ともかくどことなく品があって、よく似合っていた。


「…なになに？にあってる？」


俺の視線に気づいたのか、ちょっと恥ずかしそうにキコはそう聞いてきた。


「あぁ、よく似合ってるよ」


まぁリップサービスくらいしとかないとな。


「かわいい？」


「か…かわいい、と、思う…」


つーかなに言わされてんだ！俺は！


でへへっとキコは満面の笑みになる、俺はふへっと息をつく。


まぁキコが楽しそうだからいいか。


「…なぁキコはどこか行きたいところ、あるか？」


「うーん…デートに行きたい！」


だめだ、これは、


「…とりあえず、隣町まで行くか…」


俺はキコを連れて、とりあえず映画館やらアミューズメント施設やらが少なくともこの街よりはあり、ショッピングなどにも適している隣町を目指した。


 


着いてそうそうキコは走り出す。


「おい！どこ行くんだ…」


キコが止まって見ていたのはクレープ屋だった。


「…いーにおいー！！！」


「…食べたいのか？」


迷わず頷くキコ、まぁ好きそうだよな…。


俺たちはさっそくクレープを片手に歩きはじめる。


 


「映画…とか興味あるか？」


「えいがってどんなの？」


「どんなのって…今時分だと、なにやってんのかなぁ…んー俺も最近見てないからあれだけど、まぁあれだアクションものとか感動巨編ものとか、好きなジャンルがあれば…」


「あくしょん？かんどうきょへん？」


もぐもぐとクレープを食べつつ聞いてくるキコ。


「おまえ…まさか見たことないとか？というか、映画館、行ったことあるか？」


「えいがかん…なかったと思うー」


「…まぁ簡単に言やぁ、るくるくみたいなやつが超大型のテレビで見れる的な感じかな…ポップコーン片手に…」


「みる！」


「でも、るくるくみたいな作品はやってないかもだけどな」


「じゃぁみない」


早いな！


「おにちゃん、デートてこれでいいの？」


えっちらおっちら歩きながらキコが聞いてくる。


「さぁ…俺もはじめてだから、わからん」


「う～…」


「ただ、その、なんだ、仲の良い者同士が、食べ歩いたり、なんだ、いろいろ店を見てみたりとか？そんなんだよ、きっと」


「ふーん？なんでそんなことすんだろね～」


「そりゃ、おまえ、楽しいんだろ」


「どんなところが？」


クレープをぱくつきながら質問攻めをしてくるキコ。


「どんなって…そうだな」


「…」


「新しいお店とか、１人じゃ行かないところとかな、そういうところに行けたりとか…まぁ１人じゃできないことが出来たりするから、新鮮だったり、すんのかな？」


「しんせん…」


むむむとキコは考えて、


「じゃぁかたっぱしから、お店見ていこう！」


「おぉ！？ちょおい！」


結局、キコの提案通り、俺たちは街の端から端まで、お店を見ていくことになった。


 


「おま！ちょ！そこは入らんでいい！」


「どして？いい匂いだよ？」


「確かにカレー屋だからな！いい匂いはするだろ、でもお前さっきハンバーガー食ったばかりだろ？！」


洋服屋→オーガニックショップ→はんこ屋→楽器屋→ハンバーガー屋ときて


今はその隣のカレー屋に来ていた。


「別に、全部の店を制覇しなきゃならんという理由はないからな？！」


「そなの？」


ちなみに今まで上げた店ではとりあえず、買い物をしてきましたよ、ええ、


俺の鞄はすでに、キコが買ったカチューシャやら小瓶のはちみつやら、はんこ、ピックなどで占領されはじめていた。なんとか小物でおさまっているのは俺の努力の賜物だろう…。


「おまえ、いま、お腹いっぱいだろ？とりあえず飯屋系はスルーしようぜ…」


「うん！じゃぁ次はあそこねー」


「おい！ペットなんて絶対に飼わないからな？！」


 


とりあえず、四分の一くらいは周っただろうか、歩きっぱなしだが、キコは疲れた様子をみせない。しかし俺は咽が渇いてきたし…。


「おーい、そろそろ一休みしないか？ちょうど喫茶店もあるし」


「えー！キコあそこ行きたい！」


こやつの体力は底なしか…。


キコはどうやらスクランブル交差点を挟んだ向こう側に見える、大型百貨店に行きたいようだった。


「おまえ、はんこ、ちゃんと見たいって言ってたじゃないか、ここらで１回座って落ち着こうぜ？」


「あそこ見てからにする！」


はぁ…こいつはほんとに…まぁ大型百貨店なら喫茶店もあるだろうし、いいか…。


「わかった、じゃぁあそこ見てから、休憩な」


「うん！」


スクランブル交差点を通って、キコが指差した場所へ俺たちは向かう。


 


「ん？」


キコが今までに見たことのない、神妙な顔つきで、


スクランブル交差点をまっすぐと進む。


「おい？あっちじゃないのか？」


まぁそっちからも行けなくはないが…。


キコは目の前の、家族連れや団体の学生グループ、をかき分けるように、


どんどん進んでいく。


そして交差点を渡り切ったとき、


「おい、キコ？おい…おい！」


ふらりと、キコは倒れそうになる。


慌てて駆け寄った俺がキコをみると、キコは大切な何かを失ってしまったような、そんな憔悴しきった青ざめた表情でそこに居た。


「なんだ？人ごみに酔ったのか？」


ふるふると顔を横に振る。


そのあと、キコは人が変わったように、何もしゃべらなくなり、


俺がそろそろ帰るか？と話しかけるまで、頷きもしなかった。


俺たちが帰路についたのは、キコが体調を崩してからほんの１時間弱のことだった。


 


「…まったく、さっきまでは、はしゃいでいたのによ？」


俺は家に帰ってからベッドに倒れこむ。


キコはあれから家の誰とも口を利かず、ちょっと…とだけ言って、


部屋に戻って行った。


旅木はめちゃくちゃ心配していたが、俺の話を聞いて、なお頭を抱えていた。


「交差点で？」


「そう、なんだよ、うん、交差点渡るまで、元気そのものだったかな」


キコを抜いた４人で食事をする。


いつもよりちょっと、いやかなり、静かな食卓、みんなキコを心配している。


「…俺もわけがわからなくて…」


「また、新がキコさんに変なこと言ったんじゃないのか！」


父は激しくキレていた、怒りのぶつけどころを探すかのように俺にあたる。


「原因がそれなら、まだいいけどさ、なんか今回のは…」


「もしかして…」


旅木の言葉にみんなが注目する。


「あくまで推論なんですが、キコちゃんの記憶が戻りはじめている、とか、そういうことは考えられませんか？」


なるほど、一理ある。なにか記憶の断片のようなものを、あの交差点で見つけた、というわけだ。


「それで、部屋に引きこもっちまうもんかねぇ？」


俺は素朴な疑問をいう。


「わからない。が、もしかすると、なにか混乱してしまっているのかもしれないね。しばらくは様子をみてあげた方がいいかもしれない」


「とにかく、僕らはいつも通り、接してあげましょう、それが一番大切です。でも何かあったらすぐに駆けつけられように、臨戦態勢…とまではいきませんが、常に注意していきましょう」


俺たちは旅木の言葉に神妙に頷いた。


キコの記憶…キコの過去か…なんだか、妙にひかかってしまって、俺は今日は眠れそうになかった。


 


 


翌朝、やっぱり、というか、キコは学校を休むと言い出した。


そんなキコを誰一人責めるものは居らず、まぁたまには体調を崩すこともあるさ、今日は家でおとなしくしているんだよ、と旅木は言った。


キコは頷いて、それっきり部屋から出てこようとはしなかった。


母も朝食を部屋の前に置くぐらいしかできず、ただただ、キコの部屋の扉を見つめていた。俺はそんな風景がとても悲しく思えた。


「おっす！藪！」


「…」


「おい！シカトすんなよ！」


「あ、あぁ…」


「なんだ、暗れぇなぁ、ま、そんなことより、キコちゃんはどうした？かくれんぼか？」


「…今日は休みだ」


「え！風邪か？」


おいおい超心配だよ！帰りお前んち寄るからな！おい！聞いてんのか？！


俺は仲野の言葉などなにひとつ耳に入ってはいなかった。


キコの記憶、過去、そればかりを、考えてもどうにもならないものばかりを考えていた。


「…おはよ」


「おいおいおいおい！なんだよ！多城も暗れぇなぁ！」


どーしちゃったのよ！まったく！


仲野は相変わらずうるさかった。


「…」


「…」


真砂は何もしゃべらなかった。俺もしゃべらなかった。


しかし空気にやられたのか、真砂はあーっと言ってしゃべりだす。


「なんなのよ！あんた！人との約束ドタキャンした挙句に！なにその態度！？シカトのつもり？ずいぶんじゃない！」


「あぁ…それは、悪かった。ごめん、な」


素直な俺の言葉に毒気を抜かれたのか、真砂は、はーっとため息をつく。


「なんなのよ？なんかあったの？…そういえばいつもの天然不思議ボインがいないわね？」


「なんか体調崩したらしいぞ、それが藪も心配で、この有様よ」


「ばっか、心配なんて…してねぇよ…」


俺の語尾は限りなくしょぼくれていった。


「…ふーん…、そう、なんだ」


それっきり、真砂は何も言わなかった、俺たちの中では初めてじゃないかってくらい静かな登校風景だった。


 


授業がはじまっても、お昼になっても、なんだか気が抜けたように、


俺は過ごしていた。


いつもは考え事なんて何もできないのにな、あいつのせいで、


思えばあいつが来てから、俺の周りは一層うるさくなって、


言い過ぎではあるが、なにかを考えるなんてことはしたことがなかったかもしれない。


「あれ、今日は天然ちゃん来てないんだな？」


「なんか、風邪気味で休んでるらしい」


「マジかよ！なんか静かだと思ったよ…」


「なんかちょっと…」


寂しいよな、クラスメイトのそんな言葉が聞こえてくる。


あいつは、なんだかんだ、結構みんなに馴染んで居たのかな。


そんなことを思う。


「ちょっと、藪」


そんな俺に話しかけたのは、真砂だった。


「お昼、付き合いなさいよ」


「…わかった」


俺は誰も飛び込んでくることのない席を後に、真砂と学食へ向かった。







「…食べないの？」


「…食欲ねーんだよ」


そう？といいながら、うどんを２つ注文する真砂。


「たぬきでいいわよね？」


「いや、だからいらねぇって…」


「食べときなさい」


ぴしゃり、真砂に言われて、俺は何も言えなくなる。


席に２人座り、うどんをすする。


「いいかげん、飽きたわね、ここのメニューも」


「…なんか話があったんじゃないのか？」


遠回しなのは苦手だ。


「…昨日、何かあったの？」


真砂もさすが、付き合いが長いせいもあって、隠し事はなしよ、といった。


そんな聞き方だった。


「話したところでどうなるもんでもねぇけど…」


「気になるじゃない。それにどうにもならないのなら、せめて外面だけでも良くしなさいよね？いい加減ウザイのよ。心配してほしそうな顔しちゃってさ」


「おま、言いすぎだろ、それ」


「みんな、思ってるわよ。世界中の不幸が全部来ちゃいましたみたいな顔してさ。そんなことないっていうなら、馬鹿みたいに笑ってみなさいよ」


真砂のその考えには、少し笑ってしまった。


「…まさか、真砂に励まされる日が来るとはな」


俺は苦笑い。真砂はなにそれ、って顔をしてる。


「キコのことなんだ」


「ふーん、それで？」


「よくわからねぇんだよ、ほんとに。昨日２人で交差点を歩いてたんだ。そしたら急に具合が悪くなって…」


「ふむ」


「そっからは、飯もろくに食わねえし、人と話そうともしね。旅木がめちゃめちゃ心配してたぜ。親父もお袋も、たじたじでよ。壊れ物扱いだよ。まぁ急にあんな態度とられたら、こっちは困惑するってんだよ。まったくあいつは何考えてるんだかー」


こっちの気も知らねえでよ、と言ったところで真砂がニヤリとする。


「何よ、ちょっとはすっきりしたのかしらね？」


「あん？」


「言いたいこと言って」


「…」


俺は、こいつには一生頭が上がらないかもしれない、そんな気がした。


「ま、女の子だし、いろいろあんのよ、いちいち気にしてたら禿げるわよ？」


真砂は意地悪そうに笑う。そして、


「なんかあったら、真砂さんを頼りなさい、ボンクラなあんたなんかよりはいい判断下せるわよ」


女の子の扱いが、あんたはへたくそなんだから、と付け加える。


「あぁ、…なんだか、ありがと、な」


「なに？へんなもんでも食べたの？お礼なんて気持ち悪いんだけど…」


真砂はニヤニヤしていた。


「へ！お前に言われたく…」


 


「俺もだ！！！」


 


俺と真砂は突然の、仲野の登場に沈黙した。


「俺も！キコちゃんのためなら！がんばる！体はれる！どんとこーい！！」


ばしゃ、


仲野の顔にうどんの汁がかかっていた。


「あぁぁっぁああぁぁ！！！！！あづううううぅぅぅぅぅぅぅ！！！！！！！」


焼ける！顔が！俺の美顔がー！！っと仲野はトイレに走る。


「うっさいのよ…。大してかかってないのに、大げさね」


真砂はそのままうどんを食べる。


俺は、自分の内側から湧いてくるニヤニヤを止めるので精一杯だった。


ばかなやつらだよ、本当に。でもありがとうな。


キコ、お前には、お前の周りには、お前の心配を、


一緒になんとかしちゃうようなやつらがいてくれるんだぞ。


俺はそれを、キコに伝えてやりたいと思った。


 


それから、５日ほどたっただろうか。


 


キコは依然、部屋から出でくる気配はなかった。


ただ、部屋の前に置いてあるご飯が無くなっていることが、


唯一、キコがまだ生きている証明のように思えた。


俺は今日もまた、キコの部屋の前で話しかける。


なぁ、キコ、お前のことをみんな心配しているぞ。


俺たちはもちろん、学校のやつらだってそうだ。クラスのなんだっけ？


谷口？だったかな、お前と話したことないよな、でもお前が来ないとなんだか寂しいな、なんて、こいつも言ってんだよ。まったくおかしな話だよな？


今日も仲野来てただろ？あいつにぐらいいい加減会ってやれよな。今日も泣きそうだったぞ。それに…真砂も、心配してる、あいつなりに、だけどな。


キコ？なぁ、返事ぐらいしてくれよ。


「…」


「…新くん」


「！なんだよ、旅木さんか、いつから居たんだよ」


なんだかかっこ悪いところを見られてしまったようで、恥ずかしかった。


「…ありがとう、キコちゃんのために。君の言葉はキコちゃんにとって、とても心強いと思うよ…」


「はは…まぁそれでも、出てきてくれねぇですけどね」


「…そうそう夕飯ができたよ。今日も４人だけど…一緒に食べよう」


「そうっすね」


旅木も少し疲れているようだった、こいつはこいつでキコ以外にも抱える案件がたくさんあるのだから、それも仕方ない。


「キコちゃん、君にはあとでお母さんが食事を運んでくれるからね、でも、もしよかったら、僕らと一緒に食べてくれないかな？」


旅木は返事の返ってこない扉をじっと見つめる。


「…本当に、気が向いたらでいいよ。待ってるからね…」


「…さ、行こうか」


旅木は悲しいような、なんでもないような、複雑な表情でリビングへと戻っていった。


…ち、何やってんだよキコ、…こんなにたくさんの人に、こんな思いさせてんじゃねぇよ。


そう思った。


 


４人の食事は慣れたとは言い難いが、まぁそれなりのものだった。


旅木が仕事で帰宅し、俺はリビングでぼんやりテレビを見ている。


「…そろそろ、かしら…」


母が立ち上がる。キコの食事の食器を片づける頃合いなのだろう。


「…俺、行ってくるよ」


何回か行けばわかる。あそこは、今にもキコが飛び出してくるような、


そんな気を持たせて、でも現実には出てこなくて、そんなつらい場所なんだ。


母もたぶん、食事を運ぶとき、片づける時に、いつもなにか声をかけているに違いなかった。


俺は気が向いたときに、話しかけるだけだが、母は１日３回だ。


家族の誰よりもつらいことは暗に想像できる。


「…いいの？」


母の声も幾分か弱弱しく聞こえた。


「いいさ、下げるだけだ」


俺は母の返事を待たずに、キコの部屋へと向かった。


 


ひゅるぅーっと風が吹いていた。キコの部屋が少し開いているようだった。


「キコ？」


俺は今なら、面と向かって話せるかもしれない、そう思った。


「キコ！！」


俺は扉を閉めないでくれ、という意味で叫んだ、すると、


ガタガタバキッガタタッ。


まるで、何かにつまづいて転んだかのようだった。


「キコ？！」


俺は急いで扉に近づく、まだ閉まってはないようだった。


扉の前には、きれいに食べ終えた食器があった。


俺は何も考えず、その扉をゆっくりと開けた。


「キコ？扉がちゃんと閉まってな…」
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ビュルルルルゥ。


ハタハタと揺れるカーテン。


キコは部屋に居なかった。


ただ、開いた窓だけが、キコの行先を物語っているようだった。


「あいつ…！」


いつから、居なかったんだ？


何をやってたんだ、俺は、誰もいない部屋に話しかけて？…そりゃ返事がくるわけもない。


「気づかなかった…！」


まったく、全然、これっぽちも、ここから逃げ出していたなんて、そんな想像すらしていなかった。


あらためて、俺はキコのことを何にも知らないんだと、そう気づかされた。


いつから、いつからだ…ぐるぐるぐるぐる、そればかりが回る、思考が混乱していく。


ふと、足元に置いてある食器が目に付いた。


あいつは、食事の時は帰ってきている…？


はっと顔を上げる、窓に近寄り外を見渡す。


窓から家々の隙間を、するすると抜けていく人影が目に留まった。


「キコ！！！」


俺がそう叫ぶと、影は一瞬振り返り、また逃げ出す。


「どうして逃げるんだよ！」


俺はすぐさま、翻り、玄関へと向かう。


 


「なにか、あったのか？」


父が怪訝そうにリビングから出てきた。


「キコが、逃げた」


俺は事実だけを短く伝えると、靴を履き終える。


キコの靴はここに残っている。あいつは裸足、もしくは靴下で移動してるということか？俺はキコの靴を両手で掴むと、そのまま玄関を飛び出した。


 


アスファルトの上を靴も履かず歩くのであれば、その速度は著しく落ちるはずだ。


まだそう遠くまで行ってない。


俺が、キコを見た最初の角に着くのと、携帯が鳴るのは同時だった。


俺は走りながら、注意深く辺りを見回し、電話に出る。


『新くんか！？今、お父さんから連絡があったんだけど…』


「はい、いま追跡中です。あいつ、たぶんですけど、食事の時間以外はこうして外に出て居たのかもしれません」


キコにはまだ、俺たちの言葉は届いていないー、そう信じたかっただけなのかもしれない。


「とにかく、ちょっと今、手が離せないんで…」


居た！だいぶ離されてしまっているが…。


『わかった！落ち着いたら連絡してくれ！こちらもＧＰＳで探してみる。場所がわかったら連絡するよ、あと僕も仕事が済み次第、即そちらに向かう、では』


「あー！あと！旅木さん！」


『なんだい？』


「多城と、仲野に連絡取ってもらっていいですか？」


『わかった！』


俺は電話を切る、キコが最後に曲がった角を思い出す。


「こっちの方だったな…」


俺は全速力で走りだした。


 


が、ダメだった。


「追跡…はぁ…はぁ…、失敗…ぜぇ」


ちょこちょこちょこちょこ、動きやがて、


まるで鬼ごっご…いや、かくれんぼ、かな…。


「どっちでもいいか…」


俺は自販機の傍らに座り込み、息を整える。


「はぁ…財布もってくりゃよかったよ…」


それによく考えたら、いままで飯の時には戻って来てたんだ。


このまま家に戻って待つってのもありかな…。


 


なんて、夢をみてしまう。


 


それはあくまで、俺にも誰にもばれないでいた、さっきまでのこと、


今は状況が違う、本当にもう２度と、戻ってこないかもしれないー。


「…休んでる場合じゃねぇよな…」


はぁ…。


では、あのまま気づかなければ、よかったのか？なんにも知らないまま、


ただ扉の前のご飯が消えていくのを見ていられれば、俺はよかったのか？


「そんなわけ、ねぇよなぁ…」


考えるまでもない。俺は今、俺の出来ることに、全力を尽くすだけだ。


 


キコを連れて帰る。それだけだ。


 


「どこに居るか、わからねぇんだけどな…」


ふと、旅木のＧＰＳでわかったら連絡する、の一言が頭を過った。


今の唯一の希望だと言っていい。


だが、それも連絡が入ってくる感じはしない。


「…あいつが持ってない可能性はでかいかもな…」


こんなにも検索に時間がかかるものでもないだろう。現に以前、コスプレ騒動のあった時はもっと早くに連絡がきていたはずだ。


 


絶望、苦笑い、同時に頭を落ち着かせようとする。


 


俺は息を整えようと空を見上げ深呼吸をするー。


 


月。月が目に映った。大きくて輝いていて、


まるで、まるであの日のようなー。


「！」


俺は、深呼吸も忘れて、ある場所に向かおうとしていた。


根拠もなにもなかったが、そんな気がした。


キコはたぶんー。













    満月の夢
    薄暗い路地裏。相変わらずごみ捨て場は腐臭を放っていた。


「くっせーなぁ…」


俺はゆっくりと歩く。気づかれないように、すると、


らん、らららん。


鼻歌のような、歌声が聞こえてきた。


月の下に、まるで耳を垂れたウサギのようなシルエットが浮かび上がる、


月に、置いて行かれてしまったウサギ、


俺は確信した。と同時に嫌なタイミングで電話が鳴った。


 


「！！！！」


 


しまった…俺は路地裏からキコのいる場所を確認しながら、ずるずると後退した。


キコはきょろきょろと、辺りを見渡している。


…………だぁれぇ？と、とても小さな声の呟きが聞こえた。


『藪？あんた今どこにいんのよ？！』


「おまえ、タイミング最悪だよ。今、キコを見つけた。だが、着信音を聞かれて…、もしかしたら逃げられるかもしれん」


ばーか！！！！バイブにしとけよ！！そう怒られた、確かにその通りだ、面目次第もございません。


「とにかく、今、キコと初めて会った路地裏に居る。いつもの通学路あるだろ？その通り沿いの…、あぁ、旅木さんはいるか？あいつなら今言ったこと伝えれば、ここがわかる。あぁ、とにかく俺は今ー」


キコは不審に思ったのか、異変に気付いたのか、ごみ捨て場の上の部屋のようなスペースから出ようとしている。


「やばい！キコが逃げる！とにかく、早く来い！それまでなんとかする！」


俺は電話を切り、キコの視界に飛び出した。


 


「よう、ずいぶんカッコいい秘密基地じゃないか？」


キコは逃げようとする姿勢を少し緩める。ゆっくりと秘密基地から、ごみ捨て場の前まで降りてくる。


「…どうしてきたの？」


「…ずいぶんとまぁ冷たいんだな？」


キコは目を逸らして、ごめんなさい、と呟いた。


「…ごめんなさい、いままで、甘えていてごめんなさい」


もうあそこには帰りませんから、お願いですから、見逃してください。


キコはそんなことを言い出した。


「…はぁ？おまえ、何言ってんの？」


俺の言葉にいちいちキコはびくびくとしていた。まるで、怖いものから逃げるように、


俺はそれがとんでもなく、悲しかった。


壁、というにはあまりにも厚くて、隔たりのあるそれは、俺たちはもう赤の他人以上の何か触れてはいけないような、そんな関係に思えた。


「…とにかく、落ち着けよ、なぁ？そんな寒いとこにずっと居るから、良くないこと考えちまうんだよ」


たぶん、俺の声は震えていた。拒絶されていると、わかっている人間に、どうして心からの優しい言葉を出せるっていうのだろうか。


キコはふるふると首を横にふる。


いいんです。もう帰らないんです。私は帰りたくないんです。


あそこはあたしの居場所じゃないんです。


変わったと思っていたけど、何も変わってなかったんです。


全部、嘘。全部、勘違い、だったんです。何もかも、


あたしは…ずっと、見えないままだった、それなのに…。


キコの口からでる言葉のすべては、俺を抉るようだった。


他人行儀なそれは、俺の耳に遠く遠く聞こえ、キコが何を言わんとしているのか、


何一つ拾えなかった、いや、拾おうとしなかった。


拾ってしまったら、気づいてしまうから。


この隔たりに、どうにもならないほどの壁の厚みに、俺はただ立ち尽くしてしまうだろことがわかったから、現に、今すでに俺は、動けずにいる。


走れば一瞬でたどり着くそこに、たどり着けないでいる。


もし、そこまで無理やり行ったとしても、本当の意味で、キコを捕まえられるだろうか？


抜け殻だけを捕まえても、なんの意味もない。


キコはまたどこかに逃げてしまうだろう、そんな気がした。


 


遠い、こんなにも遠かったのだ、キコと俺との距離は。月と地球ほども遠い。


それが痛いほど、よくわかった。


でも、痛くても、それでも、進まなければ、


「キコ、帰ろう」


俺は軋むような一歩を踏み出す。


「いやです、帰りません」


キコはまるで別人のような顔で、


それはさながら、月の魔力に魅入られてしまったかのように、


なにも考えていない、なにも感じていない。そんな怖い顔だった。


「帰るんだよ、キコ」


俺は軋む肺を振り絞って、届かないとわかりきっている言葉を、震える手を、


前に差し出した。


「いやだって、言ってるじゃないですか」


それでも、前に、


「そうだ、まだ、キコに話していないことが、たくさんあるんだ」


「なんなんですか？あなたは…あたしの話、聞いてるんですか？いい加減にしてください、何度も言わせないで、ください」


歪んだ表情、嫌悪、苛立ち、そのすべてが胸に突き刺さる。


このまま、逃げてしまいたい、そう思った、でも、


「…学校のみんなも、旅木も、俺の親父やお袋だって、心配している」


「みんな、お前が帰ってくるのを、待ってるんだよ」


約束、したからな。ここで、どんなことがあっても、足止めするって、


俺は自分の胸ぐらいなら、つぶれてもいいと思った。だから絞り出す、絞り出す、次の言葉を、


「そうだ、仲野や真砂も、いまお前を探しまわってくれてんだぞ。戻ったら、お前、あいつらにお礼言わないとだぞ、大切な友達、なんだからな？」


「ともだち…」


その言葉に、少し、ほんの少しだけ、キコの表情が変わった気がした。


俺は一歩踏み出す。


「キコ」


「…いやぁ」


苦悶に歪む表情を浮かべて、キコは一歩下がった、それを見ながら、俺はもう一歩進もうとしたー。


「キコちゃん！！！！！」


「キコ？！」


旅木と真砂だった。


「…おせえよ、お前ら」


俺は泣きそうだった。


こないでこないでこないでこないで！


錯乱したかのようにキコは言う。


ごめんなさいごめんなさいごめんなさい！


「キコ！」


キコはどんどん階段を上がっていく。


「追って！藪！」


 


俺は言われるが早いか、もう飛び出していた。


「旅木さんは、向こうの階段へ！、あたしはここからキコの位置をみんなに知らせます！」


「わかった！」


キコは一心不乱に、何かから逃げるように、憑りつかれたように、上へ上へと上がっていく、


あぁぁぁっと声にならない声で呻く。


あたしはあたしはあたしは、やっぱり、


どこまでいっても鬼なんだよ、鬼なんです、だからどうか放っておいてー。


 


「キコ！」


俺は追いついて、キコにさらに近寄ろうとする。


「こないで！」


欄干に片足を乗せるキコ。冷たい風が吹く、


その風に乗って、キコがそのまま転落していくような、そんな錯覚を受けた。


ちらっと盗みたプレートは９階。このビルの最上階まで来ていたことに俺はいまさらながら気が付いた。一気に登ったせいか、足ががくがくする。


とても一気に距離を縮めることは難しかった。


 


キコは、まるで歌うように言葉をつなぐ。


 


姿の見えないもの。この世ならざるもの。鬼。


そもそも鬼ってね、隠（おん）が転じてできた言葉なんだよ？


わかる？隠れるって書くの。隠れたくなんて、なかったのに。くすくすとキコは笑う。


私はね、鬼ぃちゃん、誰にもね、見えないんだよ。


キコが何を言っているのか、


俺にはまったく理解できなかった。


だからね、キコっていうんだよ。そうなんだよ。


鬼の、子なんだよ。


キコはうっすらと笑みを浮かべる。


それはとても悲しそうだった。


「じゃあ、どうして俺に見えるんだよ」


そういって俺はゆっくりと近づく、刺激しないように、


足は少しずつ回復してきていた。


だって鬼ぃちゃんだもん。


キコはまた、くすくすと笑った。


あたしね、うれしかったの。あの日、


「あの日？」


俺は知っていて疑問形にした。キコの注意を逸らすために、


忘れちゃったの？あたし達が会った日。


誰にも見えないあたし。誰からも見えなくなってしまったあたし、


家族からも、友達からも、ううん、ともだち、なんて、いたためしなかったけど、


ひとりを除いてはー。


あたしは昔からこうだった。周りとちがうの、おかしいの、


でも変えられないもん、変わらないもん…。


どんなにどんなに馴染もうとしても剥離しちゃうんだよ。


それがいけなかったのかな？それは罪だったのかな？


おもいやりをしらないから？あいがわからないから？


だからあたしは鬼になっちゃったのかな？


失敗したから、見えなくなっちゃったのかな？


ここに居るのに、居ないの、


誰にも、見えないの。


「…」


俺は、初めてキコという人間の芯に触れたような、気がした。


 


あの日、あたしはね。


 


キコは滔々と語りだした。


 


あたしには、何もなかった。ただただ夜空の月だけが、おともだち、


だって、どんなにどんなに逃げても隠れても、


あたしについてきて、いつも見ていて、くれるから。


 


あたしはいつものように、あのビルの隙間でひとり過ごしてた。


ごみ捨て場の少し上、塔のようになっているその場所は、


あたしの場所、あたしの部屋。ごみ捨て場が近くてちょっとにおうけど、


気にしない。ここは電源もとれるし、雨も少しならしのげる、かいてき。


そして、いつものひとり遊び、ともだちのお月さまとかくれんぼ。


偶然、たまたま１階の欄干から足をすべらせて、


ごみ捨て場に落っこちた。


痛かった、死んじゃうかと思った、今まで、何も感じないと思っていたのに、


誰にも触られないあたしなのに、痛かった。


そして、痛みを与えてくれるもの、が、少しうれしかった。


もっと高いところから…でもすごく怖くてやめた、もう落ちたくないと思った。


そうしてごみ捨て場をうろうろしているうちに、


大きな大きなライトを見つけたの、お月さまのようなライト。


私はそれで、おともだちと交信しようって思った。


いつもかくれんぼばかりだから、


お話、してみたかった、助けてもらおうと、思った。


 


ビルの一番高いところに括りつけた、でも、電源がない。


私は何時間も何時間もかけて、ごみ捨て場を探って、


延長コードをたくさんたくさん集めたの、


あたしは時間にしばられない。あたしの１日はみんなとちがうの、


あたしが今日はおしまい、って思ったらそれが１日。


何回かうとうとした気がしたけど、気にしない。


お腹が減ったら一回ここから戻る。あの場所に、


そうして、そこにあるものを口にする。それだけ。


 


たくさん見つけたそれをつないでつないで、


ようやく完成。ぱちぱちぱち、少し嬉しい、


私はその長い長いコードを、お月さまライトにつけて、


１階に戻った、下から見上げるとライトは小さく見えた。


でも気にしない、さっそく電源を入れてみる。


光った！光った！


きれい、すごく、星みたい、


こんなあたしだけど、こんなきれいなこともできるんだって思った。


けど、やっぱりあたしはばかで、コードにつまづいちゃった。


そしたらみるみるみるみるライトが降ってきて、


ちょうど、自分の真上にくるように思えて、


あぁ、このまま、


そう思ったんだけど、ぎりぎりで、ごみ捨て場に落ちていったの、


ちょっとほっとした。でもそれもいけなかった。


コードが蛇みたいに暴れまわって、


あたしのバランスを崩すの、


気が付いたらあたしは、そのままゴミ捨て場にまっさかさまで、


 


鬼に、会えたの。


あたしのことが、みえるんだもの。


だから、


きっとこの人は、同じなんだって、鬼、なんだって。


でも鬼って、怖いって恐ろしいって聞いた、


でも、おともだちになりたかった。


だから、鬼ちゃんって呼ぼうと思った。


ちゃんをつけると少しかわいい、気に入ってくれると、いいんだけど。


きっとさびしいさびしい私に、お月さまが連れてきてくれたんだなって


思った、あたしのことがみえるものを、


鬼ちゃんをつれてきてくれたんだ。


 


「なるほどね、そして、捕まえた」


俺はキコの腕をがっしり掴むと、そのままこっちに引っ張ろうとするがー。


キコはしまったとばかりに暴れだす。


「やー！！！！やだー！！！！」


キコは欄干から下を見る、逃げようとしている、


まずいっと思った瞬間だった。


「ばかキコー！！！！！！！」


下からものすごい怒号が聞こえた。


「何してんのよあんた！ひっぱたくわよ！！」


キコはびっくりしたように体を固める。


「なによ！？飛び降りる気？いいわよ！来なさいよ！飛び降りたってね！あたしが受け止めてやるんだから！！そんでちゃんと話聞かせてもらうわよ！！！！！」


真砂の怒号に、キコはおろおろする、


俺はその隙に、逃げられないようにキコを後ろから抱きしめた。


「ナイス、真砂」


「やだー！！！！やだよー！！！！！！」


「暴れんなよ、俺が犯罪者になったらどうするんだ？」


「知らない！！！知らない！」


ばたばたと暴れるキコ、俺は耳元で低く呟く、


「今度は俺の話を、聞いてくれよ」


キコはびくっとして、少し大人しくなった。


 


「…お前は鬼、なんだよな？」


こくり、頷くキコ。


「で、俺も、鬼、なんだな？」


少し躊躇うが、ゆっくりと頷いた。


「…俺が、鬼だから、今の話を聞かせてくれたのか？」


キコは微動だにしなかった。


「お前のことが見える人間はみんな鬼なのか？」


「ちがう！ちがうよ！鬼は私だけだもん…」


私、だけなんだよ…キコは俯く、


そしてまた、ぽつぽつ語りだす、


「鬼ちゃんと会って…、変わったのかなって思ってたの」


みんな、あたしのこと、みえるようになったのかなって、


「見えるさ、俺も、旅木も、真砂も、仲野も、みんなみんなお前が見える」


そうじゃないの！！キコは叫ぶ。


「みんな、…最初は見えたの、優しかったの、ニコニコニコニコしてくれる


…、でもその、ニコニコはいつか嘘に、なるんだよ」


甘え、過ぎちゃったんだよ、それがあたしの罰なんだよ。


変わろうとしなかった、あたし、だからこんなことになっちゃった。


だから、見えなくなっちゃった。


キコは涙を堪えるように言う。


「そんなこと…ないさ、少なくともあいつらはー」


どうして言い切れるの？心の中なんて、誰にもわからないのに、


そう言ったキコの言葉に俺は何も言い返せない。


「でも、もしかしたらって思った、鬼ちゃんに会って、変わったのかもって…でも」


変われたら、あたしは許されて、見えるようになるのかもって、


言葉を詰まらせて、キコは泣いた、ポロポロポロポロ、月の滴のような涙が流れ落ちていく。


「やっぱり、気づかれなかった…！！あんなにあんなに頑張ったと思ったのに…、それなのに、あの人たちは、気づいても、こっちを見てもくれない、誰にも気づかれず、誰にも見えなかった…！！！やっぱり、見えなかったんだよ…」


キコはただただ涙を流す。俺はたぶん、交差点でのことなんだろうと思った、


あそこでキコは知り合いにあった。でも気づかれなかった


簡単に言ってしまえばそんなもんなのかもしれない。


でも、キコにとっては何よりも大切なことだったんだ。その人たちに見えるようになることは、


そうやってきっと、あたしはどんどんどんどん見えなくなっていくんだ。


それが罪だから、鬼だから、いやだいやだいやだいやだ、ひとりはいや、


でも、みんなに見えなくなっちゃうのはもっといや、


だからだから、もう甘えないから、ひとりでいるから、


これ以上、消えないで。鬼にならないで。鬼になんてなりたくないよぅ。


 


ただただ今は、さらに何かを失うことを、ただひたすらに、恐れている。


ただそれだけの、女の子。


キコは泣く、ただただ泣く、少女の慟哭はどこまでもどこまでも響いていった。


 


「なぁ、キコ、もう一度確認させてくれ、俺は、鬼なんだよな？」


キコは泣きながら、やっぱり少し躊躇してから、こくりと小さく頷いた。


「キコは言ってたよな？さびしいあたしに、お月さまがくれた、おともだちなんだって」


キコは迷わず頷く。


「ほかのやつはわからないけど、俺にはお前が見えるんだよな？鬼だから」


少し間があってから、うん、っと力なく頷く。


 


「なら、まず、俺を見ろ」


えっ、とキコは何を言われたのか分からず、首をすこし傾けて、俺の方をみようとする。


「見えない、見えないと、そんなことを言う前に、まず、見える俺と話をしろよ」


俺の声はどうしようもなく、震えていた。なんて伝えたらいいのか、いま何を言ってるのかもよくわかってなかった。


キコの中の設定も十分に理解していないのに、言葉を紡ぐなんて、無謀だと思った。


でも、大切なことが、ひとつだけわかる。


「俺はお前が言うように、誰かの気持ちなんて、まったくもってわからないが、けど、ひとつだけ、わかる気持ちがある。俺の、気持ちだ」


キコはもう、泣いていなかった。ただ疲れたようにぼうっとしながら、俺に完全に背中を預け、俺の言葉に耳を傾けているようだった。


「俺はお前と会えて、ともだちになれて、よかったよ」


「正直、お前がいると、うるさいし、ときどき面倒なこともあるけれど」


「でも、お前と暮らす毎日の、そんななにもかもが、俺には大切だって気づいたんだ」


「…」


…届かないー。


「おまえはもう、俺たちの一部なんだよ、キコ。ほかのやつらがどう思ってるのかは知らねぇよ、でも少なくとも俺はそう思ってる」


「一部…」


キコは小さく呟く


「おれは、お前と一緒に居てやれる。お月さまみたいに、とはいかねぇけど、そいつよりはずいぶん近くに居てやれる。手が触れられるぐらいの距離に」


「…」


…届いていないー。


キコという存在に、触れているのか、触れていないのか、さえわからない。


「…」


俺はほんのりと、キコを抱き締める。


キコは、動かない。


まるで、何にも触れていないような、不確かな感覚。


「…」


「…」


…やっぱり。


「…」


「…」


…届かねぇのかな？


「…」


 


「…」


俺は、俺の言葉はー。


 


「おれは、おまえがいないと、さびしいんだよ、キコ…」
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俺は、いつのまにか泣いていた。


「…おれが、お前を守ってやる。いまはみえないものも、全部みえるようにしてやる。だからー…」


だから、


だから、なんなのだ。


その言葉は正しいのか、意味を成しているのか、


キコの不安は取り除けているのか、


何もかもがわからず、何もかもが不安だった。


もう俺は言葉が出なかった。


ただ、


泣いているだけの俺だった。


ちっぽけな、俺だった。


「…っご、めんな…馬鹿で、ごめん…、こんなこと、じゃないんだ、本当は俺が伝えたいのは、もっと………っちきしょう…」


俺はキコにすがりつくようにした。手の力が抜けないように、離さないように…。


それだけで精一杯だった。


俺にはもう、キコをつなぐための言葉がでなかった。


あとは何を言っても、嘘になってしまう気がして、


ただひたすらに抱きしめる。


俺なんてそんなもんだった。情けなくて、悔しくて、だから俺は泣いているんだろう。


救いたいのに、お前のことを大切に思ってるって、たくさんの人がそう思ってるんだって、そう伝えたいのに、なにも言葉にはならなかった。


そんな震える腕を、キコは優しく撫でる。


「伝わってるよ」


キコはとても優しい声でそう言ってくれた。


「ちゃんと、伝わってる」


キコはまた、ゆっくりと俺の腕を撫でる。


どうしてか、その瞬間に、キコが変わったような気がした。


 


俺の胸のところに、キコの背中がある。


キコの背中から、温かい体温が、トクントクンと流れ出しているようだった。


胸がほんわりと温かい、


まるでそれは、寒い寒い朝に飲む、ミルクティーのように、


どこか、心を落ち着ける温かさだった。


 


俺たちはしばらく、そうしていた。


 


その静寂を破るように、階段をかけ上がる音が、徐々に大きくなる。


「キコ！？」


階段からバッと現れたのは息を切らした真砂だった。


ずんずんと俺たちのところへ来る。


「藪、ごくろうだったわね、もういいわよ」


真砂は俺の腕を強引に剥ぎ取ると、キコを立たせた。


その目は、何かに怒っているそんな目だった。


「ますなちゃん…」


キコはまだぼうっとしていた。


「ちょっと痛いわよ」


ぱぁん。


キコの頬が弾けるようだった。


キコはまだ自分の身に何が起きたのかわかっていないようだった。


そのまま真砂を見上げるように、腰を落としてしまった。


「お、おい、真砂！」


「藪はだまってなさい」


真砂は本気で怒っていた。


「どれだけ心配したと思ってるの！！」


「自殺みたいな真似までしくさって！どういうつもり！！？」


「謝りなさいよ！みんなに謝りなさいよ！」


「やめろって真砂！」


「藪は黙れっていってんでしょ！！！」


「あたしは誰でもない、あんたと話てんのよ！キコ！」


「それとも、あたしたちなんか眼中にないとでもいうつもり？！ひとりで生きてるつもりなの？笑わせるわ！ひとりじゃ何にも出来ないくせに！！」


真砂もう、怒りすぎて泣いていた。


「冗談じゃないわよ！？ふざけんじゃないわよ！こっちの身になりなさいよ…！」


真砂は目に袖を押し付けごしごししながら、もうやだ！っとぼやいた。


うぅぅひぃぃ～。


今度は頬をおさえたキコが泣きはじめてしまった。


「ごぺんなさい…ごぱんなすあ！！」わぁわぁとなくキコに、真砂は目線を合わせるように屈み込む。


「ばか…」


じっとしてなさいよ、真砂はキコをあやすように言う。


あんたは本当に大ばかなんだから。


 


そうしてキコを抱き締めた。


キコは泣きながら、ごぱんなさい、ごぱんなさいと繰り返す。


そんなキコを、本当にいとおしそうに真砂は抱き締め続けた。


 


俺たちが、旅木さんと合流したのはその十分後ぐらいのことだった。







「なによ、意外と旅木さん、役に立たないわね」


「…きついなー、多城さんは…君の指示通りに動いたんだけどなぁ」


旅木はぽりぽり頭を掻く、どうにも旅木はとりあえず反対側の階段から駆け上がったはいいが、９階まで続いておらず、１階下がり、また反対側の階段まで走って…という悲しいルート選択となったようだった。


肝心のキコといえば、


「あの…あるけるよう…」


「お前は…靴がないだろうが」


ちなみに、俺が持ってきた靴は、どこかに置き忘れてしまった。たぶん自販機あたりか…もしくはここのごみの山に紛れてしまったのかも…。


面目丸つぶれである。むしろ、最悪である。


べ…別に罪悪感からおんぶを買ってでたわけじゃないからね？


「へっちゃらだよぅ」


「こっちが痛々しくて見てられないって話だ！」


ぶぅっと顔を膨らまして、俺におぶされている。


その背中を、真砂が優しく支えている。


「くっっくっぅ…」


「何？変な笑いもらさないでよね」


「だってーますなちゃんがくすぐるからー」


「…そう？、じゃぁこっちの方がいいのかしら」


「きゃん！」


キコが飛び跳ねる。


「おま！あっぶな！お前ら、遊ぶのもいいけど、大概にしとけよ？」


「だってー！ますなちゃんがおしりさわるから…」


急に語尾が小さくなる。顔を赤くしてもじもじするキコ。


「何よ？同性なんだから、気にしないでしょ？」


「そんなことないよー」


「ああ！！！！」


俺たちが路地裏から出てきたところで、仲野に遭遇した。


なぜだか、両手にコンビニの袋を提げている。


「キコちゃん！！！大丈夫かい！？」


「お前は…いろいろ遅すぎだよ…まぁいいけどな」


キコはうん、っと小さく照れ臭そうに笑う、それを見ていろいろ爆発してしまった男が約１名。


「お…おい、藪」


「ん？」


「こほん…お前、いろいろ疲れてんだろ？俺が代わるよ…」


さぁキコちゃんおいで、と言わんばかりにキコの手を握ろうとする。


「やぁー！！」


「おま！ちょ暴れるな！危ないって！」


キコは手をぶんぶんする、それをはしっと掴み取る仲野。


「さぁくるんだ！！」


「どこの看守だおまえは！」


仲野は真砂に思いっきり靴を踏まれる。


「くぁwせdrftgyふじこlp！！！」


苦痛のあまり、袋を落とす仲野。中からお菓子やら飲み物やらが溢れ出す。


「なんだよ、これ」


「いやぁ、みんなお腹減ってるだろうと思ってね」


秀才染みたドヤ顔はむかつくが、仲野の言うとおりではあった。


「さぁさぁ、旅木さんもどうぞ！」


「いいのかい？悪いね」


「キコもーキコもー！！！！」


「暴れるなって…」


仲野は元気を取り戻し、早速お菓子の封をあけ、キコに近づく。


「ほらあ、キコちゃんあーん」


「あーん！！！」


ぱくり、エクレアに噛り付く。


「…こ、これが、キコちゃんの食べた跡…か」


仲野は限りなく犯罪者の顔になっていた。


「あんた馬鹿でしょ？」


「へぶうぅんりぃ！！」


真砂に即鉄槌という名の肘鉄をうける。仲野…お前のことは忘れないぜ…。


「あんたも！仲野が何考えてるかくらい、察しなさいよ！」


食べかけのエクレアをキコに渡そうとするが、


「あーん！！！」


キコは大きく口を開けるだけだった。


「持ちなさいって、お行儀悪いわよ？」


「ちょ！今、こいつに持たすなよ！俺の服がべとべとになるだろが！」


「…仕方ないわね…」


「あーん！！！」


真砂はしぶしぶ、キコの口に放り込んだ。


「おいしーおいしー！！」


キコはむぐむぐしている、なんだか、無性に笑えてしまう。


「…キコちゃん、飲み物これでいいかな？お！スナック棒もあるみたいだよ？」


旅木さん、あんた…一番それを止めなきゃいけない人なのに…。


旅木はキコに餌をやりたくてうずうずしていたようだ。


しかし、さすがにペットボトルは受け取ったキコ、右手で持ちゴキュゴキュ喉を鳴らす。


「ぷはぁ、ますなちゃんのむー？」


「…あたしはいいわ、自分のあるし」


真砂は少し意地悪そうな顔をして、


「藪、走りっぱなしで咽かわいてるんじゃないの？一人だけ食べてもいないし」


「え」


「あー、おにぃちゃん、のむー？」


俺の右頬にペットボトルがたぷたぷ当たる。


ごくり…こ、これはいわゆる一つの、間接…。


「…いや、いいや、いいや」


「なによー？意気地ないわねぇ…」


ニヤニヤしている真砂だった。


「では、私がいただこう」


「ひとしはへんなことするからだめー」


なぜだ！なぜなんだー！仲野の絶叫がこだました。


そうして俺たちは、飲み物を飲み、歩き食いをしながら、家へと帰った。


 


家では父と母がまだ起きて待っててくれた。


キコは二人にごめんなさいっというと、母は少し涙ぐみながらキコを抱擁した。


父はバスタオルを持っていて、キコに渡すと、お風呂に入ってきなさい、よおく温まるんだぞ、とだけ言って、リビングに戻っていった。


俺たちはキコが風呂から上がるのを待ち、リビングで少し話をした。


俺はなんとなくキコに聞いた話はすべて伏せて、キコの調子が悪かったこと、あまりよくないことを思い出してしまったこと、１人になって考えたかったこと、など、かなり曖昧に本当に掻い摘んで簡単に話した。


みんな今はまだ深く聞く時ではないと思ったのか、


特に突っ込んだ話にはならずに済んだ。ともかく戻ってきてくれてよかったと、


そんな話になり、何かあったら、遠慮せずに打ち明けてほしいと俺たちはキコに伝えた。


キコは照れ臭そうに、頷くと、もう一度だけごめんなさいっと言った。


 


「ふう」


風呂上り、湯冷ましに窓を少し開けてみる、冷たい風が入ってくる。


結構寒いが、なんだか心地よかった。


しかし、なんて１日だ。というか今週はずっとこの騒動に悩まされ続けてたわけだけど。


まぁ解決、とまではいかないけど、問題の糸口というか、スタート地点にようやく立てたような、そんな気分だった。


コンコン、ドアがノックされる。


「はぁい？」


ノックされた時点で、俺は誰だかわかっていた、父も母もしないからだ。


「起きてる…？」


「返事をしたわけだから、そうだろうな」


もう、やっぱり意地悪だよ、おにぃちゃんは、そう言ってキコが入ってくる。


俺はキコの体が冷えないように窓を閉める。


「どうした？眠れないのか？」


「…少し」


キコはとことこと、こちらに歩いてくる。


そして、ベッドの上にぽふっと座った。


「お話…、していい？」


「いいよ、いつでもウエルカムだ」


なにそれーっとキコは柔らかく笑う。


「あの…」


「ん」


「どうして…どうして、言わなかったの…？」


「何を…？」


「わたしの話したこと、全部…」


キコは俯きがちにそう言った。


「…それに、聞かないの？」


「…何を、聞くんだよ？」


「全部、私のこと、全部…」


あの時、聞いた話の、続き、


もし全部、洗いざらいすべて、キコがしゃべってくれたのなら、


俺の心のモヤモヤのすべては解決するのだろうか。


記憶喪失なのか、そうではないのか、あの人たちとは、家族のことなのか、


そうではなく、友人のような、知り合いをさすのだろうか。


家族が居るとして、どうして行方不明になった子供を放っておくのか、


見つけられないだけなのか、探す気がないのか、


そもそも、剣菱キコは偽名なのか、だとしたら、その程度のことで、


警察を欺けてしまえるものなのだろうか。


記憶があるとしたら、なぜ、キコは、家に戻ろうとはしないのか。


考えれば考えるほどに奇異な状況なのだ。


わからない。わからないことだらけなのだ。今は、


ただ、俺たちといま一緒に居られるという、この状況を、社会的に許されてしまうキコは、それだけ過酷な状況にいたということ、それだけは事実で、


いま、それらすべての謎が解ける。


そうして、あの時の話と、これから聞く話のすべてを、旅木に伝えたとしたら、


キコはどうなってしまうのだろうか。


旅木がなんとかするにしても、すべてに対応できるわけじゃない。


どんな目に合うのだろうか。


ここから離れて、どこかへ行くというのだろうか。


それに、キコは耐えられるのだろうか。


こんなに…ただ泣き虫な、ひとりの女の子なのに、


今も、その大きな瞳に大きな不安を貼り付けて、揺らしている。


小さな小さな女の子なのに、


 


だから、


何もわからないけど、俺は俺の選択すべき答えに、もういきついている。


 


俺は窓の外に目をやる、キコもつられるように目を向けた。


月、大きな月が、銀色に輝いている。


「…お前の記憶のこととか、家族のこととか、どうして、お前がこういう状態になったのか、お前の話を聞いてなお、情報が少なすぎて、俺にはさ、よくわからないんだよね」


まぁはっきりさせたいとも、思わないけどな、っと付け加える。


キコは俯いていた顔を少し上げた。


「…真実ってものがどれほどの価値があるのか、俺にはわからないけど…」


「少なくとも、今、お前が抱えている真実とお前が向き合うのはちょっと時期が早いんじゃないかって思うよ、俺はさ、お前を困らせたいわけでも、悲しい思いをさせたいわけでもないんだよ」


「俺は結局、今はお前と一緒に、笑い合っていたいだけなんだよな、そうしていつかお前が真実と向き合っても、へこたれない、前向きに進めるように、乗り越えられるようになったとき、その時が本当のはじまり、なんだよ」


それはとても困難で難しい道にみえるけれど、ひとりじゃなければ、支えてくれる人たちが居れば、きっと道は開けるんだ、そんなことを考えていた。


まずは、みんなで、少しずつ、キコを理解してやればいい、


ただそれだけのことなんだ。


でもそれには、やっぱり時間が必要だと思った。


今はまだ、そんなスタート地点にたったところなんだ。


 


「だから、知らない」


「今は、その時がくるまでは、なんにも知らないよ、俺は」


キコは、俺の顔を、表情のひとつひとつを食い入るようにみていた。


「でも忘れるなよ、お前が真実と向き合う準備ができたとき、俺は絶対に力になってやるよ」


たぶん、真砂も仲野もだと思うが、っと笑いながら付け加える。


「それだけだ」


キコの横顔を青い月の光が薄らと照らす。


瞳はうるうるとして、今にもこぼれ出しそうだった。


「どうして…」


「ん？」


「どうして、おにぃちゃんは、私にそんなに優しくしてくれるの？」


なんの得にもならないのに、今日だってそうだよ。


キコは続ける。


「私なんか助けたって、何にもならないのに、厄介ごとだって、普通は思うはずなのに」


なんか、…ううん、不思議だよ。


「私がおにぃちゃんにしてあげられることなんて、なんにもないのに…」


しゅんとしてキコは俯く。


「そらさ、お前の普通がおかしいんだよ」


俺は笑いながら言う。


「厄介ごとなんてこと、ないだろ、まぁあるんだけどさ、少なくともはじめはそんな節があったかもしれないけどな？」


「まぁ簡単にいや、困ってるやつが居たら、…いや、大切なやつが困っていたら、普通助けるだろ？」


そんな時ばかりは、損とか得とか、


どうでもよくはないけど、時折、どうでもいい。


何も、世界中のすべての人を助けようと、思ってるわけじゃないんだ。


自分の周囲の、自分の手の届く、ほんの小さな限られた範囲だけ、


「大切なもんは、守りたいからな」


ぐすっと鼻をすすって、キコはまた月を眺める。


俺たちはしばし、無言で月を見つめていた。


 


[image: ]


 


ふいに、キコの頭が、俺の肩に乗せられた。


眠ったのかと思ったが、キコはそうやってまだ月を見ているようだった。


こんなに落ち着いているキコは、初めてみるような気がした。


俺は、お前にとって、少しでも信頼に足るやつになったのだろうか。


「あう」


キコは俺の肩からずり落ちて、そのまま膝の上に頭をぶつける。


「うー…えへへ…眠いから…目が回っちゃった」


キコはちょっと照れくさそうに笑う、俺も笑う。


起き上がろうと頭を揺するキコ、その髪に俺は手を添えた。


なんとなく、髪を撫でてやりたくて、


「あぅ」


「…ごめん、いやだったか？」


手を放そうとする俺の手を、キコは掴んで自分の頭の上に乗せる。


キコの髪はとても柔らかく、絹糸のように繊細だった。


月の光で、神秘的なうすい青色に煌いていた。


「…俺たちはさ、いま、笑って、呼吸して、生きてる、よな」


撫でるキコの髪からは、とても安心できる香りがした。


「今はまだ、それだけでいいんじゃねぇかな」


ただそれだけで、こんなにも満たされる。


そういうことだって、あるんだ。


 


だから、これでいい、少なくとも今は、それが俺の答えだった。


「なぁ？キコ」


キコはすーすーと寝息を立てていた。


「…後で運ぶのが大変かもな」


俺は苦笑いを貼り付けて、


キコがいい夢をみるように、心から願いながら、もう一度頭を撫でる。


「おやすみ、キコ、笑える夢だといいな？」


そのまま、もう少しだけ、このままでいたいと思った。


そんな俺たちを、銀色のお月さまだけが照らしていた。


 


 


ちゅちゅんがちゅん。


「むぅ…」


日差しがまぶしい、昨日カーテンを閉め忘れたかな…。


それでも起きられない。


あの後、キコを部屋まで運んで、とかやってたからなぁ…。


かなり寝るの遅かったし、


俺はもぞもぞと体を動かすー。


むにぃ。


「！？！？？！！！？」


俺はこの世のものとは思えない手触りに目を覚ます。


ふとんをがばぁっとはがすと、


「…ぅぅ、さむぃ…」


熱のある方へ、無意識にもぞもぞと這いよる生命体がひとつ、


キコだ、そしてなぜここにいる…！！！


その生命体は、俺の膝に寄り添うと、満足したように寝ようとした。


「ってだめだろ！お前は！」


ぺしぃっと肩を叩く。


「ぃたぃ…」


と言いながらも、熱を必要としている生命体はどんどんどんどん近づいてくる。


そう、効率よく熱をとるために体勢を様々に変化させながら、


俺に絡みついてくる。


俺はキコの両肩を抱え、起こす。正座をさせる。


「ぁーおあよ、おにちゃ…ぐー」


「ぐーじゃねーんだよ！！なんでいる？ここにいる？」


部屋に戻したはずだ！確かに！あれは夢だったのか…？


「うん、キコ戻ってきたの。おにちゃにおやすみ言ってなかったし…」


俺の努力を無駄にしてくれてありがとうよ！


そして果てしなく眠そうなキコ、ゆらゆらしている。


「と、ともかく、戻れ！こんなとこ、母や父に見られたら…」


俺は朝の寒さとは別に、ぶるっとした。


「…でも、キコの部屋のおふとん冷たいよ？」


「そんなこと知るか！帰れ！」


「むぅ」


キコはちょっと機嫌が悪くなったみたいな顔で、かたつむりのように布団潜った。


「貴様…、俺の言うことを聞かんか！！」


「やだーさむいー」


俺は布団をひっぺがそうとするが、キコも負けじと包まろうとする。


「くぅぅぅぅぅぅ…！！こいつ…どこにこんな…力を…！！」


「むむっむうむむむうむう！うーうーうー！！せいぎはー勝つんだよー！」


まさに拮抗していたその時、


「ちょっと！朝からうるさいわよ、新！」


無残にもドアは開いた。


バタン。


そして閉まった。


「ちょ！お袋！ちがうからな？これは、その…間違いっていうか…」


俺はあわあわとベッドから降りようとしてー。


「隙ありぃ！！！」


キコはムササビのごとく立ち上がると、俺に被さってきた。


あぁぁぁっぁぁぁぁあぁぁ！！！なんだかいろいろとやわらけぇし！！！


「ぶはぁ！」


俺は無理やり這い出でると、


「…おはよう、新くん…」


旅木が任王立ちしていた。


「お…おはよう…ゴザイマス」


「…素敵なモーニングだね」


旅木は黒い手袋を両手にいそいそと装着する。


「旅木さん…いろいろと勘違いが生じているようですね？まずは冷静に話し合いましょう」


うん、それがいい！！っと俺はぽんっと手を叩く。


「…歯を食いしばれ…」


「ぜんぜん人の話聞いてねぇし！！！！！！」


１時間に及ぶ、俺の逃走劇がはじまったのは言うまでもない。


 


「もぐもぐぱくぱくむしゃむしゃもりもり…」


かちゃかちゃかちゃかちゃと、食器が積み重なるような錯覚を覚える。


久しぶりの朝の光景だった。


「まったく、朝からいい運動になったよ…」


俺はもそもそとトーストをかじりながら、旅木を見る。


結局あのあと、キコが布団から出てきて、俺たちをリビングまで追いかけ、旅木におにちゃんをいじめないでー！！っと言って、旅木を静止させてくれた。


だがもちろん、そんなことで完全に静止するような旅木ではない。キコちゃん君は優しすぎる。あんなことをされて、そのうえ彼をかばうなんて…君は…。


旅木は泣きそうだった、そして怒りはＭＡＸになった。


再び、俺の部屋に舞い戻る、防戦一方の俺、そこにまたとてとてとキコがついてくる、そして放たれる、キコの最終兵器。


もう！たびーきーなんて…だいっきらい！！


そして自律式ロボット兵器タビーキーは完全に沈黙した。


現在、旅木は俺の前の席で、動く屍と成り果てている。もはや何人たりとも、


彼に言葉を届けることは不可能だろう。さようなら旅木、そしてありがとう。


「おかわりー！！」


それと打って変って、キコは元気そのものである。何回おかわりするんだこの娘は、本当に。しかし、昨日とかを思えば、これはうれしい変化だった。


なんだか食卓に明るい雰囲気が戻ってきたようだった。約１名を除いてだが、


「はい、キコちゃん！まだまだあるわよ！でも、お腹壊さない程度にね？」


母は元気の良すぎるキコに逆に、心配そうだった。


「うん、うん」


「キコ…さん、よかったら、こっちのも食べるといい」


父は照れながらも、俺と旅木と父の朝食のおかずが乗った大皿を移動させる。


「えーパパさんいいの？」


ぱちくりしながら父を見るキコ。父は俺をちらっとみる。


「あぁ、私はもう大丈夫だし…、旅木さんは…」


旅木はまだ屍状態だった。


「俺もこれだけあれば、十分だよ」


もともと朝は食べられないのだ。


キコは母を見つめる。


「まったく、この家の男は…ごめんね、キコちゃん、食べちゃってくれる？」


「わかったぁ！！！」


もぐもぐぱくぱくむしゃむしゃもりもり…。


すっげぇな、まじで。ほんとによく食うよなぁ…俺はその栄養のほとんどが行き着く先に自然と目が留まる


なんだか、日に日に…。


そんなことを考えていると、キコと目があった。


「あ…あらた」


「…な…なんだよ？」


思わず動揺してしまった、ごめんなさい、そういうつもりで見てたわけじゃなかったんです。


もうしません。


ってなんだか珍しいな、キコがそう呼ぶなんて。


「ごめんなさい」


「…なんだよ、いきなり」


謝らなきゃなのは俺なんだけどね？


「あらたは、おにっちゃんじゃないのに、そんな風に呼んで」


「私、気づいたんだよ！あらたは、おにちゃんじゃなかったんだって」


そんなん当たり前だろ！っとはあえて突っ込まないことにする。


「わかった、繰り返し言わんでもわかるよ」


「あらたは…もっともっと特別な人だったんだって…」


ん…んんん！！？なんだか空気おかしいよ、これ、


俺は周りをみる、父も母もニヤニヤニヤニヤしていた。


旅木は屍のままだった。


キコは、熱っぽいような、普通のような、よくわからん眼差しで俺を見ていた。


「…な、なんだよそれ…、いいから飯食えよ、遅刻しそうになったら置いてくからな」


「！！！がんばる！！！」


むちゃむちゃぱくぱく、キコは食べ続ける。


その姿を俺たちはなんとなく微笑ましく見つめてしまうのだった。


 


靴を履いて、玄関に立つ。


振り返るとキコは靴に悪戦苦闘しているようだった、


それもそのはず、キコのいままで履いていた靴は俺が紛失してしまったのだから。


「…今日の帰りに、靴買ってこうな…」


「うん！でもキコこれでもいいけど…」


「それ、母ちゃんのだから、な？」


「だめなの？」


「まぁ…借りてるわけだし、お前も自分のほしいだろ」


「そうかー…わかった！」


まぁこいつならなんでも似合いそうだけどさ…。


「あ！そっか！でーとの続き、だね？」


こいつはまた、突拍子もないこと言う。


俺は年甲斐もなく赤くなった。


「…そういうんじゃ、ないけど…」


「ちがうの？」


「…ま、まぁそんなもんかもな」


俺は言葉を濁す。


「さ、行くぞ」


「あーまってっまって」


いってきますーっとキコの元気な声が玄関に響いた。


 


いつもの通学路、みんなと合流する歩道橋は、もう少し先の方だ。


その途中の大きな橋で、キコは突然ゆっくりと減速しながら止まった。


橋の先、隣町を眺めているようたっだ。


隣町といえば、


デートで一度行った場所、すなわち、キコが言うあの人たちに会った場所だ。


朝の賑わいから、一転しての今の静けさに、俺は意識していなかったけど、


どこか不安を覚えていたのかもしれない。ふいにこんなことを聞いてしまった。


「どうした、お家が恋しくなったのか？」


俺は冗談まじりに、キコに言った。


あんまりにもじっと、隣町を眺めるキコの姿に何かを感じたからだろうか。


キコも朝の賑やかさの中に、埋もれかけていた何かを、この静けさの中で感じ取ったのかもしれなかった。


あの町には、キコの実家があるのかもしれない。


でも、キコが帰りたいと思うのなら、それもまた答えなのだ。


それでも、俺は何も変わらない。キコの力になる。そう誓える。


 


キコは、少し思案するように目を閉じると、ゆっくりと開いて、


「ううん」


っと応えた、俺は少しほっとした自分に気が付いた。


「…そりゃそうか、こんなとこから、見えるわけ、ねぇもんなぁ」


俺は強引に会話を終わらせようと試みる、変なこと言って悪かったなっと、


キコはきょとんとして、


「いまは朝だから、うっすらだけど、ちゃんと見えるよ？」


「なんだ、それ？」


また、いつもの何かの設定なのか？


「いつも一緒なんだよ。見えなくても、そばにあるんだよ」


「すまんが、抽象的すぎて…まったく言っている意味がわからん」


「おうちの話でしょ？」


「まぁ…な」


 


「キコは月からきたんだもん」


 


そう言って屈託なく笑う。


その瞳はまっすぐすぎて、冗談なのか、本気なのか、俺にはわからなかった。


「そう、だったな…」


俺は愛想なくそう応え、いつか、そんなことを言っていたのを思い出す。


キコは、ぶすぅっとして、信じてない～っと不満そうに頬を膨らませた。


信じろってのは、無理がある。なんせめちゃくちゃな設定だからな。


ＳＦ過ぎる。月からきた少女、か。 


 


ふと、目があったキコは、不思議だった。


 


青い、青い月の光を、本当に本当にうっすらと帯びているようなその姿、


朝の冷たい風のせいなのか、はたまた光の屈折なのか、


憂いを帯びたその儚く青い光は、キコの全体をさらうようにして、


最後に、キコの輪郭を青く美しい光で柔らかく強くゆらすと、


きらきらと、どこかに消えていった。


その一瞬の神秘的な光景は、


儚い、本当の最後の輝きのようにも見えた。


 


俺は軽く目を擦る。


 


お前は…本当に…？


そんなつまらない言葉が出かかって、俺は口をつぐむ


「どうしたの？」


キコは俺を不思議そうに覗き込む。


「いや…」


「うん」


 


「まぁ…あれだ、キコが、月面人だろうと、地球人だろうと、キコはキコなんだから別にいいかっと思ってな？」 


ぱちくりとして、こちらを見たキコは、どこかほんのりと頬を桃色に染めていて、


 


 


うかつにも、それは、とても、きれいだと、思ってしまった。


 


えへへっと笑って、はにかみながらキコは言う


「キコはね、今日朝起きたら、地球人になったみたい」


「おま…飛ばしすぎだろ…その設定は」


意味がわからんよ、本当に、


設定じゃないもん！っとキコは続ける。


「おにのちからは消えたんだよ」


あらたがキコを変えてくれたから、大切な気持ちを教えてくれたから、


全部、あらたのおかげだよっとキコは微笑む。


「あぁ、そうなのか」


よくわからんが、まぁ役に立ったってことかな。


「キコねぇ」


俺の思考をぶった切るように、キコが話しかけてくる。


「なにかあっても、みんなが、あらたが助けてくれる、そう思うと、なんだか怖くないんだよ」


「あぁ」


そいつは責任重大だな、っと俺は笑いながら言う。


「あらたのこと、だいすきだよ」


「え」


いきなりの言葉に俺はドキリとする。


「あらたが一緒に居てくれれば、これからどんなことがあっても…大丈夫だよね！」


「そう…だな」


キコは少し頬を赤らめて、手を伸ばし、俺の手を掴んでくる。


「あらたは？…キコのこと、どうなの？」


大切なやつなんでしょ、っとぷるぷるしているキコ。


その時、遠くから、おーいと声がする。


「あ、真砂と仲野だ、あいさつしないとな」


「あー！！あらた！ごまかした！」


キコはぷりぷりする。


「誤魔化して、ねぇよ別に」


 


 俺は限りなく赤に近い頬を隠すように擦った。


「おっはよー！キコちゃん、ご機嫌いかが…ってめっちゃ不機嫌じゃないですか！？」


仲野は止せばいいのにキコに寄っていき、


「…キコちゃん…君にそんな顔、似合わないぜ？」


「ひとしに言われてもうれしくない」


バッサリだった。


「あら、キコも言うようになったじゃない」


「…お前の性格がうつったんじゃねぇのか…」


あらたがキコをないがしろにするからだよー！っと声が聞こえてくる。


「ん？あらた？」


真砂はちょっと驚く。仲野は凍りついたようだった。


「どどどどどっど…」


「ドレミの歌か？」


「ちがぁあああああう！！！！なんで！！キコちゃんにお前、下の名前で呼ばれてんだよ！！！」


「お前もひとしって呼ばれてるじゃないか」


「そーじゃないんだよ！！！ギャルゲでは、愛称の変更は二人の関係の進展を意味すんだ！！！！なんだ！！お前らなんだ！！なにがあった？！」


「別に何も…」


仲野はキコを見る。キコはもじもじして、ぽっと頬を染めた。


「ああっぁあぁぁぁ！！なんんんだよ！！フラグ立ちまくりだよ！！男女の仲決定だよおぉぉぉぉぉおぉお！！！！」


ばりばりばりばり頭を掻く。


「だだだっだっだ、男女の仲！？？あんたたち…昨日の今日で…まさか…」


真砂は信じられない、っといった表情で俺たちをみる。


「ち…ちがうよ、そんなわけないって…変なこというなよ仲野！なぁ？」


俺は同意を求めようとキコをみるも、キコはー


「ぬふふふ」


とっっても悪そうな顔をしていた


「さぁねぇ？キコよくわかんない！でも、昨日あらたは、キコのこと…」


俺は咄嗟にキコの口をふさいでいた。


「ふぶぶぶ…ふぁにふんのー！！！」


「お前は火に油を注ごうとしている。そうに決まっている」


しかし、この行動もいけなかった。


仲野も真砂も、俺のリアクションで何かを勘違いしたようだった。


「やはり…か…」


仲野は泣いた。大泣きだった。


「く…口にはできないようなことを…したのね！？」


真砂はぷるぷるしていた。


「おっと！やばいぞ？そろそろ遅刻、してしまいそうだ！」


もはや俺は脱兎のごとく逃げ出すしかない。


あー！あらた、また逃げた！


俺は通学路を走り抜ける。俺のあとをキコがまてー！と楽しそうに追いかけてくる。


さらにあとを、仲野が、真砂が、嘆きや怒号を交えながら追ってきた。


 


角を曲がる。


「あう」


キコが慌てて転びそうになるのを、俺は咄嗟に後ろを向き、その手を掴んだ。


「え…えへへ…ありがとう、あらた」


「大丈夫か？」


「うん」


キコは微笑む。


「あぁぁぁっぁぁああ！！！！」


角を曲がったところで、愕然とする仲野、また涙がほろり、こぼれた。


「おぉぉぉぉおおっぉお…お手手、つないで登校かよ…」


崩れ落ちる仲野、というか注目すべきはそこ、なのな。


「藪………あんた…！！！！」


そしてぶち切れ寸前の真砂がそこに居た。


「やばい…」


俺はそのまま走り出す。


「あらたー！はやいー！」


はふはふしながら、キコは俺に引っ張られる。


「気合で走れ！！俺の命がかかってんだ！！！」


「らじゃりました！」


真砂は仲野を再起動させるために、尻を蹴飛ばしていた。


俺たちは手をつないだまま駆ける。


 


なんとなく頬にかすめる風が、ほのかに暖かい気がした。


いずれこの通学路も、桜で埋め尽くされることだろう。


後ろを振り向くと、一足お先に春が来たかのように、


満開の笑みで笑っているキコがいた。


 


[image: ]


 


俺たちの新しい生活は、いまここからはじまるのだ。


そんなことを思った。


 


俺たちはそのまま、校門を駆け抜けた。







 


 


 













         


 


 


 













         


 


 


 













         


 


 


 













    ハイファイすぎなセレナーデ
    ちちちちちちち…。


 


朝、カーテンから差し込む日差しのぬくもりに瞼を温められ、


目を開けた俺は、正直、あまり眠れたとは言い難かった。


「…っつ！やっぱ、まずいだろ…！」


俺は布団に包まって、赤面しながらごろごろする。


 


そう、今日はデートなのだ。


それも…真砂と。


「…いやってわけじゃねぇけどさ…！」


照れくさい、もんのすごく、照れくさい！


「…そもそも、手を握ったとか、そんなの幼稚園とかそこらだし…」


 


真砂のことを、異性として意識したことがないわけではない。 


でも、いつからだったか、


お互いに居心地の良い距離感を取るようになって…。


そういう面倒な男女の意識を持たないようになって…。


そうやって築き上げた今の距離感が、より居心地良くなって…当たり前のようになって…。


そんな感じで親友というか…幼なじみをやってきたってのに…。


しかし、今回のこの事件は、あらためて、真砂を異性として強く意識させられる出来事なわけで…。


「うぁぁあぁ！！！だめだ！意識するな！俺！考えちゃいかん！考えるな！」


 


そう、ここまではっきり話せばお察しの通り、俺は真砂を選んだ。


せっかく、真砂が恥ずかしいのを堪えて、俺のためにあんな嘘までついてくれたのだ。


それを蔑ろにしたら、罰が当たるってなもんさ。


真砂からしてみたら、幼なじみというか、親友のような俺が困ってるのを、黙って見てられなかった、


みたいなものだろうか。


なんだかんだ、あいつは俺のことを気にかけてくれていて、


いつもこうやって困った事態になった時には、助け舟を出してくれるやつなのだ。


 


「…それにしても、今回はケースがケースなだけに、真砂の作戦も俺の予想を上回ってきたというか…」


まぁ、あの状況で、キコ相手だ。


冷静に考えても、真砂の発案以外の有効な回避策は、ぱっと出てこない。


 


ちなみにキコは、俺が真砂との約束を優先したことに、う～っと唸っていたが、終始怪しみながらも、結局はやくそくならしょうがないね、っと引き下がってくれた。


それは大いによかったのだが、そのあとがいけなかった。


どこいくの？とか、待ち合わせ場所は？とか、今度は真砂を総攻撃、真砂はあわあわとなりながらもなんとかかんとか、適当に話を合わせた。


そこで一旦、この話は終わったに見えたが…。


そのあと真砂と仲野が帰宅し、俺も部屋に戻ったあとに、真砂からメールがきた。


 


『本当は、言葉だけで済まそうと思ってたけど、明日は、デートした方が良さそうね』


 


俺はこの文面を３回くらい見直して、椅子から転げ落ちるほどびっくりした。


そのあと続いた真砂とのやり取りをまとめるとこうなる。


 


つまり、あれだけ根掘り葉掘り聞いてきたキコが簡単にあきらめたり、信じたりするはずがないと、十中八九、後をつけてくるなり、藪の動きを見張るだろうと、そこでもし、藪が1人ぼんやりと過ごしていたら…。


まぁ…そういうことだ、瓢箪から駒というか、嘘からでたまことというか…。


ともかく、俺は、今日真砂とデートする、わけだ。


「だから！意識するなって！」


うおぉおぉぉぉぉぉ！！！！


俺は朝一から、身もだえつつベッドの上をごろごろと転がる羽目になったのだった。


 


 


そうなんだよ、考えてみれば、ごく簡単なことだ。


いつも通り、そう、いつも真砂と出かける時のような気持ちで…。


「って、２人っきりで出かけるなんて何年ぶりだよ！？」


俺は待ち合わせ場所まで向かう途中、1人突っ込みを入れながら歩く。


スッと何気なく周囲を見回してみる、天気は快晴、川沿いの土手は、何のことはなく、いつも通りに心地よい風を吹かせている。しかし、そんな天気にも似合わず、俺は違和感を感じずにはいられない。


異変、そんな言葉が頭をかすめる。


 


朝、起きて食事をしている時から、その異変は起きていた。


そうキコがいないのだ。


あの傍若無人を絵に描いたようなやつが、朝からいない。


それは素敵な一日の始まりに見えて、実はとんでもない罠だということは、


いくらなんでも俺にもわかる。


母曰く、なんか朝早くから出かけたらしい。


一見なんともないような話だが、キコが家に来てから、早起き…は、まぁ毎朝のこととしても、朝早くから出かけるのは、これが初めてである。ぶっちゃけ怪しい以外の何ものでもない。


俺は直感で思った、やはり真砂の言う通りだったーと。


 


一見のどかに見えるこの景色、しかしそれこそが、大いなる異変であり、違和感の正体なのである。


「…どこかに潜んでたり…してな…」


そんな自意識過剰な妄想を掻き立てていると、待ち合わせ場所が見えてくる。


この土手に出れば、ほぼどの場所から見渡しても、見つけられそうな大きな木。


ガキの頃、友人達とよく使っていた待ち合わせ場所。


「お、いたいた」


そういや、なんでここを選んだかわからんな…駅からは少し離れてるし、


これからどこに向かうにせよ、あまり利便性の良い場所ではない。


そういや、今日ってどこに行くんだ？


そんな素朴な疑問が頭をもたげたその時、俺は真砂の姿を見て息を飲む。


 [image: ]


 


ふわふわのワンピースでした。


 


ごくり、俺は一度唾を飲むと、入ってはいけない世界に入ってしまったことを少し後悔した。


ばかな！真砂なんていつもいつでもジーンズにＴシャツみたいなやつが…！！


現実を受け入れられず、ぼんやりとしていると、遠巻きながら真砂と目が合った。


真砂はニコォっと笑いかける、俺はそれに応えるように踵を返してその場を去ったー。


「ってゴラァ！！！！待ちなさいよ！」


「ヘブンスゥ！！！」


見事なボディーブローに俺は身悶える。相変わらずいい腕、してるぜ…。


真っ白でふわふわのワンピースに短めのブーツという、いかにもお嬢様！といった装いの真砂はいきなり見た目に反したアクションをとってくる。紺のジャケットが唯一、真砂らしい部分というか…そんな真砂を地べたから見上げると、真砂は恥ずかしそうに、でもきちんと俺の前に立って、話しかけてきた。


「…な、なんか言いなさいよ…」


「…お、おはよう…」


「そ、そうじゃなくて！」


恥ずかしそうに、しかし一生懸命に何かを訴える真砂。


わかってるよ、俺もここまで言われたらさすがに気づくさ…。


「真砂…」


「な、なぁに？」


「今日の服」


「…（ゴクリ）」


 


「寒くないか？」


「…」


 


すると真砂は、恥ずかしそうに右腕を、下から上に突き上げるようにしてー。


「ガンボボ！！！！」


俺はあっけなく、宙に舞いあがったのだった。


 


「…帰る！もう帰る！」


「お、おちるけ、まふな…」


「呂律まわってないじゃない！」


「おまへのせいらよ！」


まぁ、素直に真砂の姿を見られない俺も俺なのだが…まったく、いかにもなカッコしてきやがって…これじゃまるで…かー！意識させるなっつーの！


「…なに赤くなってんのよ？」


「べ、べつに…つーか、今日はほんとに…その、行くのかよ？確かにキコは朝から居なかったけどよ…」


「…なぁに？…いやだったの？」


おいおいおいおい！そんなあからさまな悲しい顔すんなよ！俺が悪い人みたいじゃないか！


「…い…いや、むしろ助かるっつーか！まぁそんな感じなんだけど…ほら…どこいくとか、さ…全然考えてないじゃん？」


「あんた昨日のキコへの話聞いてなかったの！？つーか男なのに昨晩何も考えてなかったの！？」


「いや！だって！昨日はお前がいきなりべらべらしゃべるからさ！俺だってもう、その前の…あれだよ、約束してたー！って下りで頭パンクだよ！」


「ふ、ふん！そこらへんは仕方ないわね…！ま、まぁ一応、私が考えてきたから…」


「す、すまんな、なんだか…」


「本当よ！本来なら、藪がエスコートすべきなんだからね！」


「わ、悪かったよ…」


そう言いながら真砂はポケットから紙を取り出して…。


「え、えぇと…最初は…」


「って長！」


真砂の取り出した紙、というか巻物は、全長１メートル以上はありそうだった。


「おまえ…これ、作ったのか？」


「えっ！！…えぇ…だって綿密な計画無くして成功はありえないって…ミコ先生が」


「綿密すぎー！！」


なんだよ！計画って！ミッションインポッシブルも真っ青だよ？！この長さ！？


「うっさいわね！文句ばっか言わないでよ！こ、こっちだっていろいろ考えて…えぇと…あれ？どこまできたっけ？」


真砂は必死に、巻物から今の自分の進捗状況を確認していた。


…そういやぁ、昨日キコには洋服買う、みたいなこと言ってたっけかな…？


真砂をちら見すると、ぶつぶつ言いながら巻物をくるくる回し何かを探している。


ただでさえ、長い巻物、でも真砂のことだから、付箋とかも碌につけちゃいないんだろうなぁ。


いつも通りにあわあわと頑張る真砂に、心なしか緊張が解けた気がした。


「なぁ」


「…いま、話しかけないで…」


「とりあえず、隣町までいかね？」


「だから！気が散るって…え？」


「ほ、ほら、ここだと落ち着いて読めないだろ？何するにせよ、隣町の方が、なにかと都合がいいだろし…」


「…」


しばらく、くるくると巻物を弄っていたが。


「…そうね…そうしましょ」


結局、そう言って俺たちは駅に向かって歩き出した。


「…ミコ先生も基本従った方がいいって言ってたし…」


「ん？何か言ったか？」


「な、なんでも！」


「？」


 


 


そんなこんなで、隣町。


改札を出たあたりで、すぐさま鼻をくすぐるクレープのいい匂い。


「さってと、とりあえず、喫茶店でも入るか？」


「なんで？」


「いや、巻物見るんじゃなかったのか？」


「…いい、とりあえずもっと感覚的に動きましょ」


「そ、そうか…しかし、ここからどうするか…」


さっと周囲をみると、まず目に付くのはショッピングモール、まぁデートというのであれば、妥当なとこか、こいつ服見るみたいなこと言ってた気がするし。


「じゃぁちょっとぷらついて…」


「いいえ」


「え？」


「あたしに作戦があるわ」


「は？作戦？」


「あたしの予想では、彼らはあたしたちをしっかり尾行してきてるはずよ…」


「キコか？…でも彼らって？…あ！」


「そう、キコがこんなに静かに行動をとれると思う？これは単独ではないわ、たぶん仲野が噛んでるはず…」


「し、しかし、キコと仲野だけでも十分騒がしいと思うが…」


「うん、確かにね、でも現状では尾行されてるか、されてないかもわからないほど高度な技が用いられてると考えると…うーん…もう一人プロが噛んでいる可能性も…」


「プロ…？っ！旅木さんか？！」


あの人こんなことに巻き込まれちゃダメだろ！…だが、いつものキコへの対応を鑑みるに普通に協力してそうで怖いよ…。


「まだ単なる仮説よ、仮説、仲野は濃厚だとしても…旅木さんはねぇ…社会人で大人だし…良識があると信じたいわ、まぁ今のところ、とりあえず複数人で尾行している可能性は極めて高いってとこかしらね？」


「ま、まぁ確かに…」


確かに、キコのみで動いてたら、すぐわかるだろう。すぐに俺たちに話しかけにきそうなもんだ。


「もしくは、まったく尾行されてないか…それをまず、はっきりさせましょ」


尾行なんてされてないよ！と言い切るにはあまりにも朝から違和感バリバリだからなぁ。


確かめる必要はあるかもしれん。


「わかった…で、どうするんだ？」


「あそこよ」


そう言って真砂が指をさした先には、映画館があった。


  


最後に来たのはいつだったか…。


すっと目を眇めると、アニメ、恋愛、アクションなどなど、なかなか豊富な映画のラインナップ、しばらく来てないうちに、いろいろ増えたようだ。しかし、デートで映画なんて、いかにも、だよなぁ。


真砂は、どうやら観たいのがあるらしく、着いてそうそうチケットカウンターに走っていった。


もちろん、お金は俺のおごりだ。なんだかんだで付き合ってもらってるわけだしな。


しかし、真砂ってどっちかっていうと運動系だし(てんでダメだけど)、あんまり映画とか観るイメージないよな…。やっぱアクションかな？いやいや…ベタに恋愛映画ってのも、やつならありえるかもな…。


そんなことを考えていると、真砂がチケットカウンターから戻ってきた。


「さ、行きましょ」


「ちょおっと待てぇぇぇぇ！！！」


「？なによ？」


「なにって！おまえ…」


俺の手には、つい先日公開されたばかりの「魔法少女るくるく～そんなこと異われても～」のチケットが握らされている。


まじで？！意外過ぎだろ！どんなセレクトだよ！？


「言ったでしょ？作戦だって、あの子がこれを観て騒がないわけがないわ…くっくっくっ…ちょこざい尾行などひねりつぶしてくれるわ…！」


真砂は黒いオーラを出しながら、目を光らせている。なんか目的変わってないか？というのはとりあえず置いとこう。


「う…しかし、これを見るのは…」


かなり、というかめちゃくちゃ恥ずかしいぞ！るくるくて！


「よく見なさい」


真砂は落ち着いた声で言うと、るくるくがこれから上映される、館内劇場の扉に吸い込まれていく人達を眺める。


「ほら、子供ばかりかと思ったら、意外と大人が多いのよ、これなら恥ずかしくないでしょ？」


「…」


俺は絶句するしかなかった。


 


 


…映画が始まってから、１時間ー。


 


ポップコーンも粗方食べ終わり、コーラをずるりっと一飲みしたところで、となりの真砂を見てみる、なんだ、案外しっかり観てるな。感心感心。


はじまってすぐは、ちょいちょい小声で話していたが、今はスクリーンに釘付けの真砂である。


まぁ微笑ましいからいいか。


ちなみに今の状況はというと、主人公、星野ミクが月の力を失ってしまい、もうるくるくに変身できなくなっているのだが、そこを今まで出会った数々の人に助けられて、再び力が使えるようになっちゃうかも？！みたいな展開、子供たちがスクリーンに映る、星野ミクに応援を送っている。


しかし、デートとはいえ、どうなんだろう？映画というのは？当たり前だけど、お互い話すことができないまま、２時間束縛されるわけだが、初デートみたいな感じだと、よほど気心が知れてないと、この沈黙が結構厳しいかもしれないなぁ。


などと、そんなどうでもいい自論を展開していると…。


「るくるくー！がんばれー！」


子供たちの声に混ざる、よく聞いたことのある声。


「…お、おい、真砂！」


俺は超小声で真砂の耳元に話しかける。真砂は想像以上に超真剣に見入っていて、俺の声掛けにイラッとしたようだった。


「…なによ！いまいいとこなん…」


「そうだが…いま、キコの声しなかったか？」


「え？」


一応、俺の話を聞いてくれてるが依然、真砂はスクリーンに釘付けである。俺はそのまま、声のした方を探してみる、暗いので定かではないが、まるで耳の垂れたウサギのようなシルエットがぴょんぴょんと大はしゃぎでスクリーンに向かって応援していた。


「はぁ…」


わかりやす過ぎだろ…。つーか、今までよくばれないようにできたね？仲野か旅木さんかわからんが、お前らすごいよ！


「やっぱ、居るみたいだな…」


「…」


真砂さーん、おーい。


まぁ…別にこのまま最後まで見てもいいけどさ…。そもそも、あいつらが尾行してるってことに気が付いたところで、俺たちはどうしようというのだろうか？いまさらだが、あいつらは尾行がバレたからやめる、ような一般的な発想をもってるとは思えない。


しばらく、スクリーンを観ながら逡巡していた真砂だが、突然。


「…出ましょう」


「え？」


「逃げるのよ」


「いやいやいやいや…そこまでする？」


「…う、だ、だってほかに方法浮かばないし…」


「でも、最後まで観たいんじゃ…」


「そ、そうだけど…そもそも作戦で入ったんだし！」


もんのすごく展開が気になるようで、ちらちらちらちらとスクリーンの方を観ながら、真砂は腰をかがめつつ席を立つ、そしてそのまま、出入口に向かう、とー。


「へいへいへい…！ちょっと待つんだ、キミィ～まだ物語はおわちょろんすべ！！」


出入口で、カッコよくポージングして待ち構えていた仲野は、ずるずるとその体を横たえる。


「逃げるわよ！」


ばぁん！と館内劇場の扉が開く。俺と真砂は走り出す。


「ふ、待ちたまえ！どこへ行こうというのかね？！」


仲野はツカツカと追ってくる。さすが、あの程度ではびくとも…。


メキキ。


「…きゅ…」


仲野…もはや何も言うまい…つーか真砂さんの行動速度こええ。


「走って！」


「…ちょ！…おぅ！」


真砂は俺の手を取る。


「…ぐ、ぐげろにも…」


さきほど一瞬でスクラップにされた仲野が、ターミネーターばりにまだ追ってくる。


「しつこいわねー！ほんとに！」


「なぁ…俺が言うのもなんだけど、手加減してやれって…」


「ばか！手加減なんてしてたら、あいつ倒せないでしょ！」


俺たちは、まだ立ち上がってくる仲野に背中を向けて、その場を足早に立ち去るのであった。


 


 


「はぁ…はぁ…」


「あんた…走り過ぎよ…」


「撒いたか？」


「…そうね…もう、いないみたい」


ふぅっと息を吐くと、俺は近くのコンビニ前にあったベンチに腰かけた。


真砂も釣られて座る。


「まさか、仲野が追ってくるとはな…」


これで、真砂の仮説が正解だったことが、あらためてわかったわけだ。さらに言えば悲しいことではあるが、仲野が追ってきたことで、キコのそばに誰かついている、ということまで証明されてしまった。


でなければ、仲野の性格上、キコを置いていけるわけがない。つーか、旅木さん、あんたなにやってんですか…いろいろがっかりですよ。


「はっ…それにしても、映画の続き、何気に気になるよな…」


「そうね…意外と面白かったわ…」


「お前、結構真剣に見入ってたもんなぁ」


「なぁに！あんただって…」


ときて、真砂が止まった。


視線の先を見てみると、どうやら、俺と真砂の手が繋がれて…。


「ご、ごめん」


俺はさっと手を離した、そういえば、逃げてる時に握られたんだっけ…。


「別に………」


「ん？」


「…なんでもない！」


俺たちはしばらく、そうしてベンチに座っていたのだが、いい加減腹も減って来たので、喫茶店にでも入ることにした。その道すがらウインドウショッピングでもかましつつ…なんて、なんだか、いつもと違うよなーこの感じ、さっきの手のこともある。真砂も俺もどこか、おかしな感じ。まぁしかしここまでくるとさすがにデート、という言葉で動揺するようなことはなくなってきたが…。


「あ、この服かわいい…」


「ん？」


こんな話をしたのは、たぶんはじめてではなかろうか。


「どう、思う？藪」


「んー」


いつも真砂が着ているのに近い、ハーフパンツとカットソーの組み合わせ。


「…いいと、思うけど、おまえ、いつもボーイッシュな感じだよなぁ」


「なによ…いけないっていうの？」


顔を赤くして真砂は怒る。


「いやいや！悪いっていってんじゃねーよ、なんつーか、その…」


「？」


「い、いまの、今日のカッコも悪くねーなってな？」


「な！？こっこれは…！ミコ先生セレクトなんだから！悪いわけないでしょ！」


益々、顔を真っ赤に怒る真砂、そのうち角でも生えてきそうだった。


「怒るなよ…一応褒めてんだからさ…」


「お、怒ってないからー！褒めてるようにも聞こえないけど！」


ぷりぷりしたままどんどん行ってしまう真砂、俺は、ウインドウショッピングなんて、ただ見るだけじゃんーとか思ってたけど、案外デートっぽいんだなぁとつくづく思った。


 


俺たちは手近なところにあった喫茶店に入る。


「腹減ったなぁ…」


「動いたからなおさらね」


真砂は目をキラキラさせながらメニューを見ている。俺もメニューを覗く。


「ナポリタン…もいいな、ホットサンドもうまそうだなぁ…」


「じゃぁ、私がナポリタンたのむから、藪はホットサンドね、一口交換しましょう」


「それはいいな、っていうか…それだとホットサンド一切れと、ナポリタン一口が等価交換にならないか？」


「さぁねぇ？」


く！やはりだ！奴はホットサンド一切れと、ナポリタン一口を等価交換する気だ！


 


ピリリリリリリリリッ。


 


「ん？」


俺の携帯が鳴っている。着信は旅木さんだった。唐突に嫌な予感が頭をもたげる。


「なんだよ…やれやれ」


「どうしたの？」


「いや、ちょっと出ていいか？旅木さんみたいだ」


「…そう、なに、かしら？あたしたちに謝罪でも？」


ちょっと前まで底なしに明るかった真砂の声が沈む、こいつ、勘だきゃぁいいからなぁ。


たぶん、あんまり良くない電話、それに気づいたのかもしれない。


「…もしもし」


『もしもし！新くん！？お楽しみのところ大変申し訳ないのだが…』


「そういうんじゃねーですから！」


 


『キコちゃんがいなくなった』


 


それは、予想されていた言葉の、斜め上をいっていたが、


なんとなく納得できてしまうものだった。


 


 


「…ごめんなさい…あたしの所為で…」


俺たちは、おいしくなくなったナポリタンとホットサンドを手早くもそもそと食べ終わると、キコがいなくなったという交差点に集合した。そして真砂は旅木さんと仲野に会うや否や、開口一番そう謝罪した。


「いや…多城くんは何も悪くないよ、むしろ、せっかくのデートに水を差してしまって申し訳ない…」


「それはいいんです…！でも…」


「おい、多城」


俯いている顔をあげる真砂、そこにはドヤ顔の仲野が…。


「お前はよくやったよ☆あとは俺にまかせとケンダウルスゥゥゥゥ！！！」


仲野は錐揉みしながら飛んで行った。相変わらず、真砂を元気づけるのがうまい奴である。


「なんなの！あんた！おちゃらけるにも場所を選びなさいよね！」


「フッ…その威勢があれば、十分だ、我々はキコちゃんを探索するチームなのだ、くだらん感傷はひとまず置いといてもらおう」


ぼろぼろになりながらそう呟く仲野、ばかだけどちょっとかっこいいぞ。


「…で、どっちに行ったんだ？」


「それが…僕も仲野くんもわからないんだ…。直前、ほんの直前まですごく元気で、はしゃいでいてそれが…」


旅木さんの話だと、俺たちを見失ったあと、キコが探すぞーっと音頭を取って、楽しそうに歩き出したらしい、仲野も旅木さんもそれについて行って…そして交差点に差しかかった。


どこに行こうか？そんな問いかけをキコにすると、キコはさっきまでの勢いはどこへやら、ぼんやりとどこかを見つめているようだったらしい。旅木さんはそれを見て、そっちに俺たちがいるのかと目を凝らす。信号が青になって人が動き出す、どこを見てるの？っと聞こうと目を戻すとー。


「キコは、居なかったと…？」


「あぁ…すぐに名前を呼んだんだけど、返事もなくて…はじめはかくれんぼか何かをはじめたのかと思ってたんだけど…。一応、このへんは僕らで探してみたんだが、見つからなくてね…もしかしたら、新くんを見つけてそっちに行ったのかと思って電話したんだが……まったくそばに居ながら、情けない話だよ…」


「仲野は何やってたんだよ？」


俺は仲野の方を向いて問いかける。


「あ、それが、タイミングの悪いことに、彼はキコちゃんに頼まれたアイスを買いに行ってたんだよ」


「…めんぼくねぇ…」


仲野にしては珍しく、意気消沈とした様子だった。


「…ともかく、僕らからしてみると、さっきまではほんと元気いっぱいで…黙って居なくなるなんて、原因は君ぐらいしか思い浮かばなくて…まさに青天の霹靂だよ…」


旅木は顔を拭くように、左手で頭を抱える。


「…ともかく、探しましょう！まだそんなに遠くに行ってないと思うし！」


さきほどからうずうずしていた真砂は勢いよくそう言い放つ。


「それに、先に藪の家に戻ってる可能性もありますよね？」


「一応、さっき電話はしてみたけどね…まぁ確かに…もう戻ってるかもしれないね」


「…まったく、すぐに迷子になるやつだな」


「ともかく、二手に分かれて探しましょう！藪とあたしでキコが向かった方の交差点の向こう側、仲野と旅木さんはキコと歩いてきた道をもう一度戻って探してください」


「なーんで多城が仕切ってんだよ！」


「なるほど、わかったそうしよう、仲野くん行こう」


「藪、いくわよ！」


「お、おぅ」


そうして俺たちは探しはじめた。 


 [image: ]


 


 


しかし、キコが見つかることはなかった。


 


 


 


暮れきった街並み、空には月が出ている。真砂は旅木さんに報告の電話をかけてくれている。


「はい…はい…すみません………でも、あたし、もう少し…はい……はい…わ…かりました、一度じゃぁ…戻り…ます…」


「…」


俺たちは、かなりこの街に詳しくなってしまった、ってくらい探した。


いままで行ったことのない場所も行ってみた。


でも、キコは居ない。


まだ、家にも戻ってない。


「…はぁ、あのばか、腹すかせてんじゃないだろうな…」


そんなボヤキが聞こえたのか、聞こえなかったのか、電話を終えた真砂に携帯で軽く小突かれた。


「…ごめんね」


 


なんで、謝ったんだ？何を、謝ったんだ？そう、聞きたかった、でもー。


「あーぁ…帰るとすっか？」


「藪…」


俺は、聞こえないふりをした、きっと聞き返したら、謝罪がはじまってしまいそうだったから、伝わらないかもしれないけど、お前は悪くないよ、って言いたかったから、だってー。


「なんか、散々になっちまったけど」


「…うん」


「今日は、楽しかったから」


「…」


「いったぁ！！！なんでぶつんだよ！！」


「うるさいうるさい！このぉあんた、いまどういう状況だかわかってんの？！」


「わ…わかってるけども…それとこれとは関係な…」


「大有りなの！」


「わぁ！だ、だから！すぐ腕振り上げんなよ！」


「うるさいうるさいー！！」


まぁ、こんだけ元気なら、大丈夫だろ。


俺はそんなことを考えながら、真砂に追われるように家路に着いた。 


月が、きれいだった。













    WALKIN'ON THE SPIRAL
    ３日ー。


 


あれから、３日経った。


依然、キコは見つかっていない。


警察にも捜索願いを出した。


あれから毎日、仲野と旅木、俺と真砂、の二手に分かれて交互に、


一方は近所を、一方は隣町を、探している。


俺たちは常に食べ物を持っている。


あいつが、腹を空かせてるだろうから…そう、思って。


「…」


「…」


３日ー、さすがに俺も堪えてくる。


はじめは「なんとかなる」「大丈夫だろ」「心配し過ぎだ」、


なんて言葉も出たけど、今は、そんな言葉もでない。


３日間、飯を食わない人間はどうなってしまうのだろう？


極端な話、腹が減って、どっかで無銭飲食でもしてくれりゃぁ救いがある。


もし、なにも食べてなかったら？どこかで動けなくなって、何も口にできてなかったら？


考えるだけで、ぞっとする。


なまじ、大食いなあいつの食いっぷりを見てるから、なおのこと不安になる。


ちらっと、真砂を見る、何も見逃すまいと、必死に物陰やビルの隙間などに意識をやっている。


こいつはほんと、ここ数日話さなくなった、昨日なんて、いきなり学校を休んでるから、風邪かと思ったら、キコを探してやがった。こんな調子じゃこいつの方が先に体壊すってもんだ。


「真砂…」


「…」


「真砂…！」


「…」


「ま！す！な！」


「！…え？なに？」


こんな調子である、まったく、心配事を増やす奴があるか…。


「…お前、今日は帰れよ」


「いや」


「いや、じゃねーだろ？お前の方が倒れそうじゃねーか…」


「大丈夫」


「かー…」


大丈夫じゃねーから、言ってんだよ！と言いたかったが、こいつは言い出したら梃子でも動かん奴だからな…。


「ごめん」


「え…」


「でも、大丈夫、だから…」


「そうか…」


眠れてないんだろう、腫れぼったくなった目でそう呟く。


「なぁ…少し冷静にならないか？」


「？」


「いや、このままずるずる歩いているのもいいんだが、少し休憩を入れて、頭をリフレッシュしようぜ？」


「…でも」


「いや、わかるよ？お前の言いたいことは…でも、今まで探した場所とかさ、一旦整理して、も少し効率的に、だなぁ…」


「…」


「ま、真砂さん？」


「…それもそうね…」


俺たちは駅の近くにある喫茶店で作戦会議をすることにした。


カランカラン。


「ふぅ…真砂、なんにする？」


「…アイスティーでいいわ…」


「そ、じゃぁアイスティー2つ、あ、レモン？ミルク？」


「ストレートで」


「じゃ、なんもなしで2つ」


店員が去ると、真砂はどさっとテーブルに体を投げ出した。


「…少し、休んでいい？」


「おう！休め休め…」


「うん…」


真砂は目を閉じる。


「…」


「…」


「…あ、すみません、アイスティー、こっちもらいます…」


「…」


「…」


…少し、眠れてるみたいだな…よかった。


まったく、こいつはいつも限界ギリギリ…いや、限界を超えて頑張るやつだからな…。


俺はアイスティーをずずっと啜りながら、ガラス越しに外を見る。今日は学校の帰りに探しているから、日が暮れるのも早い。


そういえば、まだまだ寒い日が続いている。あいつはどこで寝てるんだろうか？


風邪をひいてないだろうか？


「…くっそ…」


結局、俺の場合心配する対象が１人多いだけで…真砂のことに安心すると、やはりキコが心配になる。


こんなとこでゆっくりしてる場合じゃないよな？もっと走って探しに行った方がいいんじゃないか？もうすぐ今日も日が暮れる、そうなれば探せなくなるぞ？


そんなことばかり浮かんでくる。


「はぁ…」


なんだかんだ俺も、真砂とそんなに変わらない、気ばかり焦って冷静になんてなれるわけがないんだ。ただ、真砂まで、体調を崩したり、そういうのは避けたい。


ミイラ取りがミイラになっていいわけがない。理屈は分かるだろ？その通りだろう？でも…。


誰かを心配するってのは、そういうんじゃねーんだ、どんなデメリットを引き当てたとしても、得たいメリットがある。自分の何かを犠牲にしてもいいから、守りたいものがある。


そういうもんだ。


そんなこたぁわかってる、わかってっから…ため息のひとつやふたつ、吐きたくなるってもんだ。


そうだろ？


 


「…ん…」


「あ、起こしちまったか？」


「やだ…爆睡しちゃった？あたし…」


真砂は少し慌てたようにガラス越しに外を見る、外はもうほとんど真っ暗になっていた。


「…そろそろ、旅木さんからも連絡くる、かもな…」


「！ちょっと！なんで起こさなかったのよ！今からでも探しに…」


「お、落ち着けって！疲れてるだろ？」


「ばか！そんなこと言ってる場合じゃないでしょ！」


ずずっとアイスティーを一飲みすると、さっさと席を立つ真砂。


「…真砂！ちっ！！」


俺も慌てて立ち上がる。


真砂はここで言い合いする気はないようで、さっさと行ってしまう、まぁ俺も、もはや言い合いする気はない、例えどんな思いがあって、どういう判断をしたにせよ、それがよかったにせよ、悪かったにせよ、結局俺たちの目的は、変わらないからだ。


キコを見つけること。


その道中でどんなことがあり、どんな判断があり、どんな方法をとったとしても、


見つかればよし、見つからなければ…見つかるまで、進むだけだ。


「待てって！！」


「…ったく！藪の所為で時間ロスしちゃったわ！」


「…おま…！そういうこと言うか？」


ふん！っと息巻いて真砂は再び捜索を開始する。


「…ありがと」


「え？」


「…次はあそこ探しましょ！」


「…はいはい…」


そうして俺たちは、さらに暗くなっていく町を歩き始めた。


 


「…はぁ…はぁ…」


「お前、大丈夫か…？」


「…」


こくっと頷く、しかし言葉は出なかった。


旅木さんから本日解散の連絡がきてから、１時間弱。


真砂は、俺との休憩時間を気にして、捜索を延長したが、結局空振り。


「…そろそろ帰ろうぜ…」


「…」


言葉もなく、真砂は頷く。そしてゆっくりと歩き出した。


いつもの通学路に差しかかり、俺と真砂はお互い何も言わず、


身振り手振りで「また、明日」と手を振る。


 


真砂は力なく、手を振るう、その表情は月の明りか、はたまた街灯の光か、


それに隠されて見えなかった。


月。


俺は、何か背筋をゾクッと切り裂かれるような予感に襲われた。


「真砂」


「？」


「俺、あと１ヶ所探したいとこがあったわ」


真砂はこくっと頷いてこう言ってきた。


「…どこ行く？」


 


 


薄暗い路地裏。相変わらずごみ捨て場は腐臭を放っていた。


思えばここは、キコと出会った場所だった。


あまりにもありふれたビルの脇に位置し、少々奥まったところにある。


おまけにごみ捨て場とくれば、こんなところに来るような人はあまりいないだろう。


だってごみ捨てるくらいしか理由がわからん。


だから、完全に思考から外していたが…もしかしたら…。


「う…すごい腐臭ね…」


「ま、な」


確かに、冬だからいいものの、夏とかどうなっちゃうんだろう？


「！！」


真砂が俺の口に手を当てる、と同時に聞こえてくる声。


らん、らららん。


よく、聞いたことのある声、不覚にも、俺は少し涙ぐんでしまった。


「藪、静かに」


「？」


なんでだよ！俺はよっぽど走って行って、あいつを叱って…そんで抱きしめてやりたかった。


それよりあれだ！飯！飯食わせてやらないと…。


「ちょ…もがもがしないで、くすぐったいじゃない！」


「ふひおはえるのはえろ！（口押さえるのやめろ！）」


 


「だれか、いるの？」


 


真砂はすぐさま俺を小突く、だって仕方ないじゃん。


キコはまるでロケットのような塔から、ゆっくりと階段を使い降りてきた。


「ど、どうする…？」


小声で言う俺に、真砂は指示を飛ばす。


「まず、旅木さんに連絡してちょうだい、それから、ここから逃げられないようにしなくちゃ…」


ぶつぶつとなんか考えている真砂、しかし、キコはふらふらとしながらもしっかりと立ち、状況を窺っているようだ。


「ともかく、捕まえるわよ！」


たぶん、違和感を覚えたキコがいままさに逃げ出さん、というタイミングで真砂はキコの前に姿を現した。


「！！！ますな、ちゃん…」


「こんばんわ、キコ、迎えに来たわよ」


俺は真砂が時間を稼いでる間に、旅木さんに連絡した、どうやら近隣の警察も来てくれるようだ、一応、救急車も来るらしい。


「…どうして…」


「理由はあとでいいでしょ？ともかく、帰りましょ、お腹空いてるんだろうし…」


「やだ…」


「…どうして…？」


「…」


「やっだ！！」


「だから！どうして？！」


真砂の気迫に押されたキコはモゴモゴとわけのわからないことを言った。


「…見えなく、なっちゃうから…」


それは、この子は本当にキコなんだろうか？と不安になるほどに、別人、そう別人のような顔だった。その瞳は憂いでいるのか、悲しんでいるのか、怒っているのか、諦めているのか、なにも、なにも伝わってこない、ガラスのような瞳。


「だから…ほうっておいて？ね？もう、めいわくとか、かけないから…ね？」


キコはかろうじてニコっと笑った、それは何とも言えない寂しい笑顔だった。


真砂はしばらく、聞いていたようだったが、ふいにキコに視線を向けると、言い放った。


「わからないわ」


「え…」


「キコの言ってること、わからない」


「…」


「あたし…あたしはー」


「…」


「あ、あんたの、キコのともだち、なんだから…めいわく、なんてかけていいのよ！」


恥ずかしそうに、それでも精一杯、真砂は伝えた。


「…とも…だち…」


「そうよ…」


そう言って、キコの手を取ろうとしたその時ー。


パシィィィィン！！！！！


「だめ！」


「っつ！ちょ！なにするのよ…」


涙ながらに、キコは訴える。


「だめ！だめ！これいじょうあまえたら！消えちゃうもん！」


キコはダーッと逃げ出す。それを追撃するようにキコを追う真砂。


「っ！！藪！そこから、どこに逃げるか教えてちょうだい！」


「！わ、わかった！」


どんどんどんどん、二人は上がっていく、ビルの階段をどんどんどんどん。


まるで、月に駆け上がるように。


「真砂ー！そのビル９階で打ち止めだ！そのまま行けば…」


俺はそう真砂に告げた瞬間に嫌な予感が頭をもたげた、あいつこのままー。


「真砂！なんとか捕まえろ！」


「無茶言うな！わかってるー！」


キコはふらふらながら、一心不乱に全力で駆け上がる、一方の真砂もここ数日の無理が祟ってはいるが、それでもしっかり毎日飯食ってんだ、負けるはずがない。


「…キコ！」


「ますなちゃぁん…こない…あ」


キコが欄干に片足を乗せようとした、その時、たぶん本人も自覚がないぐらい、平衡感覚が狂ってたんだろう、そのまま踏ん張りがきかずにー。


「！！！！ますな！！！！」


「ふぐぅ！！！」


 


かろうじて、真砂はキコの左腕を、両手で掴んだ。


 


「ふぐぐぐっぐぐぐぎ…」


ここから見てても、真砂が全力であることはよくわかる。


俺は、何をしているんだ？こんなところで？指咥えてみてる場合かよ！！


「…今いく！」


「ばか…そこでしじだしなさい！！」


俺の足は止まる、旅木、もうすぐ来るか？来た時に俺が居た方が、適確に指示できるだろう。現状を把握してるのは俺だけなんだ。


「ちくしょう！わかったよ！もうしゃべんな！ちから抜けちまうぞ！」


あのばか！ギリギリの時に大声出してんじゃねぇよ…！


俺は泣きそうになるのを堪えて、キコの真下を掃除し始める。落下地点が解ればなんとか…！


「そうだ…！」


旅木さんに頼めば、そういうの持ってきてもらえるかもしれねぇ。俺は急いで携帯をかける、ふいに真砂とキコの姿が目に入った。


「ちくしょう…！頑張りやがれよ…ばかやろう」


 


「はぁ…はぁ…」


「ま…ますな…ちゃん」


ズクン、ズクンとわき腹が痛む、さっき飛び込むように捕まえたから、その時打ったのかもしれない。


「ますなちゃん！もう…いいからぁ…」


「よくない」


「だって…えぐ…つらそう、だよぉ…まっさお…」


「だ、だいじょうぶ、だから」


「…う…うえ…」


「あ、あんたを、引き上げて、みせる、から…」


気を抜くと、意識が持ってかれそうだった。


ほんとばか、もっと冷静に掴んでいれば、こんなにしこたま体を打つなんてこと、


なかったのに。


本当、昔っからあたしって、こうだったわよね。


どじで、


ばかで、


まぬけで、


ともだちもろくにいなくて、


うんどうもできなくて、


しっぱいばかりで、


なにもかも、うまくいったことなんてない、


そんな、あたしだけど。


これだけはゆずれない、


 


ともだちを、助けるんだ。


 


神さま、仏さま、ううん、だれでもいい、


どうか、あたしに、


何もかも、うまくいったことがない。


全滅なあたしに、


ともだちを助ける力を、ください。


 


「はなしてぇ！！！」


ますなちゃんが、ますなちゃんがしんじゃうよう！！！


キコは泣きながら訴える。


「ばかキコ！！！！」


あたしは朦朧としながらも、決して手は離さない。


「…言葉には力があるんだから…滅多なこというもんじゃないわ…」


ズキズキズキズキ、わき腹が痛む、ひょっとしたらこのまま手を…。


だめだだめだ、考えちゃだめ！！！


そんなことしたら、あたしは一生あたしを許さない。


ただこの掴んだ手を離さない、そして引き上げるだけ、それだけのこと。


「うぅぅうぅう！！！」


あたしの意志とは裏腹に、力の抜ける手をどうにかしたいと、これほど思ったことはなかった、どうしてうまくいかないの、ううん、こんなの今にはじまったことじゃ、ない。


「あたしは」


「あたしは、何をやっても、だめ、だった」


料理も、勉強も、人間関係も、普通の人みたいに、うまく、いかない。


たぶんそれは、恋も、なんだ。


はぁはぁはぁはぁ、力が抜ける。


「でも！でもでもでもでも！…この手は、ぜっつったい、ぜぜっつたい、に！！はなさない！！」


「…ますなちゃぁん…」


キコ…泣いてるの？ばかね…そんなところにいるからよ…。


そんなところに、居させてるのは、あたし、あたしなんだ！！！！


「泣くな！！泣いてる暇があったら！！応援しなさいよ！ばかキコ！！！！その空いてる右手であたしを掴め！！！！！」


痛い、どうしようもなく、痛い、わきが痛くて、思うように力が入らない。


くっそ！くっそくっそ！！！！痛みが少し、ほんの少しでも引いてくれればー。


キコはすんっと鼻を啜ってもう片方の手で、無理やり壁を掴もうとする。


爪を立てて、必死に、


「…がんばて…がんばれー！！！がんばれー！！！ますなー！！ちゃん！」


キコは涙目ながら、そう言いはじめた。


いいじゃない、気合、入るわ。


ドクンン。


それは、なにかの偶然だったのかもしれない。


あるいは、遅れてアドレナリンが出てきただけなのかもしれない。


激痛だった痛みが、ほんの少し引いたような、気がした。


でも、これはきっと奇跡なんだ。


だれがなんと言おうと、そう、思う。


「うああぁぁぁぁぁぁぁぁっぁあっぁ！！！！！！！！」


渾身、全身全霊、なんでもいい！！引き上げられれば、あとの私のことはどうでもいい。


「あたしは！ともだちを！助けるの！ぜったい！」


それぐらい、叶えさせてよ、神様。


痛い、あたしは痛みに耐えきれず、泣いた、涙がどばどばと出てくる。


鼻水も、どうしようもない。


でも、それでも、


「うーっっつ、うーっっっっつ！！！」


ぎりぎりぎりぎり、引き上げる。


それしか、考えない。


「…はやく、はやくわたしに、助けられなさい！！！キコ！！！」


「うん！！がんばるー！！！あぅ！！」


キコの手が欄干の手すりを掴んだ。


あたしは、足がぶるぶると震えているのもお構いなしに、


キコの服のわき辺りを鷲づかみにする。


すべての体重を、なにもかもを自分の背中に集中させる。


「あぁぁぁぁぁあぁっぁぁぁぁあぁあっぁあっぁ！！！！！！！！！！！」


ずるりと、キコの腰が手すりに乗り、そのまま、あたしの上に、


キコが圧し掛かってくる、ものすごい音が、廊下に響きわたった。


あたしたちは転がるようにして廊下に倒れこむ。


また、ズキリとわき腹が痛んだ。


よかった、よかった、あたし、キコを救えたんだ。


すぐ、頭が真っ白になる。


「ますなちゃあん！！！！」


冷たい、なあにこれ？


うっすらと目を開けると、キコが鼻水と涙をぼたぼたぼたぼたぼた落としていた。
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「ちょっと…汚れるじゃないの…」


あたしはキコの頬に右手を伸ばす、キコは左手をそっと添えてくれた。


「ねちゃだめー！！すく、おいたたん、よぶからぁ！！」


キコは錯乱しているようだった。


「落ち着きなさい、かわいい顔が台無しじゃない…」


私はキコの頬を撫でる、温かい、いきてる。


なんかもう、それだけで、よかった。


「ふふ、よかった…」


「まひゅなひゃあん！！！！！」


生きてね、キコ、いろいろあるけれど、失敗ばかりだけど、全滅してたあたしだけど、


それでもそれでも、ともだちを救えるんだから、ふふ、そんなのもなんか、悪くないわね。


キコが生きることが、その証明なんだから、


あたしはもはや何を考えているのか、何を言っているのか、わかってなかった。


ただただ、右手から伝わる温かさだけが、それだけが、いとおしい。


キコ、藪のことお願いね、あいつはなんだかんだで、人一倍さびしがり屋なんだから、


あーぁ、結局、恋までも全滅か。


ふふ、でも、なんだか、そんなに悪い気分じゃ…ないじゃない…。


藪…ばーか…。


 


 


…


…


…


痛っつ、なんなの、一体…。


藪？私を背負ってるの？揺れて、わき腹が痛い。


あぁ、本当だ、本当に藪があたしを背負ってくれているんだ。


旅木さん？となりにキコもいる…。


何かを呼んでる…聞こえないけど。


口をみればわかる、私の名前…。


温かい背中、なんだかいいな、こういうの、


ほんとはね？


もっとたくさん、たくさん、伝えたいこと。


あったんだよ。


 


あぁ。


なんだか、


私は、


やっぱり、


 


いきて、


いたい。


 


さいごにかんじたのは、ほほをつたう、あつい、なみだ、だった。


 


 


 


光、光がみえる、


月のように、まあるい光。


わたしはそれに照らされて、なんだか力が戻ってくるみたいだった。


そのそばに、


青い、光の輪郭が見える。


青く輝くゴーグルをつけて、


お医者さま？


その人はせわしなく、ゆらゆら揺らめいていて、


まるで、わたしにあやまっているみたいだった。


どうしてかわからないけど、


そんな気がした。


 


 


 


 


「ただいまーいってきまーす」


俺は学園の鞄をリビングに放り投げると、そのまま家を出る。


「あら、おかえり？今日も行くの？」


「…まぁ…な」


「あらあらあらあら～」


「ちょ、そういうんじゃないからな！茶化すなよ！ったく」


「はいはいはい、いってらっしゃ～い、今日は遅くなるの？ねぇ帰って来ないの？」


「帰って来るよ！」


 


「ったく…なに勘違いしてんだか…」


俺はぶつくさ言いながら、病院へと向かう。そう、今、真砂が入院しているのだ。


学園から病院までの間に、ちょうど俺んちがある、さっき寄ったのはそれでである。


まぁ医者が言うには、奇跡的に（？）というか大したことなかったらしい。肋骨に数本、左足にほんの少しヒビが入ってるくらいだったみたいで…まったく頑丈な奴である。


事実、事件当日はもっとえらいことになってるように見えたのだが…病院へ行き、ＣＴスキャンやらなにやら、かますと、意外と深刻な話ではなく、正直ほっとした。


救急車で運ばれてる時も、正直乗り込んですぐは、あからさまに真砂の顔色が悪く、はぁはぁ言ってたので、病院に着くころに荒げていた息が無くなった時には、少し泣きそうだった（泣いてないよ？）が、医者の診断を受けて拍子抜け、たっく…といろいろ言ってやりたくなるが、まぁ軽口が言えるレベルでほんとよかったと思う。


 


コンコン。


「おう、入るぞー」


「…」


「…真砂？」


ガラガラ。


「や、藪？！ちょ、ちょっとま…」


「！！」


ガイン！！とゆー音とともに、目覚ましが俺の顔にクリーンヒットしたのだった。


 


「っ…てぇな…！」


「…怒らないでよ、藪が悪いんだし…」


「お！俺の所為か！？」


「着替え中に入って来る方が悪いのよ？」


「…だったら一言そういやぁいいじゃねぇか、なんで目覚まし…」


「す、すぐに開けるからでしょ！」


「つーか、今着替えの時間だっけ？ずいぶん中途半端な…フベラウゥ！！！！」


「あ、あまり詮索するのはよくないと思うわ！」


「く…くくく…俺の方が入院しちまうぞ…これ…」


「や、やだ、そこまでして一緒にいたいの？」


「…だめだ、こいつ、早く何とかしないと…」
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ガラガラガラ。


「おーっす」


「仲野」


「まーすなちゃーん！！」


「キコ！」


日直で遅くなると言っていた２人は、来るなりどかどかと真砂のベッドのそばを陣取る、学園の話を始めるキコを尻目に、仲野はゲームを再開する。まったくもって真砂が入院し始めた初日から変わらない、いつもの風景である。


真砂はキコの話をそれはくすぐったそうに聞いている。まるで姉妹のような雰囲気。


そう、あれから、キコは変わった。


あのあと俺と同様に真砂の看病を続け、真砂とさらに言葉を交わし、ついには３日前、真砂のお墨付きを受け、キコはミコ先生の恋愛講座の受講生にまでなった。飛躍的に仲良くなりつつある２人、以前の２人はなんだったの？って感じだ。まぁある意味、それだけ真砂も変わったってことなんだろうけど…。


そしてあれだけ不安定だったキコだが、真砂から聞いた話では、キコは変われたからもう見えなくなんないんだよ、とか電波を飛ばしていたらしい。よくわからんが、まぁキコの気持ちが安定したのならなによりである。


「なーんだよー、藪、テンション低いなー上げてやろうか？」


「ちょ、お前、またその振りかよ！そろそろ飽きろよ！」


ニヤニヤニヤニヤこれまたひどい顔だよ。


「…それにしても、あんときの藪はすごかったよなぁ…」


「やーめろっての…」


「えーまたやるのー？」


「ちょ…ちょっとキコ、あたしもそれ、恥ずかしいんだけど」


「仕方ないなぁ…」


キコはやれやれ、と顔をしかめると、キリッと表情を変えて言い放った。


「ますなー！死ぬなー！うぁぁぁぁぁあぁあっぁあ！（棒読）」


「だからそんな奇声あげてねぇって！」


仲野が品なくくくっと笑う、キコも笑う、真砂はちょっとかなり照れ臭そうにしていた。


だいぶ誇張されているが、まぁ、なんというか、真実ではある…。


こんだけ大騒ぎしてる奴がいたにも関わらず、それに比例するほどではなかった、というか大したことなかったわけだから、医者も拍子抜けである。まぁ骨にヒビが入ることが大したことかどうかという議論はさておき、さすがの俺も医者から状態を聞いた時には顔が赤くなった。看護師さんをはじめとする病院関係者、旅木さんの関係者などその場に集まっていた全員、俺の行動に苦笑いしていたのは言うまでもなく、次の日病院に現れた俺は、ヒーローのような扱いになっていた。もちろんこんな面白い話を仲野が黙ってるわけもなく…あとは話したくない。


そんなこんなで、ほとんど毎日このネタでからかわれてるから、いいかげん慣れてきた。


そしてー。


「あなたたち！病院では静かになさい！」


いつものように、看護師に怒られるのだった。


 


 


「なに？明日退院？大丈夫なのか？」


キコと仲野が持ってきた花を、花瓶に活けながら身を乗り出した俺に、真砂はさらっと返す。


「そろそろ２週間になっちゃうでしょ？そもそもそんなに悪くもないのに…学園にも行きたいし…」


「…しかし、まだギプス取れてないんだろ？」


「藪ー！お前は心配しすぎだっての！だいじょーぶだよ、多城はそんなやわじゃねー」


仲野が相変わらずゲーム画面に釘付けなまましゃべる。


「…しかし…」


「…藪、確かに、まだ松葉杖ないとだめだけど、歩けないことはないし、なんとかなるわよ」


「だいじょーぶだよ！あらた！キコがちゃんとめんどーみるし！」


「うーん…」


「かー、お前ねぇ…お前がうだうだゆーから、多城入院決めたんだろうが、その上これ以上お前の我儘で延長させるつもりか？金も払ってねーやつが！お前何様だよ！あ、彼氏さまか？」


「「ぶ！！！！」」


真砂と俺が一緒に吹きだす。


「ちが…そ、そんなんじゃねーし！！」


「ちがうわよ！なんで…こん………なんでもない！」


真砂はふん！っとそっぽを向いた。


「はいはいはい…まぁいいよ、好きにやってくれよ、多城もなんかいいなりだしなぁ～あーぁキコちゃん、僕らは僕らで楽しくやろうか？」


「ううん、いい」


「…そ、そうですか…」


軽く流されてへこむ仲野を余所に、俺はちょっと反省する、確かにちょっと過保護すぎたかもしれん…こいつの場合、学園の授業も心配だしなぁ…。


「…わかったよ、だが、無理はするなよ？」


「うん！」


「あーぁ…なーんか、このあたり、そうこのあたりがやけに熱いんですけど？」


仲野のぼやきをスルーして、俺たちは、明日、真砂の退院パーティーの打ち合わせに盛り上がった。


 


 


シャッとカーテンを開ける。


気持ちの良い土曜日の昼下がり、


学園は午前授業だったので、そうそうに俺は病院にやって来ていた。


キコと仲野は買い出し兼、弁当持ち、今頃約束の場所へ向かってる頃だろう。


「ふぅ」


風が心地よい、くるりと振り返ると、いつも真砂が寝ていたベッドはキレイに掃除されて、今は主のいないベッドになっている。


「えーっと…これで、忘れ物はないかな…？」


俺は真砂から頼まれた荷物を再度確認して、部屋をでる。


何気なく振り返ると、なんだか太陽の光が真っ白な部屋いっぱいに溢れていて、新しい生活がはじまる。


そんな新鮮な気持ちにさせてくれる。


「藪ー？手続き終わったんだけど…」


「お、わりいわりい」


このあと、荷物を真砂の両親に預けてから、真砂を連れて約束の場所でピクニックの予定だ。


「お、おい、大丈夫か？」


まだぎこちない松葉杖をなんとか使い、ゆっくりと真砂は歩く。


「うん、なんだかんだ、結構練習したんだから」


「そか」


「…」


「真砂」


「な、なに？」


「ゆっくりで、いいんだからな？」


「…わかってる」


俺たちはそうやってゆっくりと、病院を後にした。


 


 


川沿いの土手を、ゆっくりと歩く。


「ふぅ！なんだかひさしぶりね、ここを通るのも…」


「だな」


眠くなるほどぽかぽかした陽気、真砂の退院を喜んでいる、といってしまうのは大げさだろうか。


そして見えてくる、約束の場所、大きな木。


「懐かしいわね…よく、あそこで遊んだ」


「…だなーまぁなんだかんだ長いからなぁ」


「…」


「…」


「あ」


「ば、おま！」


がしっと、背中から真砂を捕まえる。


「ご、ごめん、おっきな石が…」


「いいよ、仕方ねぇさ」


「…仕方ねぇ…か」


「ん？どした？」


 


藪、


藪は、いつもあたしの近くで、


仕方ねぇ、って言ってくれる。


いつもダメなあたしだけど、ほんと、なにやっても全滅だけど、


あんたが、仕方ねぇって笑ってくれるから。


なんか、そういうことも、悪いことも、


悪くないかなって、思えて。


 


「だから」


「…真砂？」


「だから！あんたのこと…藪のこと…」


「どうしたんだ？」


「好き、だって思った」


「え？」


 


おぼえてないよね？


昔の約束なんて、


でもいいんだ。


そんなのなくても、今、


この気持ちがあれば。


 


「な、なんて言ったんだ？」


「…好きって言ったの、藪のこと、悪い？」


「い…いや、悪いって言うか…その…」


「な、なによ、そんな表情されると、どんどん恥ずかしくなってくるじゃない！」


「えっと…その、だな、いきなりで…あぁ…言葉がでてこん…！」


「うぅぅっぅぅ！も、もういいから！」


どん、っと俺を着き飛ばして、約束の場所まであわあわ移動する真砂、はええ！


「待てって！」


 


「真砂、俺はー」


 


藪の声が耳に響く。


あぁ、まるでタイムスリップしたみたい。


あの時と同じ、


藪の言葉。


 


大きな木の下で、泣いているあたし、


「おまえ、ないてるのか？」


「わるい？」


「まぁた、しっぱいしたんだってな」


たははっと笑う藪、昔から藪はあたしの失敗に寛容だった。


仕方ねぇって感じで、


「なによ…」


どかっといい加減にあたしのそばに座る。あたしはなんだか居心地が悪くて、すぐに立ち上がった。


「お、おい、ますな！」


「ついてこないでよ！」


あたしはいつも、自分の気持ちに嘘をつく、どうして素直になれないのか。


自分でも不思議なくらい。


足早に去るあたし、藪は追いかけるのをあきらめて、


こう言うのだ。


「だいじょうぶだって、やくそくするよ、おまえがどんなでも」


 


「おれはずっとおまえのそばにいるから」


 


「…」


「お、おい？聞いてるか？」


「え、う、うん…」


「だ、だからその…なんだ、なんつーか、その…つ…つ…」


「…付き合ってほしいってわけ？」


「ゆっちゃったよ！しかもなぜか上から目線！？」


「…いいわよ」


「え、あ、ありがとう…？なのか？」


「なによ！不満？！」


「えぇぇぇぇえ！なんかいろいろ立場も逆転してるけども？！いいけどさ！」


 


今ならわかる、あのとき、


藪からそう言われて、それであたしは、てっきり、親友とか本当の友達のように感じてたけどー。


「好きだよ、新」


きっと、恋に落ちてたんだ。


目の前のこの人に。


 


「…恥ずかし気もなく言えるなお前は…」


藪はちょっと、照れたような顔をして、


「…俺も、真砂が好きだ」


そう、言ってくれた。


 


真砂が、まるで花を咲かせるように笑う。


俺はそれをみて、これでよかったんだと、心底思えた。


 


「はいはいはいはい！ごちそーさまですよー！！！！」


「な！」


「なｎkosf@e@,msjsno！！！」


「仲野だから、全然言えてないからな、藪」


「あ、あんた、どこから…聞いてたのよ！」


「ふぅ！なんだかひさしぶりね、ここを通るのも…」


「最初からじゃない！！」


真砂は惜しげもなく、松葉杖をぶん回す。


「ば、ばかかね！？キミは！そんなもん当たったら、僕が入院しちゃうじゃないか！？」


「入院させようと思ってんのよ！」


ブウウウウウン。


「ひぃいぃぃぃいいい！助けて！キコしゃん！」


「ますなちゃん！おめでとー！」


ぱぁんぱぁん！


「な…キコ！な、なにこれ？クラッカー？」


「うん！！たくさん買ったから、たいいん分もまだまだあるよ！」


「あ、ありがとう…！」


「あれ？あらた？」


「藪…あ」


俺はすでに松葉杖に当たって撃沈していた。


「ふ…哀れなやつ…」


「お前の所為だ！」


ブオアアアアアアアン。


「ひーおたすけー！！！！」


「待っちなさーい！！」


「あ、ますなちゃん、ギプスのまま歩いちゃ…」


真砂は猛スピードで仲野を追っていく。


「…あらた、だいじょうぶ？」


「…キコか…」


ゆっくりとキコに起こされる俺、まったくあいつは…。


「…あいつは、入院してた方が、おとなしくてよかったかもな…」


「うーん？でも元気に歩けるようになってよかったね！」


「ギプスのままで、な」


はぁ…前途多難だなぁ…。


真砂は、元気よく約束の木の周囲を、仲野と走り回っている。


時折、真砂は俺の方を見て、夏はまだだいぶ先なのに、


一足も二足もお先とばかりに、ひまわりのような笑顔を向けてくる。


きっと、これから、もっと騒がしくて、楽しい毎日が待っているんだろうな。


 


少し暑くなってきた日差しが、大きな木に、大きく優しい影を落とす。


風がレジャーシートを揺らし、バスケットの中のバケットの香りを運んでくる。


川面からキラキラと反射した宝石のような輝きが、みんなを照らしていく。


緑一色の草原に、青空と白い雲、何かがはじまりそうな、そんな感じ、 


俺は深呼吸すると、真砂の方に向かって、ゆっくりと歩き出した。
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    委員長のリリシズム
    「か…」


 


「「か？」」


 


「考えさせてくださいぃぃぃぃいい！」


こうして俺は脱兎のごとくリビングを逃げ出したのだった。


 


夜、夕飯もそこそこに俺は自分の部屋に戻ってきた。


もちろん、キコからは散々言われるし、それでも必要に誘ってくるし、


真砂からは抗議のメールを絶賛受信中である。


あの時、２人を傷つけまいとして、結果さいあくの選択をしてしまったような気がしないでもない…。


しかし、済んだことは仕方ない！ともかく明日！明日を乗り切れば…！


俺は明日の「脱兎大作戦（仮）」を考えながら、早目に寝るのだった。


 


 


午前６時、キコの朝は意外と早い。


「おにっつちゃーん！！おっは……あれぇ？」


藪の部屋に飛び込んだキコはきょろきょろと周りを見渡す。


「あ！かくれんぼ？」


ここだー！ここかな？あれ？おかしいなぁ…。


しばらく藪の部屋をひっかきまわした後、キコはくるりと頭を捻る。


「おにっちゃん…どこ行ったんだろ？…といれ？」


 


 


「ふふふふふふふふふっふ…くっくっくっ…はっはー！！！俺は！自由だー！！」


最寄りの駅前、俺は思わず叫んでしまったが周りの冷たい視線を受けてしゅんとなる。


「…いかんいかん、あまりの喜びに…のたうちまわりそうになっちまったぜ…」


俺の作戦は見事成功した、名づけて「早起き早逃げ大作戦！（ひねりなし）」


「ふふふ、ヤツがいくら早起きとはいえ…それを上回ることなど、朝飯前よ！」


とはいえ本当の意味で朝飯前、ちょっとふらつく…５時起きだもんなぁ…いろいろ支度してこんな時間になっちまったけど…なんだかんだまだ最寄りの駅前なのだ、ヤツに見つかる可能性は否めない。


「とりあえず、作戦通り…隣町に逃げ込まないとな…」


さすがに隣町までわざわざ探しには来るまい…仮に来たとしても雑踏に紛れてしまえば見つかる可能性はかなり低いだろう。俺は早速、切符を買って隣町へと乗り込んだのだった。


 


 


「やっべ…かなり眠いなぁ…」


俺はふらふらと街を徘徊する、まだ午前６時をまわったばかりの街は俺の頭と同様に完全には目覚めておらず、俺は早速行き場を失っていた。


「ちっくしょう…どこもかしこも９時か、１０時開店かよ…」


空いてるのは、コンビニや立ち食い蕎麦屋ばかり…あぁ…しかも眠くて頭がまわらん…。


俺は眠いのを我慢して、とりあえず休める場所へと最寄りの公園に行くことにした。


「よいしょっと…」


ベンチに腰かけて目を軽く閉じる。


朝の冷たい風が頬をくすぐり、なんとも言えない心地よさに見舞われたそのときー。


「あら、藪くんじゃない？」


「うわぁぁぁぁゎあっぁぁぁぁぁぁぁ！！！？？？」


俺は飛び起きた。


目？そんなもん一瞬で覚めたわ！！


「な…な、なによ！」


「…ふぅぅぅぅぅぅ…なんだ、金沢か…おどかすなよ…」


俺の目の前には鮮烈な赤いフレームの眼鏡、その中の青い瞳がなんとも印象的な我がクラスの委員長こと、金沢がブロンドの髪を靡かせて立っていた。


「こ…こっちこそ！あなたがいきなり奇声をあげるから、びっくりしたじゃない！」


「おまえね、俺を無理やり起こしといてよく言うよ…」


「…そ…そんなに迷惑だったかしら…？」


「…いや、そうじゃないけど、いろいろあって…逃亡中の身なんだ、俺は」


「逃亡？」


俺は、ざっと今までの流れを金沢に話した。


「…さいていね」


「さいてい言うなや！」


「だってそうじゃない、女の子２人の誘いを無碍にするなんて…呆れてものが言えないわ」


「…仕方なかったんだよ…２人を傷つけまいと…だなぁ…」


「は、そんな言い訳が通じると思ってるの？ほんとキレイごとね、カッコ悪いったら…結局決断できなかっただけでしょ？うじうじして…結論を先延ばしにして…はぁ…男ってどうしてこんなに愚かなのかしら？」


「ぐむぅ…」


俺は何も言い返せない。


「ふん！お前なんかになにがわかる！」


俺は負け犬の捨て台詞を残して立ち上がる。


「あら、逃げ帰るの？まぁ…そうね帰って剣菱さんや多城さんにたっぷりお説教をもらった方がいいわね？(笑)」


「あほ、か？」


「え？」


「帰るわけねーだろ、俺は、今日１日ここで優雅に過ごすって決めてんだ」


まったく、金沢なんかにあったのが運のつき、だな。


俺は立ち上がるとすたすたと街の方へ歩く、まぁ金沢のおかげで目も覚めたし…。


まだ７時前だけど、良く考えたらファーストフードとかならやってるはずだよな。確か駅の反対側に、少し離れてるけど、あったはず…朝飯代わりにちょうどいいかもしれん、さすが俺！キレテルー。


「ちょ！待ちなさいよ！私にはあなたを剣菱さんに引き渡す義務があるわ！」


「わ？！なんだよ！追いかけてくんなよ！お前には関係ねーだろが！」


「大有りよ！」


うわ！めっちゃ怖い顔して追いかけてくるし！


俺は猛ダッシュで逃げたのだった。


 


 


「…」


「…」


ただ今、駅からほどよく離れたファーストフードの１階の席に腰かけ中。


俺の手には朝飯…というよりかはブランチに近い、食べかけのてりやきバーガーが握られている。


「…いいかげん、冷めるぞ？」


「はぁ…はぁ……う…うる…はぁ……さい…！！！」


金沢は俺との追いかけっこに疲れきり、まだ肩で息をしていた。


「ふん！」


金沢は勢いよくシェイクを手にとり、ずずっと啜ると盛大にむせた。


「げほ！えっほ…！なんなのよ…これ、全然渇きが治まらないないじゃない…飲み物としてどうかと思うわ…」


「それ頼んだのオマエだからな？！？！」


俺たちはあのあと街中を走りに走り回り、お互い体力の限界あと一歩のところで、一旦休戦しようと金沢からの提案があり、それにのる形で今の状態になった。


その間、金沢は携帯でキコや真砂に連絡をしている様子はなく、どうやら２人のアドレスや番号を知らないようだった。


「…ふん！２人の連絡先さえ知ってたら、こんなことには…！」


金沢は冷めてしまったてりやきバーガーをむしゃりと口にした。


「！…」


途端、おばあちゃんが梅干しを口にしたような表情になっている。


「ど、どうした？何かが生まれそうな、そんな予感がするぞ？」


「生まれるか！」


金沢はバーガーのバンズを外し、中のピクルスを取り出す。


「…！なんなのこの食べ物は！腹立たしいわ…！」


「…お前、好き嫌いあるんだな、イメージ的にそういうのを逆に厳しく取り締まる感じがあるが…」


「！あなた！これが食べられるの？それって人としてどうかと思うわよ？」


「その憐れむ目をやめろ！そして謝れ！ピクルスを作った人に謝れ！」


「あーあ…なんでこんなことに…」


金沢は外を見ながら、ピクルス抜きのてりやきバーガーを食べ続けている、俺はポテトをぱくぱくぱくぱく口に運ぶ。


「…それはこっちのセリフなんだが…」


バン！っと机を叩き、金沢は立ち上がる。


「あなたね！わかってないわ！全然わかってない！」


「お…おい、人が見てるからよ…」


金沢は、はっと顔を赤くしてそのまま座り込む。


「…と、ともかく！あなたと剣菱さんに何かあれば、学校でもまた騒ぎが起きるに決まってるわ！そういった未曾有の騒動を事前に鎮火することも、委員長には求められているのよ」


「…求められてないと思うよ？」


ぎろっと眼鏡越しに眼光が鋭く光る、いいんちょーちょーこえー。


「あなたねぇ…いままでの騒動をみて何も感じてないの？ばかなの？」


「ストレートすぎだろ！？言葉選べよ！」


まぁ確かに、この状態のまま学園がはじまれば大変なことになるのは必死かもだが…それにしても…。


「…俺が言うのもなんだが、おまえ結局何がしたいんだよ？それっぽっちの理由で…自分の休みを返上してまでさ、俺のこと追いかけて…なに、好きなの？」


「！ばっ…かじゃないの！？どういう思考回路してるのよ？呆れるわ…」


「だってこんなに必死だし…」


「何度も言わせないで！全部、全部！そう、なにからなにまで！すべては！学園生活の平和のためよ！剣菱さんの連絡先を知っていればあなたなんか早々に引き渡して…」


そこで金沢は固まった。


金沢の学園に対する熱い想いを聞き流していた俺は、メロンクリームソーダをちゅーと吸いながら、


金沢の視線の先を見る。


 


すると、ガラス越しにキコと真砂が立っていた。


 


「ぶふぁしゅわわぁっ！！！！」


「ちょ！きったないわね！なに飛ばしてんのよ！」


俺にメロンクリームソーダを微妙にかけられた金沢は我に返り、ハンカチで洋服を拭う。


「じゃ！俺はこれで…」


「ちょっ！待ちなさい！剣菱さん！多城さん！捕まえたわよ…？」


金沢は俺の襟首を掴みながら、


声がほとんど届いていないであろうガラス越しの外を見て、怪訝そうにする。


「な…なにかしら、２人の視線が私に刺さってる気がするのだけれど…」


俺は襟首を掴まれつつも、ばたばたして答える。


「…こいつらの得意技は勘違いだからな…なんか誤解してんじゃね？」


「は…話せばわかってくれるわよね？」


金沢はキリキリとロボットのような動きで首動かし、こちらに視線を向ける。


「さあな？頑張れ！金沢先生の素敵な言い訳を俺は期待してるよ！」


キコと真砂が同時に動いた、どうやら２つある出入口に二手に分かれて向かうようだった。


俺は金沢の手をほどき、キコが向かった方の出入口に猛ダッシュした。


「ま、待ちなさい！」


釣られて金沢も走り出す、


俺たちはキコがたどり着く前に出入口から抜け出し、そのまま街の中へと消えていった。


 


 


夕暮れ時。


俺たちは、朝出会った公園にいた。


「はぁはぁはぁ…げ、げんかいすぎる…」


「も…もう～はじれ…なぁ～ぃ…」


さすがに金沢も走り通しで限界を超えたらしく、ベンチにばったりと寝そべった。


夕暮れの風が心地よい、はーっなんだかいい気持ちだな。


「風が涼しいな…」


「…そうね…って！そんなこと言ってる場合じゃないでしょ！」


がばっと金沢は起き上がる。


「なんだよ、情緒のないやつだな…」


「な…！」


開いた口が塞がらないっといった表情の金沢は、しばらくぱくぱくと鯉のように口を動かしていたが、思うことがあったのか俯く。


「はぁ…明日、２人になんて言えばいいのよ…」


俺たちは追いかけられながらも、キコと真砂の説得を試みていたのだが、なにせ逃げながらである、説得力は皆無に等しかった。


結局、体力のないキコがへばり、それを真砂が介抱しているうちに逃げおおせたわけではあるが…仮に真砂１人だったらあっさりと掴まっていただろう、末恐ろしいヤツである。


「おまえなんて、まだいいだろ、俺はこれから家に帰るんだからな？」


家の前に任王立ちした真砂が居ないように祈りたい。


「あんたは自業自得でしょ！？」


「ばっかいえ！おまえさえ俺を追って来なかったら、こんなこじれた展開にはならなかったわい！」


「！なによ…！それっ！そもそも、あなたが…」


「…」


「…」


「やめましょ…」


「…あぁ、やめようぜ…」


もう起きてしまったことは仕方がない、覆水盆に返らず、これからどうするかが大切だろう。


「まぁとりあえず…」


「？」


金沢が俺に視線を向ける。


「今は休もうぜ…」


「…同感だわ…」


金沢は再びパッタリとベンチに横になる、俺はその傍で、暮れていく街並みと空をずっと眺めていた。


 


 


「た…ただいまぁ…」


金沢と公園で別れ、帰路に着いた俺は、あっという間に家の前に着く。足取りが重いときほど家に早く着くのはなぜなのか…。とりあえず、家の前に真砂は居なかったけど…。


ゆっくりと玄関を開けると、夕食の香りが立ち込めていた、ハンバーグのようだった。


もちろん今日は、えー？昼に食ったよ～とか不平を言おうとは思わない、


なぜならば後ろめたさ満載だからだ！


「あら！おかえり、ちょうどご飯できたところよ」


「お…おう…」


リビングに入るも、俺に迫ってくる人物はいない。


「あ、あれ…キコは？」


「それがね！真砂ちゃんの家でお夕飯、食べてくるって！」


母はキコにそういう友達ができたことを本当に喜んでいるようだった。


「お父さんも旅木さんも遅くなるみたいだから、今日は新と２人だけなのよ…」


「なんでそんなに不満そうなんだよ！？」


そんな感じで、その日は特になんのもめ事もなく俺は眠りにつくことが出来たのだった。


 


そして翌朝。


俺は１人で登校していた。


「…なんだよ、気味が悪いな…」


今朝、キコは朝早く真砂と一緒に学校へ向かったらしい、なかなかないことだ。


昨日もかなり遅かったみたいで、真砂のお父さんの車で送ってもらったとかなんとか…。


今日に限って仲野にも会わないし…本当に１人だな…。


俺は家から校門までの間で、人知れず昨日のことを反省していた、確かに良くなかったよな俺、あいつらにもちゃんと謝らないといけないな…は！もしかして俺に反省を促す時間を与えてくれてるのだろうか？だとしたらまじぱねぇ２人だな！フォー！！


そんな勝手な妄想を繰り広げながら、教室に向かう、なんだかちょっといつもと違う雰囲気。


うまくは言い表せないんだけども、好奇の目で見られているというか…ここ数日、ずっとそんな感じだったからちょっと慣れてただけで、休日を挟んでリフレッシュした分、ちょっと神経質になっているのかな？そんなことを思いながら教室のドアを開けると…。


 


わっ　と教室が一瞬沸いた。


 


そして珍しく、先に来ていた仲野が悠々と俺のそばに来て話しはじめる。


「つれないぜぇ…親友」


「なんだよ？おまえこそ今日は朝…」


「お前と金沢、付き合ってんだろ？」


 


ど　う　し　て　こ　う　な　っ　た。


 


昼休みのチャイムと同時に、金沢が話しかけてきた。


「…ちょっと、いいかしら？」


「お…おう…」


「…屋上まで来れる？」


「わかった…」


目の前の金沢は、これ以上ないほど羞恥に耐える表情をしていた。


口角がひくひくしてるし、目元もぴくぴくしている。


俺たちがこうやって接触するのは今日はじめてのことだった。


当然、周りは静かにではあるが、盛り上がりに盛り上がっている。


朝来てから、授業中、そして昼休みの今に至るまでに、金沢は俺にアイコンタクトのようなものを送ろうとしていたのだが、そのすべてが美しい勘違いというか、冷やかしの対象となってしまっていた。


まぁ冷やかし、と言っても、なんというか２人を祝福するぜ！みたいなノリで、みんなが俺たち２人の挙動を追っているという感じ、俺たちが２人で話しやすい状況を作ってくれたりとか、決して悪気のあるものではないのだが…


いかんせん俺たちは付き合っていないわけだから、困ってしまっている、というわけだ。


それもこれも、女子、男子ともに人気のある金沢だからこそ、なのだろう、さすが委員長。


金沢は特に女子の支持が厚く、しかもそのモデルっぽいオシャンティーな容姿とは裏腹にちょっとお堅いイメージで通っていたものだから、こんな浮かれた話に周りの女子達が反応しないわけがない。


完全に応援モードである。


男子はと言えば、見た目はちょっとギャルっぽいのに、中身は上品な異国のお嬢様風…。


というなぜかかなり偏ったイメージを金沢に勝手につけていて、勝手にそのギャップに萌えて、勝手に手の届かない高嶺の花的なポジションを妄想していたわけだが、突然、俺みたいなどこにでも居そうな一般人とくっついたというミラクルに、希望や嫉妬や羨望の眼差しを投げかけながらも、…幸せに、なれよな？…みたいな、腹巻の似合うナイスガイを演じていて正直ウザかった。


しかもそんな人気者委員長でお堅いイメージの金沢が学園生活における恋愛ＯＫの金字塔を立ててしまったものだから、今クラスはかなり浮かれムードで、男子も女子もなんだかソワソワ…妙にお互いを意識してしまって、変な期待感に溢れている。


そうこうしているうちに、俺たちは屋上に着いた。


「…昼飯、どうすっかな…？」


「そんなこと言ってる場合じゃないでしょ！！？？？」


キレた、完璧に。


「どう…どうして…どうしたら…」


金沢は完全に頭を抱えこんでしまった。


「…キコも真砂も、こんな風に言いふらすようなヤツじゃないんだがな…」


ただ、昨日のことを考えると…あまり反抗する気にもならない俺だ。


「…そうじゃないのよ…」


「…ん？そうじゃないって？」


「私、朝２人を呼び出したの」


「なに？」


「冷静に話し合おうと思って…そしたら…」


金沢の話は俺の想像の遥か斜め上をいっていた。


 


今日の朝のこと、


通学路途中の歩道橋を目印に私は２人を呼び出した。


昨日、私はなんだか眠れず、結局徹夜で必死に２人を説得するための言葉を考えた。


そして藪くんから昨日のうちに教えてもらっていた２人のアドレスへ、明け方にメールをした。


メールですべて書いてしまうと、なんだか誠意が伝わらない気がして…


内容は呼び出す場所だけにとどめた。


あとは話すだけ…。


ちょっと眠いけど、ここが正念場！頑張らないと…。


 


と言ってるそばから、ツインテールと小柄な女の子が歩いてくるのが見えた。


「あ！剣菱さん、多城さん、おはよう！」


「あ～こだちちゃんだ～おはよ～」


ぶんぶんと手を振る剣菱さん、本当にかわいい子だと思う。


「おはよ……なによ、呼び出しなんて、洒落てるじゃない？」


不機嫌そうな多城さん、でも大丈夫、もうすぐ笑顔に変えるからね。


「その、昨日のことなんだけど…」


「…わかってるわよ、歩きながら、話しましょ」


多城さんに促されて私たちは学園に向かいながら話す。


「昨日はね…その…藪くんとは…」


「わかってるわ、昨日…」


「うん！キコもわかってるよ～」


ほ、なんだか誤解が解けてる雰囲気、やっぱりいい人たちだわ。


あまり詳細に話さなくてもいいのかもしれないー。


「「デートだったんでしょ？」」


「ふぁっ！？」


思わず私は咽る、


ふぁっつ？？？この人たち、何を言ってるの？？？？


「ち、違うわ？な…なんだか誤解があるようだけど…」


「…誤魔化さなくていいわよ、あなたの立場上、秘密にしておきたいのはわかるけど…」


「うんうん、キコもきのーますなちゃんに言われた～そっとしといてあげようって！」


あれあれ？？？なんか話おかしくない？？？？？…どうしよう、あぁこんなときなのに眠くて頭がもーろーとして…。


で！でも…い…いいわけ！そう、言い訳を、話さないと！


「昨日ね？公園で藪くんに偶然、本当にたまたま！偶然ね？会ったの！で、２人の話を聞いてね？藪くんを２人に渡さないとと思って…」


…なんだか２人からジト目で見られてるのは気のせいかしら？


「…金沢さん…あまり責める気はないのよ、あたしたち…だから」


「うん！素直になっていいよ！」


「ちがぁぁぁう！！！私と、藪くんは、なんでもないのよ？！」


登校中の人たちがちらちらとこっちを見てくる、私ははっと我に返った。


「お、大声出して、ごめんなさい…」


「い…いいけど、ちょっとびっくりしたわ…」


「うん！声、おーきー」


「…と…とにかく！私と藪くんはなんでもなくて…」


「えー…でも、きのういっしょに逃げてたよ？どうして逃げたの？」


「ば！キコ！それは言っちゃダメでしょ！？」


「う…」


ばか！私！言葉に詰まっちゃダメよ！反論しないと！


「金沢さん…いいわよ？言わなくても？ね？」


はうぅぅ…！めっちゃ気を使われてるし！


「あ…あれはね！２人のために！ほら、藪くんが一昨日ひどいこと２人にしたって聞いたから、２人のためにも藪くんを捕まえないとって…」


「あら…そんなことまで、藪話してるんだ…」


「うぐむ…！」


や、やばいわ、なんか、よくない方向に…！！！


「でも、それならどーしてキコたちと一緒に追いかけなかったのー？こだちちゃん、きのーはおにっちゃんといっしょに逃げよーとしてたーどして？」


「うっ…そ、それは、なりゆきというか…！」


「ばか！キコ！そんなの離れたくなかっ…こほん………ま、まぁあたしたち、その…茶化す気なんてまったくないのよ、だから正直に話してもらえれば…ね？」


うわぁぁっぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！！？！完全に勘違いされてる～！！！！？？！


「ほらね～きのう、ますなちゃんとも話してたんだけど、２人は付き合って…」


「付き合ってませんんんんん！！！ぜぇぇぇええったい！ぜええぇぇぇえええええええええったいぃぃ！！付き合ってませんんんんんんん！！！！！」


はっ！気が付けばすでに学園の下駄箱にまで着いていた、


周りは生徒ばかり、みんな聞き耳を立てている。


多城さんもそれに気が付いたのか、ちょっと戸惑いをみせながら、


「あ、あぁ…そ、そうなんだ～付き合って、なかったんだ～…知らなかったなぁ～………じゃキコ行くわよ！」


「もうお話し終わり？じゃぁね～！こだちちゃん！おにちゃんをよろしくね～！」


真っ赤な顔の私を下駄箱に残して、多城さんは剣菱さんの襟首を引っ張り、引きずるようにしていそいそと行ってしまう、剣菱さんは見えなくなるまで、私に手を振っていた。


結局、多城さんの三文芝居も、剣菱さんの大きな声も、そして真っ赤な私の顔も、そのすべては下駄箱にいた大勢の生徒に晒されることとなった。


 


「以上よ」


「以上よ、じゃねぇよ！！！何してくれてやがりますかこのやろうは？！！」


「…もう眠いのよ、ほっといてよ…」


「って寝るなー！起きろ！責任をと…」


俺は何となく視線に気がつく、ばっと振り返り、屋上出入口をみると…。


「わぁ…押すなばか！」


「あ、あ…やばいって！」


「あぁぁっぁぁっぁぁぁぁぁぁぁっぁあっぁ～」


クラスメイト達が転げ落ちていった。


「ちょっと、なんなの？」


「たぶん、今の話も聞かれたな…」


「あら？そしたら、事態はもしやの好転？」


「するか！おまえ、もう寝ろよ…」


俺はネジの外れた金沢を残して、購買にパンを買いに行った。


そのあと２人でパンをかじりながら、今後の対策を話し合うのだった。


 


放課後。


『金沢こだちさん、藪新くん、至急、職員室まで来てください、繰り返します…』


 


「…まさかの展開だなぁ…」


「なんでそんな暢気なのよ？！」


俺たちは職員室で、こってり、というほどでもないが、いろいろ注意を受けた。


キコ、真砂、金沢、俺の発言に尾ひれがつきまくった噂が独り歩き…いや２人も３人も歩きまくって、


当たり前のように金沢×藪　不純異性交遊、的なゴシップが流れたのだ。


まぁ金沢がブチギレたことで事なきを得た（？）が…。


「ともかく！藪！あんた、明日から私にしばらく近づかないでちょうだい！」


「まぁもともとそんなに親しくはなかったから、別にいいけどさ…」


「なによ？ひっかかる物言いね？」


「俺たち、いま注意受けたばっかだろ？」


「そうね」


「それで、その通りにお互いの距離を離したら、ゴシップを認めることになるんじゃないか？っていうな…」


「……なるほど…じゃぁどうすんのよ？あんたとなんて、いままで通り仲よくしろ、って言われても、いままで仲よくなかったんだから、しようがないわよ？」


「まぁそらそうだなぁ…」


「って納得するな！」


「ともかくさ、いままで通りっていうか、普通に接していればいいんじゃないかと思うんだが…まぁ極端なことすると、ダメってことだな、ほら隠してる風に見えると逆に気になるのと同じだよ、ようするに、ある程度堂々としてた方がいいって言うか…」


「…堂々と、付かず離れずに過ごすってこと？…難しいわね…」


「別にらぶらぶカップルを演じろってわけじゃないんだし、なんとかなるだろ」


「ら…らぶらぶって…」


ほほう、金沢もこういう会話で赤くなるんだねぇ、なんだかかわいいじゃないの。


「まぁ逆にそこまでできたら、何も言うやつはいないだろうけどな、むしろ見たくないし」


「…なるほど…見せつけられすぎると逆に冷めるのね…一理あるわね…」


ふむむっと考えていた金沢だったが、突然頭をぶんぶんと横に振って、


「と、とにかく！明日からは普通にしましょう！それがいいわ！」


「そうだな、何事もなかったかのように、普通にな！」


「やりましょう！」


「おう！」


俺と金沢は熱い握手を交わすのだった。


 


 


「お、おはよう、藪くん」


「あ、あぁ、おはよう…」


がちがち、がっちがちである。


今、俺の目の前に立つ、金沢こだち、その人はがっちがちに緊張していた。


今日は朝から、キコに、ねぇねぇこだちちゃん迎えにいかないの？いかないの？


と３０回以上聞かれ、通学路では真砂に同じようなことを言われ、あまつさえ、


通学路の前方に見たことあるヤツがいるなと思ったら、


金沢だった。


みんなは気を使ってさっさと行ってしまい、いま、この状態があるわけだが…。


「おまえ、緊張しすぎだろ？どうしたんだ？へんなもんでも食べたのか？」


「食べるか！」


ふぅっと息を吐いて、金沢は続ける。


「わ…私は良く考えたら、こんな、男性と２人っきりなんて、う…生まれて初めてなんだから…」


「いやいやいやいや、この間も一緒に走り回ったろ？」


「状況がそうさせただけだ！こんな風に…登校なんて普通したことがないだろ！」


「語尾が崩壊してる？！…つーかさ、昨日、普通にしようぜ、って話だったよな？」


「そ、そうよね？」


「なんで一緒に登校？まぁ普通かもしれないが、俺とおまえはいままでそんなことしてないんじゃないか？」


「そうだが…昨日、普通というのがわからなくなって、多城さんにちょっと聞いてみたんだ、そしたら…」


「この展開か…」


軍隊のようなカチカチとした動きと無骨で一本気な口調になった、木強漢もとい男前金沢はこくりと頷いた、というか、真砂は俺たちが付き合ってると思ってるわけだから、恋人同士の普通を提示してくるんじゃないの？とは目の前のがちがちの金沢にはさすがに言えなかった。


だんだんわかってきたが、こいつは一見、冷静そうに見えて、内心暴走してテンパってしまうところがある…まぁかわいいといえば、かわいいところではあるが…。


「…まぁいいや、とりあえずいこうぜ、遅刻しちまうよ」


「そ…そうだな」


「それやめろ」


完全に言葉使いがおかしくなった男前金沢を連れて、俺は学園に向かった。


 


昼休み。


またも未曾有の非常事態が俺を襲った。


「藪、購買いこうぜ」


「あぁそうだな…」


俺と仲野は連れだって行こうとしてー。


「藪くん」


金沢の声で止まった。


「これなんだけど…」


一目でわかる、それはお弁当であった。


「じゃ、藪、俺はこれで…」


「ちょっ待てぃ！仲野！おまえまさか…俺を見捨てる気じゃ…」


「はは、紳士はいつでも淑女の味方さ………藪？」


「なんだよ」


「リア充爆発しちまえよぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！！！！！」


仲野は走り去って行った。


教室に残された俺と金沢、そしてクラスメイトたちがなぜかみんな忽然と居なくなった。


「おいおい…どんな気の利かせ方だよこれ…」


つーか、弁当って…真砂さん、何を教えてくれてやがりますか！


「さぁ、時間もないし、食べようじゃないか」


「おまえも…大概、朝からおかしいからな？」


「そう？」


「そうだよ！」


おーい、気づいてないよこの子？！誰か助けて～って誰もいないけどな！


「でも、藪は剣菱さんと多城さんのお弁当食べてたじゃない…」


「そ…それは…」


「トモダチナラアタリマエ」


「ネタ古！！？」


はぁ…もういいや、さっさと終わらせてしまおう。いそいそとお弁当を開く金沢、なんだか本当に付き合ってる気がしてきたよ…。


「はい、どうぞ」


「あ、ありがとう」


こちらに渡されたお弁当は、白いご飯、鮭の切り身、煮物、アスパラのサラダ、浅漬けといった実にカラフルで健康に良さそうな感じだった、ほのかなバターと胡椒の香りに食欲がそそられる。


「い、いただきます！」


むしゃりと鮭を食べるとそれは、ただの切り身ではなかった。


「！！！？？！！なんだこれ！？めちゃくちゃうまいぞ？！！」


「気に入ったか？それは鮭のムニエルだ、私の十八番なんだ」


…ちょいちょい出てくるな…男前金沢、まぁ気にしても仕方ないか。しかし、その表情はてれてれとしていてなんだか本当に嬉しそうだ。


金沢のお弁当はどれも本当においしく、家の母の味を越えているのではと思わすほどだった、正直感動した、こういう子が本当に彼女だったら、まじで嬉しいんだろうな…とかありもしない妄想に飛ぶ程度には興奮した。


「ごちそうさん！おまえ、料理めちゃめちゃうまいな！」


「そ、そう？あまり作らないから、今回はちょっと緊張したけど…」


「いやいやいやいや、店出せるってまじで！小料理屋とかな！」


俺がそんな適当なあり得ない未来の話をすると、金沢は少し悲しそうな顔をした。


「そうか…でもそんなに喜んでもらえて嬉しい、作ったかいがあったわ」


コポコポと食後のお茶を入れて、スッと出してくる金沢、こいつはほんといい仕事してますね！いい嫁になれるよ？言わないけど！


「…よかったら、こっちも食べる？」


「！いいのか？」
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もちろん俺はありがたくいただきましたよ？


金沢は終始笑っていた。


 













    見えるもの見えないもの
    そんな感じで、数週間が過ぎた。


 


 


早朝の駅。


今日もまだ肌寒い、


俺は時期遅れのマフラーで首を隠しながら、ひたすらに改札を見つめていた。


「！おう、おはよう」


「あら、おはよう藪くん、今日は早いのね？」


くすくすと金沢は笑う。相変わらず見事なブロンドヘアをゆっくりと揺らし、


青い瞳を輝かせながら、俺の方へと歩いてくる。


「へ、毎回毎回お待たせするわけにはいきませんからねぇ…」


こうして金沢と一緒に登校するようになって結構経つが、一時期ちょっと照れくさくて一緒に登校するのを躊躇っていたことがあった。


まぁ…なんつーか、本当にすごくいまさらな話だが、金沢は結構人目を惹く容姿をしている、ブロンドのさらさらで絹糸のような髪、じっと見ているとなんとなく海を思わす青い瞳、おまけに長身でスレンダーな体型、モデルをやってますがなにか？と言われても、なるほどそうなのね、と普通に反応してしまいそうな外見。


そんなことに、一緒に登校をはじめて何週間かしてから周囲の視線とともに気が付くわけだから、俺も大概なのだが…。ともかくそんなヘタレでいまさらな俺の登校拒否理由（もちろんストレートに伝えてないよ？）に当の金沢が納得するはずもなく、激しく怒られ、今に至っている。


…まぁさすがに今はもう…って感じだが、それでも事あるごとに意識してしまう。


まったく美人てやつは…。


慣れたと言えば、はじめはよく出てきていた語尾のおかしい男前金沢も、最近はとんとみかけなくなったなー。あの時は、金沢が俺の言った、らぶらぶ大作戦を実行しているんだとばかり思っていたが、本人曰くそういうわけでもなかったようで、金沢は金沢なりに、付かず離れずってのを実践していたらしい。


ともかく、紆余曲折あったものの結果的には俺たちの努力が天に通じ噂は見事に鎮火、そうなるともちろん俺と金沢はお互い用なしのはずなんだけど……お察しの通り、まだそのままの関係を保っていた。


クラス委員長である金沢はなんだかんだ結構多忙で、さすがに毎日とはいかないが今でも週３～５回くらいのペースで連絡を取り合って、こうやって待ち合わせして、学園へ行く。


そうして週末には、あの頃、学園では作戦会議もできやしない！という理由ではじまった会議という名の集まりがある。そのすべてがもはや形骸化していた、しかし俺たちは淡々と続けていく。少なくとも俺は、金沢と過ごすそんな時間に、なにか居心地の良いものを感じているから。


「そ、その」


「ん？どうしたんだ？」


「実は、今日お弁当が作れなくて…」


「まじか！」


そう、あれから毎日、金沢はお弁当を作ってくれていた、いやまじで甲斐甲斐しい、それはもはや俺の一日の楽しみになっていた。


「ごめんなさい…」


「いやいや、謝ることじゃないでしょ、よく朝早起きして作れるなって感心してたくらいだ」


「…そ、それでね」


「ん」


「その…い、いつもの！週末の会議の時に、埋め合わせしようかなって…」


「あ、そうなの？」


最近俺たちは、いつも会議のことを話すときは、正直、おっかなびっくりというか…挙動不審だ。なんとなくだけど、もし断られてしまったら、それでこの関係は終わってしまうような気がして…。つーか、もしかしてこれ、脈ありなんじゃないの？うひひ。


…まぁまぁまぁまぁそんな俺の妄言はさておき、金沢は今も伏せ目がちにその表情を曇らせている、


しゃーねぇなぁ！俺は努めて明るく答えた。


「わかった、じゃあ今週末の会議はおまえに任せるよ」


「！そ、そう！わかったわ！じゃぁいつも通り隣町の駅で…」


「７時半だろ？」


「うん！」


青い瞳が揺れる、金沢は優しく笑いかけてくれる、俺はいつもこの瞬間が好きで、ずっと続けばいいのに…と毎度のことながら思ってしまうのだった。


 


 


週末。


俺は颯爽と隣町の駅の改札を抜ける。


隣町までは３０分もかからないが、今日は朝の６時半に家を出た。


なんというか…居ても立っても居られず、早く出てしまった。


待ち合わせは午前７時半、休日の朝ともなれば、人目につきにくい時間帯だ、こんなところにもあの頃の名残があるのだと思うと、そういうのが少し嬉しくなる、早すぎだろ！とかなんとか喧々諤々言い合っていた俺たちの姿が駅前に滲んで霞むようだった。


今はあの頃に、この時間を設定した自分たちに少しばかり感謝したい、それだけ長く今日一日、金沢と一緒に居れるのだから。


「さってと、どうすっかねぇ…」


俺は時計を見る、まだ７時を回ったところだった、と、そこに異国のお嬢さま風の人影、あれは…。


キャラメル色のニットコートに白っぽいモコモコしたマフラー、これまたキャラメル色の短いブーツからスッと伸びる白いおみ足、ふわふわしたベージュのスカート、ウエストのキラリと光る細いベルトとフリルのついた白いシャツがとても上品…というか、かわいい。そのまま視線を上にあげると、見覚えのあるブロンドと赤いフレームの眼鏡が目に入った、そしてなによりも印象的な海よりも深く青い瞳が、俺に向けられてー。


「藪くん？」


「おいおい、金沢ー早すぎないか？おまえ…」


とか言いながら、金沢のキューティクル過ぎる天使の輪が出まくりのブロンドの髪にしばし見とれる。


「あなたも…でしょう？」


金沢がクスリと笑う、そして俺たちはなんとなく笑い合う。


どうしてか、たびたび金沢とはこういうことがよくあった、待ち合わせに早く行くと相手も早く来てたり、俺が電話しようとするとかかってきたり、金沢もよくそんなことを言っていて、俺はそーいう話を聞くたびに頬が吊り上るほど嬉しくなる。気が合うっつーか、やっぱりこれってフラグ立ってるよね？うひひ。


だってそんな不思議な偶然がたびたびさぁ…いや、偶然っていうかさぁ…偶然なんかじゃぁないよな！？


これってやっぱり、そういうことじゃないの？くっそ！テンションあがるぜ！


 


とりあえず俺たちは行きつけのスーパーが開く時間まで、駅から少し離れたところにあるファーストフードで時間を潰すことにした。
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「まだ、ピクルスは苦手なのか？」


「ほっといてちょうだい…得意になんてなれないんだから」


ちょっと頬を赤らめる金沢、こんなちょっとした表情も見れると嬉しくなる。


駅前の流れる人波を見ながら、俺はミルクティーを一飲み。


「はーそれにしても温まるなぁ…」


「そうね…和むわね…」


「…なんだかこうして人波を眺めていると、得した気分になるのは、私だけかしら…」


「いいや、俺もだ」


少し申し訳ない気もするが、いそいそとせわしなく動いている人達を尻目に、のんびりする優越感？まぁそのギャップみたいなものが、気持ちをくすぐったくさせる。


俺たちはちらりと一目、アイコンタクトすると、お互いに困ったような、よくわからない笑みを交わし、また外を見やる。


空は冬から春に変わりそうな、混沌とした曇り空。


でも、そんな景色すら、金沢と一緒だと、まるで特別な時間を与えられたように感じて、不思議とキレイだと思えてしまう。


俺はもう一度、横目で金沢を見る、金沢はミルクティーの湯気で眼鏡を真っ白にしていた。


そんな仕草ひとつひとつが俺の琴線に触れる、ゆっくりと赤フレームの眼鏡越しに金沢の青みがかった瞳が見えてくる。風も吹いてないのに、ブロンドの髪がさらさらと流れた。


その姿にドキッとする。


俺はさらにまじまじと金沢を見てしまう。こいつまつ毛なげーなぁ、肌つるつるだし…こいつとお茶をしてるってことを客観的に考えるだけで、ずいぶんと優越感に浸れるってもんだから、まったく金沢は罪なやつである。ほんとに絵になるやつ、見てて飽きないし、そうそう美術館で絵を眺めてる感覚？それに近いもんがあるかもな。この名画の所為で俺はかなりのマニアになりつつあるのも確かだし、最近は特に金沢のファッション事情に関してもかなり詳しくなって…なんかストーカーっぽくない？いやいや会話に出てくるんだから！自然なことだから！俺の所為じゃないでしょ？！ちなみに今はガーリー？とかなんとかに嵌ってるらしい、詳しくはよくわからんが…しかしこれ以上詳しくなるのも怖いものがあるよな…。


「…どうしたの？」


「あ」


どうやらまじまじ見ていたのがバレたようだ。金沢は少し恥ずかしそうにしている。


「…いや…今日も、その…洋服、似合ってるなぁと思って…」


「！…んな、何…を…！」


ことさら恥ずかしそうにする金沢、あー…やっぱり言わなきゃよかったなぁ…。


ぽりぽりと頬を掻いていると、金沢が小さな声で呟く。


「…ありがと」


 


そうして俺は、密やかに、ひとつだけ、決心をする。


今日、今日こそはこの関係に終止符を打つこと。


終止符と言っても、終わるわけじゃない、


それは終わりのはじまりになる。


この曖昧な関係を終わらせて、金沢と新しい関係を築く…やっぱり大切なのは言うタイミングなんだけど…。


 


俺たちはファーストフードでたわいもない話をしながら時間を潰すと、ようやく開店した大型スーパーで買い物を済ます。


そして向かう先は…金沢の住んでいるアパートだ。


「ただいまー」


「もう…藪の家じゃないんだからね？！」


「…まぁもう家みたいなもんだろ」


「ばか…！」


我がもの顔でどたどたと玄関から上がる俺に、顔を赤くした金沢が叱責する。そんないつもの、お約束の掛け合い。


金沢の家に来た、きっかけはなんだったか、些細すぎてあまり思い出せないが、確か、あまり外で会議を続けるのはコスト面で芳しくないとか、風呂場の電気が壊れてて困ってるとか、そんな程度のものだった気がする。


そこからちょいちょい、平日とかにも変な虫が入ってきたとか、そんなどーでもいいような理由で呼ばれているうちに、ここに来ること、居ることは、とても自然なことになっていった。


「…朝ごはん、食べてきた？」


「まさか！？そんな愚かなことはしませんよ」


この間の埋め合わせも兼ねてるから、今日はよっぽど期待できるってのに、そんなアフォなこと俺がするわけないでしょ！ファーストフードですら、ミルクティーで我慢した俺を誰か褒めてほしい。


「もう…生姜焼きでいい？」


「おまえが作るならなんでもいいよ、うまいからな」


コンロに火がつく、金沢はキッチンに向き合っている。


微かに、小さな鼻歌が聞こえる、相変わらず、楽しそうに料理をするヤツである。


「「♪～」」


って気づけば俺も少し鼻歌まじりだった。くっそ楽しみにしすぎだろ！


俺はなにか気恥ずかしさを誤魔化すようにテレビをつけて、窓を少し開けて換気する。


ちょっと上気した頬に冷たい風が心地いい。


「いい天気だなぁ…曇ってるけど」


 


なんだろうこの時間は、金沢の家で、金沢と一緒に、朝ごはんを食べる。


ただそれだけなのに…気持ちがとてもふわふわして、


ドキドキして落ち着かない。


 


「できたわよ」


「おぉ！早いなぁ…」


「ふふん」


金沢はずっとここで１人暮らししているみたいで、家族関係とかはまだ聞けていない、その類の話になると黙ってしまうから、まぁ外見からするとハーフ？なのかなーなんて思ったりするが、ともかくなにか理由がありそうだし、金沢が嫌がる話はあまりしたくないので、いまのところ保留中だ、いつか、聞けるといいんだけども…。


ただ、ここでこうして向かい合ってごはんを食べる人がいるっていうのは、やっぱりいいもので、金沢は言葉にこそしないが、俺にそうしてほしいような…そんな感じがする。だから家に呼ばれているのかもしれない。


「おほぅ！この味噌汁うまー…！」


「でしょ？この間、新しいのにしてみたのよ、なかなかやるわ、私」


「い…いや、自分で言うなよ…」


「この焼き加減も完璧じゃない？ね？」


「いや、完璧なんだけどさ、自分でいうのは…」


「今日はどこか出かける？」


「切り替え早！？」


「私、そろそろ春服が…あ、そうそう…藪に見せたい雑誌があってさ…」


「…カナザワサン？カイワ、イッポウツウコウニナッテルヨ…？」


やだ、２人で居るのに寂しくなっちゃう。


 


基本、俺たちの会議は、いつも金沢の家を拠点に行われる。


当たり前の話だが、俺たちの会議は、基本この街から出ることはない。


まぁ会議しに集まって、この街から出るほどの遠出をするってのもおかしな話である。


…荷物持ち係の俺としては金沢の家を拠点として行動することに助けられてはいるけども…正直、なんとかランドとか含め、そういったウキウキワクワクするところに行ってみたい…が、まぁこれが今の関係の限界である。


金沢は持ってきた雑誌を２人の間に置くと、円形のテーブルの淵をずりずり移動して、体を寄せてくる、肩と肩が触れそうな距離、まったく食事中だってのに、行儀の悪いやつだなーとか全っ然思わないね！髪から流れるシャンプーの匂いとか、この部屋に漂う甘い香りとか、ちょっと前屈みな金沢とか、キター！！！！っていうか、ご褒美すぎてご飯のスパイスになりますって落ち着け俺。でもでも一生懸命話してくれている金沢の表情は、やっぱり魅力的で、毎度のことながら、金沢はこの部屋に居る時は少しガードが緩むのか、多少のボディタッチもいとわないし、軽い密着も気にならないようだった。俺にはかなり刺激的だ…つーか、やばい、金沢を猛烈に意識しちゃってる所為か、なんかもー飯食ってる場合じゃないんですけど…。


一通り、☆金沢の欲しいものランキング☆の話を聞いた俺は、雑誌から目を外し、さっと部屋を一瞥する。


「服もいいけど、家具とか買ったらどうだ？このちゃぶ台くらいしかないだろ？」


「ちゃぶ台ゆうな！ローテーブル！」


「ロー…ちゃぶ台？」


「あんた、わざと言ってるでしょ…」


あぁぁぁあぁ！！こだちさん！ストップ！ローテーブルが圧し折れそうですよ！？！


「こ、こだわるなぁ…」


「そうよ！服と違って家具は買ったら一生ものでしょ？妥協できないのよ、私…」


ふっと遠い目をする。


「でも、それでこの生活強いられてんじゃ、おまえ、ちょっとあフォ…」


「ちょっと？なによ？」


折れる！！！今度こそテーブル折れますよ！？


「あーあぁぁぁ！！！…か、かなり…賢いかな？」


「よろしい」


「そういや、食器とかもすげぇ凝ってるよな」


俺は金沢が使っている皿と、２人分の料理がのった大皿をちょいっと指差す。


「わかる？！」


「おまえのだけだが…」


俺の取り皿は基本紙皿、茶碗と汁椀は金沢が客人用のは持ってないと言った時に、俺がてきとーに買った１００均の食器で、まぁかろうじて紙ではないが…。


「だってー藪に割られたら困るし…」


「どんだけガサツなんだよ、俺…」


まぁ、あんまり割らない自信もないけどな！高級な皿なんて使ったことないし、つーか料理の味が変わるわけじゃなし、１００均のが気楽でいいけど。


「ま、まぁ藪も良く来るし、なんかかわいいのあったら買っとくわ」


「え、そこまでせんでも…」


「…いらない？」


うひょぅ、そんな表情見せられたらいらないとか言えないでしょ！


「…いや、そう、だな、今日、あたりなんか…ちょっと、良さげなの探してみるかな…」


「いいわね！それ！」


いつになくテンションの高い金沢に引っ張られるようして、


俺たちはいつものように、行き当たりばったりに街にくり出す。


今日もそんなありふれた一日になるはずだった。


 


 


「ふぃー…」


「お疲れさま、お茶でも淹れるわ」


俺が荷物を床にゆっくりと置くと、金沢は我さきにと、荷物を漁り、２組のカップ＆ソーサーを取り出した。


「どう？これ？やっぱりかわいいよね～藪っぽいかも～！」


「そうか？」


金沢が気に入ったやつは、ウェッジなんたらのカップ＆ソーサーで、これがとにかく高い、めちゃくちゃ高い、ゲームソフトが２本買えるんじゃないの？！と思うほどだった。


もちろんこんなもの買ってしまったら、俺の茶碗とかそんなものはもうどうでもよくなった。１日に食器に何万円もかけるなんて…なんか負けた気がするし。


「しっかし、高い買い物になったな…」


「いいのよ、藪は気にしなくて、いずれにせよ来客用で必要かなって、なにか買おうと思っていたんだもの、変なもの買うよりもずっといいわ！」


うっわ、めちゃカップ見つめてニヤニヤしてるよ…こんな金沢はじめてみるよ？ハートマークとか飛び交ってそうだな、実際。


一応、選ぶの手伝ってほしいとか言われたけど、こんな高いカップ選ぶ基準がまったくわからん俺は、感覚でのアドバイスしかできなかったが、それでも２人散々あーだこーだ言い合って、結局、２人の意見が一致したこのカップに出会うまで何軒もはしごするはめになった。


「なかなか買う勇気がでなかったけど…藪のお手柄ね…ありがと！」


「俺、なんもしてないけどな…」


相変わらず、ハートマーク飛ばしまくりな金沢、俺はなんとなしにそれを微笑ましくながめた。


正直、金沢のカップに対する熱い想いを聞いていただけのような気もするが、まぁ金沢がこんだけ喜んでくれるなら、よしとしよう。しっかしこんなに屈託のない笑顔を向けられると、照れるというか…まぁ頑張ったかいがあったというものだ。素直に嬉しい。


ふと今日は曇ってばかりだった空が窓から見えた、なんとも妖しい紫色の空、少し怖いくらいだ。日没間近といったところだろうか。


 


ピピピピピピピピピピピピピ。


 


とそこに不可解な電子音。


「なんだ？」


「…ちょっと、外見てくるね…」


いきなりそう言った金沢の表情は見えなかった、しかし金沢が外に出た次の瞬間。


ブッヒュウオォォォォ！！！！バタバタバタバタバタバタバタ。


「く…！！！！！」


ものすごい突風が、少しだけ開いていた金沢の部屋の窓から吹き抜けた、俺は咄嗟に新しく買ったカップが飛ばされないようにそれを守りながら突風が過ぎるのを待つ。


「………お、終わったか？」


金沢の部屋は、荒れていた、単純に、いやぁすごい風が吹いたね、では済まされない、台風後のようだった、俺はカップ＆ソーサーが無事なことを確認すると、それを部屋の隅に逃がし、片づけに取り掛かった、そういえば、外に出た金沢は大丈夫だろうか？などと思考を巡らせているとー。


その時、俺は見つけてしまったのだ。


１冊の本を、日記帳を、


表紙も背表紙もない本。だから深くなんて考えず、なんの本かなーっていう、ちょっと識別するくらいの気持ちで、ぺらぺらと流し見るようにしたのが、いけなかった。すぐに気づいた、これは目を通すべきではないものだと、それが金沢の秘密の中二病詩集であれば、どんなに良かったことか、しかし俺は、そこに載っていた異質な言葉の中に、自分にとって親しみのある単語が載っていた所為も手伝って、それがただのなんでもない本ではなく、日記帳だと認識できる程度には、いや、観察記録であることをわかってしまう程度には見てしまったのだった。


「なんだこりゃぁ…」


簡単に言うと、それはキコの観察記録だった、剣菱キコがどのように日々を過ごしているのか、そればかりが書かれていた。また、それ以外にも俺の頭では理解できないような難解な言語や、俺には一見らくがきにしか見えないが、その異様さから明らかに何かを意図して描かれている図形というか模様が載っているところもあった。それは金沢が日記をかわいらしく彩るために描いたらくがきとは到底思えないほど、歪で不格好なものだった。


「藪くん…」


それは、この世のものとは思えないほどに、冷たい声だった。


俺は振り返る、その声の主が、さっきまで上機嫌だった金沢のものだとは信じたくなくて、なんだか読んではいけないものを見てしまった気がして、そしてそれを誤魔化そうとして、俺はなぜだかうっすらと笑っていた。


「はは…なんだぁこれ？」


おまえはキコのファンだったのか？そんな安っぽいジョークも今は言える雰囲気ではなかった。


「…見て、しまったのね…」


俺は金沢の持つ独特な雰囲気に呑まれそうになりながらも必死で抵抗する。


「あぁ…見たよ、なんだこれ？キコを監視？……監視者ってなんなんだ？」


「…」


そして、俺はその本にたくさん書かれていたもう１つのワードを挙げた。


「月面人…ってなんだ？」


「！」


金沢はものすごく顔色を悪くしながら、ゆっくりと腕時計を外し、ピピっとなにかをセットした。


「知りたい？」


「…おまえが話して大丈夫ならな？」


俺は、さっきから周りがおかしいことに気がついていた、何か別の世界に足を踏み入れてしまったような、何かに監視されているような、違和感、不快感、たぶん、外に出てもなにかいる、そんな気がする、俺の中のなにかが逃げられないと告げている。


「…よかった」


「…なにが…だ？」


「藪くんが、冷静な人で、よかった」


金沢はとても慈愛に満ちたような声で、ゆっくりとそう呟いた。


「…」


「忠告、今騒いで、外に飛び出ても、碌なこと、ないわよ？」


「！」


「彼らがたくさん、来てるから」


金沢は泣いてるような笑っているようなそんな顔をしていた。


「最後だから、教えてあげるね、私は、月面人……そして、剣菱キコの監視者、なの」


「…最後？…おまえが…月面人？」


「あなたは…少し混ざってる、特殊な人ね…だからか私たちと同じ香りが少し、するわ」


金沢は髪をゆっくりとかきあげながらしゃべり続ける、瞳がいつの間にか燃えるように青い、まるで輝いているようだった。そして金沢の体全体の輪郭にも、まるでガスバーナーの炎のような力強く青白い揺らめきがあった。


「あなたには、剣菱キコを導いてもらおうと思っていた、でも思い通りにはいかないものね…」


くすくすと冷たく笑う。


「…キコも月面人、なのか？」


「…だった、と言った方が正しいわね…彼女は月面人に見合わなかった、だから地球に来たのよ」


なにが起きてるのかまったく理解できない、ただひとつわかること、それは、俺にここまでの情報を言うからにはなんらかの俺を消し去る術を持っている、ということだ。


「は…しかし、月面人てのもお笑い種だな」


「…なんですって」


「どんな高度な文明なのかわからんが、日記を見ただけで消されてたんじゃ、たまらないって話だよ、それとも、それがお前のやり方なのか？」


「消すだなんて…そんな野蛮なことはしないわ…」


金沢はとても悲しそうな顔をする。


「消し去るのは、記憶だけよ…あなたの記憶だけ…」


「なんだと…？」


ちょっとほっとしたものの、困る。


「外にいる人たちはね、私が、あなたと密通して、情報を漏らしてるんじゃないかって思ってる」


「私たちの存在は、誰にも知られては、いけないの」


「今日はその警告みたいなものよ…あなたがその日記さえみなければ…」


俺はこの時、日記を見たことを激しく後悔した。


つーかそんならはじめっから読めない言語で書いとけよ！


「じゃ…じゃぁ、今日の記憶だけ、取られておしまい、そういうことなのか？」


俺は、


「ううん」


俺はたぶん、


「どういうことだよ…」


ずっとこんな日々が続けばいいと、


「日記なんて、きっかけにすぎないものだから、私の言い訳だわ…ごめんなさい…」


そうずっと思っていたのに、


「言ったでしょ？あなたは少し特殊な人、だからその特殊性を利用して、本来は剣菱キコを導く役目だったのよ、私とこんな風に、仲良くなること自体が想定外だったの」


「私とあなたは、出会うべきではなかったのよ」


「っ…そんなこと…」


その言葉は、俺の胸に激しく突き刺さった。


「あるわ、私は月面人、普通の人とは相容れないものなのよ…それはあなたでも変わらない、ううん、なによりも月面人は孤高でなければ…私たちは選ばれた種族なのだから…」


金沢は俺が見たことないほどに悲しそうな顔をしていた。


「さよなら、藪くん、そしてありがとう」


腕時計の文字盤をこちらに向けようとする、月のように白い光が溢れている、どんな仕組みかわからないが、まるでなにもかもを吸い取られそうに思えた。


「ちょっと、待てよ！！！！！！！」


俺は力の限り叫んでいた。


「な…なによ」


突然叫んだ俺に、怯える金沢。


「俺は認めない」


嘘、だったんだろうか？


「え」


金沢の、笑顔も、俺に向けてくれていた、なにもかもが。


「そんなものは認めないと言ったんだ」


金沢は何を言ってるの？という顔をしてこちらを見ていた。


俺はもうここしかない、と思った。


ずっと温めてきた言葉を、言うなら今しかないとー。


「俺、お前が…好きだ」


「！！」


「金沢こだち…お前が好きだ…」


「…あ、あなた、いまの状況が、わかって…いるの？」


「わかってるさ…だからこそ、本当のこと、言わないと…だろ？」


「…わかってないわ…私はあなたにずっと、嘘を…騙し続けてきたのよ？そんな女に、このタイミングで告白？…はっ、ナンセンスにもほどがあるわ…」


金沢は呆れた、と言わんばかりに顔を逸らす。


「そんなこともないだろ、いま話してくれたじゃないか、それに…」


「……それに……？」


「俺はそれでもかまわない」


「…？！」


「今の話を聞いた上で…完全に理解した、とはいえねぇかもだが…俺はそれでもかまわない…お前が好きだって…言ってるんだ。月面人ってのがなんだか、よくわからねぇが、お前がお前なら、それでいいだろ、お前のしがらみなんて、知ったことか、俺と一緒に居てほしい」


「！！！…ば…ばかじゃないの？あ、あなたは…何も、わかってないのよ…！だから、そんなことが言えるのよ！もっと常識的に考えてよ！」


なんとも、金沢らしい言い分にちょっと笑ってしまう。


「…常識ってなんだよ？まぁいいや…今大事なのは、お前が、俺にお前の真実を教えてくれたってことだろ？そんで、俺は受け入れた。今度は俺が、お前に俺の真実を伝える番だ、ちがうか？」


「…ふ、ふん！と…とんだ茶番ね、私は別に…あなたなんて……勘違い…しないで！…それに…そんな…言葉に…私は騙されない！私は誇り高き、月面人なんだから！！！…なにより私…あなたになんて興味ないわ！」


腕時計を向けようとする金沢の手を、俺は掴み制する。


「うくく…なに、するのよ…」


「…返事もらってねぇなぁと思ってさ」


「…私は、あなたになんか、興味がない、と言っているでしょう？」


目を逸らす金沢、いつもきっぱりはきはきしてんのに…ほんと、こいつのこういうところはわかりやすいよな…。


「ここまで正式に告白してるのに、誤魔化すなよ。興味がない、なんてわかりやすく逃げるなよ…ちゃんと言えよ」


「え？」


「嫌いなら、嫌いって、好きじゃないってちゃんと言えよ、金沢」


「く……」


「どうした？まっすぐ向き合ってくれねぇと、俺は納得できねぇぞ？」


「…あ…あなたにはね！剣菱キコがお似合いなのよ！どうしてそれに気づかないの？」


「そんなの知ったことか、俺の気持ちはほかの誰でもない、俺が決める」


「…っ」


「俺はお前のことが好きだ」


「！」


「…だから、お前の気持ちが、知りたい…」


この、今離れてしまっているこの距離を、一瞬で縮めてしまいたい。


おまえの抱えているすべてを、抱きしめてしまいたい。


この握っている腕を、少し強く引けば、すべてが叶うのにー。


「…」


「…あ、あた…あたしは…」


「…」


「興味、ない…から」


「…ようし、わかった」


俺は金沢の腕時計を持っている方の腕を離した。


「な…なにを…」


「お前の気持ちを確かめる」


俺はおもむろに金沢をぎゅっと抱きしめた。


たぶん、意図なんてない、そう、したかったんだ。


「！！！！」


「…嫌なら殴れよ、叩けよ、振りほどけよ、お前にはその権利がある…」


「あ…あなた…これはもはや…犯罪よ？…」


金沢は言葉とは裏腹に、その状況をどうにかしようと動こうとはしなかった。俺の胸に額を当てて、まるで泣いているように見えた。


いつものように、いや、いつもよりもっと濃厚な金沢の甘い、香りがする。


そして、初めて抱きしめた金沢の体は、悲しいほどに温かく、柔らかかった。


「はは、犯罪て…この状況で言うことかよ、相変わらずだな…まぁ…どんな罪でも罰でも、甘んじて受けてやるよ、ただひとつ言わせてくれ、これは告白の続きなんだよ…」


俺はぎゅっと金沢の体を抱きしめていた腕を、金沢自身が振りほどけるくらいに緩める。


まだ腕の中に収まる金沢を見つめる、そのほのかな体温、真冬にたどり着いた温かいミルクティーのような甘美さ、離したくない衝動に駆られるほどに魅惑的で、叶うならずっと、そうして居たかった。


「…俺は、キコよりも、誰よりもお前と一緒にいたい」


「…！！！…」


「ずっと一緒に…」


繰り返すたびに、金沢の体から体温が抜け落ちてゆく、


でもそれが俺の叫び、俺の気持ちのすべてだった。


「…返事を聞かせろよ」


「…返事をしたら、あなたは愚行に走らないと、約束してくれるの？」


「さぁな？そんなもんはその時に考えるよ」


金沢は、なにか考えているのか、俺の腕の中から、一向に出る気配はなかった、こんな時なのに、こんな状況なのに、俺はそれが嬉しくてー。


ふっと金沢は笑う、そこには冷たさはなかった。


「馬鹿な男ね…あなたは…」


「よく言われるよ」


勢いをつけて、ぱっと俺から離れて距離を取ると金沢は静かに言った。


「答えは…ノーよ」


そして、腕時計を俺に見せる。
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俺の両腕から、やわらかく、ほのかだけれども温かかった体温がゆっくりと消えていく。


腕時計から漏れる、満月のような光が、俺を包む、体がまるで眠りから覚めた直後のように怠い、うまく動けない、刻まれている文字盤に、どんどんどんどん大切な何かを吸い取られてゆくようだ。しかし必死に抗えば、逃げられそうな虚脱感、でも…。


「…逃げないのね…」


「…振られた記憶までキレイさっぱり消えるなら嬉しいね…なんてな？…」


金沢の手が震えているのが見えた。


俺はそんな震えている金沢が悲しくてー。


「…俺は、お前から、逃げねぇよ…」


振り絞るように力を込めて、金沢を見つめる、それが精一杯の強がりだった。


すっと金沢は時計を俺から逸らした、俺は頭の怠さがＭＡＸで膝から倒れ込む。


眠い…なんて眠い体なんだ…。


そんな俺のそばにきて、心配そうにしゃがみこむ金沢。


金沢の顔をすごく近くに感じた、俺は金沢が泣いているような気がして、その涙を拭おうと仰向けになり、少し腕を伸ばしたが、過って金沢の眼鏡を落としてしまった。


「へへ…眼鏡が無くても、やっぱりかわいいな…」


微かに、金沢の頬を撫でる、温かい。いつもの金沢の香りがする。


この甘い甘いミルクティーのような香りに包まれて、眠りにつくことができたなら、きっとそれはこの上なく幸せなことだろう。


「ばかじゃないの…」


自然と金沢の膝枕を受けるような形になった俺は、遠ざかる意識と倦怠感に抗いながら、後頭部に感じる金沢の体温を必死で覚えようとする。


ブロンドの髪が俺の頬をくすぐる、その青い瞳はさきほどの輝きを幾分か残しながらもゆらゆらと濡れていて。


その表情を見ていると、次から次へと思い出す。


湯気をたてたミルクティーを飲む金沢。


電球を替えようと脚立の上でふらふらする金沢。


俺の前ですやすやと昼寝をする金沢。


一生懸命、生姜焼きを作る金沢。


怒ったように笑う金沢。


ピクルスに顔をしかめる金沢。


２人で過ごした、６畳一間のアパートは、笑い、怒り、切なさと一緒に過ごした時間は、


それは普通の友達でも、ただドキドキするだけの恋人でもなくて、


もっと素朴で、あたたかい、ただただ安心できる、誰かが居てくれる世界。


ひだまりのような世界。


疑似かもしれないけれど、嘘かもしれないけど、


家族のようだった、その時間は、


まるで、春に降った雪のように、淡くきらきらと暖かく消えて。


金沢、


俺、


今なら、お前が求めていたもの、


一番ほしいもの、


わかる気がするよ。


 


そんな金沢にどうしてもなにか言ってやりたくなった。


「…こんなことぐらいで…お前を忘れてやると思うなよ…」


「藪…」


「絶対、もう一度お前に会いに来るからよ」


俺の強がりは、俺にもう一言、大切な何かを呟やかせた。


そしてさらにもう一言続ける前に、


俺の頬に落ちてきた温かい何かとともに、


 


真っ白な空白に埋め潰されて消えてしまった。


 













    月がきれいな夜だから
     


「わあぁあぁぁぁぁぁ？！？！？！？」


 


 


何か転落するような感覚に襲われて、がばっと俺は起き上がる。


辺りを見渡すが普通に俺の部屋だった。


 


「？」


 


なんだっけ？なんか…。


…


…


「…すっげぇ、変な夢だったな………まぁいいか」


俺はちょっと怠い頭を振りつつ、学園に出かけるのであった。


 


 


「おはよう」


「…藪か…ひさしいな…」


いつものように、ゲームをやっている仲野。


「今日は、キコちゃんはおらんのか？」


「あぁ…今日は早く学園に向かったみたいだな」


俺たちはいつものように無言で歩く…と。


「おっす！ばか２人！」


俺は華麗に真砂の肘鉄をかわすが、仲野はもろに受けていた。


「あれ？藪？今日はこっちなんだ」


「…なんだよ、こっちって」


「…金沢さんの日じゃないんだってこと！」


真砂は少しニヤニヤしながら言う。


「金沢？」


俺の怪訝そうな顔が、予想外の反応だったのか、真砂は少し首を捻る。


「なぁに？喧嘩でもしたの？まぁあんたたちに限って、そんな程度でどうこうならないか…」


金沢…確か、あれだ、クラスの委員長の…。


「俺…そんな金沢と仲良かったっけ？」


「…呆れた…まぁいいわ、これ以上野暮なことは聞かないであげる」


それ以上、真砂は本当に何も言わなかった。


俺たちはいつものように馬鹿話に花を咲かせながら学園に向かったのだった。


 


昼休み。


「仲野、パン買いにいこうぜ」


「ん？なんだか、ひさしいな、そのフレーズ…」


仲野は感慨深げに目を細める。


「…とうとう藪も友情に目覚めたか…よし！行こうじゃないか！」


「？」


わけのわからないことを言う仲野と一緒に、購買に向かう。


そして屋上、俺、真砂、仲野、キコの四人でいつものように飯を食べる。


「ふもふもふもふも、あのふぉあおにひゃん」


「…飲み込んでから話せ…」


ごくんと音が聞こえそうな飲み込み方をしたあと、キコは妙なことを言ってくる。


「今日は、こだちちゃんとじゃないの？」


「…こだちちゃん？」


誰それ？


「もー、お昼はいつも２人で行ってたじゃない～」


「そう？だっけ？」


俺はパンをもむもむ食べながら、そんな反応をする。


さらにキコが追及をしようとしたところで、真砂が止めに入った。


「キコ、いいじゃない、たまには…こうして４人で食べるのも、悪くないわ」


真砂はそれ以上無粋なことは言わなくていい、とばかりにキコを制す。


キコも何か考えているみたいだったが、結局そのあとはいつも通りだった。


 


 


そうして、１週間もした頃だろうか。


昼休み。


いつも通り屋上へやってきた俺、着いてすぐに突然、真砂がつっかかってきた。


「…ちょっと、藪、別にあたしがいうことじゃないかもだけど…最近あたし達とばかり行動してない？」


「おい！多城！別にいいじゃないか！そんなのは！藪の勝手だろう！なぁ藪！」


いつになく肩を持つ親友（？）を横目に俺は言葉に詰まる。


実のところ、なにがしか違和感を感じていたのは否めないのである。


夜、たまに俺はどこかに連絡をしなきゃいけないのに、それをどこにしていいかわからずそわそわしたり、


朝、たまに俺はどこかに行かなければならないのに、行く場所がわからなかったり、


昼、いつもどこかに行っていたはずなのに、屋上に来てしまっていたり、


特に、自分でも奇行だと思ったのは週末、早朝になぜか目覚め、居ても立っても居られず、俺はなんの予定もないのに隣町に行ってしまった。駅前をぶらぶらぶらぶらあてどなく彷徨い、結局腹が減って昼くらいには家に帰って来たのだが、なにかものすごい違和感を禁じ得なかった。


例えるなら、何か約束をしているのに、それを忘れてしまっているかのようなモヤモヤ感、と言えば適切だろうか。


「こだちちゃんに最近会ってるの？」


キコが素っ頓狂なことを抜かす、だがその言葉は俺に響くものがあった。


「…なんか前も聞いたなぁそれ、こだちって誰だよ？」


「ちょ！あんた、あんなに長く居て、委員長の下の名前も知らないの？」


「まぁまぁ！藪にもいろいろあるさ！お前もさ、これで晴れてカムバック！つまりはリア充崩壊で、リア充爆発しろ！組に戻って来たってことだよな？それでいいよな？あ、でもキコちゃんにフラグ立てちゃだめだぞ？」


真砂を呆れかえらせて鎮める（怒らせる？）と同時に、妙なことを言ってくる仲野、その後真砂に蹴られたのは言うまでもなく…。


２人がやり合っているのを尻目に、俺はキコに話しかける。


「…なぁキコ、へんなこと聞くかもしれないが…俺ってその、こだち？つまりは金沢か…と仲良かったのか？」


キコは一も二もなく頷いた。


「こだちちゃん、寂しがってるんじゃないかなー、行ってあげてよ～」


「行ってあげてって…どこに居るかわからんし…」


「あそこだよ」


キコはてこてこと歩いて屋上の端に行き、ある場所を指差す。


「あんな校舎の脇？なんかジメジメしてそうだな…」


「ここからは、しかく？っていうのかな、見えないけど、ちゃんとベンチがあるんだよ、あそこがこだちちゃんのお気に入りの場所だから…」


「ふーん…」


そう言うや否や、キコは目をキラキラと輝かせている。


「行く？今から行くの？うはーろまんちっくだね！アニメみたい～！」


「ん～かなり遠いし…明日で…」


…キラキラキラキラキラ…。


「だから、明日…」


…キラキラキラキラキラキラキラキラキラキラキラキラキラキラキラキラキラ…。


俺はワクテカしているキコの視線を振りきれず、結局そのままそこに向かうことになった。


 


「ち、なんだってこんな…」


しかし言葉とは裏腹に、俺は興奮していた、よくわからない感情がこみ上げてくる。


その答えが、あそこにある、そう思うと、なおさら足の進みも早くなる。


俺は足早に校舎脇を曲がる、すると…。


 


ブロンドの髪をなびかせて、青い瞳をこちらに投げかける少女が１人、お弁当をつっついていた。


 


「！…や…藪…くん………」


「お、おう…昼飯か？…だよな…すまんな、なんか邪魔しちまって…」


そこに居たのは、まごうことなき、金沢こだち本人だった。


金沢は、よっぽど驚いたのか、両目を見開いてぱちくりこちらを見ている、お弁当を進めていた手も止まってしまっている、今食べはじめたばかりなのか、ほとんど手つかずだった。


ややあって冷静になったのか、金沢はこほんと咳をして、お弁当を仕舞いはじめる。


「…そこ、となり、いいか？」


「えぇ…どうぞ？私、これから教室に向かうところだったから」


おいおい！なんだそりゃ？


「じゃぁ…」


「ちょ…待てよ、悪かったよ、なんだか邪魔しちまったみたいだな？俺が去るから、ここで食べてくれよ」


「いえ、ここ……そう、ここには…よく猫が来るのよ、その子に少し餌をわけてあげようと思ってただけだから…」


「へぇ？猫が…かわいいのか？そいつ？……つーか委員長がそんなことしてるなんて…なんか意外だな…」


金沢はしまったっといった顔をして、少し目を伏せる。


「！あぁ…気にしなくていいぞ、俺は誰にもしゃべらんから…」


「どうして…」


「ん？」


「どうして…私に、優しくするの…？」


その時、金沢の瞳から、それと同じ色の雫がこぼれ落ちた。
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「！」


「…ごめんなさい、時間、無くなっちゃうから…！」


金沢は踵を返すと、さっさと行ってしまった。


「…金沢…」


俺は何が起きたのかわからず、しばらく金沢が曲がっていってしまった角をじっと見つめていた、その金沢の座って居たベンチのある場所は、ジメジメしている、などと思っていた俺の先入観とは裏腹に、ぽかぽかと暖かく、木漏れ日がキラキラとゆらめく、なんだかとても懐かしいような、そんな素敵な場所だった。


 


放課後。


さっさと家に帰って来た俺は、とっとと部屋着に着替えはじめる。その間中も、ずっと心臓がバクバクと鳴っていることにあらためて気づかされた。それはたぶん、今日の昼ぐらいからずっと、金沢のことを、金沢こだちのことを考えていたからだ。


なぜ、泣いたのだろうか？


俺が泣かせてしまったのだろうか？


なぜか俺は良く覚えてないけど、みんなには金沢と仲が良かった、と思われているようだ。


仲野はリア充爆発しろ！組にカムバック、と言っていた、ということは俺は知らないうちにリア充になっていた、とも取れる、金沢と？ありえない、全然あいつのこと知らないし…。


いや、それにしても、俺がなにか粗相をやってしまった感じは否めない。


なにか、ひっかかるんだ。


「ともかく、明日もう一度、ちゃんと話そう」


そうしなければ、すっきりしない、それに…。


「俺のモヤモヤの原因はあいつ…」


そう、なんだかそんな気がする、これはどちらかと言えば、確信に近い感じだった。


 


 


「よう」


「！…また、来たの？」


昼休み、金沢は昨日と打って変って冷たかった、暗に近寄らないで、というオーラが見える程度には…。


「まぁ…そう言うなよ、ちょっと聞きたいことがあってな…」


金沢は昨日と同様に、お弁当箱を早々に片づけはじめる、どうやら立ち去るつもりらしい。


「…なんだか、えらい嫌われようだな…」


「…えぇ…察してもらえると助かるわ」


俺がベンチに腰掛けるも、金沢は故意とわかるように俺との距離を空ける。


「そうね…今日はまだいいけど、明日も来たら、ストーカー認定ものね？知らなかった？しつこい男は…嫌われるものよ」


「おいおい！きついなぁ」


笑ってみるも、笑いでは誤魔化せない空気がそこにあった。


「じゃぁね…」


立ち上がる金沢、よほど、俺のそばに居たくないのだろう、そんな雰囲気が痛いほどよくわかった。


「わかったって！行ってもいいから、ひとつ聞かせろよ」


「なにかしら？」


「…俺とおまえが、仲が良かったって噂があるんだが、本当か？」


「…この現状を認識できてないのなら、おめでたいことね？」


質問は終わりね、とそのまま角を曲がって行こうとする。


「まて！もうひとつだけ…俺はお前に、ここまで嫌われるようなことをしたのか？」


金沢は一瞬立ち止まり、俺の方を見る。


とても冷たい目だった、完全に蔑み、侮蔑するような眼差し、ここに居るのは人ではないと言っているような目、どうしたらこんなにも人を憎めるのか、と勘違いしてしまいそうになるほどに、はっきりとした拒絶。


「…もう、近寄らないで、ちょうだい」


金沢はそれ以上、なにも言わず、去っていった。


 


「はぁ…」


ごろんと、自分の部屋のベッドに転がった、取り付く島もないとは、このことだな…と本当に実感している。


俺の以前あった、金沢へのモヤモヤした気持ちは、今や恐怖一色で、正直考えたくもない。


こんなにもはっきりとした拒絶を、人から受けたのははじめてかもしれなかった。


「もう……あまり、話したくは、ないよなぁ…」


俺が話しかけると、金沢はものすごく不快になるみたいだし、そんな相手の反応を受けて俺も不快になるから、まさに負のスパイラルというか…いいことなしなのだ。


最初に金沢が見せてくれた涙と、その言葉の意味は、もはやわからなくなってしまった。


…優しくしないで…かぁ…


結局、俺は彼女に何をしてしまったのだろうか？優しくしたのちになにか傷つけてしまって…？考えれば考えるほどわからない…どうせ、嫌われてる理由もわからないんだし、なに聞いても答えてくれないだろうし、いっそこのままなにもかも、闇に葬って普通の日常に戻るってのも…選択肢としては、まぁ…。


「ないよ！だめだよ！」


「！！！っびっくりしたぁ！」


キコがいつの間にやら部屋に入っていた。


「…なんだよ…急に…」


「きゅうに、じゃないよ！話したくないよ！なんてだめなんだよ！」


ないよ！！だめだよ～っと言ってキコが暴れる、一瞬俺の思考を読まれたのかと思って内心焦った…。


「…そうは言ってもなぁ…おまえは今日のあいつ、見てないから言えるんだよ…」


「大丈夫！明日があるよ！がんばろー！」


おぉ！！っと１人で盛り上がるキコ。


「…でもなぁ…」


「でもじゃないよ！どーしたの？こういうのキコ知ってる！おとこらしくないって言うんだよ？」


「…だって、明日も行ったらストーカー認定されちゃうし…」


「もーしょうがないなぁ！おにちゃんは！」


キコはぶるんと胸をはる。


「キコに任せなさーい！明日のお昼になんとかしてあげるから！」


「…いや、やっぱりいいや」


うん、なんか危険な香りがぷんぷんするし。


「どしてー！！！？」


そんなこんなでわあわあと夜は過ぎていった。


 


 


ガヤガヤ教室が騒がしくなる。


昼、また昼になってしまった。


ちらりと見ると、金沢はまだ教室に居るようだ、まさにあの場所に行く準備をしている。


「…どうすっか…」


昨日の金沢の表情が、頭に張り付いて離れない、本当にどの面下げて会いに行けるというのだろうか？そういえば、キコが朝なんかやってたな…。


どどどどどどどどどどどどっと廊下から走る音がする。


なんか久しぶりだな、この感じ。


がらりと教室のドアが開くと、それは一直線に俺のもとに走ってきた。


「おっにっつちあああああああああぁっぁあああぁあぁぁあぁぁぁぁん！！！！！！！！！！」


「いんふぇるのおおおおおおおおおうぷす！！！」


俺はフライングニードロップを受けて、盛大に気絶…かろうじて意識はつないだが…。


「…き…きさま…俺を殺す気か？」


「さっすがおにちゃん！受け止められちったぁぁぁぁ！」


キコは遠慮なしに俺に抱きついてくる、それはもうほかの男子たちの、代われ！いいから代われ！俺に代われぇぇぇぇっぇぇぇぇぇぇぇっぇぇ！！という血の叫びが聞こえてきそうな感じだった、しかもそのあとがいけない。


「さってと、きょーはキコ、お弁当作ってきたから、一緒に食べようね？」


「そ…それはかまわんが…とりあえず、俺の膝から降りてくれんかね？」


「うんにゃ」


「へ？」


「うんにゃ！きょーはこの姿勢で食べるのだ！」


えぇぇぇっぇぇぇぇぇぇぇええええええええっぇぇええええぇぇぇぇええええええ！！！！！


とクラス全員が釘付けになる、俺はキコを抱きかかえる体勢になっている、つまりは駅弁スタイルというやつだ、弁当だけに…失礼、こほん。


そして、その機にクラスから逃げようとしていた１人を、キコは呼び止めた。


「こだちちゃーん！こだちちゃんも一緒に食べよ？」


クラス中の視線が金沢に向かう、金沢の表情は眼鏡が反射してよく見えなかったが、金沢とキコは結構仲が良いらしいので、誰しもこの後の展開を予想していた…が。


「…ごめんなさい、今日はちょっと、寄るところがあるの…」


ごめんねごめんねっとしきりに謝りながら、教室を後にする金沢、教室の誰もが予想だにしない展開でぽかんとしていた、俺もそれは意外だったが、なるほど、大嫌いな俺が居れば、それも頷けた。


「…キコ、ごめんな…俺の所為で…」


しかしキコは、目をキラキラさせて、言い放つ。


「うんにゃ！これでいーのだ！おにちゃん！こだちちゃんをつれもどしてきてくれる？」


「え！俺？」


「そうだよ、おにちゃん、それがおにちゃんの仕事なんだよ」


キコはにっこり笑うと、跨っていた俺から、さっと降りた。


「はやくはやく！はやくしないと、キコお腹すいちゃう～」


「わかった…ありがと、な」


キコはてへ☆っとスマイルを作り出す。


身をよじるキコを尻目に、俺は走り出す。


 


校舎脇、俺は図らずも緊張していた、バクンバクンと心臓は高鳴り続け、まるで地球が揺れてるんじゃないかと錯覚するほどに視界が揺れていた、たぶんこれは走って来たから、じゃないよなぁ…。この角を曲がったところに、金沢はいるはずだ。


昨日のことが頭を過る、だが、これは連れ戻すだけだ、そうキコに頼まれて、そうするだけなのだ。


大義名分を再確認した俺は、ゆっくりと角を曲がる。


金沢は、ベンチに突っ伏していて、表情がまったく見えない、まるで泣いているようなその姿に、俺は声をかけるのを躊躇った、だが、あまりにも動かないのでちょっと心配になってきた。


「…お、おい…」


「…」


「…生きてるか…？」


俺は恐る恐る近づいてゆく。


「…こないで…」


どこか怒っているような…低く鋭い声だった。


ズキン、突然、俺の頭が痛みだした。


なんだ、これ。


「こないでって言ってるでしょ！」


しかし、頭痛に気を取られている俺は、金沢の怒号もそんなに怖いとは感じなくなっていた。


「そういうわけにも…いかないだろ…」


俺は右手で思わず頭をさすりながら、ゆっくりと金沢に近づいていく。


「はん、これであなたもストーカー決定ね！…ほんと…近寄らないで…」


金沢は滑稽に見えるほど、顔をベンチに伏せたまま、上げようとはしなかった。


「へ…そんな姿で言われても、ちっとも怖くないぜ？」


ズキン。


割れそうだ、頭が…割れそうに痛い。


俺は、心のどこかで、金沢の、もしかしたら今しているかもしれない顔を、その表情を、想像できてしまっていたのかもしれない…そしてそれが頭痛の原因であることも…気づいていたのかもしれない…だから、


見たくなかったのかもしれない。


その表情はきっと俺の…トラウマ…のような気がした。


「うるさい！立ち去りなさい！私は、あなたになんか会いたくないのに…」


「…そうもいかねぇよ、キコに頼まれてんだ…ほら、まずは目を見て話そうぜ…？」


それを見てしまったら…俺は…俺が許せなくなるような気がした。


そして、何かを思い出してしまう気がした、後悔とともに沈めた、なにかを。


「…っつ！」


顔を引き起こした金沢は、泣いていた、どうしようもなく、泣いていた。


そしてその泣き腫らしたような腫れぼったい目は、俺の目が節穴でないのなら、今し方できたもののようには見えなかった。まさか、こいつ、昨日？一昨日？ずっとずっと泣いて…。


ズクン…ズクン！


「あぁぁぁぁぁあぁぁあぁぁぁぁぁぁ！」


痺れるような、今まで感じたことのない痛み、体中の毛穴という毛穴から汗が、痛みが噴き出すような頭痛。


俺は両手で、頭を抱え、そのまま地面に俯せになる。


「！藪くん？…どうしたの…しっかりして！」


泣いている、金沢が泣いている、なんでだ？どうして彼女が泣かなければならないんだ？


許せない…何もかもが、自分が許せない…。


俺は、それを、止めなければ、いけないのに。


どうしてかそう思った。


一瞬、なにか大切な……大切な、なにかが、頭を掠めた気がした。


「金沢…ごめんな…おまえに避けられてた理由が、少し、わかった気がするよ…」


「！な！藪くん…もしかして…」


「俺は…おまえを泣かせて…いててて！」


ズキン、ズキンと頭がどんどん痛くなっていく。


「！…ごめんなさい、やっぱり…私、私の所為だ…ごめんなさい…もうあなたには近づかないから…学校も、やめるわ…」


ごめんなさい…。


そう一言つぶやいて、金沢は走り去った。


「まって…かな…ざわ…」


しかし俺はベンチでぜこぜこ言うのが関の山だった。


 


しばらくして、キコがやってきた。


「もーお腹すいた…！！！？」


「おにちゃん？！どしたの？」


キコはベンチにだるそうに頭を押さえながら腰をかける俺のそばであわあわとする。


「へ、しまらない話なんだがな…」


俺はキコに事の顛末を話した。


 


「おにちゃん？走れる？」


「え？何を急に…」


「たぶん、こだちちゃん、もうここには戻って来ないかもなんだよ」


「な…っててて」


頭がズキズキとする、しかしそれどころではない、今は思考が働かない分、人の声がよく聞こえた。


「追ってあげて！ここで捕まえないと、もう会えないかも！」


「…わかった…しかし…どこを…」


「うー…ごめんね、キコもわからないよ、なにか心当たりがあるといいんだけど、良く行く場所とか、お家とか…キコ、こだちちゃんのこと学園のなかのことしかわからないから…」


「！！！」


「おにちゃん？大丈夫！？」


俺はふらふらしながらも、立ち上がりゆっくりと歩き出す。


向こうからなんだか、ガヤガヤと声がする。


「あ、あの声、先生たちかも…」


「まずいな…いま見つかると…」


たぶん、金沢が呼んでくれたんだろう。


「うし！ここはキコに任せて！おにちゃんはこだちちゃんとこに！」


どーんと背中を押される俺、衝撃が頭痛に響くが、逆に走る原動力が生まれた感じがした、ふらふらしながらも、俺はその勢いに任せて、学園を抜け駅に向かうために走り出す。遠くでキコが何やら騒いでる声がする。


「あぁ…キコ、必ず、おまえとの約束、守ってやるからな…」


 


 


隣町の駅、一向にやまない頭痛を抱え、俺はふらふらしながらも、なんとか歩く。


「…くそ…こう頭が痛いと…」


ズキズキからガンガンにバージョンＵＰした頭痛は、俺に正常な判断をさせない。


「どこだ…？どこがあいつの家だっけ…？」


浮いては消える、泡のような記憶をたよりに、俺は歩き続ける。


着いた場所は公園だった。


金沢と…いつか…会った場所。


「はぁ…はぁ…確か、ここの近所に…」


ぐるぐるぐるぐる思考と痛みがめぐる、俺はもう吐きそうで吐きそうで仕方なかった、だがそれでも止まれない。


「へ…俺ってこんな根性あるやつだったっけ…」


やめたいのに、もういいって思うのに、どうしても最後のひとかけらの気持ちが消えてくれない、こんなにつらいのに、苦しいのに、ただ、会いたい。


俺を、こんな、気持ちにさせやがって…こんな、想いを抱かせやがって…。


金沢ぁ…やっぱりお前は…。


「…おまえは……俺といるしかねぇ…って…」


「…」


「はぁ…はぁ…！かな…ざわぁ？」


俺は霞む視界と、揺れる意識の中で、彼女の姿を見た気がした。


そういえば、ここは、彼女のかえりみち、だったきがする。


そう思ったのと、彼女のすがたをみつけた安堵と、激しい頭痛で、


俺にはそれ以上、真っ黒ななにかしか見えなくなっていった。


 


プシューピルピルピルピルピル。


？


不可解な音がする、まるで、沸騰するやかんのような…。


うっすらと目を開けると、そこは見覚えのある景色だった。


木目の天井、白い壁、そしてローテーブル。


まるで何十年も戻ってなかった故郷に戻って来たかのような安堵感がそこにはあった。


「…目は覚めた？」


すっと右手が軽くなる、どうも俺の右手は確かに、さっきまで握られていたようだった。


「あぁ…た、助けてくれたのか……わるいな…いっつつ…」


「！ちょっと…無理して起きなくていいわよ…」


心配そうに俺に寄り添う金沢を尻目に、俺は寝床から起き上がると、ゆっくりローテーブルに近づいた。


「…いま、お茶入れるわ…」


金沢は必要最低限のことしか言わず、そのままキッチンに立った。


その後ろ姿に俺はなぜか懐かしさを覚えた。


「…」


「…」


キレイなカップ＆ソーサーに注がれる、ミルクティー。


２人で茶をすする、さっきまであった冷戦状態のような沈黙ではなく、とても心地よいものだった。


俺の記憶はすべて戻ったわけではないが、寝た所為か、頭痛は今のところしなくなっていた、それに一番大切なことは思い出したから、今はそれでいいか、とも思った。


「…これを飲んだら、出てって…」


「！おいおい！つれないな…」


「あなたとは、もう慣れ合わない…それがあなたのためでもあるし、私のためでもあるの」


「んなこと、言われてもなぁ…」


「お願い…わかって…」


さっきまでと打って変わっての低姿勢で、悲壮な覚悟を纏う金沢に、俺も少したじろいでしまう。


「…おまえが俺のためを思ってくれてるのは良くわかった」


「！じゃぁ…」


「でも、これだけはゆずれないね」


「…」


金沢は意気消沈する。


「まぁ、キコとの約束もあるし、勘弁してくれよな」


「約束？」


「あぁ、おまえを連れ戻すって」


「…あの子…」


金沢は不意に困りながらも優しそうな顔になる。


キコの存在は、金沢にとっても大きいものなのだろう。


俺にその表情を見られて、はっとなった金沢は、真顔に戻って俺に話す。


「…どうしたら、わかってくれるの？」


「どうしたってわからねぇよ」


「…」


「とりあえず、おまえが戻るって選択肢しかないんだよ、もう」


「…話し合いにならないわね…」


 


？！


 


声ではなかった、音で認識しているのではない、その不思議な声は、コーダっと誰かの名前を呼び、もうよい、的な意味を飛ばしてきた、意味も文法もない、ただ、そう言ってるように、感じる、としかいえない。


「…そんな…待って、待ってください！私は月面人として、然るべき行いをいたします！」


その声は、コーダという人物が、俺を今また助けたこと、俺にかけられた記憶操作が解けかかっていること、そしてそれはコーダが狙ってやったことを告げていた。本来の作業時間を故意に短縮したことが今回のことを引き起こしたとー。


「ちが…い…ます…ちがいます…わた…私は…」


答えを出すように促される、今日の日付が変わる前に、決めるようにと、月面人としての行いをするか、今の状態を守るのか、もし、今の状態を守るのであれば、月面人としては生きられないと、すべての記憶を消しさり、元の状態に戻すと。


「！そんな…それは…ひどすぎます！」


その一方的とも言える声は、まるで何事もなかったかのように消えた。


俺はきょろきょろと辺りを見回す、特に変わったところはない、俺の手はびっしょりと汗をかいていた、それも当たり前か、こんな超常現象を目の当たりにして、冷静でいられる方がおかしいのだ。


「…なんだったんだ…？今の？」


俺は恐々といった面持で金沢に話しかける。


「…あぁ…こんなことになるなんて…」


金沢は頭を抱えて押し黙ってしまった。


俺はふと時計を見る、お昼頃に抜け出してこっちにきたわけだが…なんだかんだ、時間は午後９時になっていた、あと３時間で決めないといけないのか。


金沢を見る、憔悴しきったような表情で、ぼんやりと足を抱えて座っていた。


刻一刻と時は流れる、俺は金沢にかける言葉も見当たらずにいた、どれだけ時間がたったのだろうか、やけに時間の流れを遅く感じる、そのとき金沢が口を開き、唐突にしゃべりはじめた。


「…私はね、月面人の、監察官、なの」


金沢の言葉は、あっさりと聞き入れることが出来ない内容だったが、さきほどの体験に加え、記憶が少しは戻ってきているのか、なんとなくデジャヴュを覚えていた俺は意外と素直にその言葉を受け取ることができた、何より金沢の言葉を何もかも受け入れてやりたいと思う俺がいた。


「…そっか…」


「月で生まれてからずっと、月での生き方に適応できない人たちの監視者として助けてきたわ…」


「…キコのような？」


こくりと頷く。


「本来、私たちは形というものを持たない、永久的なもの…」


「ずっと、ずっとね、そうやって生きてきたの、今の私、金沢こだちとして、周りの記憶を操作しながら、ずっとずっと…」


「…そんな簡単に大勢の記憶を変えられるのか？」


俺にやった方法とか、１万人いたらどんだけ時間がかかるんだよ。


「外に居る彼らは、私なんかよりも、もっと上位なの、彼らなら、一瞬で、簡単にできるわ…」


「はん、なんだか、そんな力があったら、悪用できそうだな」


「そうね…だから、求められるのよ、月面人には、なにものにもぶれない強い心が、そしてそれにも負けない、慈愛の心が…」


「なんか、話聞いてっと、神様みたいなやつらだな」


「…ふふ、そうね、そんな大仰な言葉は当てはまらないとは思うけど、私は、みんなを優しく見守る者、それが月面人だと信じてる」


俺はあの、見てしまった金沢の日記を思い出していた、その時思っていたことも。


監視者、月面人なんていう奇抜な言葉を抜けば…。


あれは、キコのことを思う、金沢の日記。


明日はこうしてあげよう、とか、こんな風にしたらよかったのに、とか。


自分への反省も交えた、キコが過ごしやすいようにと、そんな思いの丈が綴られた。


とても優しい日記。


あぁ、そうか、だからキコは懐いているのかもな、自分のことをこんなにも真剣に考えてくれている金沢のことを、きっと本能で察していたんだろう。


「でも…私、おかしく、なってしまった…」


「あなたを見ていると……不思議な気持ちになる…なってしまう」


「最初は、ほんの少し、気の紛れる相手だと思った、一緒にいると楽しいし、ここの部屋に戻って寝るだけの私、未来も将来も関係のない私…ひとりぼっちの私、そういうものが全部洗い流せる気がして…弱い私が消えていく気がして…」


金沢が、将来の話や両親の話をした時、悲しそうな表情をした理由は、きっとそういうことなんだろう。永遠を歩くものが、未来を望むなんて、どれだけの強さが求められるのか、簡単に未来を夢みることができるのは、終わりがあるものの特権なのかもしれない。


「でも、どんどん楽しくなって、一緒に居たくなって…そんなこと許されるわけないのに…あなたを私の世界になんて連れ込めないのに…」


「…それで、か…」


あの時は、たまたま日本語で書いていた日記がきっかけになったが、金沢にしてみれば、俺の記憶を消すための大義名分が成り立つものならなんでもよかったのだろう。


「ほんと、お笑い種ね、私なんかが…誰かを…だなんて…」


「そんなことねぇよ」


金沢は自嘲気味に笑う、俺はその言葉を聞いて、人知れずほっとしていた。


「あそこが引き際だったのよ、本当の…。キコとなら、あなたはずっと暮らせるし、あの子なら私も任せられると、そう思ってた…でも」


金沢は苦しそうに胸を押さえる。


「あの子があなたにべたべたしているのを見て、怖かった、自分が…。どうしようもない感情が生まれてくる、痛くて苦しくて…こんなの、こんなの月面人じゃない」


「私の望んでいた月面人じゃないのよ…」


金沢は苦しそうに漏らす。


「…私、本当に自分を過信してた、こんなことぐらいで心の揺らぐ自分じゃないって、これもいい経験かもって、ひとつ上の月面人になるためには、ちょうどいいんだって…でもそうはならなかった…」


「あの日、月面人のみんなが私に呼びかけたの、このまま、今のままここに残り、生きる選択肢もあるって」


「まじで！」


「でも、拒否したわ…」


「まじでか…」


なんだよ、こんだけ煽っといてそんな好かれてなかったってこと？超がっかりなんですけど…。


俺の反応を見て、くすっと笑いながら、金沢は続ける。


「…別にあなたのことがどうって話じゃないのよ…？ただ、そうするためには、月面人であることをやめなければいけない」


「それはつまり、記憶が消える、ということ……キコみたいに…」


「…」


記憶を消されること、それは、体験した俺としても、あまり気分のいいものではない、大切な何かを無理やり忘れている感覚は、知らないうちに誰かを傷つけていく感覚によく似ている気がする。


「あなたに…そんなことをしてしまった私が言えることではないのだけれど…私が、これまで抱えてきた思い出も…なにより、あなたと過ごした思い出をすべて、消されてしまったら……私に生きている価値なんてない、そう、思った…」


その言葉は、金沢のいままで聞いた言葉の中で、一番切実で、気持ちのこもった言葉だった。


「…それは…その、なんか、頼めば、やめてくれるとか…ないのか？」


「ないわ…私は生まれついての月面人だもの、知りすぎている、だから余計に怖い…何もかも記憶を消されたら…どうなってしまうのか…わからない、私が私じゃなくなってしまうかもしれない…」


金沢は膝をぐっと抱えるようにして震えていた。


「だから、あの時思ったの、あなたの記憶が消えても、あなたとの思い出は私の胸にある、だから、ずっとずっと大切にするから、だから許してほしいって」


「金沢…」


「我儘なのはわかってる、自分勝手なのも…でも、記憶を失ったら、あなたの思い出も全部失ったら、私は本当に…」


ほんとうに、さいてい、ね。


金沢は膝を抱えたまま泣いた、ただただ泣いていた、俺はそばによって肩を抱いてやることしかできなかった、とても華奢で小さい肩、小刻みに震えていた。なんのことはない、俺の目の前に居る子は、監察官とか、月面人とか、高尚な種族とか、そんなことの前に、ただただ寂しがり屋で、ひとりぼっちが嫌な、金沢こだちというただ１人の女の子だった。


 


！？


 


そろそろ時間だ、っとでもいうかのように、部屋が少し暗くなった、金沢ははっとして立ち上がり俺から離れて、腕時計を手にする。


「藪くん…本当に本当に今まで、ありがとう、こんな私を…こんな…我儘な私を受け入れてくれて…」


「金沢…」


次から次へと溢れて止まらない涙を、ごしごしごしごしと無理やりに拭いながら、金沢は俺に腕時計を向ける。


どうしてか、俺は、そんな金沢を、責めることが出来なかった、むしろ、この後に及んで嬉しいとすら思っている俺が居る、金沢は俺との記憶を守るために、戦っていてくれたのだと、今はわかるから。


金沢は…あの日から、あの時から今の今まで、たった１人で戦って、無理して、嘘をついて、本当に、不器用で、泣きたいくらいに、ばかなやつだよ…お前は。


だから、


俺はお前の気持ちに、応えなくちゃな。


俺は深く息を吸い込むと、ゆっくりと言葉を紡ぐ。


「…おまえは、間違ってる」


「…」


俺はゆっくりと金沢の前に立つ、金沢の定まらないふらふらと動く腕時計を前に、その瞳を見つめた。


「大切なものを…守るって、そういうことじゃないだろ？」


「…！」


「…どうしろっていうのよ…これ以外にいい方法なんて、どこにもない！」


俺の言葉に気持ちを逆なでされたのか、金沢は気丈に、腕時計を向ける、俺はさらにゆっくりと近づき、優しく諭すように言う。


「…もう、いいだろ…こだち、全部１人で背負い込もうとするな…」


「！」


俺に下の名前を呼ばれたのに面喰ったのか、はたまた俺が近づきすぎたのか、こだちはずるりと後退する。


「…おまえが守りたいと思っているものは…おまえ１人のものじゃねぇだろ」


こだちは子供のように、いやいやと首を振りながら、震える両手でまるで祈るようにして、俺に腕時計を向ける。


「…こんなことぐらいで…俺がお前を忘れてやると、思ってるのか？」


「っ…！」


「お前もわかっているんだろう？こんな堂々巡りじゃ、前に進めない」


俺はこだちに向かってさらにゆっくりと、距離を詰めてゆく、こだちの腕時計を持つ手はほとんど自身の胸に当たるほど縮こまっていた。


「俺は逃げない…」


こだちの腕時計を掲げた手を俺は胸で受け止める、そしてそのまま押し込むようにさらに進む。


「何度でもやれよ、何度やっても思い出してやる！こんなこと無駄だってことを、わからせてやる！」


目の前にはもう、ただただ泣き濡れたこだちの顔があるばかりだ、こだちはそれでもそれでも必死に嗚咽を堪えているようだった。


「…無理、無理よ…あれは私が…わざと…失敗しただけだもの…それだけだもの…」


こだちはそのままくずれ落ちる、俺は支えるように屈み、そのまま２人床に膝を着く。


こだちの気持ちの一番深くに届くようにと、耳元でささやく。


「こだちが俺を忘れても、俺はこだちを忘れない、お前の思いも全部、俺が覚えてる」


「俺は絶対、もう一度お前に会いに来るよ、今日みたいにな？…俺たちの思い出のなにもかもを抱えて、迎えにいくから、お前に俺を思い出して貰えるように、俺のすべてをかけてがんばるから」


「…あ、新…」


震える声で俺の名を呼ぶ。


ばっか、こんな時にはじめて、下の名前で呼ぶなよ…嬉しいじゃねぇか…。


「だから…もう泣くなよ」


俺は静かに右手を伸ばすと、こだちのその頬を撫でるかのようにゆっくりと眼鏡を外した、


少しびっくりしてぱちくりしているこだちの顔、愛おしさがこみ上げてくる。


眼鏡をちょうど右側にあったローテーブルの上に静かに置くと、


泣きぬれたこだちの瞳に、俺は今度こそ、手が届いた。


ゆっくり、優しくその涙を拭う。


たとえ、その誓いが不可能でも、理想でも、希望という名の嘘でも、


たとえ、その誓いすら忘れて、その先に絶望しかなくても。


それらのすべての可能性を知ってなお、俺は自分を止めないだろう。


だって俺はこだちの涙を止めたいのだから。


そのためなら、なんだってする。


なんなら俺を忘れてしまっても、


それでお前の涙が止まるなら、それでいい。


…まぁ絶対に思い出すけどな。


たぶんそんなことまで考えて、そんなこと思ってしまうのは、きっと、すべて、こだちが、ただただ愛おしくて、


それだけなんだ。


お前に笑っていてほしいから、お前が望む世界になるように、俺は全力で抗ってやる。


 


「くそったれな運命なんて、全部俺が変えてやる」


 


「！！！！」


こだちはなんとも言えない表情をする。


「ふふ…」


涙を流しながら、軽く微笑し、こだちはゆっくりと俺の胸に頭をのせた。


「…こだち…？」


「……あの日も…同じ…こと、言ってた…よ？…新…」


「え…？そうか？」


…なにそれ、二番煎じってちょっとカッコ悪くない！？


きゅっとこだちの額が押し付けられる、その表情は見えなかったが、きっと笑ってくれてる、そう思った。


そして、もう一つ。


その未来を、あの日真っ白になってしまったその先にある物語を、俺は見たい、こいつと一緒に、だから…。


「…全部終わったら、全部変わったら…俺と…本当の、家族に、なろう」


「新…！」


それは、たぶん、俺なりに考えた。


立派な月面人になることなんかよりも、よっぽど、こだちが求めてて。


こだちが一番ほしかったものだと思うから。


俺はにぃっと笑った、こだちも釣られて笑ってくれた。


 


！？


 


響くような声は、時間であることを告げていた、俺はこだちをもう一度みる。


「こだち…」


「新…」


「…俺の記憶が消えるか、俺とこだちの記憶が消えるか…正直興味がねぇよ、俺の答えはもう、決まってんだ、どのみち、お前に会いにくるからよ」


俺はさも簡単なことをするかのように、軽く笑う。


「うん…」


こだちは心なしか少しすっきりしたような顔をしていた。


そしてポイッと腕時計を捨てた。


「…待ってるね」


そして、俺にぎゅっと抱きついた。


「！こ…こだち…」


俺は少し慌てながらこだちを抱きしめる、こだちはゆっくりと微笑み、頷いた。


「私は、私の好きな人を、信じたい」


「こだち…！」


俺は再びこだちをぎゅっと抱きしめた、こだちも応えるように俺の背中に強く手を当てる。


「…もう、逃げるのは、おしまい…」


こだちは俺の目をまっすぐに見つめて言う。


「新…」


青い瞳が揺れる。


「？」


「ふふふ…家族に…なれるのかな…？」


「ばか…なるんだよ、当たり前だろ？」


「えへへ…だねぇ…」


「へへ…！」


「…」


「…」


 


[image: ]


 


俺たちは軽く微笑み合って、そのまま、どちらからともなく自然にゆっくりと顔を近づけた。


忘れても、忘れないように、


ずっとずっと覚えているように、


そう、これは誓いだ。


ここからは何も見えないけれど、


きっと、この月がきれいであろう夜に、誓いを立てる。


なぁお月さん、あんただけでも、俺たち２人を祝福してくれないか？


まもなく、光が、とてつもなく巨大な満月のような光が辺りをつつんだ。


それは街を飲み込むほどのように思えた。


俺たちは、目の前が真っ白になるまで、


お互いのぬくもりを感じ続けた。


 


 


 


 


 


声ではない声を感じる


その声は、さよならと言っていた


そんなような感じがした


 


 


 


 













    優しい嘘
     


浮遊感。


 


 


「！わぁぁぁぁっぁぁぁぁぁぁぁあぁ………」


ズシンと、俺はベッドから落ちた。


「いてて…」


くぅぅぅ…なかなかのスリリングな目覚めだ…。


「おーいちち…」


俺は頭をさする。


「ふわぁぁぁぁぁ……なんかまた変な夢、みたなぁ……」


よくは覚えてないけど…なにやらへんてこりんな夢だった気がする…。


俺はゆっくりと起きるとカレンダーを見る。


今日は日曜日だった、まだまだ寝れそうだ。


「というわけで…二度寝タ～イム！」


 


ピーンポーン。


 


「なんだぁ？」


 


ピンポーンピンポーン。


 


「…ち、母ちゃんいねぇのか？！」


俺はしぶしぶ起きると、一瞬で着替えを済まし、あくびを噛み殺しながら玄関へ向かう。


すると、なにやらリビングが騒がしい。どうやら客人をもう迎え入れたようだった。


「なんだよ…居るなら居るって…起きる必要なかったじゃ…」


「あ！おにちゃん！おそよう！」


「あ、新くん、おそようございます」


「旅木さん…あなたね…」


完全にキコに毒されてるな…っともう一人いらっしゃる…。


俺の目配せに気づいた旅木が、早速紹介をはじめる。


「いやいやいや、実はね、今まで、僕の先輩が担当していた子なんだけど…つい最近僕の担当になってね…」


「はじめまして…」


その子は軽く会釈をする、なかなか礼儀正しい子だ。


「キコちゃんの話だと、同じ学園だっていうじゃないか？しかも同じ年！これはもう引き合わせるしかないっていうか…」


じーっと俺のジト目に気が付いた旅木はちょっと失礼と言って、席を外し、俺を連れて外に出た。


「…ちょ、なんなんすか？一体…」


「実はね…あの子も、キコちゃんと同じ、なんだよ…」


「！全生活…なんとかですか？」


「そう！まさにそれなんだ…今のところ際立ったことはないんだけど、キコちゃんとちがうところは、彼女は１人暮らしをしているということだ」


「！１人暮らし…ですか…女の子１人だとなにかと大変そうですね…」


「そうなんだよ！わかってるねぇ…新くん、そんなわけで、きみに…」


「断ります（キッパリ）」


俺は家に戻ろうとするが、旅木に止められる。


「なにも、なんでもかんでも君に頼ろうってわけじゃないんだ！ただ少し気にかけてほしいっていうか…」


「旅木さん…頼る相手、間違ってませんか？俺は単なる一般学生その１ですよ？」


「それは重々承知している！しかし、やはり同じ年で、同じ学園となれば、何かと都合がいいんだよ、我々はそこまで深入りできないし、あの年頃の子は難しくてね…」


この通り！とばかりに拝み倒す旅木、俺はため息をつきつつ応える。


「…まぁ、今回は特別ですよ？」


「ほんとかい？やった！」


俺はこんな大人にはなるまいと固く誓うのだった。


 


 


「で…これですか…」


その１時間後、俺たちはその彼女の家に居た。


俺の手にはなぜか、箒と塵取りが握られている、そして目の前には台風でも来たんじゃないの？ってくらいぐちゃぐちゃになったワンルームの部屋がひとつ。


旅木の話だと、どうにも最近空き巣に入られたらしい、先輩からもろもろの引き継ぎが済んだ旅木が挨拶がてら、彼女の部屋を訪れた日、部屋に上げてもらってびっくり、今、俺の目の前にある凄まじい光景が広がっていた、というのだからなんとも旅木らしいグッドタイミングでの訪問である。


特に盗られたものはなかったようだが、ここに居させるのも少々危険だろうと、ここ３日ほどは旅木の手配した施設の部屋に住んでいたようだが、やっぱり戻りたいということになり、すぐは無理だがとりあえずできることからということで、本日急きょ、部屋の掃除をすることになったわけだ。


 


「いや～様になってるね！さすが新くん！ね！キコちゃんもそう思うでしょ？」


「うん！おにちゃん、かこいい！」


「これかっこいいか？！」


まるで一昔前の強盗と言わしめる逆三角形ハンカチマスクで着飾る俺に、嘘みたいな熱視線を向けるキコが褒めまくる。俺たちのいつものノリもあってか、現場は思ったよりも和やかな雰囲気を醸し出しつつ、着々とお掃除進行中である。


俺と旅木が重いものを運んだり、日曜大工さながらの修理、補修を請け負い、キコとその彼女で細かいところを整理整頓していく、みたいな形でやり続けて数時間、ようやく形が見えてきた。


「ここでいいの～？」


「うん！お願い」


「あ～これかわいい～」


「あ、それはね…」


２人のそんな微笑ましいやりとりを俺と旅木は遠目から眺めていた。


「まさかこんなに馬が合うなんてなぁ…まるで親友のようだね！」


「そうっすね…」


旅木は本当に嬉しい誤算だったようで、終始笑顔だった。


 


「じゃぁ、ちょっと、行ってくるね！」


「いてきま～！」


キコと旅木はせっかく片づけも済んだことだし、ちょっと親睦を深めるためにお茶にしよう、ということでお菓子を買いに出かけた、さっきからお菓子お菓子と騒いでいたキコと、お財布担当の旅木が連れ添うかたちで出かけて行った。


部屋には片づけを続けている彼女と、休憩中の俺だけが残った。


「…」


「…」


部屋の中には気まずい、というほどでもないが、ちょっとよそよそしい雰囲気が流れている。


そういやぁ、俺まだ名前を名乗ってなかった気が…と会話のきっかけを探していると。


「…あの…新くん？…お茶入れようと思うんだけど…何がいいかしら？」


いきなり話しかけられてキョドる俺。


「え、あぁ…みるく…ってあれ？俺、名乗ったっけ？」


「え？あ！う…ううん…、旅木さんがそう呼んでたから…いきなり下の名前呼んでごめんなさい…」


「ああ！そんなのいいよいいよ！新で合ってるから、そう呼んでくれてＯＫだから…」


「そ…そう？…」


…２人っきりっていう状態がやはり緊張というかなんというか…。


「…」


「…」


「あの…お茶…なにがいいかなって…」


「あ！ごめんごめん！えっと…こだちさんの好きなのでいいよ」


「え！えぇ…そ、そう…わかったわ…あの、私って新くんに名乗ってたかしら？」


「ん？あ！えー…っと、キコがそう、呼んでたような…ごめんな！…ちょっと馴れ馴れしかったよな？」


「う…ううん？！ほら、私も…そう…下で呼ばせてもらってるし…全然！こだちで、いいから…」


「そ、そうか」


じゃぁちょっと…と言って、こだちは立ち上がり、やかんを火をかける。


あっという間に湯が沸き、お茶がでてくる。


俺はその所作をじっと見つめていた。


「ご…ごめんなさい、今、カップこれしかなくて…」


そう言って、出てきたのは二組のカップ＆ソーサーだった。


「…かわいいデザインだな？」


「…！…そう？ありがと…私も、一番気に入っているの」


俺たちは室内のほとんど唯一と言っていい、家具であるローテーブルに向かい合って座る。


「…ただこれを私たちが使ってしまうと、キコちゃんと旅木さんの分がないのよね…」


こだちは少し困ったような顔をする。


「まぁ、旅木さんもそこは気づいてたみたいだし、なんか買ってくるんじゃないか？」


俺はゆっくりとミルクティーを飲む、とても懐かしいような、不思議な味がした。


「こだちは、１人暮らし長いのか？」


「えっと…ご…ごめんなさい…よく、覚えてないの…」


こだちは申し訳なさそうな顔をする、そういや、全生活なんたらって言ってたもんな、あまりこういう話は良くないかもな。


「…なんか、覚えてることってあるか？」


「え？それは…どういう意味？」


「いや…どういうっていうか…」


う…こ、これも、あんまりいい話題じゃないのかな…？


会話って難しいなぁ…っと俺がもごもごしていると、こだちがすっと立ち上がろうとしてー。


「あ！」


「！」


こだちの膝がローテーブルに強く当たった、ティーカップが俺の方に傾き倒れる。


「わっあっちち！」


「ご！ごめんなさい！」


こだちはあわあわと台布巾を持ってくる、そして俺のズボンを拭きはじめる。


なんだかベタな展開だなぁ、どこの某ラブコメ漫画だよ…。


「い…いや、大丈夫だよ、よかった…カップ、無事みたいだ…」


「…熱くない？大丈夫？」


一生懸命拭いているこだち、俺は台布巾を受け取ろうとして、手に触れる。


「！」


「…」


俺たちは改めて、すごく近い距離にお互いが居ることを意識して、恥ずかしくなってしまった。


「あ！テーブルとか、拭かないとな…」


「！う…うん」


パッと離れるこだち、俺はこだちが持ってきたもう一つの台布巾を受け取り、お互いにテーブルの上や床を拭く。


「…」


「…」


「…膝、大丈夫か？」


「うん…大丈夫…」


しかし少し目で追ってみると、血が滲んでいた。


「！血が出てるじゃないか、ちょっと見せてみ？」


「え…大丈夫よ！こんなのはすぐに…」


「…バンソーコーとかあるか？」


こだちは顔を横に振る、俺は財布を出して、常備しているバンソーコーを取り出した。


「こっちきてくれるか？とりあえずこれを貼ろう」


「…え…でも…」


「あ、汚くないよ？結構新品のやつだから」


「そ…そういうことじゃないんだけど…」


しかし、こだちは観念したのか、俺の方に来て足を出す。長いきれいな脚だなぁと思わず見惚れてしまう。あ、パンツ見えそう、見ないけどな！紳士だし！


うぅ…しかしこんなモデル並みの素足見せられたら…なんか変な気分に…いやいやいかんいかん！


「…あんまり、じっと見ないでちょうだい…恥ずかしいわ…」


「ご、ごめん」


俺はゆっくりとバンソーコーを貼る、するとこだちが話しかけてきた。


「…なんだか…」


「ん？」


「う、うん……その…」


「…うん」


「…私と、新くんって、はじめて会った気がしない、っていうのかしら？…そ、その」


顔を真っ赤にする、こだち、かわええよ、かわええよこの子は。


「…そうだな、俺も、そんな感じがするなぁ…」


「…え、それって…」


視界に入らずとも、こだちの端正な顔が俺のすぐそばにあると、感覚でわかる。


その青味がかった瞳は、俺の手の動きをじっと見つめているのだろうか、それとも…。


俺はそのことがたまらなくなって、じっとして居られなくなる。


「…ほれ、貼り終わったぞ…」


「…！…ありがと…」


照れくささの働くままに、体を離そうとするが、咄嗟になにかひっかかった。


それは、こだちの指、こだちは俺の服の袖を掴んでいた。


 


「あの…わ、わ、わたし、ひとつ、お、覚えてることがあるの…！」


 


「え？あ、あぁ…」


な、なんだ、びっくりした…さっきの話の続きか…って？あれ？こだちさん？？？


こだちの顔は赤いものの、その瞳は真剣そのもので、まっすぐに俺を見据えてくる。それは例えるならば、これから告白をする少女のごとく…って！！えええええええぇえぇえっ？！！！


「…ど、どうした」


白々しい…セリフだと自分でも思う。


「…あ、あのね…」


なにかを決めたような顔のこだちは、キレイな顔をさらにちょっとずつちょっとずつ、ふんわりといい匂いを纏わせながら近づいてくる。


もう腕や足は互いに触れまくっていて、画面的には（？）warning表示が出まくりだった。


「その…こんな展開は、予想してなかったというか…そ、その、なに？す、好きなの？」


「…」


こだちは何も言わず、少しづつ顔を近づけてくる、それの意味することはいくら俺でもわかる。


あぁぁぁぁああぁあぁぁぁ！！！こんな瞳で見つめられて動けるかぁぁぁあ！！！！


こだちと触れてる部分が温かい、そして柔らかい、さらに濃厚な甘い香りがぐんと近づき、俺の脳みそ、体、そのすべての自由を奪っていった。


…


…


…


ガチャリと突然、ドアが開く。


「「！」」


「あ～！２人とも仲良くしてるぅ～！」


キコが飛び込んできた。


「ねぇねぇ！なにやってたの？なにやってたの？」


俺とこだちは、部屋の隅と隅に離れて座っているが、キコが交互に話しかける。


「…ただいまぁ…いやぁ…結構買い込んでしまって…ん？」


旅木さんは入って来るなり、俺に小声で詰め寄る。


「ちょっとちょっと…ダメじゃないか、もっと金沢さんと仲良くしてくれないと…」


「わ…わかってるよ」


「えー！２人とも仲良し仲良しだよ～なんか面白い遊びしてたし！キコもやりたい～こだちちゃん！やろ～よ～、ん～」


キコは口を３←こんな風にして、こだちに詰め寄っている。


「か…考えとくわ…」


「ん？なぁにこれ？」


キコは一冊の日記帳のようなものをみつける、たぶん、さっき俺とこだちが離れた際の衝撃で、こだちの本棚から落ちたんだろう。


「ぺろりんちょー」


キコは中身を確認する。


「！そ、それは！」


「ばか！キコ！人様の日記を…！」


「？なぁにこれ？１ページしかな…あ！」


キコが本を掲げてぷらぷらしていると、ページが抜けて落ちた。


それは一瞬、花弁のように部屋に舞う。


 


そして狙ったように、俺の足元近くに流れてきた。


俺は拾うと、なんとなく目に入ってくる言葉を読み取ってしまった。


 


-------------------------------------------------------------------------------------------


 


真実ってなんだろう？


真実はすべからく、正義で正しくて、幸せなもの？


嘘ってなんだろう？


嘘はすべからく、不義で間違っていて、不幸せなもの？


 


私は真実こそが悪で、嘘こそが善だと


その程度のことを


声を大にしていいたいわけじゃない


 


真実は、


知るべきだけど


暴くべきものではないのかもしれない


例え、


嘘の中に隠れてしまっても


それをたまたま見つけてしまったとしても


そのままにしておくことが、いいことだってある


 


何もかもを壊してしまう真実よりも


大切なものを守れる嘘の方が


私は好きだ


 


何もかもを壊してしまう真実から


大切なものを守ることができる


嘘は存在する


 


そう、幸せで、優しい嘘は、存在するんだ


私にはそれが真実


 


-------------------------------------------------------------------------------------------


 


「…」


「…」


「…」


「…」


やっちまった。


えらい爆弾を踏んじまった。


まさかまさかの


中二病詩集ですか！？フォローしずれぇぇぇぇぇぇぇぇぇえぇぇ！！！！！


こだちは顔を真っ赤にして、ぷるぷるぷるぷると震えている、俺はかける言葉を失うも必死に紡ぎだし、こだちに言ってやった。


「…な、なんていうのかな？すっごく、す…素敵なポエムだネ？」


「…ぶちっ」


俺は助けを求めるように、旅木をみた、旅木はものすごい勢いで顔を横に振っていたが、俺のあまりにも泣きそうな表情に観念したのか言葉を紡ぐ。


「…う…うん、叙情的で、素晴らしいと思うヨ？…すごいなぁ…金沢さんは、そういう才能もあるんだネぇ…」


「…ぶちぶちっ」


俺たちのフォローはここで止まってしまった、ほ、褒めるのはやばそうだな…これ…。


こだちはなにも言わない、俺たちが戦々恐々としていると、そんな状況のなか、キコは何かを思いついたかのようにしゃべりはじめる。


「あ！思い出した～！ひろしが教えてくれたんだけど、こういうのって中二病っていうんだよね？あはは！キコも中二病って言われた～☆だから！こだちちゃんとおーなじーだね～☆」


同調キタコレ！何これ？新しいフォローなの！？新展開過ぎてツイテイケナイよ！キコは涼しげな表情で心底嬉しそうにしている、俺と旅木は心の中でスタンディングオベーションを送りつつ、キコの高等地雷処理技術に感動…。


「ちっつつがぁっぁっぁっぁぁぁぁぁぁぁぁあううううううぅうううううぅぅうっぅぅぅぅう！！！！！！」


なわけなかった。


こだちの絶叫は、辺り一帯に響いたのだった。


 


 


早朝の駅。


俺とこだちは付き合うようになってから、毎日、駅で待ち合わせるようにしている。


あの日からまだそんなに経っていないが、あのドタバタのあと、あらためて俺から告白して、今に至っている。


「はー…さすがにもう、あまり寒くなくなってきたなぁ」


ぽかぽか、とまではまだいかないが、


まぁそれもそのはず、もういつ桜が咲いてもおかしくない時期だ。


ニュースでは今日あたりから、開花宣言が放送されていたはず、


そんなことを考えていると、改札から軽く手を振って慌しく小走りでこちらに向かってくるこだちを見つけた。


「…ご、ごめんなさい！ちょっと朝、時間かかっちゃって…」


「いいよいいよ、全然まだ時間あるし」


「…うん」


こだちはブロンドの髪を揺らしながら、少し赤くなりながらも、俺の腕に自分の腕を絡めてくる。俺は腕に絡みつく柔らかい幸せな感触に頬を緩める。


ブロンドでモデル体型、眼鏡をかけていて、お固くて、真面目で…それなのに、こんなことを照れながらもさらりとやっちゃうこだち、うほぉうー！！俺は改めてこの、こだちという女の子がとても魅力的だと思った。ギャップ萌え？っていうんですか？


「いや～…」


「？どうしたの？新？」


そういって微笑かけてくるこだちスマイル、サイコーです、はい、朝からテンションあがるぜ！


「い、いやぁ…かわいいなぁと思って…」


「！ばか…」


こだちは少し下を向きつつ、照れてるのか顔を赤くしながらこう言った。


「…新も、かっこいいよ…？」


「かぁぁぁぁぁぁぁぁあああぁぁぁぁぁぁぁぁあぁぁあぁぁあぁぁぁ！！！！！！！！！！」


突如、奇声があがると、駅前の花壇からずぼっと仲野が現れた。


ずんずんと向かってくる仲野、こだちは俺の後ろに隠れるように逃げる。


そうして、俺の目の前でぴたりと止まる仲野、しばし俺たちを見ていた。


「な…なんだ？！」


「リア充爆発しろよぉぉぉぉおおおっぉおおおおおおぉおおおおお！！！！！！」


そう言い放って、走り去っていった。


「…な…なんなの…あの人…一応、新の親友…なんだよね？」


「う～む…その問いに頷きたくはないが…まぁたぶん…一応…そうなるのかな…」


こだちは仲野の去って行った方をみて、何やら考えているようだった、そして…。


「…うん、真砂ちゃんやキコちゃんも、ちゃんと付き合ってるんだし…私もがんばるね！」


１００万ボルトのこだちスマイルキタコレ！


あれか！？俺を感電死させる気なの？そうなの？！


「…まぁ…あんまり頑張らなくていいよ…」


あんなヤツに向き合うエネルギーが勿体ない、全部俺に向けて放電してくれ、なんちって！


「ううん…新のためって考えればがんばれそうだし…」


はあああああああああ！？朝から感電死直前なんだけども？！なんなんだこの可愛さは？！


「…だめだ！もう抑えられん！」


俺は、こだちをぎゅっと抱きしめようとするが、それに勘づいたこだちは、ぱっと俺と離れてかわす。俺から離れつつも、今度はしっかりと手の平を握っているこだち。


顔を真っ赤にしてこだちは言う。


「だ…だめだよ、そういうのは…人のいないところじゃないと…」


はあ？！き、基本ＯＫだと？！！ほ、崩壊する！俺の倫理観が！頬が！涙腺が！崩壊する！


「こだちさん」


「は…はい」


「俺、壊れてもいいっですかね？」


「だめです」


あ、やっぱり？


俺はなんとか、自分の心を抑制しつつ、こだちと繫いだ手を軽く振りながら学園に向かう。


「～♪」


「…」


「…新」


「ん？～♪」


「ひとつ…聞いてもいい？」


「なんだよ！水臭せぇなぁ…何個でも聞けよ！」


「あの…」


「？」


「…なあなあになってしまったのだけど…」


「うん」


「新は…全部、覚えている、の？その…」


「…」


「私…私はね？」


「わからねぇ」


「え？」


「こだちが何を言ってるのか、俺にはわからねぇよ？」


「…そう…」


こだちは少し、寂しそうな顔をする。


そんな表情を見たくない俺は、少しだけその問いに応えようと思う。


「…ただ、お前が持ってた日記」


切れ端のような１ページが挟まっていた以外、ごっそりと抜けていた日記。


「…やめて…私の黒歴史を今再びリサイタルする気！？」


おぉ…こだちがこだちが怒りに震えておる…。


「ち、ちがが！ちがうよ！あそこに書いてあることが、共感できるつーか…！俺も真実だと思うってこと！！」


ばかにされたと思ったこだちの戦闘能力が上がっているだと…？！いやぁぁぁあぁぁぁ！！！空間が歪んで！歪んで見えるよぅ？！


「や…優しい嘘には、優しい嘘で…返すのが礼儀だぜ」


「？それって…どういう…」


「まぁーた仲野みてぇにどこにだれが潜んでるか、わっかんねぇからなぁ…一言だけだぞ」


俺はこだちに急に顔を近づけて、耳元でささやいた。


「…くそったれな運命は、もう全部変わっちまったよ！」


「え！」


一瞬、ニヤリとほくそ笑んだ新は呆然とする私を置いて、走り出す、そして振り向き私に向かって叫ぶ。


 


「それだけで、もーいいんじゃねぇかなー？！！」


 


「それとーはやくしないとーさすがに遅刻するぜー？」


「もう！ちょっと待ってよー！！！」


 


[image: ]


 


私たちはまた手を取り合って、笑いながら走りだす。


 


朝の陽光がきらきらと、


薄桃色に染まりつつある並木道を照らしていく、


まだ冷たく、柔らかい風が、今、頬を撫でていった。


桜の花の蕾は、きっと午後には咲くのだろう。


また、あたたかい場所に戻ってこれたことを実感する。


 


離れてしまったあの人たちも、


離れてみて、やっぱり家族のようなものだったのだと、


私のことを想ってくれていたのだと、あらためて感じる。


 


そうして、たくさんの想いと共に、


これから、ずっとずっと、私は新と歩いてく。


そしていつの日か、きっと、私と新は…。


そんなことを考えたら、ぼんっと顔がまた、赤くなった。


ばかばか、なにを考えてるのかしら…。


 


今は、


真実に、どれほどの価値があるのか。


私にはわからない、


でも、優しい嘘は確かに存在する。


私が私として生きる、


今、この瞬間にー。
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